
論

説
公
共
政
策
決
定
過
程

に
お
け
る
ア
メ
リ
カ
大
統
領

及
び
議
会

の
機
能
位
相

㈹

竹

尾

隆

目

次

一
、
行
政
部
政
党

の
優
越
性

H

最
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の
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領

口

政
党
指
導
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と
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統
領
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号
)

一
一、
原
理
と
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協

9
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革

ω

大
統
領
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原
理
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第

二
十
三
巻
第

一
号
)

②

議
会
1
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益
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部
第
二
十
三
巻
第
二

・
第
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号
)

ω
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議
員

㈹
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使
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と
し
て
の
議
員
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口

方
法
と
限
界

ω

現
代
公
共
問
題
の
特
質

②

公
共
問
題
の
解
決
様
式

㈲

問
題
解
決
様
式
の
限
界

{622}

②

議
会
ー

利

益

(続

稿

)

ア

メ
リ
カ
上

院
史

上

に

お
け

る
最

も
傑
出

し

た
議

員

の

↓
人

と

し

て
、

い
ま
な

お
、
人

々

の
記
憶

の
層

に
奥

深
く
刻

み
込

ま
れ

て

い
る

H

●
H

・
ハ
ソ
フ
リ
ー

(出
ΦHげ①
周紳
甲一.
}山霞
口bゴ
H①団
)

は
、

副

大
統

領
職

に
在

任

中

で
あ

っ
た

一
九

六

五
年

に
、
現
実

政

治
家

と
し

て

の
立

(
1

)

場

に
視
軸
を
据
え
て
、

ア
メ
リ
カ
政
治

に
果
た
す
議
会

の
役
割
を
、
次

の
よ
う
に
規
定
し
て

い
る
。

「
議
員

は
、
全
国
政
府
と
こ
の
共
和
国
を
構
成
す
る
凡
そ

一
慮
九

五
〇
〇
万

の
人

々
と

の
間
を
繋
ぐ
連
環
を
、
形
づ
く

っ
て
い
る
。
明
ら

か
に
、

こ
の
連
環
は
、
我
が
国
に
お
け
る
全
国
政
府
を
、

ア
メ
リ
ヵ
国
民
の
多
様
な
要
求
と
意
見
と
に
応
答
さ
せ
る
た
め
に
不
可
欠

の
存

在

で
あ

る
。
…
…
思
慮
分
別
の
あ

る
討
論

に
よ

っ
て
、
ま
た
、
多
数

の
人

々
の
見
解
を
考
慮
す
る
こ
と
を
通
し

て
、
議
会

は
、

一
旦
法
律

が
可
決
さ
れ
た
な
ら
ぽ
、
そ
の
法
律
が
多
種
多
様

の
人

の
総
体
的
判
断
を
反
射
す

る
も

の
で
あ
る
よ
う
に
、
立
法
提
案
を
修
正
し
、
精
練

し
て
ゆ
く
。

…
…
議
会

は
、
諸
多

の
国
家
目
的
が
追
求
さ
れ
る
場

で
あ
り
、
大
統
領
提
出

の
諸
施
策
が
審
査
さ
れ
る
場
で
あ
り
、
そ
し
て
、

偉
大
な
社
会
関
係
諸
施
策

(αq
同。鉾

ω9
一亀
①。。)
が

果
て
し
な
く
討
論
さ
れ
実
行

に
移
さ

れ

る
場

で
あ

る
。
…
…
巨
大
な
数

の
市
民
の
関
心

事
と
創
造
的
な
世
論

の
反
応
と
を
、
実
効
性

の
あ
る
人
間
性

の
豊

か
な
法
律
に
翻
訳

し
て
ゆ
く

こ
と

こ
そ
、
政
治

の
本
質

に
ほ
か
な
ら
な

い
」
。 こ

の
よ
う
に
し
て
、
も
し
議
会
が
真

に
民
意

に
応
答
す
る
と
し
た
ら
、
議
員
選
挙
は
、
時

の
重
要

な
争
点
を
基
礎
に
、
展
開
さ
れ
る
こ

と

に
な
る
で
あ
ろ
う
。

こ
の
場
合
、
世
論
と

い
う
発
光
体
か
ら
、
進
歩
主
義
と

い
う
光

の
矢
が
、

一
斉

に
放
射
さ
れ
る
な
ら
ば
、
保
守
主
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義

の
視
点
を
貫

ぬ
く
議
員

は
、
そ
う
し
た
矢

に
射
当

て
ら
れ
、
投
票

に
よ

っ
て
、
議
員

の
座

か
ら
転
落
す
る
結
果
に
な

る
で
あ
ろ
う
。
逆

に
、
保
守
主
義

の
世
論
が
興
起
し
、
時
代

の
趨
勢

の
全
域

に
普
く
浸
透
す
る
な
ら
ば
、
議

員
選
挙

に
お
け
る
候
補
者

は
、
保
守
主
義
を
光

源
と
す
る
世
論
の
光
線

の
な
か

に
曝
さ
れ
る
に
至
り
、
こ
の
光
線

の
波
長
と
合
わ
な

い
候
補
者
は
、
議
席

の
獲
得
が
至
難
と
な
る
で
あ
ろ

う
。
議
員
選
挙
は
、
時
代

の
潮
流

の
外
に
あ
る
も

の
で
は
決
し
て
な

い
。
双
方
は
、
等
質
性
を
備
え
る

一
対

で
な
け
れ
ぽ
な
ら
な

い
。
こ

(
2

)

れ

が
、

ハ
ソ

フ
リ

ー

の
言

葉

の
含
意

す

る
と

こ
ろ
で
あ

る
。

け

れ
ど
も

、
今

日

に
お
け

る
議

員

選
挙

の
真

の
勝

者

は
、
既

に
議

員

職
を

保
有

し

て

い
る
現

職
議

員

(一瓢
O偉
日
げ6
口
冨
)

で
あ

る
。

当
選
者

か
ら

、
進

歩
主

義
者

・
保

守

主
義
者

・
民
主

党
員

・
共

和
党

員

な
ど

の
、
様

々
な
意

匠
を

、

悉
く
剥

離
す

る
と
き

、
そ

の
下

か
ら
露

出

し

て
く

る

の
は
、
現

職

議
員

と

い
う
裸
像

で
あ

る
。
今

日

に

お
け

る
議

会

は
、
議

員

イ

コ
ー

ル
多
選
議

員

と

い
う

等
式

の
下

に
あ
り
、

従

っ

(
3

)

て
、
現
代
議
会

は
現
職
議
員

の
圧
倒
的
支
配
と

い
う
単
彩

で
塗
り
あ
げ
ら
れ

て
い
る
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。

こ
う
し
て
、
現
職
議
員

の
蠕
曙
と

い
う
顕

著
な
特
色
が
、
最
も
強
力
な
主
旋
律
と
し
て
、
現
代
議
会

の
基
層
部
を
貫
流
し
て
い
る
。

こ

(
4

)

れ

は
、
今

日

の
議

会

に
お
け

る

「
職

業
政

治

家
」

(6母
Φ費

℃
。臣

。響

。・)
の
支

配

と

い

い
か
え

て
も

よ
い
。

こ
う

し
た

「
議

会

人

の
専

門

職

(
5

)

業

化

」

(
箕
。
騨

誓

密
一一聾

帥。
コ
。
h
O
8
α・
話
留
)
現

象

に

、

下

院

を

中

心

と

す

る
議

員

選

挙

に

お

け

る

「
政

党

転

移

率

」
(件冨

藁

Φ
。
な

餌
囲
な

齢離
サ

(
6

)

き
く
。「)
の
縮

減

と
、
勝

者

・
敗

者
間

の
得

票

差

の
拡
大

の
、

二

つ
の
視
角

か
ら

照
明

を
当

て
、

統
計

的
事

実

に

よ

っ
て
、

そ

の
結
晶

体
を

(
7

)

示
す
な
ら
ば
、
以
下

の
よ
う

に
な
る
。

ま
す
、
「
政
党
転
移
率
」

の
縮
減
か
ら
論
述

す
る
な
ら
ば
、
「
政
党
転
移
率
」
と
は
、
一
定
期
間
内

に
、
一
党
か
ら
他
党

へ
と
、
そ

の
占
有

(
8

)

が
転
移
す
る
議
席
が
、
下
院
も
し
く

は
上
院

に
お
け
る
全
議
席

に
占

め
る
比
率
を

い
う
。

こ
の
意
味

に
お
け
る

「
政
党
転
移
率
」

の
縮
減

は
、
最
近

に
お
け

る
議
員

の
、
と
り
わ
け
、
下
院
議
員

の
、
多
選
化

の
趨
勢

の
波
長
と
線

を
合
わ
せ
、
今

日
の
下
院
議
席
が

「
ア
メ
リ
カ

(
9
)

政

治
体

系

に
お
げ

る
最

も
競

争
性

の
稀

薄

な

公
職
」
(什訂

一①婁

8
日
翼

凶薯
¢
。
穿

$

冒

〉
日
鼠

8
昌
零
一菩

巴

㎝壌

Φ臼
)
で
あ

る
と

い
う
明
快

(s23)51



な
事
実
を
示
唆

し
て
い
る
。
「
政
党
転
移
率
」

の
縮
減
は
、
議
員
候
補
者
の
予
選
会

に
お
け

る
敗
者

が

稀

で
あ

る
と
い
う
歴
然
た
る
事
実

を
考
慮

に
い
れ
る
な
ら
ぽ
、
議
員
在

職
期
間
の
長
期
化
と
等
価
値

の
同

一
次
元
に
還
元
さ
れ

よ
う
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る

一
九
世
紀
議
会
と
二
〇
世
紀
後
半
以
降

の
現
代
議
会

の
間

の
顕
著
な
差
異

の

一
つ
は
、
議
員

の
再
選
率

の
高
低

に
、

従

っ
て
、
議
員

の
在
職
期
問

の
長
短

に
、
求
め
ら
れ
る
。
現
代
議
会

に
お
け
る
議
員
の
再
選
率

は
、

な
か
で
も
、
下
院
議
員

の
再
選
率
は

(
10

)

(
11

)

高

く
、

九
〇

%

を
越

え

て
お
り
、

現

代
議

会

へ
の
選

挙

は
、

一
般

に

「
専

門

職

へ
の
選

挙
」

(O一〇〇梓{O口
梓O
即
O㊤同OΦ
「)
と
、

直
線
的

に
結

合

す

る
。

こ
れ

に
反

し
、

一
九

世
紀

全

体
を

通
じ

て
、
議

員

の
再
選
率

は
、

低
調

で
あ
り
、

彼

ら

は
、

短

期

間
、
在

職

し

て

い
た

に
す
ぎ

な

(
12

)

か

っ
た
。
「
人

々
は
、
恰

も

椅

子
取

り
遊

戯

(節
σQ
琶

①
。
h
目
鼠

。巴

昏
巴
窃
)
に

お
け

る
ご
と
く

、
自

由

に
議

会

に
出

入
し

て

い
た
」
。

例
え

ば
、

一
八

四
三
年

に
お
け

る
下
院

議
席

の

「
政
党

転

移
率
」

は
、

七
三

%
、

同
じ
く

一
八
五

三
年

六

一
%
、

一
八
七

五
年

五

八
%

で
あ
り

、

一
七

九

一
年

か
ら

一
八
九

九
年

に
至

る
ま
で

の
下

院
議
席

の
平
均

「
政

党
転

移
率

」

は
、

五

五

%
で
あ

っ
た
。

総

じ

て
、

一
九

世
紀

に
お
け

る
下
院
議

席

の

「
政
党

転

移
率
」

は
、

一
八

五
〇

年
代

で
、
約

五
〇

%
で
あ

り
、

一
八
九
〇

年
代

に
至

っ
て
、

下
院
議

員

の

平
均
在

職

期
間

が

五
年

に
上
昇

し
た

た
め
、

二
〇

%
強

と

な

る

に
至

っ
て

い
る
。

そ
れ

で

は
、

一
九
世

紀

の
議

院

に
お
け

る
、

と
く

に
、

下
院

に
お
け

る

「
政

党
転

移
率

」

の
高

い

《
不
安

定

な
議

会
》

(8
。。け髄窪
。
O
。
亭

αq『。
・。。)
か
ら
、

そ

の

「
政

党
転

移
率

」

の
上
昇

に
弔

歌

を
捧
げ

る
二
〇

世
紀

の

《
専

門
職

業

化
さ

れ

た
議
会
》
(や
騰。
瀞
。。。。一。冨
鋤一一・。山
Ω
)昌
頓。。。
。。。。)

へ
の
転

換

を
促

し
た
要

因

は
、
何

で
あ

ろ

う
か
。

そ
れ

は
、

二
〇

世
紀

以
降

に
お
け

る
立

法

.
行

政

両
部

門
を

含
む

全
国
政

府

(匪
.
自
伽ぐ

(
13

)

幽§
巴

σ⇔。
〈。旨
日
。韓
)
の
威

信
と
権

能

の
増

大
と
解

し

て
よ

い
。

一
九

世
紀
初

期

に
は
、

首

都

ワ

シ
ソ
ト

ン
は
、

湿
地
帯

の
低
地

の
な
か

に
区

画

さ
れ

た
辺
鄙

な

一
村

落

で
あ

っ
た
。

こ

の
た

め
、

当
時

の
議

員

は
、
相

対

的

に

い

っ
て
、

よ
り

世
界

主
義

的
な

環
境

の
下

に
あ

っ
た
州

都

に
お
け

る
公

職

の
快

適

な
条

件

を
求

め

て
、

規
則

的

に

そ

の
職

を
辞

す

る

の
が

、

通
例

で
あ

っ
た
。

時

に
は
、

議

員

は
、
自

己

の
個
人

的

な
財
政
状

況

を
再
建

す

る

た
め

に
、

あ

え

て
職

を
離

れ

52(624)
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ね
ば

な
ら

な

か

っ
た
。

な
ぜ

な

ら
、

こ

の
時
代

に
お
け

る
議
会

は
窮

乏
団

体

(冨
昌
巳

。島

げ
。
を
)
で
あ

っ
た
か
ら

で
あ

る
。

こ

の
こ
と

は
、

(
14

)

一
つ
に
、

一
八

一
六
年

に
、
議
員
報
酬
が
若
干
引
き

上
げ
ら
れ
る
と
同
時

に
、
議
席

の
占
拠
を

め
ぐ

る
攻
防
が
激
化
し
、
議
員

の
転
移
率

(8
鵠鵯
。鼠
。昆

欝
ぎ
蚕

)
の
水
位
を

一
五
%
も
押
し

上
げ

た
と

い
う
単
純

き

わ
ま
る
事
実

に
、

二
つ
に
、
議
員
の
本
拠
地
で
あ
る
選
挙

区

で
は
、
議
員
候
補
者

へ
の
指
名
が
、
善
良
な
市
民
の
間
で
、
名
誉
で
あ
る
と
、
広
く
看
倣
さ
れ
て
い
る
と

い
う
、
候
補
者
指
名
が
精
神

的
価
値
表
を
通
し
て
換
算
さ
れ
る
事
実

に
、
そ
れ
ぞ
れ
覗
う

こ
と
が

で
き

る
。

し
か
し
、
一
九
世
紀
が
、
次
第

に
過
去

の
歴
史

の
年
輪

の
な
か
に
刻
み
こ
ま
れ
て
ゆ
く
と
と
も

に
、
状
況
は

一
変
す
る
。

ア
メ
リ
カ
政
治

に
お
け
る
全
国
政
府

の
重
要
性

の
比
重
と
権
能
と
は
、
着
実
に
増
大
す
る
に
至

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
と
く
に
、
南
北
戦
争
以
降

に
つ
い
て

妥
当
す
る
。

一
八
九
〇
年
ま
で
に
、
ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア
州
立
法
部

(≦
軽
艮
髄
ω
翼
。
冨
αq
箆
簿
ロ
「。
)
が
、
連
邦
議
会

よ
り
も
、
政
治
的

に
重
要

で
あ

る
と

い
う
状
況

は
、
既
に
、
忘
却

の
淵

に
沈
め
ら
れ
る

に
至

っ
た
と

い
っ
て
よ

い
。
代

っ
て
、
そ

こ
に
は
、
通
常
の
議
員
は
、
政
治
家
と
し
て
、

ワ

シ

ン

ト

ン
の
地
以
外

に
お
い
て
、
魅
力
的
な
専
門
職
を
確
保
し
得

る
機
会
を
見
出

し
難

い
と

い
う
、
《
一
九
世
紀

の
反
世
界
》

の
状
況

が
現
成
し
た
。

こ
う
し
た
状
況

の
変
化

に
直
面
し
た
議
員
は
、
再
選
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ

っ
て
専
門
職

の
議
会
人

へ
の
脱
皮
を
遂
げ
、

さ
ら
に
、
自
己

の
政
治
的
運
命

の
帰
趨

に
対
す

る
相
当
程
度

の
統
制
力
を
獲
得
す
る
こ
と
を
目
標

に
、
少
な
か
ら
ぬ
努
力
を
傾
倒
す
る
に

(
15

)

(
16

)

至

っ
た
。
今

日
に
お
け
る

《
年
功
制
》
(。。9
繭鼠
な

「巳
①
)
の
原
初
的
出
発
点
を
形
成
し
た

《
一
九

一
〇
年

の
反
逆
》
(簿
。
お
お

話
く
。ε

は
、

議
員
職

の
専
門
職
業
化

の
達
成
を
阻
み
動
揺

さ
せ
る
不
確
実
要
素
を
排
除
す
る
た
め
に
、
一
般
議
員

に
よ

っ
て
企
て
ら
れ
た
壮
挙
を
、
象
徴

す
る
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

こ
れ
に
よ
り
、
議
会

に
お
け
る
、
と
く

に
、
下
院
に
お
け
る
、
政
党
指
導
部
か
の
専
断
的
権
力

は
、
打
破
さ

れ
、

こ
れ

に
代

る
自
動
的
な
指
導
者
選
定
制
が
確
立
さ
れ
た
。
《
一
九

一
〇
年

の
革
命
》

は
、
新
た

な
指
導
者
選
任
制
を
生

み

だ
す
た
め

の
凄
絶
な
陣
痛

で
あ

っ
た
と

い
え
よ
う
。

こ
れ
以
降
、
個

々
の
議
員
は
、
以
前

に
は
不
可
能
で
あ

っ
た
方
法

に
よ
っ
て
、
専
門
職
業
化
さ

れ
た
議
会
人
と
し
て
の
人
生
設
計
を
、
立
案
す
る
こ
と
が

可
能

に
な

っ
た
。
新
た
に
設
定
さ
れ
た

《
年
功
制
》

は
、
議
員

の
転
移
率
と
相

(625)53



互

に
作

用
す

る
。

《
年
功

制
》

の
実

施

以
降

、
議

員
が

、

自
己

の
財

政
状

況

を
改
善

す

る

た

め

に
、

周

期
的

な
休

暇
を

と

る
必
要
性

は
、

も

は
や
存

在

し
な

い
。

な
ぜ

な
ら

、

こ
う

し

た
周
期

的

な
休
暇

を
と

る

こ
と
が

、
議

員

の
年

功

の
剥
落

で
あ

る

と

い
う
線

引

き
が

成
り

た

ち
、

こ

の

一
本

の
描

線
が

、

議
員

の
議

会

指
導

者

へ
の
飛
翔

を
阻

止
す

る
網

の
目
と

し

て
、

強

力

に
作

動

す

る
か
ら

で
あ

る
。

こ
う

し

た

こ
と

か
ら
、

議
員

選
挙

区

に

お
け

る
政

治

的

エ
リ

ー

ト
層
が

、

彼
ら

の
間

で
、

恰
も

回
転

扉

の
ご

と
く

、
議

員
候

補
者

へ
の
指
名

を

互

い

に
循

環

さ

せ
る

こ
と

は
、

も

は
や

不
可

能
と

な

る

に
至

っ
た
。

こ

の
よ
う
な
慣

行

は
、

議
会

の
権
力

構
造

内

に
お
け

る
彼

ら

の
選
挙

区

の

立

場
を
窮

地

に
追

い
や

る

こ
と

だ
け

に
終

る

か
ら

で
あ

る
。

こ

こ
に
、

《
年
功

制
》

を
影

の
動

力

と

し

て
、

議

員
が
、

ワ
シ

ン
ト

ン
に
、

長
く

留

ま
れ
ば

留

ま

る
だ
け

、
そ

こ
に
長
く

留

ま
り

た

い
と
す

る
彼

ら

の
衝
動

も
増

大

し
、

さ
ら

に
、

そ

の
衝

動

も
現
実

化

さ
れ

て
ゆ
く

と

い
う
、

一
つ
の
円
環

宇

宙
が
形

成

さ
れ

る

に
至

っ
た
。

こ
う

し
て
、
議

員

の
経

歴
と

生
活

様
式

に
お
け

る
平
衡

は
、
「
素

人

か
ら

玄
人

へ
、
本

国

か

ら

派
遣

さ
れ

た
臨

時
外
交
官

の
地
位

か
ら

立
法

部

集
団

の
構

成
員

の
地

位

へ
」

(ぎ

旨

髄臣

§

霞

8

鳴
。
{Φ
。。。。一8
群

出δ
日

件冨

。。翼

爆。。
魚

8
据

9
p蔓

諺

冨
。・。・巴
。=

さ
日

げ
。
墓

8

匪
g

9

(
17
)

§

目
蜜

。
=

げ
巴

。
管

聾

貯
①
αq
困。
巷

)
と

、

大

き

な
転

換

を

遂

げ

た

の

で

あ

る

。

こ

の
よ
う

に

《
一
九

一
〇

年

の
反

逆
》

後

の
、

一
九

一
四
年

か
ら

一
九

七
〇
年

に
至

る
ま

で

の
下

院

に
お
け

る

「
政
党
転

移
率

」

は
、

(
18

)

緩
や
か
な
曲
線
を
描
き
な
が
減
退
し
て
ゆ
く
。
す
な
わ
ち
、

一
九

一
四
年
か
ら

一
九
五
〇
年

に
至
る
ま
で
の
期
間

に
お
け

る

「
政
党
転
移

率
」

は
、
凡
そ

一
一
%
で
あ

っ
た
。

し
か

し
、

そ

れ
以
来
、
「
政
党
転
移
率
」

は
、
緩
慢
な
が
ら
も
下
降
曲
線
を
辿
り
、

一
九
六
〇
年
代

に
は
八
%
に
ま
で
、
低
落
す
る
に
至

っ
い
る
。

一
九
七
〇
年
代

に
至
る
と
、

一
九

七
六
年

の
選
挙
で
は
、
再
選
を
意
図
し
た
現
職
下
院
議

員

の
実

に
九
七
%
以
上
が

、
自
ら

の
期
す
る
目
的
を
達
成
し
た
と

い
う
驚
嘆
す
べ
き
事
実
が
、
出
現
し
て
い
る
。

こ
の
年

の
選
挙
で
、
そ

の
勢
力

の
退
潮
が
伝
え
ら
れ
て

い
た
共
和
党
で
す
ら
、
現
職
下
院
議
員

の
落
選
者

は
、
僅
か
五
名
で
あ

っ
た
。
他
方
、
民
主
党

に
お
け
る

現
職
下
院
議
員

の
落
選
者

は
、
七
名

で
あ

る
。
な

お
、
民
主
党

の
場
合
、

一
九
七
四
年

に
お
け

る
反

ニ
ク
ソ
ン

(ゆ討
仲一ーり角帥図
O旨
)
の
社
会
的

54{s26)
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潮
流

の
翼

に
乗

っ
て
、

一
気
に
当
選
し
た
七
五
名

の
新
人
下
院
議
員

の
う
ち
、

一
九
七
六
年

の
選
挙

で
落
選
し
た
議
員
は
、
三
名
を
数
、兄

る
に
す
ぎ

な
か

っ
た
。

右

の
状
況
を
具
体
的

に
述
べ
る
な
誌

・

一
九
四
〇
年
代

以
来
・
「
政
党
転
移
率
」

は
・
低
迷
状
態

に
あ

る
・

一
九
五
四
年
か
ら

充

八
六
年

に
至
る
ま
で
の

一
七
回

の
下
院
議
員
選
挙
に
お

い
て
、
僅

か
平
均
二
二

の
下
院
議
席
と
同
じ
く
平
均
八
上
院
議
席
が
、

一
回

の
選

挙
で
、
政
党
支
配
を
変
更
を
み
た
に
す
ぎ

な

い
。

こ
の
数
値

は
、
全
下
院
議
席

の
七
%
、
全
上
院
議
席

の
八
%
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
表
示
す

る
。
個

々
の
下
院
議
席

に
関
す
る
政
党
支
配

に
最
大
変
化
の
生
じ

た

一
九
六
四
年

に
お

い
て
す
ら
、
全
下
院
議
席

の

ニ
ニ
%
、
五
七
議
席

が
、

一
党

か
ら
他
党

へ
移
行

し
た
に
と
ど

ま
る
。

こ
の
年
が
、
民
主
党

に
、
稔
り
豊
か
な
選
挙
成
果
を
も

た
ら
し
た
年
で
あ

っ
た

に
せ
よ
、

民
主
党

の
純
獲
得
議
席

は
、
三
七

の
み
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

四
七
下
院
議
席
が
共
和
党
支
配
か
ら
民
主
党
支
配

へ
と
、

一
〇
議
席
が
民

主
党
支
配

か
ら
共
和
党
支

配

へ
と
、
双
方
が
互

い
に
回
転
し

て
入
れ
替

っ
た
た
め
で
あ
る
。

他
方
、
上
院

の
場
合
、

一
九
七
六
年

に
、
政
党
支
配
に
最
大

の
変
化
が
起

っ
て
い
る
。

こ
の
年
、

一
四
議
席
が
、
政
党
支
配

の
変
化
を

蒙

っ
た
。
し
か
し
、
民
主

・
共
和
両
党

は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
他

の
七
議
席
を
犠
牲

に
供

し
て
新
た
な
七
議
席
を
獲
得

し
て
お
り
、

こ
の
年

の

前
後
を
通
し
て
、
上
院
議
席

の
党
派
的
構
成

に
は
何

の
変
化
も
な
く
、
こ
の
特
異
な
状

況
は
、

い
わ
ば
、

一
種

の
回
転
扉
が
仕
掛
け
ら
れ

た
ご
と
き
観
を
呈
し
て
い
る
。

一
九
七
六
年

の
対
極

に
あ
る
の
が
、

一
九
六
八
年

で
あ

る
。

こ
の
年
、
下
院
七
議
席
が
共
和
党
支
配

へ
、

逆

に
、
下
院
三
議
席
が
民
主
党
支
配

へ
と
、
下
院
議
席

に
対
す
る
政
党
支
配

の
相
貌

は
、
改

め
ら
れ
た
。

ま
た

一
九
六
〇
年

に
は
、
上
院

二
議
席

の
み
が
、
政
党
支
配
を
変
更
し
た
。

な
お
、
上
院
で
は
、
大
統
領
選
挙
年
と
議
員
選
挙
年

(非
大
統
領
選
挙
年
)
と

の
間

に
、
議
席

に
対
す
る
政
党
支
配
の
変
化
の
差
異

は
、

と
く

に
認

め
ら
れ
な

い
。

一
九
五
四
年
か
ら

一
九
八
六
年

に
至
る
ま
で
の
九
回
の
議
員
選
挙
年

に
お
い
て
、
平
均
八
議
席

に
、
政
党
支
配

の
変
化
が
、
起

っ
て

い
る
。

こ
の
平
均
値

は
、

一
九
五
六
年

か
ら

一
九
八
四
年

に
至
る
ま
で
の
八
回

の
大
統
領
選
挙
年

に
お
け
る
議
席
支

{szr)55



表1下 院議員選挙区における政党転移

率と一党制選…挙区の占有率

1914-1970

Same-
Party
Districts

cis

62.1

69.9

74.0

78.2

71.5

Party-
Change
Elections

(%)

11.8

10.6

11.9

7.8

S.2

Time-Period

1914-1926

1932-1940

1942-1950

1952-1950

1962-1970

Source:CharlesO.Jones,"lnter-PartyCom-

petitionforCongressionalSeats,"Western

PoliticalQuarterlyYo1.17September1964),

P.465WJ.KeefeandMorrisS・Ogul・ 丁加

,AmericanLegislatr'veProcess,41hed.,1977,

p.98,table4.3.

配
変
更

の
平
均
値
と
等

し
い
。
下
院
に
お
い
て
も
、
大
統
領
選
挙
年
と
議
員

選
挙
年
と

の
間

に
お
け
る
議
席
支
配
変
更

の
数
値

に
、
ほ
と

ん
ど
差
異
は
な

い
。
議
員
選
挙
年
に
は
、
平
均
三
四
議
席
、
大
統
領
選
挙
年

に
は
、
平
均
二

九
議
席
が
、
そ
れ
ぞ
れ
、
政
党
支
配

の
交
替
を
み
る
に
す
ぎ

な
い
。

加
え
て
、
同

一
政
党
が
継
続
的
に
支
配

し
て
い
る
議
席

の
選
挙
区
が
、
下

院
議
員
選
挙
区
全
体

の
な
か
に
占
め
る
比
率

は
、
恰
も
中
空
に
弧
を
描
く
か

の
よ
う
に
、
着
実
な
上
昇
傾
向
を
示
し
、
二
〇
世
紀
初
頭
か
ら

一
九
五
〇
年

代

ま
で
の
半
世
紀
間

に
、
そ

の
上
昇
率

は
、
六
五
%
か
ら
七
八
%
に
ま
で
、
飛

(
20

)

躍
す
る
に
至

っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
占
有
率
と
下
院
議
席

の

「
政
党
転
移

56{62S)

(
21

)

率
L
と
を
対
比
的
に
、
示
す
な
ら
ば
、
表

1
の
よ
う
に
な
る
。

一
九
八
〇
年
代

に
お

い
て
も
、

こ
う
し
た
傾
向
に
変
化

は
な
く
、
「
政
党
転
移
率
」

は
、
縮
減
と
い
う
主
調
音
を
、
依
然
、
響
か
せ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
を
、
議
員

の
在
職
期
間

の
長
期
化
に
視
角
を
据
え

て
考
察

す

る

な
ら
ば
、
第
四
二
議
会

(
一
八
七

一
年
-

一
八
七
二
年
)
に

在
職
し
た
議
員

の
う
ち
、
下
院
議
員
の
二
分
の

一
と
上
院
議
員

の
三
分
の

一
の
み
が
、
再
選
以
上

の
議
員
で
あ

っ
た
に
す
ぎ

な

い
。
し
か

し
、
第
九
九
議
会

(
一
九
八
五
年
ー

一
九
八
六
年
)

に
お
け

る
下
院
議
員

の
九
〇

%
と
、
上
院
議
員

の
六
八
%
が
、
二
選
も
し
く

は
三
選

の

議
員

で
あ

っ
た
。

こ
う
し
て
、
今
日
で
は
、
議
員
歴

の
長
期
化
が
、
議
会
政
治

の
底
流
と
な

っ
て
い
る
。
第

五
八
議
会

二

九
〇
三
年
ー

一

(
22

)

 九
〇
四
年
)
で
は
、
下
院
議
員
の
僅

か
、

一
・
八
%
が
、

一
〇
選
を
越

え

る
議
員

で
あ

っ
た
。

こ
れ

に
反
し
、
第
九
九
議
会
で
は
、
下
院

議
員
の

一
二
%
以
上
が
、
こ
う
し
た
栄
誉
あ

る

一
〇
選
以
上

の
議
員
で
あ
る
と
主
張
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
議
会

に
お
け
る
、
就
中
、

下
院
に
お
け
る
専
門
職
業
化

(§

①巴
。。日
)
の
広
範
な
浸
透

は
、
第
九
九
議
会

に

お
け

る
下
院
議
員

の
四
五
%
以
上
が
、

五
期
以
上
、
在
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表2議 会における多選議員

SenatorsElectedtoSenate
MorethanUnce

RepresentativesElectedto
HouseMorethanUnceDate

野
47

54

66

58

45

68

鰯

63

勢

駕

83

90

1871

..

1915

1935

196

1977

1981

1985

Congress

42nd

50th

s4th

74th

87th

95th

97th

99th

Source:SamuelP.Huntington,"CongressionalResponsestotheTwentiethCentury,inThe

AmericanAssembly,丁 加 σoπg紹55α"4!伽8拓6σ ガ3F"如 プ召,ed.DavidB.Truman,p、9(a8

updated).

任
し
て

い
た
と

い
う
、
簡
明
な
事
実

に
、
示
さ
れ
よ
う
。
最
近

の
議
会

に
お
け
る
専

(
23

)

門
職
業
化

の
禰
漫
を
、
数
計

に
よ

っ
て
示
す
な
ら
ば
、
表

2
の
よ
う

に
な
る
。

し
か
し
な
が

ら
右

に
述
べ
た
ご
と
く
多
選
議
員

の
数
多
く

の
登
場

は
、
同
時

に
、

議
員

の
間

に
生
じ
て

い
る
最
近

の
微
妙
な
変
化
を
、
内
面

に
伏
在
さ
せ
て
い
る
。
そ

の
変
化

の

一
つ
は
、
現
職
上
院
議
員

は
、

一
九
五
〇
年
代

・
一
九
六
〇
年
代

よ
り
も
、

む
し
ろ

一
九
七
〇
年
代

に
お

い
て
、
再
選

の
確
保
が
、
よ
り
困
難

に
な

っ
て
い
る
と

い

う
状
況
で
麓

・
例
え
ば
・
二
五
名

の
轟

上
院
議
員
は
・

一
九
圭

ハ
年
、

一
九
七

八
年
、

そ

し

て
、

一
九

八
〇

年

の
選

挙

に
お

い
て
敗

退

し
た
。

他

の
七
名

は
、

こ
れ

ら

の
年

の
予

備
選

挙

に

お

い
て
、

一
敗

地

に
塗

れ

て

い
る
。

換
言

す

る

な
ら
ば
、

現

職

上
院
議

員

の
約

四
〇

%
が

、

一
九

七

六
年
、

一
九
七

八
年

、
そ

し

て
、

一
九

八
〇

年

の
議

員
選

挙

、
も

し
く

は
、

予

備
選

挙

の
、

い
ず

れ

か

に
お

い
て
、

敗

北
を

喫
し

た
。

と

こ
ろ
が

、

一
九

六

六
年

か
ら

一
九

七

四
年

に
至

る
ま

で
の
期

間
、

再
選

を
望

む
現

職

上
院
議

員

の
七

一
%

(現
職
下
院
議
員

の
場
合
は
、
八
八
%
)
が

、

再
選

を
確
保

し

て

い
る
。

こ
の
期

間
内

の
五
回

の
選

挙

(
一
九

六

六
年

・

一
九
六
八
年

.

一
九
七
〇

年

・
一
九
七
二
年

・
一
九
七
四
年
)
に

お
け

る
現

職

議

員

の
再
選
率

は
、

下

院

の
場
合
、

九

二

%
、

上
院

の
場
合
、

七

九

%
、

で
あ

っ
た
。

し
か

し
、

こ

の
期

間
以

降
、

状
勢

は
変

化
す

る
。

け

れ
ど
も

、

現

職
下

院
議

員

の
再

選
率

は
、

高

水
準

で
推

移

し

て
ゆ

く
。

例

え
ば

、

R

・
レ
ー
ガ

ン

(国
8
脚冠

渕
①品
鎚
)

共

和
党

大
統

領

候
補
が

、

地
た

(s29)57



り
的
大
勝
利
を
博
し
た

一
九
八
〇
年

の
選
挙
で
す
ら
、
現
職
下
院
議
員

の
九
〇

・
三
%
が
、
首
尾
よ
く
再
選
さ
れ
て

い
る
。

こ
れ
と

は
対

称
的
に
、
現
職
上
院
議
員

の
再
選
率

は
、
急
落
す
る
。

一
九
七
六
年
、

一
九
七
八
年
、
そ
し
て
、

一
九
八
〇
年

の
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙

に
お

(
25

)

け
る
現
職
上
院
議
員

の
再
選
率

は
、
六
四
%
、
六
〇
%
、
五
五

・
二
%
で
あ
る
。
し
か
し
、

一
九
八
二
年
及
び

一
九
八
四
年

の
上
院
議
員

選
挙

は
、
現
職
議
員
優
位
性
を
回
復
す
る
。

こ
の
二
回

の
選
挙

で
、
現
職
上
院
議
員
五
名
が
、
落
選
し
た
に
す
ぎ
な
か

っ
た
か
ら

で
あ
る
。

と

こ
ろ
が
、

一
九
八
六
年

の
選
挙
で
は
、
現
職
上
院
議
員
二
八
名

の
う
ち
、
そ

の
四
分

の

一
に
相
当
す
る
七
名
が
、
当
選
を
果
た
す
こ
と

が
で
き
な
か

っ
た
。

こ
の
七
名

は
、
す
べ
て
、
共
和
党
議
員

で
あ
る
。

こ
の
数
値

は
、
今
後

の
上
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
、
現
職
議
員

の

優
位
性
が
次
第

に
崩
壊
し
て
ゆ
く
と

い
う
、
現
職
議
員
再
選
率

の
下
降
状
態

の
記
号
を
、
表
象
す
る
も

の
と
も
受
け
と
め
ら
れ
よ
う
。

(
26

)

重
要

な
変
化
の
そ

の
二
は
、
上
下
両
院
に
お
け

る
引
退
議
員

の
増
大
で
あ
る
。
今
日
、
引

退
を
決
意
す
る
に
至

っ
た
議
員

の
理
由
と
し
(
27

)

て
、
落
選

の
危
険
性
、
下
院
議
員
選
挙

で
二
五
万
ド

ル
以
上

・
上
院
議
員
選
挙
で
四
〇
〇

万
ド

ル
を
越
え
る
選
挙
資
金

の
調
達

の
至
難
性
、

(
28

)

そ
れ
に
、
酒
癖
、
家
族
問
題
、
資
産
状
況
等

々
の
、
個
人
生
活

の
公
開

に
対
す

る
忌
避
感
、
な
ど
が
、
あ
げ
ら
れ
て

い
る
。
そ

の
他
、
健

康
上

の
理
由
か
ら
、
引
退
す
る
議
員
も
、
存
在
す
る
。
引
退
議
員

の
増
加

は
明
ら
か
に
、
彼
ら
が
、
議
員
職

の
遂

行
、
そ
れ
に
伴
う
心
理

的
緊
張
感
、
そ

し
て
、
議
院
内
外
か
ら

の
圧
力
、
以
上
に
倦
み
、
心
身
と
も
に
困
慰
し
た
た
め
と
み
て
よ
い
。
議
会

に
お
け

る
議
員

の
生

(
29

)

活

は
、

以

下

に
列
記

し
た
議

員

の
評
言

に
示
唆

さ

れ

る

よ
う

に

《
困
難

な
仕

事
》

(訂
毘
。
)
が
密

度
高

く

結
晶

化
し

た

も

の
と

い
う
こ
と

が

で
き

る
。

「
我

々
の
共

通

の

不
満

は
、

議

員

の
仕
事

が

も

は
や

面
白

い
も

の
で

は
な

い
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
我

々
の
時

間

は
常

に
、
宴

会

(8
㌣

<
幽く
Σ
ξ

)
と

交
際

(8
日
や
碧
一。霧
臣
℃
)
に
と

ら
れ

て
し
ま

う
。

我

々
に
は
、

こ

れ

以

上

の
仕

事

は

な

い
。

議

員

の
仕
事

は
、
ま

さ
し
く
、

心
身

を
磨

り

減
ら

す
」
。

〔
M

・
K

・
ユ
ー

ド

ー

ル

(§

Hユ
oo
一(・
一q
山
拶一一)
(
ア
リ
ゾ
ナ
州
選
出
)
民

主
党

下

院
議

員
〕

「
我

々
は
、
議
員

の
仕
事

に
、
と
う

て
い
、

つ
い
て
ゆ
け
な

い
。
す

べ

て

の
人

々
の
視
線
が
あ
ら
ゆ
る
問
題

の
解
決
を
求
め
て
ワ
シ
ソ

58(630)
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ト

ン
に
注

が
れ

て

い
る
。
そ

こ

は
、
全

く

の
別

世
界

で
あ

る
L
。
〔
G

・
マ
オ

ソ

(0
8
茜
㊥
ζ
・・ゴ
§
)
(テ
キ
サ
ス
州
選
出
)
民
主
党

下

院
議
員
〕

「
町

の
報
道

関
係

者

の
半

数

は
、
議

員
諸

君

が
ピ

ュ
ー

リ

ッ
ツ

ァ
ー
賞

の
受
与

を

待

っ
て

い

る

も

の
と
考

え

て

い
る
」
。

〔
L

.
チ

ャ
イ

ル
ズ

(冨
毛
仲O
鵠
0
7
一一⑦匂o)
(
フ
ロ
リ
ダ
州
選
出
)
民
主
党

上
院
議

員
〕

「
議

員
職

は
、
今

日
、
生

涯
職

と
な

る

に
至

っ
て

い
る
。

議

員

は
、

一
生

を
議

会

で

終

え

る

か
、

そ

れ
と

も
州
知

事

か
上
院

議
員

の

い

ず

れ

か

に
転

身
す

る

こ
と

を
試

み
る
。

何

人

か

の
議
員

は
、

い
つ
の
日

か
晴
れ
渡

っ
た

空

の
下

に
、

自

ら
が

ホ

ワ

イ
ト

ハ
ウ

ス
入
り

す

る

日
を
夢

み

て

い
る
。

い
ま
や
議

員

は
、
早

い
時

期

に
身

の
始

末

を

つ
け

な
け

れ
ぽ

な
ら

な

い

(。助・・寓
諮

ε

。

下
院
議

員

は
、
こ
れ

ま

で
以

上

に
、

綿
密

に
監

視

さ
れ

、

こ
れ

ま

で
以

上

に
、
厳

格

に
批

判
さ

れ
、
情

容
赦

な
く

責

任
を
追

及
さ
れ

て

い
る
。

だ
が
、

報

酬

は
、
気
前

よ
く
与

え

ら
れ

て

い
る
わ

け

で

は
な

い
。

ロ
ビ

イ

ス

ト

は
、

我

々

の
二
倍

の
報

酬

を
得

て

い
る
」
。

〔
J

・
コ

ニ
ヤ
ー
ズ

(冒
げ
昌
9

昌
遷
量

冒
.)

(ミ
シ
ガ

ソ
州
選
出
)
民

主
党

下
院

議

員
〕

「
日
中

は
朝

か
ら

夕

ま

で
職

務

に
精

励

し
、

夜

は
夜

で
次

か

ら

次

へ
と

宴

会

に
顔

を
出
す

こ
と
を

期
待

さ
れ

る

こ
と

は
、

う

ん
ざ
り

さ

せ
ら

れ

る
し

、
現

に
う

ん
ざ

り

し

て

い
る
。

…
…

人

々
は
、

必
要

以

上

に
、
私

を

い
ら

だ
た

せ

る
。

彼

ら

は
、

彼

ら

の
政
府

が

、
彼

ら

の

た
め

に
、

よ
り
多

く

の
事

柄

を

し

て
く

れ

る

こ
と

を
要

求

し
な

が
ら
、

自

ら

の
た

め

に
進

ん
で
何

か
を

し

よ
う

と

す

る
意

思

に
乏

し

い
。

…

…

こ

の
た
め
、
議

員

の
仕
事

の
大
部

分

は
、
細

か

い
事

柄

を
粗

捜

し
す

る

こ

と

と

な

る
」
。

〔
0

・
パ
イ
ク

(9
尻

国
竃
)
(
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
選
出
)
民

主
党

下
院

議
員

〕

も

と

よ
り
、

議

員

に
よ

っ
て
感

知

さ

れ

る
諸

種

の
圧
力

は
、
す

べ

て
、

ワ

シ

ソ

ト

ソ

に
お
け

る
生

活

に
集
中

し

て

い

る

わ

け

で
は
な

い
。

下
院
議

員

に

は
、
次

期
選

挙
が

、

何

よ
り
も

ま

し

て
、

関

心

の
的

で
あ

る
。

選

挙
区

へ
の
度
重

な

る
帰
参

が
要

求
さ

れ
、

彼
ら

の
行

動

は

ワ

シ

ソ
ト

ン
と
選

挙
区
と

を
往

還

す

る
プ

ラ

ー
メ

ソ

の
よ
う

に
循

環
的

軌

跡
を

描
く
。

選
挙
運

動

は
、
決

し
て
終

焉
す

る

こ
と
が

な

い
。

選

挙

の
試

練

と

い
う
厳

酷

な
磁

場

の
な

か

に
据

え
ら

れ

て

い
る
議

員

は
、

自
己

の
選

挙

民
と

い
う

磁
力

の
中

心

に
、

常

に
、
引

き
寄

(631)59



(
30

)

せ
ら

れ
、

収
敷

し
て
ゆ

く
。

次

の

一
下

院
議

員

の
言

葉

に
、

こ

の

こ
と
が

覗

わ
れ

る
。

「
私

は
、

こ

の
仕

事

で
何

を

し

て

い
る

の
か
、

あ

る

い
は
、

な
ぜ
私
が

こ

の
仕

事

に

入

っ
た

の
か
、
判

ら

な

い
。
私

の
家
族

の
立

場

は

悲

惨

で
あ

る
。

私

は
、

い
ま

十

日

ほ
ど

選

挙
区

で
過

し

て
き

た

と

こ

ろ

で

あ

る
。

最

初

の
三

日
間

、
愛
妻

の
ダ

ー

テ

ィ

(O
o
三
〇
)
と

子

供
達

は
、

こ
こ

の
選

挙
区

に
滞
在

し

て

い
た
。

し
か

し
、

そ
れ

か
ら
、

家
内

と
子

供
達

は
、

学
校

が
始

ま
る

た
め
、

メ
リ
ー

ラ

ソ
ド

に
帰

っ
て

い

っ
た
。

私

は
、

水
曜

日

に
帰

宅

し
、
事

務

所

に
行
き

、
そ

の
後

、
生

命

保
険
業

者

団
体

の
た
め

の
晩

餐
会

に
出

席

し
な
け

れ
ば

な

ら

な
か

っ
た
。

我
が

州
選
出

の
下
院

議
員

で
あ
れ
ぽ

、
誰

し
も
、

こ
れ

に
出

席

し
な

け
れ
ば

な
ら

な

い
。

も

し
出

席

し
な
か

っ
た
と

し
た

ら
、

彼
ら

は
、

二
度

と
私

に
声

を

か
け

る

こ
と
が

な

い
で
あ

ろ

う
。

そ

の
晩

、
私

は
、

深
夜

に
帰

宅

し

た
。

翌

日
、
私

は
、
私

の
選

挙
区

出

身

で
町

に
居
住

す

る
か

な
り

の
人

々
と
会

合

す

る

た
め

に
、

朝
食

会

と
も

う

一
つ
の
カ

ク

テ
ル

パ
ー

テ

ィ
ー

に
足

を
運
ば

な
け

れ
ば

な
ら

な

か

っ
た
。

こ
の
た
め
、

再
び

、
帰

宅
が

深
更

に
及

ん
だ
。

こ
れ
が

、
昨

日

の
こ
と

で
あ
り

、
今

日

は
ま
た
、
私

は
、

五

日
間

の
予
定

で
、

選
挙

区

に
戻

る
。
私

は
、

い
わ

ば
、

ヨ
ー

ヨ
ー

(団O
,団O
)
で
あ

る
。

…

…
何

び
と
も

議
席

を
得

る

た

め

に
、
大

変

な
努

力

を
払

う
。

そ
し

て
、

議
席

を
得

た
と

き
、
彼

ら

は
、

何

の
た
め

に
議

席

を
得

た

の
か
、

語

し
く

お
も

う

で
あ

ろ
う
。

…
…
議

席

の
獲
得

競
争

は
、
熾
烈

で

あ

る
。
私

は
、

し
か

し
、
そ

の
競
争

が

好
き

だ
。

し
か
も
、

私

は
、
そ

の
興

奮

も
好

き

だ
。

我

々

は
、
多

大

の
時

間

と
労

力
と

を
投

じ
な

け

れ
ぽ

な
ら

な

い
。

何

の
た

め

に
?

卒
直

に

い

っ
て
再
選

を

果

た
す

た
め

に
。
…

…
我

々
は
、

再
選

を

目
ざ

し

て
立
候
補

す

る
た
め

に
、

自

己

の
持

て
る
す

べ

て

の
時
間

を
費

や

さ
ね

ぽ

な
ら

な

い
。

…

…
私

は
、

ワ

シ
ン
ト

ソ
で
馬
齢

を

重
ね

る
積
も

り

は
毛

頭
な

い
。

も

し
成

算
が

た

つ
な
ら
ば

、
私

は
、

上

院
議
員

に
立

候
補

す

る

こ
と

に
な

ろ
う
。
勝

敗

が

い
ず
れ

に
帰
そ

う
と
も

、

私

は
、

そ

れ

で
よ

い
。

私

は
、

故
郷

に
帰

れ

る
な

ら
ぽ

、
幸

わ

せ
と

お
も

う
。

も

し

私
が

上
院
議

員

に
当
選

し

た
な
ら
ぽ

、

私

は
、

こ

の
当
選

が

長
期

に
及
ば

ぬ
よ
う
、

自

分
自
身

に
、

厳

粛

に
誓
約
す

る
所
存

で
あ

る
。

け

れ
ど
も

、
私

は
、
六
年

間

の
在

職

期

間
を

大
事

に
し
た

い
と

お
も

う
。

し
か
し
、
私

は
、

常

時
立

候
補

し
た

い
と

は
お
も

わ

な

い
。

私

は
、

次

の
よ
う
に

い
う

こ
と
が

で
き

る
。

"
私

は
、

い
か

な

る

事
態
が

生

じ

て
も

、
意

に
介

so(fi32)
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さ
な

い
。
私

は
、
再
選
を
目
標

に
立
候
補
す
る
た
め
に
、
私

の
す
ぺ

て
の
時
間
を
投
入
す

る
積
り

は
な

い
"
L
。

こ
う
し
て
、
議
員

の
引
退
を
促
す
理
由
が
何

で
あ
れ
、
魅

力
的
な
議
員
年
金

の
受
給
が
、
引
退

に
伴

う
苦
痛
を
緩
和
す
る
。
例
え
ば
、

三
二
年
間
勤
続

し
た
議
員
が
引
退

し
た
場
合
、
五
万
ド

ル
を
越
え
る
年
金
が
、
給
付
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
潤
沢
な
年
金

の
支
給
が
あ
れ

(
31
)

ば

こ
そ
、
老
練
議
員

の
選
挙
政
治

(①
ぎ
仲繭くΦ
冒
。豪

。。。)

へ
の
断
念
が
、
促
進
さ
れ
る
の
で
あ
る

(表
A
参
照
)。

こ
う
し
て
、
上
下
両
院
議
員
に
お
け
る
多
選

の
恒
常
化
と
い
う
今
日
的
地
模
様

の
な
か
か
ら
、
上
院
議
員

の
再
選
率

の
低
下
と
上
下
両

院

に
お
け
る
引
退
議
員

の
増
加
と
い
う
確

か
な
描
線

の
紋
様
が
浮
上
し

つ
つ
あ

る
こ
と

は
、
否
定
し
得
な

い
。
け
れ
ど
も
、
両
院
議
員

の

多
選
化

の
基
調

は
、
依
然
、
堅
実

に
維
持
さ
れ

て
い
る
。

い
わ
ば
今
日
の
ア
メ
リ
カ
議
員
選
挙
政
治

に
お
け

る
巨
視
的
要

因
と
微
視
的
要

因
と
を
同
時

に
重
ね
合
わ
せ
て
傭
臓

的
に
眺

め
る
と
き
、
後
者

は
、
前
者
を
、
未
だ
圧
倒
す

る
に
至

っ
て
い
な

い
と

い
っ
て
よ
か
ろ
う
。

事
実
、
両
院

に
お
け

る
、
と
り
わ
け

、
下
院

に
お
け
る
、
現
職
議
員

の
圧
倒
的
多
数

に
、
選
挙

は
、
単

に
、
最
小
限

の
危
険
を
も
た
ら
す

に
す
ぎ
な

い
。
げ

ん
に
、
最
近
に
お
け
る
下
院
議
員
選
挙

は
、
後
に
言
及
す
る
よ
う
に
、
現
職
議
員
四
名

の
う
ち

の
三
名
ま
で
が
、
大
差

で
、
少
く
と
も
、
二
大
政
党

に
対
す
る
投
票

の
六
〇
%

の
確
保
に
よ

っ
て
、
当
選
し
て

い
る
。

こ
の
よ
う
な
現
職
議
員

の
議
席
保
持
能
力

(
32

)

が
、

一
度

の
選
挙
に
お
け
る
議
員

の
大
幅

な
異
動
を
阻
む
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
。

し
か
し
な
が
ら
、
多
選
議
員

の
恒
常
化
は
、
常

に
球
体
を
形
づ
く

っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
と
き

に
は
、
議
員
構
成

の
少
な
か
ら
ぬ
変

動
と

い
う
稜
角
も
、
見
出
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
数
次

に
わ
た
る
選
挙
に
お

い
て
、
現
職
議
員
の
死
表
、
引
退
、
他

の
公
職

へ
の
立
候
補
、

あ
る

い
は
、
落
選
、
な
ど

の
諸
事
情
が
、
議
会
構
成

の
共
振
を
喚
起

し
、
多
選
議
員

の
数
的
優
越
性
を
脱
臼
さ
せ
る
場
合
も
あ
り
得

る
。

例
え
ば
、

一
九
八
五
年
-

一
九
八
六
年

の
第
九
九
議
会
が
、

こ
れ

に
当
る
。
第
九
九
議
会

に
在
任
し

て
い
る
下
院
議
員
四
三
五
名

の
う
ち
、

二
八
五
名

は
、

一
九
七
六
年
も
し
く

は
そ
れ
以
降

に
、
最
初

に
選
出
さ
れ
た
。
同
じ
く
、
第
九
九
議
会

に
お
け

る
上
院
議
員
六
八
名
も
ま

(
33

)

た
、

こ
の
時
期

に
、
最
初

に
議
席
を
獲
得
し
て
い
る
。

こ
う
し
て
、

一
九
七
〇
年
代
後
半
を
境

に
、
議
員
構
成

に
著
し

い
変
化
が
認

め
ら

(633)61



.ACongressio皿alAllowances,1989

HoweSenate

Salary'$S9,500$89,500

Washingtonoffice

Clerk-hire$379,480$716,102-$1,458,856b

Committeelegislative-一 ¢$243,543
　

aSSlstants

Interns$2,000--

Generalofficeexpenses$67,000$36,000-$156-000b

Telephone/telegraph15,000Tong-distance-一 一一d

minutestodistrict

Stationery-d1.8-26.6million

pieces

Officespace2,500sq.ft.4,800-一$,000sq.ft.

Furnishings‐d‐a

EquipmentProvidedProvided

District/stateoffices

Rental2,500sq.ft.4,800-8,000sq.ft.

Furnishings/equipment$35,000$30,000-$41,744

Mobileoffice--one

Communications‐a

AutomatedprovidedbySenate

correspondencecomputercenter

Audio/videorecordings;-d-d

photography

TravelFormula-」

{min.$6,200;max.

approx.$67,200)

Source:CommitteeonHouseAdministration;SenateCommuteonRulesand

Administration.

Note:Insomecasesnodollarvalueisgivenbecauseofthedifficultyin

determiningtherangeofreimbursedcosts-一 一forexample,intravelortelephone

reimbursements.Mostofthe1989allowancesaretransferablefromoneaccount

toanother.

BEstablishedJanuary1 ,1987;leaders'salariesarehigher.

bAslidingscalelinkedtothestate'spopulation.

ProvidedformembersofAppropriations,Budget,andRulescommittees.

dCoveredwithinthe"Generalofl"iceexpenses"category .Inmostcasessupplies

andequipmentarechargedatrateswellbelowretaillevels.

RogerH.DavidsonandWalterJ.Oleszek.CongressandItsIVIember,3rded.,1990,p.」.41.
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表3年 功下 院議 員の辞職 理 由;1972,1974・X976

Termsserved

Totals十3-51-2

%N%N%N%N

Circu皿stances

ofleaving

36.0

30.8

8.4

1.4

2.3

].5.4

4.2

0.9

0.5

 

77

66

18

3

5

33

O
」

り
臼

-
∴

56.6

18.9

9.4

1.9

2.8

5.7

2.8

0.9

0.9

 

60

20

10

ウ
臼

0
0

ρ0

3

1
岳

噌
五

18.2

34.8

9.1

3.0

..

4.5

1.5

 

12

23

6

一

2

19

3

1

11.9

54.8

4.7

2.3

 

5

23

2

1

一

19.Q

7.1

 

8

3

一

一

99.921499.910699.9ss99.842

Involuntary

Retirement

Defeatingeneralelection

Defeatinprimaryelection

Death

Othez

UpwardMobility

RunforSenate

RunforGovernor

Judiciary

AppointiveOffice

Total

Sources3σo"g紹 ∬TonalQuarte〃yWeeklyReport,Noverエnber11,1972,pp.2955-2957;

November9,1974,pp.3065--3076;November6,1976,pp.3119-3122.CommerceClearing

House,Congression¢lIndex,92ndCongress,1971-1972,pp.3001-3127;93rdCongress,1973

-1974,Vol .IT,pp.3QO1-3127;94thCongress,1975-1976,VolII,pp.3QO1-3120.

れ

た
と

い

っ
て

よ

い
。

第
九

九
議
会

に
お
け

る
年
功

制

の

ブ

官
フ

ィ
ー

ル
を
図

示
す

る
な

ら
ば
、

前
頁

の
図

1

の
よ

(
斑
)

う
に
な
る
。

さ
ら
に
、

一
九
七
〇
年
代

に
も
、
上
下
両
院
は
、
議
員

に
お
け
る
世
代

の
交
替
と
い
う
定
型

に
向

っ
て
凝
集
し

つ

つ
あ

っ
た
と

い
う
状
況
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
れ
を
若
干

の

(
35

)

数
計
に
よ

っ
て
示
す
な
ら
ば
、

一
九
七
〇
年
代
初
期

に
お

け
る
下
院

の
半
数

は
、

一
九
六
〇
年
代

に
選
挙
さ
れ
た
議

員
で
あ

っ
た
。

一
九

七
六
年

に
至
る
と
、
下
院
議
員

の
八

二
%
は
、

一
九
六
〇
年
以
降
、
議
会
に
登
場
し
た
議
員

で

あ
り
、
な
か
で
も
、

こ
う
し
た
登
場
議
員

の
六

一
%
は
、

一
九
六
七
年
以
降
に
当
選

し
た
議
員
で
あ
る
。
ま
た
、

一

九
七
七
年
ー

一
九
七
八
年

の
第
九
五
議
会

に
お
け
る
全
議

員

の
二
分

の

一
以
上
ー
下
院
議
員
二
三

一
名
、
上
院
議
員

六

一
名
-

は
、
す
べ
て

一
九
六
八
年
以
後

に
初
当
選
し
た

議
員
で
あ
り
、
し
か
も
、
全
体

の
三
分

の

一
は
、
議
員
歴

三
年
以
内
で
あ

っ
た
。

こ
う
し
た
議
員

の
世
代
交
替

は
、

と
り
わ
け
、
下
院

に
お
け
る
世
代

の
交
代

は
、

一
九
七
〇

64s3s}
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表421回 の選 挙 にお ける上下 両院議 員の引退 数 と当落数,1946-1986

SENATEHUti'SENUMBEROFINCUMBENTSWHO:

2-10

6

25-35

29

1.

2

1-10

5

15-29

22

55-97

75

21-49

33

382-411

399

3-18

8

6-68

27

317-396

364

79-98

91

Range:

Mean:

Ranged

Mean:

Rangep

Mean:

Range

Mean:

Range:

Mean;

range:

Mean:

Retired

Ranfor re-election

Weredefeatedinaprimaxy

Weandefeatedinageneralelection

Werere-elected

PercentageofSuccessful

1>κ π彫∂6初Candidates

R¢ngerepresentsthehighsandlowsforthe21cases .Meanissimplythearithmetic

averageofthe21cases.Thistabledoesnotincludeseatsvacatedbydeathorresignation

beforethegeneralelection.Specialelectionsforopenseatsbetweenregularbiennial
elec-

Lionsarenotincluded.

Source:BasedanrawdatainNormanJ.Ornsteinandothers ,VitalStatisticsonCongress,

x984-1985,1984,pp.49-51.

年
代

に
お
け
る
年
功
議
員

の
引
退

に
よ

っ
て
惹
起
さ
れ
た
現
象

で
あ
る
。

こ
れ

は
、
表
3
に
示
さ
れ
る

一
九
七
〇
年
代

に
お
け

(
36

)

る
年
功
議
員

の
辞
職
理
由
に
覗
わ
れ

よ
う
。

け
れ
ど
も
、
上
下
両
院
に
お
け
る
議
員
構
成
を
、

一
九
四
六

年
か
ら

一
九

八
六
年
に
至
る
ま
で
の
二

一
回

の
選
挙
と
い
う
深

度
と
拡
が
り

に
お
い
て
対
象
化
す
る
と
ぎ
、
そ

の
変
動

は
、
至

っ
て
低
調
と

い
う
ほ
か
は
な
い
。

(
37

)

す
な
わ
ち
、

一
九
四
六
年

か
ら

一
九
八
六
年
に
ま
で
に
行
な

わ
れ
た
二

一
回

の
議
員
選
挙
に
お
け

る
上
下
両
院

の
現
職
議
員

の
引
退
者
数
、
再
選

へ
の
立
候
補
者
数
、
予
備
選
挙
及
び

一
般

選
挙
に
お
け
る
落
選
者
数
、
再
選
者
数
、
そ
し
て
、
現
職
議
員

(
38

)

の
再
選
率
、
以
上
を
示
し
た
表
4
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
上
下

両
院

に
お
け
る
議
員
構
成

の
変
動

の
水
位
は
、
き
わ
め
て
低

い
。

な
お
、

一
九
七

二
年
か
ら

一
九
八
六
年

に
至
る
ま
で
の
最
近
の

選
挙

に
お
け
る
上
下
両
院
現
職
議
員

の
優
位
性
を
示
す
な
ら
ば

(
39
)

表

5
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
こ
と

は
、
と
り
わ
け
、
下
院

に
つ

い
て
妥
当
す

る
。

一
九
七
〇
年
代

の
後
半

の
よ
う
に
下
院
議
員

選
挙
が
下
院

の

一
般
的
状
況
に
重
要
な
政
治
的
変
化
を
も

た
ら

(637)65



表5 上下両院議員選挙における現職議員の優位性,1972-1986

Year

1972

House

Senate

1974

House

Senate

X976

House

Senate

x.978

House

Senate

"1

House

Senate

I982

House

Senate

1984

House

Senate

1986

House

Senate

TotalNumberofIncumbents

defeatedin
Primary

Running

General
Election

Electedin

General
Election

Defeatedin

Genexal
Election

i

nj

り
臼

1

R
U

9
創

Q
U

O

鑑
U

h
5

ρ
0

」
唖

4

ハU

O
」

0

り
臼

(
U

:1

25

383

25

381

25

377

22

392

25

383

30

408

29

391

28

367

20

343

23

ass

16

358

15

361

16

354

28

392

26

385

21

O
J

ρD

1

0

ウ
臼

4

Q
U

O
》

1

Q
ゾ

ヴ
■

1

-
義

0
プ

3

Q
び

ワ
μ

2

ハ
0

0
り

ー

戸
0

7
・

Percentageo

incumbents
Runningin
Genera

Election
Elected

96.58

:111

89.56

92.00

96.59

64.00

94.96

・+・

92.09

64.00

92.42

」3.33

96.07

89.65

98.46

75.00

Source:CongressionalQuarterlyWeeklyReport,March

theresearchdepartmentofCongressionalQuarterly.

25,1978,p.755,asupdatedby
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し
た
時
期

で
す
ら
、
僅

か
四
〇
名

の
現
職
議
員
が
、
潰
走
し
た
に
す
ざ

な
い
。
現
職
下
院
議
員

の
落
選
者
が

五
〇
名
を
越
え
た
選
挙

は
、
二

一
回
の
選
挙

の
う
ち

の
二
回
を
数
え

る
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
再
選
を
目
ざ
す
現
職
議
員

の
成
功
率
が
八
〇

%
以
下

に
低
落

し
た
事
例
は
、

二

一
回
の
選
挙

の
な
か
で
、
た
だ
の

一
回
で
あ
る
。

こ
れ
が
、

一
九
四
八
年

の
選
挙
で
あ
り
、
そ

の
数
値

は
、
八
〇

%
を
僅
か
に
下
廻

っ

た
。
表

3
の
下
院
欄

の
な
か
で
最
も
重
要
な
数
値

は
、
再
選
を
希

求
し
、
そ
れ
を
果
た
し
た
現
職
議
員

の
平
均
比
率
が
、
九

一
%
だ
と
い

う

こ
と

で
あ
る
。
げ

ん
に
、

二

一
回

の
選
挙
の
う
ち

の

一
六
回
で
は
、
再
選
希
望

の
現
職
議
員
の
九
〇
%
以
上
が
成
功
し
て
い
る
。

こ
の

数
値
が
九
〇
%
以
下
を
示
し
た
最
近
に
お
け
る
選
挙
は
、

一
九
七
四
年
の
選
挙
で
あ
る
。

一
九
八
六
年

の
選
挙
で
は
、

こ
う
し
た
現
職
議

員

の
再
選
率
は
、
頂
点

に
達
し
た
。

こ
の
年

の
選
挙
で
は
、
再
選
を
意
図
し
た
三
九
四
名

の
議
員

の
う
ち
、
僅
か
九
名

の
み
が
、
失
敗
し

た
に
す
ぎ
な

い
。
そ

の
内
訳

は
、
予
備
選
挙

の
落
選
者
三
名
、

一
般
選
挙

の
落
選
者

六
名

で
あ
る
。

こ
の
年
、
再
選
を
狙

っ
た
現
職
議
員

の
成
功
率

は
、
実

に
九
八
%
と

い
う
驚
異
的
な
数
値
を
あ
げ

て
い
る
。

こ
の
こ
と

は
、

一
九
八
八
年

の
選
挙

に
つ
い
て
も

い
え
る
。

こ
の

年

に
お
け
る
現
職
議
員

の
再
選
率

は
九
八

・
五
%
で
あ
り
、
彼
ら

の
四
分
の
三

は
得
票
率
六
〇
%
以
上
を
あ
げ
、

さ
ら
に
、

八
〇
名

に
は
、

二
大
政
党
の
対
立
候
補
者
は
存
在

し
て

い
な
か

っ
た
。
以
上

の
叙
述
を
約
言
す

る
な
ら
ば
、
下
院
議
員
選
挙
は
、
そ

の
議
員
構
成
を
、
漸

進
的
に
の
み
変
動
さ
せ
る
に
す
ぎ
な

い
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

上
院

の
場
合
、
表

3
に
覗
わ
れ
る
よ
う
に
、
議
員
構
成

の
変
動
幅

は
、
下
院

に
比
較
し
、
大
き

い
。
け
れ
ど
も
、
二

一
回
の
選
挙

の
な

か
で
再
選
を
期
し
て
立
候
補

し
た
現
職
議
員

の
四
分

の
三
は
、
そ

の
所
期

の
目
標
を
実
現
し
て
い
る
。
た
だ
、
上
下
両
院
の
各

々
に
お
け

る
現
職
議
員

の
再
選
率

の
間
に
は
、
微
妙
な
位
相
差
が
、
存
在

す
る
。
上
院
に
お
け

る
現
職
議
員

の
再
選
率

の
振
幅
が
、
下
院

の
現
職
議

員

の
そ
れ
よ
り
も
、
広

い
と
い
う
の
が
、

こ
れ

に
当

る
。

一
九
八
〇
年

の
選
挙
で

は
、
再
選
を
望
む
二
九
名

の
現
職
議
員
の
な
か
の

一
六

名

の
み
が
、
上
院

に
復
帰
す
る
こ
と
が

で
き
た
。

こ
の
対
極

に
位
置
す
る
の
が
、

一
九
六
〇
年

の
選
挙
で
あ
る
。

こ
の
選
挙
で
は
、
再
選

を
目
ざ
す
二
九
名

の
現
職
議
員

の
う
ち
、
た
だ

一
名

の
み
が
、
脱
落

し
た

に
す
ぎ
な

い
。

一
九
八
二
年

・
一
九
八
四
年

の
選
挙
で
は
再
選

X639)67
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を
目
ざ
す
現
職
議
員
五
九
名

の
う
ち
僅

か
五
名
が
落
選
し
た

の
み
で
あ
る
。

一
九

八
六
年

の
選
挙

は
、
再
度

の
議
席

の
占
拠
を
願
う
二
八

名

の
現
職
議
員

の
う
ち
の
一
二

名
が
首
尾
よ
く
念
願
を
果
た
し
成
功
率
七
五
%
を
収
め
た
と

い
う
意
味

に
お

い
て
、
典
型
的
な
上
院
議
員

選
挙

で
あ
る
。
な
お

一
九

八
八
年
選
挙

に
お
け
る
再
選
率

は
八
五

・
二
%
で
あ
る
。

(
40

)

再
選
を
目
ざ
す
上
下
両
院
現
職
議
員

の
成
功
率
を
図
示
す

る
な
ら
ば
、
図

2
の
よ
う
に
な
る
。

(
41
)

右

の
統
計
的
事
実
を
さ
ら

に
詳
細

に
考
察
す
る
た
め
に
、
図
3
に
示
さ
れ
る
よ
う
な
、

一
九
四
七
年

か
ら

一
九
八
七
年

に
至
る
ま
で
の

そ
れ
ぞ
れ
の
奇
数
年

の

一
月

に
新
た

に
召
集
さ
れ
る
上
下
両
院

に
お
け
る
二
選
以
上
の
議
員

の
比
率
を
検
討

し
た
い
。

下
院

の
場
合
、

一
九
四
七
年

か
ら

一
九
八
七
年

に
至
る
ま
で
の
期
間
に
お
け
る
二
選
以
上

の
議
員

の
比
率

は
、
七
三
%
か
ら
九

一
%

の

間
を
上
下
す
る
。
換
言
す
る
な
ら
ば
、

こ
の
間
に
お
け
る
二

一
回
の
下
院
議
員
選
挙
で
当
選
し
た
議
員

の
九
%
な
い
し
二
七
%
が
、
新
人

議
員
で
あ

っ
た
。
平
均
す
る
な
ら
ぽ
、
議
員
選
挙
後
、
新
た

に
召
集
さ
れ
る
下
院
議
員

の
ほ
ぼ

八
四
%
が
、
二
選
以
上

の
議
員
で
あ
り

一

六
%
以
上
が
、
新
人
議
員

で
あ
る
。

こ
の
四
〇
年
間

に
お
け
る
議
員
構
成

の
変
動
を
表
わ
す
特
定

の
波
形

は
、
と
く
に
見
当
ら
な
い
。

他
方
、
上
院

の
場
合
、
二
選
以
上

の
議
員

の
比
率

は
、
七
六
%
か
九
五
%
の
間

に
拡
散
し
て

い
る
。
新
た
に
召
集
さ
れ
る
上
院
議
員

の

五
%
な

い
し
二
四
%
が
、
新
人
議
員
で
あ
る
。
四
〇
年
間

に
及
ぶ
上
院

の
議
員
構
成
を
平
均
化
す
る
な
ら
ば
、
議
員

の
八
六
%
以
上
が
、
二

選
以
上

の
議
員
で
あ
り
、

一
四
%
以
下
が
、
新
人
議
員
で
あ
る
。
上
院
議
席

に
三
分

の

一
の
み
が
、
二
年
ご
と
に
、
選
挙

に
付
さ
れ
る
こ
と

か
ら
、
上
院

の
安
定
性
が
保
障
さ
れ

て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
上
院

に
お
け

る
二
選
以
上

の
議
員

の
比
率
が
、
下
院

に
お
け
る
そ

の
比

率

に
近
似
し
て
い
る
と

い
う
事
実

は
、
注
目
し
て
よ

い
。

二

一
回

の
選
挙

の
う
ち
の
六
回
で
は
、
下
院
に
お
け
る
よ
り
も
、
上
院
に
お
け

る
新
人
議
員

の
比
率
が
、
高
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と

は
、
現
職
議
員

の
再
選
率

は
、
依
然
、
高
水
準

に
あ
る
に
せ
よ
、
下
院
議
員
選

挙
に
お
け
る
議
員
構
成

の
変
動
が
低
く
、
上
院
議
員
選
挙

に
お
け
る
そ
れ
が
、
若
干
、

こ
れ
を
上
廻
る
と

い
う
こ
と
を
意
味
す

る
。
下
院

の
場
合
と
同
様
、
上
院
に
お
け
る
議
員
構
成

の
推
移
を
示
す
波
形

に
は
、
さ
し
た
る
特
徴
は
、
見
出

し
難

い
。
な
お
、

一
九
六
三
年
か
ら

7U{642}
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表6下 院 にお ける議 員の勤 続年数,19fi3-1987

ofrepresentativesserving

1ter皿s
1・-3te・m・14-6t・ ・m・17-9term・

 

一

17

17

17

18

20

18

14

14

13

11

9

10

11

19

18

16

15

16

16

19

17

16

14

33.5

14

18.5

 

24

22

25

31

29

30

24

21

22

28

29

33

33

41

必

41

37

34

37

"

48

49

47

48.5

43

37.5

 

15

19

14

8

11

16

20

15

18

17

19

拶

1963

1965

1967

1969

1971

1973

1975

197?

1979

1981

1983

1985

19S7

Note:Percentagehavebeenrounded.

Sources:NormanJ.OrsteinTomasE.Mann,MichaelJ.Malbin,JohnF.Bibby,Ytt¢t

S≠¢'菰5〃ヒ5do()oπ8・ress1982,1982,PP.16・-17;CongressionalQuaノ で召プ'二y!11〃aanac,1982-6.

一
九
八
七
年
に
至
る
ま
で
の
上
下
両
院
議
員
の
勤
続
年
数
の
比

(42

)

率
を
示
す
な
ら
ば
、
表

6
、
表

7
よ
う

に
な
る
。

い
ず
れ

に
せ
よ
、
両
院

の
議
員
構
成
に
関
す

る
結
論
は
、
等

質

で
あ

る
。
上
下
両
院

の
い
ず
れ
も
、
議
員
任
期

の
長
期
化
と

い
う
等
質
性
を
共
有
す
る
と

い
う

の
が
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に

当
る
。

た
だ
、
上
院

の
場
合
、
議
席

の
安
定
性

は
、
総
じ
て
、

下
院

よ
り
も
乏
し

い
と
は
い
え
、

一
度
に
、
上
院
定
数

の
三
分

の

一
に
当
る
議
席
が
、
選
挙

の
洗
礼
を
受
け
る
に
す
ぎ

な
い
こ

と

か
ら
、

い
わ
ば
、
上
院

に
は
弱
音
器
が
取
り
付
け
ら
れ

て
お

り
、

一
度

の
選
挙

か
ら
生
ず

る
議
席
変
動
効
果

の
音
色
は
、

こ

れ

に
よ

っ
て
、
少
な
か
ら
ず
抑
制
さ
れ
る
と

い

っ
て
よ
い
。

以
上
に
論
じ

て
き
た
よ
う

に
、
直
線
的

・
継
起

的
な
時
間
軸

に
そ

っ
て
、
上
下
両
院

に
お
け
る
議
員
構
成

の
主
線
を
方
向
づ

け
特
徴
づ
け
る
な
ら
ぽ
、
そ
れ

は
、
議
員

の
側

に
お
け
る
在
任

期
間

の
長
期
的
安
定
性
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
同

時

に
、
そ
う
し
た
状
況

の
基
底
で
議
員
構
成

の
変
動
音
が
鳴
り

響

い
て

い
る
と

い
う
こ
と
も
、
確

か
な
事
実

で
あ

る
。
こ

の
こ

と

は
、

議
会
研
究

で
著
名

な
R

・
S

・
エ
リ
ク

ソ
ン

(菊
。
審
昌

(643}71



表7上 院 にお ける議 員の勤 続年数,1983-1987

19十years

NumberofSenatorsserving

1-6years 7-12years 13-13years

9

18

18

17

15

18

15

15

16

14

12

12

14

20

13

17

15

18

19

22

16

10

12

16

17

16

27

40

37

37

40

23

27

26

26

19

29

39

44

44

29

28

31

27

40

35

43

48

55

43

32

26

3

5

7

0
ゾ

ー⊥

ハ
0

戸0

戸
0

だ
0

ワ
醒

Q
ゾ

0
ヅ

Q
り

Q
げ

0
》

1
1

1
↓

-
↓

-
↓

ー
エ

6
0

F
D

7
・

9

噸
⊥

O
J

5

7

7
.

7
・

7

n
6

h
6

8

9

9

9

9

9

9

9

1
↓

-
よ

ー
⊥

-
⊥

-
よ

-
五

-

1987

Sources:Orstein,Mann,Malbin,Bibby,VitalStClt1St1CSonCongress1982,

gressionalQuarterlyAlmanac,1982--6.

1982,p.17;Con一

ψ

国
葬

。・8
)

(
ヒ

ュ
ー

ス
ト

ソ
大

学
)
(
d
導

器

ξ

。
h

躍
。
盛

8

)
教

(
43

)

授

の
次

の

一
文

に
覗

わ

れ

よ
う
。

「
数
多

く

の
下

院
議

員

選
挙

区

は
、

通
常

、

幾
層

に

も

任
期

を

重

ね

た

一
名

の
下
院

議

員

を

ワ

シ

ソ
ト

ソ
に
派
遣

し

て

お
り
、

こ

の
た
め
、
当

該
選

挙

区

は
、
当
該
議

員

の
所

属
政
党

に

"
安
全

な
"

(軌ゴ
鋤諭
遣
)
選

挙

区

で
あ

る

と

し

て
、
型

通
り

に
処
理

さ
れ

る

の
が

普

通

で
あ

る
。

そ

の
後
、

当
該

選

挙
区
選

出

の
老
練

議
員

は
、

新

た

に
拾
頭

し

た
挑
戦

候
補

者

の

"
逆
転

"
(、.巷
。・卑
..)
勝
利

に

よ

っ

て
、

議
席

を
追

わ
れ

る
。

し

か

し
、

こ

の
新

た
な
挑
戦

候
補
者

も

、

数

次

に
及

ぶ

一
連

の
選

挙

を
勝

ち
抜

い
た
後

に
、

ま

た
別

の

"
逆

転

"
勝

利

に

よ

っ
て
、
議

席

を
奪

わ

れ

る
結

果
を
迎

え
る

の
み
と

い

っ
て

よ

い
。

…

…
前

現
職

議
員

を
敗

走

さ

せ

る
こ
と

に
よ

っ
て
、

ワ

シ
ン
ト

ソ
に
お
け

る
議
席

を
獲

得

し

た
議

員

は
、
議

員
全
体

の

な

か
で

か
な
り
大

き

な
部

分
を

占

め

て

い
る
。
け

れ
ど

も
、
彼

ら

自

身

の
多

く
も

ま

た
、
落
選

の
憂

き

目

に
合
う

こ
と

に

よ

っ
て
、

そ

の
職
を

離
れ

る

こ
と

を

よ
ぎ

な
く

さ

れ

る

の
で
あ

る
」
。

こ
の
よ
う

に
し

て
、

上
下
両

院

に

お
け

る
議

員
構

成

は
、
議

員

任

期

の
長
期

的
安
定

性

と
変
動

性

と

い
う
相

矛

盾
す

る

二
面
が

一

72(s44)
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表8議 員選 挙の競争 状況,1958-1986

MembersReelected
byfiO%orMore

AverageVote
'V
onbyMember

Membersreelected

SenateHouseSenateHousesenateHouseYear

7].,3%

3

冷

⑩

3

3

3

』

3

」

β

3

冷

冷

協

冷59

56

50

71

40

63

59

58

45

55

47

68

53

73

71

63.1

58.9

鰯
鰯
㎝
㎜
㎜
㎜
鰯
㎜
御
伽
鰯
観
枷

㎜

57.5%

54.5

54.8

60.3

52.6

52.9

56.3

60.5

52.5

50.s

52.5

50.1

58.6

61.9

59.1

55.7

61.2%

60.6

fit.1

61.7

62.7

64.2

65.4

fi5.6

64.0

65.S

65.S

66.1

65.0

65.6

69.5

64.4

 

野
83

85

88

71

77

74

85

64

60

55

93

90

75

77

蜴

93

92

87

88

97

95

94

88

96

94

91

90

95

98

93

195$

19fiO

1962

1964

1966

1968

1970

1972

1974

1976

1978

・1

1982

1984

1986

1958-198

(mean)

Source=NormanOrsteinetaL,Vi曹talS彦 α'ガ5掘030n(=loπgr6ss・1984-1985・1985・PP・49-53・

GayJacobson,ThePoliticsofCongressPOnalE160あoπ3・2nd661り1937・P・32Congresslondl

伽 吻 〃y肋zan¢c・ndC・ogre∬ianalQuarterlyWeeklyRep・rt・P・ ・sim・

体
と
な

っ
て
合
成
さ
れ
た
も

の
と
考
え
て
よ
か

ろ
う
。

次

に
、
議
員
選
挙
に
お
け
る
勝
者

・
敗
者
間

の
得
票
率

の
格
差

の
拡
大
に
つ
い
て
、
論
述

し

た
い
。
議
員
選
挙

に
お
け
る
勝
者

・
敗
者
間

の

得
票
率

の
格
差

は
、
下
院
議
員

の
場
含
、
顕
著

で
あ
る
。

大
差

(議
員
選
挙
に
お
け
る
二
大
政
党

に
対
す
る
投
票
総
数
の
六
〇
%
以
上
)
に
よ

っ
て
獲

得

さ
れ
る
下
院
議
席
の
比
率
は
、
最
近
、
三
、

四
〇
年

の
間

に
、
著
し
く
高
く
な

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
現
職
議
員

の
占
有

議
席

に
つ
い
て
妥
当
す
る
。

一
九
五
八
年
か
ら

一
九
八
六
年
に
至
る
ま
で

の
期
闘
に
お
け
る
下

院
議
員
選
挙
で
は
、
再
選
を
目
ざ
し
立
候
補
し

た
現
職
下
院
議
員

の
平
均
七
〇

・
二
%
が
、
六
(
44

)

○

%
以
上

の
得
票
差
を
も

っ
て
大
勝
し
て
い
る
。

一
九
五
八
年

か
ら

一
九
八
六
年

に
至
る
ま
で
の

議
員
選
挙

の
競
争
状
況
を
表
示
す
る
な
ら
ぽ
、

(645)73



表9 議 員選挙区 の種 別,1976-1986

Super-Close Marginal Safe Super-Safe

1976

・'1

・・.

1986

House

Senate

House

Senate

House

Senate

House

Senate

6%

7

9

35

6

18

3

21

9%

19

9

23

7

0

6

21

28%

58

26

21

29

39

20

35

57%

16

56

21

Ω
り

3

5

4

71

23

Source:ThistableisbasedonelectiondatadrawnfromtheseissuesoftheCongre∬ion¢'

QuartelyWeeklyRed)ort.November6,1976,pp.3147-3154;April25,ユ98Lpp.717-725;

April13,1985,pp.6$9-695;andNovember8,1×86,pp.2864-2371.Electionsaredefinedas

follows:super-close,wonbylessthan52percentofthevote;rn¢rbin¢d,wonby52--54.9

percent・fthev・t・;・ α∫・,w・ ・by55-64・gP・ ・cent・fth・v・t・;・ 吻 一・吻 ・w。 ・by65P…

centormoreofthevote(includinguncontestedelections-thosewonbyamajorparty

candidatewithoutmajorpartyopponent).

表10下 院議員選挙;第 二年 目の うね り波

FreshmanClass

Classof1974

Classof1976

Classof1978

Classof1982

FirstElection SecondElection

55.9%

6⑪.9

58.6

57.fi

63。4%

low

67.7

65.3

Tincrease

十7.5

十9.2

十9.1

十7.7

Source:DataforI974,1976,and1978fromCongYe∬inn〔z!Q躍 απ β〃yWeeklyRepoア'・January

9,1982,P.36.Dataforclassof1982,runningintheirsecGndelectionin1984・werecalcu・

latedbytheauthor.

the"sophomoresurge"

andtheDeciineof

LawrenceC.Dodd

(Thepercentagesarebasedonthetvro-partyvote.}Seeananalysisof

inAlbertD.CoverandDavidR.Mayhew,`℃ongre$sionalDアnamics

CompetitiveCongressionalElections・,,inσo解9ノ'ess1～ecoraside」 °ed,eds・

andBruceLOppenheimer,1981,pp.69-72,

(646) 74
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(
"
)

表

8

の
よ
う

に
な

る
。

下
院
議

席

の
多
数

は
、
紛

れ

も

な
く
安

全

(超
密
)
と

い
う
原

旋

律
を

響

か

せ
る
。

四
三

五
議
席

の
う

ち

の
五
分

の

一
が
、
相

対
的

な
僅

差

に

よ

っ
て
、
す

な
わ

ち
、
二
大
政

党

に
対
す

る
投

票
総

数

の
五

五

%
以

下

に
よ

っ
て
、
獲
得

さ
れ

る
と

い
う
選

挙

で
す
ら
、
稀

有

に
属

す

る
。

激
戦

区

に
当

る
限

界
選

挙
区

(ヨ
輿
臓
邑

8
コ
αq器
隆
。
霧
一
畠

巳
3

は
、

一
〇
〇

以

下

で

あ

り
、

一
九

八
六
年

に

は
、
そ

れ

は
僅

か
に

(
妬
)

四

一
を
数

え

る

に
と
ど

ま

っ
た
。

表

9

に
明

ら

か
な

よ
う

に
、
下

院

に
は
、
相

対
的

に
と

い
う

よ
り

は
、
む

し

ろ
、
堅
牢

無

比

に
構

築

さ
れ

た
安

全
選

挙
区

の
巨
大

な
ブ

ロ

ッ
ク
が
、
強

靱

に
屹

立

し

て

い
る
。
揺
ぎ

な
き

岩
盤

の
ご

と
き

《
超

安
全

》
選

挙

区

(..。・巷
①〒
。・的
諭
遣
留

践
g
)

に

は
、

《超

勢
力

伯
仲
》

選

挙
区

(.ぎ

b
霞
鉱
。
。・①、、
騨

誌
&

に
対

す

る
数

的
優
位

性
と

い
う
決
定

的

な
刻
印

が
、

彫
り

こ

ま

れ

て

い
る
。

(
47

)

《
安

全

》
(紹
算
団
)
の

《
権

化
》

(Φ冨

書

。
)
で
あ

る

《
無
競

争
選

挙
》
(§
8
馨
婁

巴

幕

。什言

・。)
は
、

決

し

て
珍

し

い
現

象

で

は
な

い
。

(
妃
)

な

お
、

下
院
議

員
任

期

の
長

期

化

の
基

盤

は
、

《
第

二
年

目

の
う

ね
り

波

》
(。・。喜
。暮

冨

。。爆.αq。
)
に
あ

る

と

み

て

よ

い
。

こ
こ

に

い
う

《
第

二
年

目

の
う
ね
り

波
》

と

は
、

再
選

を
確

保

し

よ
う

と

す

る

第

一
期

目

の
議

員

に
よ

っ
て
達

成

さ
れ

た
投

票
支

持

の
鋭
角

的

な
上
昇

(
49

)

で
あ
る
。
表
10
は
、
最
近

に
お
け
る
下
院
年
組

(}幽O
儲堕①
6一騨
匂噂oo)
(最
初
の
当
選
年
)
の
四
者

の
各

々
が
獲
得
し
た
平
均
得
票
率
を
示
す
。

こ

の
表

10
が
示
唆
す
る
よ
う

に
、
新
人
議
員
は
、
選
挙
区

に
お
け
る
自
己
に
対
す
る
投
票
支
持

の
開
発
に
次
第

に
巧
妙
と
な
り
、
選
挙
基
盤

の
強
化

の
た
め
に
第

一
期
を
活
用
す
る
。
機
略
縦
横

の
知
謀
に
と
む
新

人
議
員
に
対
し
て
は
、
事
態

は
常

に
好
転

し
て
ゆ
く
。
例
え
ぽ
、

一
九
八
四
年

の
議
員
選
挙

で
は
、

一
九
八
二
年
組

の
議
員

は
、
得
票
率
を
平
均
七

・
七
%
伸
ば
し
て

い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
三
票

の
う
ち

の
凡
そ
二
票

(六
五

・
三
%
)
が
、
彼
ら
を
再
選
議
員
と
し
て
ワ
シ
ン
ト

ン
に
復
帰
さ
せ
る
た
め
に
投
ぜ
ら
れ
た
と

い
う
事
実
を
示
す
。
と

り
わ
け
、
当
該
年
組

の
共
和
党
議
員
は
、
得
票
差
を

一
二

・
一
%
も
飛
躍
さ
せ
た
。
共
和

・
民
主
両
党

の
議
員
に
対
す
る
議
員
任
期

の
長

期
化
を
開
く
回
路

は
、
既

に
、
組
織
さ
れ
た
と

い
っ
て
よ
い
。

他
方
、
上
院
議
員
選
挙

は
、
下
院
議
員
選
挙
よ
り
も
、
激
烈
な
競
争
状
態
を
呈
す
る
。
表
8
及
び
表
9
に
覗
わ
れ
る
よ
う
に
、
一
九
五
八

(s47)75



年

か
ら

一
九
八
六
年

に
至
る
ま
で
の
間

に
お
け
る
上
院
議
員
選
挙
で
は
、
再
選
を
意
図
し
て
立
候
補

し
た
現
職
議
員

の
平
均
五
九

・
○

%

が
、
六
〇
%
以
上
の
得
票
差

に
よ

っ
て
勝
利
を
確
保
し
得
た
に
す
ぎ
な

い
。
ま
だ
、

一
九
四
六
年
か
ら

一
九
八
二
年
ま
で
の
間

に
、
再
選

を
目
ざ
す
現
職
上
院
議
員

の
七
五
%
が
所
期

の
目
標
を
達
成

し
た
の
に
対
し
て
、
同
期
間

に
お
け
る
現
職
下
院
議
員

の
再
選
率
は
、
九

一

(
50
)

(
51

)

%
で
あ
る
。

こ
う
し
た
上
下
両
院
議
員
選
挙
の
間
に
認

め
ら
れ
る
競
争
状
況

の
差
異

の
理
由
と
し
て
、
次

の
四
者
が
考
え
ら
れ
る
。
第

一

は
、
上
院
議
員
選
挙
区

の
州
が
、
下
院
議
員
選
挙
区

よ
り
も
、
範
域
が
広

い
だ
け

に
、
利
益
構
成
に
お
い
て
、
異
質
的
で
あ
る
と

い
う
こ

と
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
、

い
わ
ぽ
、
等
質

の
硬
度
を
欠
落
し
た
上
院
議
員
選
挙
区
の
特
殊
状
況
が
、
上
院
議
員

に
よ
る
地
域
代
表
機
能

の
遂
行
を
、
著
し
く
困
難

に
し
て
い
る
。
様

々
な
稜
線

で
築
き
あ
げ

ら
れ

て
い
る
選
挙
区
内

の
複
雑
な
諸
利
益

の
山
脈
を
、
ど

の
よ
う
に

し
て
、
代
表
機
能

の
遂
行
と

い
う

一
つ
の
レ
ソ
ズ

に
収
敷

さ
せ
る
か
と

い
う
上
院
議
員

の
課
題
を
め
ぐ

っ
て
、
彼
に
対
す
る
敵
対
と
擁
護

の
集
団
が
、
形
成
さ
れ

よ
う
。
上
院
議
員

に
よ
る
こ
の
課
題

の
解
決
方
法
を
不
満
と
す
る
敵
対
集
団
が
、
現
職
議
員

に
対
す
る
挑
戦
候
補

者

の
擁
立
を
決
定
す
る
に
至
る
こ
と

は
、
容
易
に
首
肯
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
第
二
は
、

上
院
挑
戦
候
補
者
が
、
下
院
挑
戦
候
補
者

よ

り
も
、
潤
沢
な
選
挙
資
金

の
調
達

に
成
功

す
る
確
率
が
高

い
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。
強
力
な
選
挙
運
動

の
展
開

に
は
、
豊
富
な
選
挙
資
金

が

不
可
欠
で
あ
る
。

一
九
七
四
年
か
ら

一
九
八
四
年
ま
で
の

一
〇
年
間
に
行
わ
れ
た
六
回
の
議
員
選
挙
に
お
け

る
上
下
両
院
の
現
職
議
員

(
52

)

と
そ
の
挑
戦
候
補
者

の
選
挙
資
金

の
平
均
支
出
額

は
、
次

の
通
り

で
あ

る
。

一
九
七
四
年

下
院
現
職
議
員

下
院
挑
戦
候
補

上
院
現
職
議
員

上
院
挑
戦
候
補

五
万
七
〇
〇
〇
ド
ル

四
万
ド
ル

五
五
万
六
〇
〇
〇
ド
ル

三
三
万
三
〇
〇
〇
ド
ル

76(648)
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哺
九
七
六
年

下
院
現
職
議
員

下
院
挑
戦
候
補

上
院
現
職
議
員

上
院
挑
戦
候
補

U
九
七
八
年

下
院
現
職
議
員

下
院
挑
戦
候
補

上
院
現
職
議
員

上
院
挑
戦
候
補

一
九
八
〇
年

下
院
現
職
議
員

下
院
挑
戦
候
補

上
院
現
職
議
員

上
院
挑
戦
候
補

一
九
八
二
年

下
院
現
職
議
員

下
院
挑
戦
候
補

上
院
現
職
議
員

七
万
九
〇
〇
〇
ド
ル

五
万

】
○
○
○
ド
ル

山ハ
ニ
万
四
〇
〇
〇
ド
ル

四
五
万
三
〇
〇
〇
ド
ル

=

万

一
〇
〇
〇
ド
ル

七
万
五
〇
〇
〇
ド
ル

一
三
四
万
二
〇
〇
〇
ド
ル

六
九
万
八
〇
〇
〇
ド
ル

一
六
万
五
〇
〇
〇
ド
ル

一
二
万
二
〇
〇
〇
ド
ル

一
三
〇
万
二
〇
〇
〇
ド
ル

八
四
万
三
〇
〇
〇

ド
ル

二
六
万
五
〇
(
)
Q
ド
ル

一
五
万
二
〇
〇
〇
ド
ル

一
八
五
万
八
〇
〇
〇
ド
ル

(649j?7



上
院
挑
戦
候
補

一
二

一
万
七
〇
〇
〇
ド
ル

78

一
九
八
四
年

下
院
轟

議
員

二
七
万
六
…

ド
ル

働

下
院
挑
戦
候
補

一
一
万
九
〇
〇
〇
ド
ル

上
院
現
職
議
員

一
一四
八
万
六
〇
〇
〇
ド
ル

上
院
挑
戦
候
補

一
三
〇
万
七
〇
〇
〇
ド
ル

第

三

は
・
総

じ

て
各
種

の
媒
体

の
注

目
が

上

院
議

員

選
挙

に
集

中

す

る

た
め
、
挑
戦

候

補
者

が
顕

著

な
視
覚

性

を
有

す

る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。

し

か
し
な
が

ら

、
挑
戦

候
補

者
が

、
選

挙
資
金

の
調
達

に
お

い
て
、

現
職
議

員

に
対

し
、

二
対

一
の
比
率

の
格

差

で
劣
勢

に
あ

る

よ
う

な

《
低

調
な
選

挙

戦
》
(ざ
亭
パ2

H・。8
。。)
の
場

合
、

こ
う
し

た
選

挙
戦

は
、

と

く

に
世

人

の
注

目
を

惹

く

こ
と

も

な
く
、

ま

た
、

各
種

の
媒
体
に
よ
る
報
道
も
、

い
た

っ
て
限
定
さ
れ
た
も

の
と
な
る
。

一
九
七
二
年
か
ら

冗

八
。
轟

で
の
間
に
、
現
整

院
議
員
が

立
候
補

し
た
選
挙
戦

は
、

一
二
二
を
数
え
た
。
そ

の
う

ち

の
約
半
数
が
、
《
低
調
な
選
挙
戦
》
で
あ

っ
た
。
第
四
は
、
上
院
挑
戦
候
補
者

が
・
下
院
挑
戦
候
補
者

よ
り
も
知
名
度
が
高

い
と

い
う

こ
と
で
あ
る
。
彼
ら

の
な
か
に
は
、
下
院
在
職
中

か
ら
既

に
数
多

の

一
般
支
持
者

に
囲
続
さ
れ
て
い
た
候
補
者
も
存
在
す
る
。
け
れ
ど
も
、
《
低
調
な
選
挙
戦
》

に
臨

む

挑
戦
候
補
者

の
選
挙
民

の
間

に
お
け
る
知
名
度

は
、

現
駿

員
髭

較
し
か
な
り
低
く
、
平
均
六
〇
%
で
あ
る
。
.、れ
に
芒

、
挑
戦
候
薯

が
、
現
職
議
員
に
劣
ら
ぬ
選
萎

金
を
投
鎗

彼
ら
と
互
角

に
選
挙
戦
を
展
開
す
る

《
激
烈
な
選
挙
戦
》
(訂
目象
8
。qゴ
=
舘
窃
)
で
は
、
挑
戦
候
補
者

の
知
名
度

は
、
九
二
%
に
急
伸
す
る
。

以
上

の
ご
と
き
状
況
が
、
第

二
次
世
界
大
戦
以
降
に
お
け
る
現
職
下
院
議
員
と
現
職
上
院
議
員

の
そ
れ
ぞ
れ
の
再
選
率

(九
二
%
対
七
五
%
)

の
差
異

に
、
色
濃
く
影
を
落
し
て
い
る
と
み
て
よ

い
。

当
初
・
間
接
選
挙
制
と

い
う

一
本

の
描
線

の
な
か
に
、
《
世
論
の
潮
流
》

へ
の
通
路

の
遮
断
と

《
世
論

の
潮
流
》
か
ら

の
隔
絶
と
を
鮮
や
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か
に
成
立
さ
せ
た
憲
法
制
定
者
が
考
案
し
た
上
院
は
、
今

日
、
《
世
論

の
潮
流
》

の
変
化
に
敏
速
に
呼
応

す

べ

き

筈
の
下
院
以
上
に
、
激

烈

な
選
挙
の
競
争
状
態

の
下

に
あ
る
。
あ

る
上
院
議
員

は
、
「
建
国

の
父
祖

は
、
上
院
議
員

の
任
期

を

六
年
と
規
定
し
た
。
彼
ら

の
意
図

は
、
上
院
議
員
が
、
少
く
と
も
四
年

の
間
、
経
世

の
士
に
留
ま
り
、
個

々
の
気
紛
れ
や
移
り
気
に
反
応
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
す
る
こ

と
に
あ

っ
た
。
し
か
し
、
今
日
、
上
院
議
員

は
、
任
期

の

一
年
目

に
し
て
、
議

場
に
お
け
る

い
か
な
る
投
票
態
度
で
あ
れ
、
そ
れ
が
、
五

年
後

に
、
彼
を
敗
北

に
導
き
得

る
と
い
う
事
実
を
、
既

に
知

っ
て
い
る
。
こ
れ
故
、
上
院
議
員

は
、
下
院
議
員

の
よ
う
に
身
を
処
し
な
け

れ
ば
な
ら
な

い
。
上
院
議
員
は
、

こ
れ
故
、

不
断
に
選
挙
運
動
を
続
け
る
こ
と
に
な
る
」
と
語

っ
て
鳳
罷
。

こ
う
し
て
、
上
院
議
員
選
挙
区

は
、
下
院
議
員
選
挙
区

よ
り
も
、
範
域
の
規
模
が
大
き
く
、
ま
た
、
社
会
経
済
的
に
、
そ
し
て
、
政
治

的

に
も
、
多
様
化
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
た
め
、
上
院
議
員
選
挙
区
内

に
お
け
る
諸
利
益
間

の
対
立
と
葛
藤

は
、
激
成
さ
れ
る
。

し
か
も
、

上
院
議
員

の
地
位

は
、
そ

の
国
政
に
お
け
る
指
導
力
と
威
信

の
故

に
、
多
額

の
選
挙
資
金
を
準
備
し
得

る
政
治
的
野
心
の
旺
盛
な
候
補
者

に
と

っ
て
、
き

わ
め

て
魅

力
的
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
現
職
上
院
議
員
は
、
屡

々
、
有
能

に
し
て
財
政
的

に
豊

か
な
挑
戦
候
補
者
と
遭
遇
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
加
え
て
、
上
院
議
員

は
、
下
院
議
員

に
比
べ
、
報
道
機
関

に
よ
る
取
材

の
機
会

に
恵
ま
れ
、
時

の
係
争
問
題

の
解
決

に
対
し
て
責
任
を
負

い
得

る
立
場
に
あ
る
。
以
上
の
ご
と
き
諸
状
況

の
モ
ン
タ
ー
ジ

ュ
か
ら
描
き
だ
さ
れ
る
上
院
議
員

の
ア
ウ
ト

ラ
イ

ン
は
、
《
勢
威
》

と

《
政
治
的
影
響
力
》

で
あ

る
。
従

っ
て
、

こ
の
議
席

の
獲
得
を

め
ぐ

る
攻
撃
と
防
御
と
が
、
苛
烈

に
展
開
さ
れ

(
56

)

る
こ
と

に
な
る
。

以
上
に
叙
述
し
て
き

た
二
つ
の
局
面
を

一
つ
に
合
体
す
る

一
点
を
求
め
る
と
し
た

ら
、

そ

れ

は
、
《
安
全
》
選
挙
区

の
広
範
な
存
在
で

あ

る
。

し
か
も
、
こ
の
事
実

は
、
現
職
議
員

の
再
選

へ
の
優
位
を
透
し
模
様

の
よ
う
に
織
り
な
し
て
い
る
。
そ
れ
で
は
、
現
職
議
員

の
挑

戦
候
補
者
に
対
す
る
選
挙
上
の
優
位
性

は
、

い
か
な
る
事
情

に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

こ
の
事
情
は
、
現
職
議
員

の
知
名
度
、
資
金
、
時

(
57

)

間

の
三
視
点

か
ら
照

明
を
投
げ

か
け

る
こ
と
に
よ

っ
て
、
立
体
的

に
浮
上
さ

せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

(651)79
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表13現 職下院議員及びその挑戦候補者に対する選挙民の親密度f

接触度,評 価1978

Voters'Reports IncumbentsChallengers

Familiaritywiththecandidates

Recalledcandidate'sname 49.9 is.6/

Recognizednameandcouldratecandidate 93.7 45.9

Neither 6.3 54.1

Contactwiththecandidates

Any 90.3 44.6

Metpersonally 23.6 4.3

Attendedmeetingwherecandidatespoke 20.6 3.5

Talkedwithstaffmember 12.4 2.3

Receivedmailfromcandidate 71.8 16.7

Readaboutcandidateinnewspaperormagazine 71.7 32.6

Heardcandidateonradio 34.4 15.1

Sawcandidateontelevision 50.2 23.9

Familyorfriendshadcontactwithcandidate 40.1 11.1

Evaluationsofthecandidates

Mean"thermometer"rating* 74.4 52.$

Likesomethingaboutcandidate 64.0 11.6

Dislikesomethingaboutcandidate 18.3 i2.S
I

Source:GaryC.Jacobson,"Incumbents'Advantagesinthe1978CongressionalElections,"Source:tTaryし ・JaCODSOn・-1nCUmDemSハqVamagesmme⊥ ロ`o)ull琶 爬 論1uuoユ 」J且瓢ししM↓。,

LegislativeStudiesquarterly,&(May1981}>p.186{asmodified}.ObyComparativeLegisla一

tiveResearchCenter
*Ratingofcandidate

percentage,themore

nnscaleofOto100>with

favorabletherating.

50desiganatedasneutrai;thehigherthe

以
下
に
順
を
追

っ
て
、
論
述

し
た

い
。

公
職
占
有
者
の
知
名
度
は
、
以
下

の
三
者

の
光
源
か
ら
、
そ

の
核
心
を
照
し
だ
す
こ

と
が
で
き

る
。
①

選
挙
区
の
範
域
、
②

公

職
占
有
者

の
所
属
部
門
、
③
電
波

.
印
刷

両
媒
体
に
よ
る
報
道
、
以
上
が
、

こ
れ

に

当
る
。
従

っ
て
、
①
選
挙
区

の
範
域
が
広

大
で
あ
れ
ば
あ
る
ほ
ど
、
②
立
法
部
所
属

よ
り
も
む
し
ろ
行
政
部
所
属

の
ほ
う
が
、

③
電
波

・
印
刷
両
媒
体

に
よ
る
報
道
が
広

範
囲
で
あ
れ
ば
あ
る
だ
け
、
公
職
占
有
者

の
知
名
度

は
、
そ
れ
だ
け
上
昇
す
る
。

ま
ず
、
下
院
議
員

の
知
名
度
か
ら
述
べ

る
な
ら
ば
、
下
院
議
員
の
言
動

は
、
電
波

媒
体
に
よ

っ
て
、
ほ
と
ん
ど
報
道
さ
れ

な

い
し
、
ま
た
新
聞

に
よ
る
批
判
的
な
精
査

を
受
け
る
こ
と
も

な

い
。
し
か
し
、
下
院

議
員

は
、
選
挙
民
と
の
間

に
お
け
る
直
接

82(654)
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的

な

コ
ミ

ュ
ニ
ケ
イ

シ

ョ
ソ

の
た

め

の
重
要

な
資
源

を
保

持

し

て

い
る
。

そ

の
結

果

に

つ
い
て

は
、

表

11
議

員

侯
補

者

に
関

す

る
選
挙

民

(
58

)

(
59

)

の
情
報
、
表
12
議
員
候
補
者
と
選
挙
民

の
接
触
度
、
そ
し
て
、
表

13
現
職
下
院
議
員
及
び
そ

の
挑
戦
候
補
者
に
対
す
る
選
挙
民

の
親
密
度
、

(
60

)

接
触
度
、
評
価

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
覗
わ
れ

よ
う
。

若
干

の
下
院
指
導
者
も
し
く

は

。・8
コ
晋
一
に
巻
き
込
ま
れ
た
ご
く
少
数

の
不
運
な
下
院
議
員
を
除
く
な
ら
ば
、
下
院
議
員

一
般

は
、
主

に
彼

ら
自
身

の
手

に
な
る
新
聞
発
表

(尾
蓄

邑
。帥。・⑦)
を
通
し
て
、
媒
体

に
よ

る
報
道

を
誘
起
す
る
。

ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
ほ
と
ん
ど

の

新
聞
は
、
新
聞
自
身

に
よ
る
自
主
的
と
称

さ
れ
る
議
会
報
道
を
扱

っ
て
い
な

い
。

こ
の
こ
と

は
、
大
部
分
の
議
員

に
と

っ
て
好
都
合
で
あ

る
。
新

聞
社
に
よ
る
自
主
的
報
道

は
、
彼
ら

の
言
動
が
、
自
己
に
固
有

の
セ
ン
サ
ー
に
ょ
る
検
証
を
受
け

る
こ
と
な
く
、
新
聞
社
独
自

の

政
治
的
換
算
表
を
通
し
て
変
奏

さ
れ
報
道
さ
れ
る
と
い
う
事
態
を
、
招
致
し
得
る
か
ら
で
あ

る
。

こ
の
た
め
、
議
員
が
新
聞
社
を
糾
弾
す

(
61

)

る
根
拠

で
あ

る
様

々
な
高
度

の
犯
罪
や
軽
犯
罪

の
範
疇

の
な
か
に
、
議
会
報
道

の
欠
如

は
、

入

っ
て
い
な

い
。

下
院
議
員
と
新
聞
と

の
関

(
62

)

係

に
つ
い
て
、
あ

る
報
告
書

は
、
次

の
よ
う
に
洞
察
し

て
い
る
。

「
重
大
事
件
と
下

水
道
補
助
金
と

の
間
に
は
、
彪
大
な
報
告
さ
れ
ざ

る
記
事

の
風
景
が
、
拡
が

っ
て
い
る
。

…
こ
の
風
景

は
、
日
刊
紙

に
決

し
て
報
道

さ
れ
る
こ
と

は
な
く
、
独
り
地
方
T
V
局

に
報
道
さ
れ
る
の
み
で
あ

る
。

こ
の
荒
地
で
は
、
下
院
議
員
と
通
信
員
と
の
間

に
、
共
生
関
係
が
繁
茂
す

る
。
そ
れ
は
、
相
互
必
要
と
時
に
は
相
互
怠
惰
と
に
基
づ
く
関
係

で
あ
る
。

こ
の
共
生
関
係
が
、
典
型
的
な
不

可
視

の
議
員
を
、
彼

の
本
拠
地

の
選
挙
区
に
お

い
て
、
厳
格

に
精
選

の
う
え
、
可
視
的
な
存
在

に
す
る
」
。

印
刷

・
電
波
の
別
を
問
わ
ず
、
媒
体

の
側
に
報
道

の
意
思
が
あ

っ
た
に
せ
よ
、
媒
体
が
大
部
分

の
下
院
議
員

の
言
動
を
主
導
的
に
報
道

す
る
と
い
う
こ
義

容
易
で
は
難

昊

な
都
市
地
域
喚

余
り
に
も
姦

の
下
院
萱

を
選
出
し
て
い
る
た
め
・
都
市
地
纏

お

圃

け
る
新
聞
社
や
T
V
局
が
、
誰
し
も
が
納
得
す

る
方
法
で
、
彼
ら

の
言
動

に
つ
い
て
報
告
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
明
ら
か
に
不
可
能
で
あ

83

ろ

う

。

例

え

ば

、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
市

の

T

V

市

場

内

に

は
、

ニ

ュ
ー

ヨ

ー

ク

州

に

二

三

、

ニ

ュ
ー

ジ

ャ
ー

ジ

ー
州

に

一
〇

、
そ

し

て
、
ロ
ネ



テ

ィ
カ

ッ
ト
州

に
二
と

い
う

よ
う

に
、
三

五

の
下

院
議

員
選

挙

区
が

、
三

州

に
跨

っ
て
拡

散

し

て

い
る
。

同

じ
く
、

シ
カ
ゴ

T
V
市

場

に

お
け

る

一
九

の
下
院

議

員
選

挙
区

は
、

イ
リ

ノ
イ
、

イ

ソ
デ

ィ
ア

ナ
、
そ

し

て
、

ウ

イ

ス

コ
ン

シ
ン
の
三
州

に
散
在

す

る
。

こ
の
数

の
下

院
議

員

の
報
道

に
直

面

し

た
T

V
局

は
、

下

院
議

員

の

一
人

を
除

く
全

員
が

、
大

部

分

の
視

聴
者

の
関

心

を
、

ほ
と

ん
ど
、

あ

る

い
は
、

全
く
、
惹

く

こ
と

が

な

い
た

め
、

総

じ

て
、

い
ず

れ

の
下

院
議

員

に

つ
い
て
も
、

報
道

し

て

い
な

い
。

人

口
稠
密

の
な
ら
ざ

る
地

域

に
お

け

る
下
院
議

員
選

挙

区

は
、

数

個

の
媒
体

市

場
を
横

断

し

て
伸

び

て
お
り

、

そ

の
媒
体

市
場

の

い
ず
れ

も
、

こ
う
し

た
下
院
議

員

職

の
占

有

者
を
、
自

己

の
代

表

で
あ

る

と

は
看
倣

し

て

い
な

い
。

自

己

の
選
挙

区

が
、

一
つ
の
T

V
局

の
放

送
区

域

に
収

ま

る
ほ
ど
狭

小

で
あ

り

、

し

か
も
自

己

に
関
す

る
定

期
的

な
T

V
報
道

を

期
待

し
得

る
下

院
議

員

は
、
稀

有

で
あ

る
。

カ

ン
サ

ス
州

の
ウ

ィ
チ

タ

(≦
剛o臣
訂
)
と

ア

(
63

)

ー

カ

ソ
ソ
!
州

の
リ

ト

ル

ロ
ッ
ク

(Hし一一け一〇
図
O
O評
)
の
選
出

下
院

議

員
が

、

こ
う

し

た
稀

有

の
例

に
当

る
。

媒
体

に
よ
る
報

道

に
公

職
そ

の
も

の

の
比
重

を
射

影

さ

せ
る
証

左
も
、

存
在

す

る
。

例

え
ぽ

、

一
九

八

二
年

の
ワ
イ

オ

、、、
ン
グ
州

で
は
、

州

全
体

を

同

一
選

挙

区
と

し

た
州
知
事

、

上
院

議
員

、
そ

し

て
、
下

院
議

員

の
三

者

の
選

挙
戦

が
、
同

時

に
繰
り

広
げ

ら
れ

た
。

そ

の
際

、

上
院
議

員
選

挙

と
州

知
事

選
挙

の
双
方

は
、
O
器
℃
費

と

○
ぴ
醸

暮

Φ
に
お
け

る
新

聞
三

紙

の
第

一
面

に
大

々
的

に
報
道

さ
れ
、
州
民

の
注

目

を
集

め
た
。

こ
れ

に
反

し
、

下
院
議

員

選
挙

は
、

漸

く
選
挙

運
動

期

間

の
後

半

に
至

り
、

第

一
面

の

一
頁

記
事

と

し
て
報
道

さ
れ

た
に
す

ぎ

な

い
。

そ

の
記
事

の
見

出

し

は
…
…

《
彼

は
ど

ん
な
人
対
彼

は
誰
、

ワ
ィ
オ

ミ

ソ
グ
州

の
も

う

一
つ
の
選

挙
運
動

》

(芝
げ
。
<
騨
蓼

、什.。。

騙
。。
2
き

2

≦
岩
巳
臓
、。。
9
げ
臼

9
葛

餌
曹

)

で

あ

っ
た
。

上
院
議

員

・
州
知

事
両

選

挙

は
、
と

も

に
、

家
庭

内

に
お
け

る
会

話

の
話
題

と

(
64

)

な
り

、
社
交

界

に

お
け

る
討
論

の
問
題

点

と
も

な

っ
た
。

し

か
し
、

下
院

議

員
選

挙

に

つ

い
て
は
、

次

の
よ
う

に
評

言

さ
れ

て

い
る
。

「
目
Φ
鮎

=
o
ヨ
ヨ
Φ
一
対

9

鮮

O
冨

器

団

の
対
決

と

は
、

何

で
あ

ろ
う

か
。

こ

の

選

挙
戦

に
関

す

る
論
議

は
、

ほ
と

ん
ど

冨

ヨ
。
旨
ぎ

達
。。

と
同
様

に
、
ご

く
内

々
の
こ
と

(げ
β
ooげ
-げ
目
尊自げ
)
と

さ
れ

て

い
る
」
。

下

院
議
員

は
、

自

己

に
対

す

る
媒
体

の
関

心
が
至

っ
て
稀

薄

で
あ

る
と

い
う
状

況

に

よ

っ
て
創

ら
れ

た
空

白
を
、

自
ら

の
特
典

に
よ

つ

84(656)
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て
、
埋
め
る
こ
と
が
可
能

で
あ

る
。

い
わ
ば
、
媒
体
を
通
し

て
の
選
挙
民

へ
の
接
近

の
翼

は
切
り
落
さ
れ
た
と
し
て
も
、
彼
ら

の
選
挙
民

へ
の
接
近
路

は
、
別

の
方
角

に
向
け
ら
れ
伸
長
さ
れ
る
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
そ
れ
が
、
《
郵
便
物
無
料
配
達
特
典
》
(h§

犀
一歯

や
ユ
乱
。ぴ・Φ
)

と
、
後
述

の
選
挙
民

へ
の
奉
仕
機
能

で
あ
る
。

《
郵
便
物
無
料
配
達
特
典
》
と

は
、
上
下
両
院
議
員

の
そ
れ
ぞ
れ

に
認
め
ら
れ
て
い
る
権
利
で
あ
り
、
議
員
が
自
己
の
署
名

の
み
で
郵
便

(
65
)

物

を

無
料

で
送
達

し

得

る
と

い
う
特

典

で
あ

る
。

ミ
ネ
ソ

タ
州

選

挙

の
共

和
党

下

院
議

員

B

・
フ

レ
ン
ゼ

ル

(U⇔
一一問
句
同①
昌
因Φ
一)
の
指
摘

す

る

と

こ
ろ

に
よ
れ
ば

、

共
和

.
民

主
両
党

は
、
新

人
議

員

に
対

し

て
、

再
選

確

保

の

た

め

の
三

原
則

を
教
え

て

い
る
。
「
郵
便

物
無

料
配

達

を

活
用

せ
よ
。
郵

便
物

無
料

配
達

を
活

用

せ

よ
。

郵
便

物
無

料

配
達

を
活

用

せ

よ
」

(¢
。。。
昏
①
粋
§
ぎ

9

。
聾
①
富

昌ぎ

d
。・。
夢
。
{話
葬
)
と

(
66

)

い
う
の
が
、

こ
れ

に
当
る
。

こ
の
短

い

一
句
に
、
議
員

の
た
め
の
再
選
保
障
手
段

の
核

心
の
部
分
が
、
見
事
に
凝
縮
し
て
表
出
さ
れ

て
い

る
◎下

院
議
員

は
、
奇
数
年

の

一
月

に
議
会
が
召
集
さ
れ

て
後
、
二
十

一
ケ
月
以
内

に
、
新
た
な
選
挙
に
逢
着

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
下

院
議
員
の
生
活

は
、
選
挙
政
治

の
力
学

の
な
か
に
完
全

に
組
み
込

ま
れ
て
い
る
。

こ
の
た
め
、
《
郵
便
物
無
料
配
達
特
典
》
は
、
た
だ
ち
に

再
選

の
た
め

の
道
具

の
な
か
に
吸
収
さ
れ
昇
華
す

る
こ
と

に
な
る
。
選
挙
用

パ
ン
フ
レ

ヅ
ト
を
除
く
ほ
と

ん
ど
す
べ
て
の
文
書

は

《
郵
便

物
配
達
特
典
》

の
使
用
に
対
す

る
法
律
上
の
制
限

で
あ

る

《
公
務
》
(o由
鼠
巴

ぴ臣
ぎ
窃
。。)
の
項
目
の
大
蜘
藍
の
な
か
に
、
難
な
く
収
ま
る
と

み
て
よ

い
。
質
問
表
、
時
事
解
説
、
そ
し
て
、

タ
ゥ
ン
ミ
ー
テ

ィ
ン
グ

へ
の
招
待
状

は
、
選
挙
区

に
向

っ
て
奔
流

の
ご
と
く
注
が
れ
る
。

そ
の
数

は
、
選
挙
期

日
が
迫
る
と
と
も

に
劇
的

に
増
大
す
る
。
選

挙
年

の
九
月

に
下
院
議
員
が
送
達
す
る
選
挙
民
宛

の
郵
便
物

の
総
量

は
、

非
選
挙
年

の
同
月
に
比
較
し
、

二
倍
と
な
る
。

一
九
八
八
年

の
選
挙
に
先
だ

っ
て
、
下
院
議
員

は
、
五
八
〇
〇
万

の
郵
便
物
に
五
〇
〇
万

ド

ル
以
上
を
投
下
し
た
。
平
均
八
名

の
郵
便
物
処
理
担
当

の
ス
タ

ッ
フ
が
、
そ
れ
ぞ
れ

の
下
院
議
員

の
選
挙
区
事
務
所

に
常
駐
し
て
お
り
、

(
67

)

そ

の
数

は
、

一
九

七

四
年

当
時

の
二
倍
以

上

と

な

っ
て
い
る
。

(657)85



郵
政

公
社

(一ゴ
O
d
昌
即
O山
ω
冨
峠O
叩
℃
O
o嚇樟9一
Qり
O
【<
一Ω
①)
の
概

算

に
よ

れ

ば

、

上

下
両

院
議

員

は
、

一
九

八

八
年

に
、

六
憶

通

に
達

す

る
無

料

郵

便
物

を
送

達

し

て

い
る
。

こ

の
数
値

は
、

全

国

に

お
け

る
男

、

女
、

予
供

の
そ

れ
ぞ

れ
が

、

二
通

以
上

の
郵
便

物
を

送
達

し

た
場
合

の

総
数

と
、

一
致

す

る
。

ま

た
、

六
億

通

の
郵
便

物

の
配
送

に
要
し

た
費

用

は
、

一
億

四
四
〇

〇

万
ド

ル
で
あ
り

、

こ
れ

は
、

一
九
七

八
年

(
68

)

に

お
け

る
配

送

費

の

ほ
ぼ

倍

額

で
あ

る

。

メ

リ

ー

ラ

ン
ド

州

選

出

の

共

和

党

上

院

議

員

C

・
M

・
マ
サ

イ

ア

ス

(
一Q
ゲ
募Ω
鴎
一〇
ロ

ン
繭
O
O
●

7
{鋤
けげ
一㊤
ロロ
闇
}
H
.)

は
、

上

院

規

則

行

政

委

員

長

(
69
)

(ω
窪
象
①
図
巳
Φ。・
ロ。巳

〉
血
鼠
巳
。。叶H匿
8

0訂
凶雪日
き
)
当
時

、

次

の

よ
う

に
明
言

し

た
。

す

な

わ

ち
、

同

一
郵
便
物
が

五
〇

〇

通
以

上

で

あ

る

《
大
量

郵
便

》
(B
鎗

日
蜘崔
紹
)
は
、
上
院
議

員
が

送
達

し

た
郵
便
物

の
九

六

%
を
構

成

し

て

い
る
。

こ
う
し

た
郵
便

の
四

分

の
三

は
、

選
挙

民
向

け

の
時
事

解
説

で
あ

る
。

僅

か

四

%

の
み
が

、

選
挙

民

か
ら

の
質

問

や
要

請

に
応
答

す

る
個

人
的

な
書
簡

で
あ

る
。

こ
れ
と
同

じ

こ

と

は
、

下

院
議

員

に
つ

い
て
も

い
え

よ
う
。

(
70

)

最

近

の
上

下
両

院

に

お
け

る
郵

便
物

無
料

配
達

の
総

量

と
経
費

は
、

次

の
よ

う
に

な
る
。

一
九

八
〇
年

・
五

億

一

コ
ニ
○

万

通

.
六

一

九
〇

万

ド

ル
、

一
九

八

一
年

・
三
億

九

五

五
〇
万

通

・
五

三

八
〇

万

ド

ル
、

一
九

八

二
年

・
七
億

七

一
七
〇
万

通

・

一
億

ド

ル
、

一
九

八

三
年

・
五
億

五

六
八
〇

万

通

・
七

二
四
〇

万
ド

ル
、

一
九

八

四
年

・
九
億

二
四

六
〇

万
通

・
一
億

一
〇

九
〇

万
ド

ル
、

一
九

八
五
年

.
六

億

三
八

三
〇

万

通

・
八
五

七
〇

万
ド

ル
、

一
九

八

六
年

・
一
〇

億

一
九
〇

〇

万
通

・
一
億

四
四

四
〇

万
ド

ル
、

以

上
で
あ

る
。

無
料

郵
便

物

の
送
達

量

は
、

こ
の

よ
う

に
、

選
挙

年

と
非
選

挙

年

の
間

に
、

か
な
り

の
振
幅

が

認

め
ら
れ

る
。

一
九

七
二
年

か
ら

一
九

八
八
年

に
至

(
7!

)

る
ま
で
の
議
会
郵
便
物

の
発
信
量
と
受
信
量
と
を
図
示
す
る
な
ら
ぽ
、
図

4
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
よ
う
な
選
挙
民
宛

の
郵
便
物
無
料
配
達

の
爆
発
的
増
大
と
個

々
の
議
員

に
利
用
さ
れ
る

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
施
設

の
充
実
と
は
、
切

(
72

)

り
離

せ
な

い

ペ

ア
を

形
づ

く
り
、
双

方

は
、
一
対

一
の
写
像

関
係

に
あ

る
。

こ
れ

は
、
最

近

に
お
け

る
郵
便

物
無
料

配
達

の
急

激

な
増
大

の

形
象

化
を
促

し

た
触

媒
が
、

ほ
か
な

ら

ぬ

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー
技

術

の
長
足

の
進

歩

と

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

!

の
急
速

な
普

及

に
あ

る
と

い
い

か

86(658)
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toFresent・"

え

て
も

よ

い
。

一
九

七
〇
年

に
は
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ

ー
施

設

の
設
置

に
、

上
下
両

院

で
、
七

三
万

二
〇
〇

〇

ド

ル
を
支

出

し

て

い
る
。

し
か
し
、

一
九

八

五
年

現
在

、

コ
ソ
ピ

払
ー

タ
ー

に
対
す

る
年

間
支

出
額

は
、

七

五
〇
〇

万
ド

ル
に
達

し

て
お
り
、

二
〇
名

の
下
院

議

員
と

六
名

の
上
院

議

員

を
除
く
す

べ

て
の
上
下
両

院
議

員
が

、

コ
ン
ピ

ュ
1
タ
ー
を
保
有

し

て

い
る
。

こ
う
し

た
議

員

の
保
有

す

る

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ

ー

の
主

要
機
能

は
、

殺
到

す

る
郵
便

物

の
総

量
を
記

憶
す

る

こ
と

に
あ

る
。
当

初
、

ウ

ォ
ー
タ

ー
ゲ

ー
ト
事

件

に

よ

っ
て
、

次

い
で
、

政

治

行

動
委

員
会

(℃
集

膏
巴

>
oユ
8

9
墜
口
窪
8
)
(P
A
C
)

に
よ
る

ロ
ビ

イ

ン
グ

技

術

に
よ

っ
て
、
そ

れ

ぞ

れ
、

触
発

さ

れ

た

こ
と

に

よ
り
、

議

員
宛

の
郵
便

物

の
総

量

は
、

一
九

七

三
年

以
来

こ

の
か

た
四
倍

と

な

る

に
至

っ
て
い

る
。

大
部

分

の
議
員

事
務

所

で

は
、

こ

の
郵
便

物

は
、
発

信

人
、

主

題
、

そ
し

て
、

住
所

の
よ

う
な
因
子

に
応

じ

て

コ

ー
ド
化

さ
れ

る
。

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ

ー

は
、

そ

の
記
憶

(659}87



の
な

か
に
蓄
積

さ
れ

て

い
る
予

め
作

成

さ
れ

た

パ
ラ
グ

ラ

フ

の
精

選

集

か
ら
案

文

を
選

び
だ
す

こ
と

に
よ

っ
て
、

選
挙

民

に
対

す

る
返

書

を
構

成

す

る
と

い
う

目
的

の
た

め

に
、

議
員

に
よ

っ
て
頻
繁

に
用

い
ら
れ

る
。

同
じ

く
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー

は

《
大
量

郵
便

》

を
送
達

す

る
た
め

に
も
使

用

さ
れ

る
。

コ
ソ
ピ

ュ
ー
タ
ー
化

さ
れ

た
住

所
録

の
活

用

に

よ

っ
て
、

議

員

は
、

郵
便

物
宛

先

の
照
準

を
、

様

々
な
社
会

集
団

に
絞

る

こ
と
が

可
能

と

な

る
。

げ

ん
に
、
議

員

の
視
線

の
矢

は
、

内

科
医
、

看
護

婦

、
教

員
、

ト
ラ

ッ
ク
運

転

手
、

自

家
所
有

者
、

な
ど

の
個
性

的
な

集
団

に
向

っ
て
、

投
げ

か

け
ら

れ

て

い
る
。

様

々
な
住
所

録
を

組

み
合
わ

せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
、

議

員

は
、
特

定

の
集

団
群

に
、

さ
ら

に
正

確
な

照
準
を

合

わ

せ
て
ゆ
く
。

あ

る
下

院
議
員

補
助

者

(8
・
α・同婁

一。琶

畿

)
は
、

ダ

ィ

レ

ク

ト

メ

:

ル
技
術

の
入
念

な

運
用

の
手
引

き

を
、

次

の
よ
う

(
73

)

に
詳
説
し
て
い
る
。

「
私

は
、
手
元

の
フ

ァ
イ
ル
に
綴
じ
込
ん
で
あ
る
特
殊
利
益
集
団

の
各

々
に
、
個
人
的
な
書
簡
を
差
し
だ
す

こ
と
か
ら

は
じ
め
た
。
内

科
医

は
、
社
会
化
さ
れ
た
医
療

の
恐
る
べ
き
実
態

に
関
す

る
私

の
仕
え
る
下
院
議
員
の
最
近

に
お
け

る
演
説
を
載

ぜ
た

O
◎
譜

、
§

苛
§

、

沁
ミ
ミ
職

か
ら

の
抜
刷
り
を
封
入
し
た
当
該
下
院
議
員

か
ら
の
手
紙
を
受
け
と

っ
た
。
医
師

は
、
そ

の
手
紙

の
内
容
を
、

ま
る
ご
と
信
用

し
た

(卑
①
毛
)。
看
護
婦

に
は
、
看
護

婦
養
成
計
画

の
た
め
の
連
邦
政
府
予
算

の
増
額

に
対
す
る
当
該
議
員
の
最
近
に
お
け

る
賛
成
投
票

を
指
摘

し
た
手
紙
が
、

こ
の
養
成
計
画

に
関
す
る
彼

の
感
動
的
な
解
説
を
同
封

の
う
え
、
届
け
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
書
簡

の
そ
れ
ぞ
れ
は
、

い
ず
れ
も
、
"
医
師
/
看
護
婦
に
影
響
を
及
ぼ
す

す

ぺ
て

の
立
法

に
対
す
る
皆
様
方

の
強
烈
な
個
人

的
関
心
を
存
じ
上
げ
て
お
り
ま
す
故

に
、
皆
様
方
は
、

こ
の
書
簡
を
興
味
深
く
御
高
覧
賜
わ
る
こ
と
と
存
じ
上
げ
ま
す
"
と
い
う

一
文
で

は
じ
ま
る
。
平
均
し
て
、
我

々
は
、

二
通
の
往
信
に
対
し
て
、
常
に
肯
定
的
な

一
通

の
返
信
を
受
理
し
た
。
求
め
ら
れ
も
し
な
い
返
信

の

受
理
率
は
、
絶
対
的
に
驚
異
的
な
五
〇
%
に
達

し
て
い
る
。
改
め
て
、
私
は
、

い
た
く
感
動
し
た
。
人

々
は
、
我

々
が
か
ね

て
よ
り
主
張

し
て
い
た
事
柄

に
、
関
心
を
払

っ
て
い
た
の
で
あ
る
!

驚
く
べ
き

こ
と
で
あ
る
」
。

88660)
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ま
た
、
あ

る
上
院
議
員
は
、
自
己

の
選
出
州

に
お
け
る
郵
便
箱
数

の
四
倍

に
相
当
す
る
数

の
選
挙
民
名
を
、
そ

の
郵
送
先
名
簿

に
記
載

し

て
い
る
。
別

の
上
院
議
員

の
行
政
補
助
者

は
、
議
員

の

ス
タ

ッ
フ
に
、
"
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー

ル
を
企
画
し
"
、
毎
週
、

二
種

の
新
規

の
利

(
74

)

益
集
団

に
、
無
料
送
達
郵
便
を
送
る
ぺ
き

こ
と
を
指
示
し
た
。

議
員

に
よ
る

《
大
量
郵
便
》

の
大
多
数

は
、
選
挙
州
も
し
く
は
選
挙
区
を
画

一
的
に
適
用
対
象
と
す
る
多
目
的

の
時
事
解
説

で
あ
る
。

こ
う
し
た
時
事
解
説

は
、
議
員
の
立
法
活
動

に
関
す
る
楽
天
的
な
説
明
を
具
体
的
内
容
と
し
、
議
員
が
選
挙
区

の
住
民
と
挨
拶
し
た
り
、

あ
る
い
は
、
彼
が
最
高

の
政
策
決
定
者
と
協
議

を
開
い
た
り
し

て
い
る
写
真
を
、
も
れ
な
く
取
り
揃
え

て
い
る
。

ま
た
、
時
事
解
説

の
な

か
で
は
、
議
員

の
常
任
委
員
会
委
員
の
地
位
が
、
当
該
議
員

の
選
挙
区
を
連
邦
政
府

の
政
策
や
行
為

の
特
段

の
恩
恵
を
蒙
る
輝
し
い
台
座

に
押
し
上
げ
る
た
め
の
彼

の
努
力

の
象
微
と
し
て
、
特
筆

さ
れ
る
。
時
事
解
説

の
受
領
者

は
、
議
員

の
水
晶
体
に
映
写
さ
れ
る
現
実
と
同

一
の
現
実
を
知
覚
し
、
彼
と
同
質

の
発
想
と
見
解
と
を
共
有
す
る
に
至
り
、
議
員

の
意
図
す

る
支
援
を
求
め
て
彼

の
地
方
事
務
所
と
接
触

す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
れ

に
よ
り
、
議
員

の
選
挙
民
に
対
す

る
要
望

の
線
と
、

こ
れ

に
呼
応
す

る
選
挙
民

の
線
と
が
、
い
わ
ば
、

は
じ
め

て
同

一
平
面
上
で
交
錯
す
る
機
会
を
付
与
さ
れ
る
。
そ
し

て
、

お
そ
ら
く
年

に

一
度
、
時
事
解

説
は
、
特
別

の
係
争
問
題
に

つ
い
て
、
選

挙
民

の
意
見
を
探
索
す
る
た
め
に
、
世
論
調
査
を
実
施
す

る
。
そ

の
結
果
が
ど

の
よ
う
で
あ
れ
、

こ
う
し
た
世
論
調
査
の
視
象

の
基
底

に

は
、
議
員

は
選
挙
民
の
見
解
を
真
剣

に
配
慮
し
て
い
る
と
す
る
議
員

の
自
画
像
が
、
鮮
明

に
灼
き

つ
け
ら
れ

て
い
る
。

こ
う
し
て
、
時
事
解
説

は
、
選
挙
民

に
、
立
法

に
つ
い
て
、
あ

る
い
は
、
そ

の
他
の
公
共
問
題

に
つ
い
て
、
情
報
を
供
与
す
る
。
さ
ら

に
、
質
問
表

や
タ
ゥ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ソ
グ

は
、
選
挙
民

の
係
争
問
題

に
関
す
る
見
解

の
抽
出
と
議
員

に
よ
る
代
表
機
能

の
遂
行

に
、
少
な
か

ら
ぬ
貢
献
を
す
る
。

し
か
し
、
時
事
解
説
の
も
う

一
つ
の
効
果

は
、
下
院
議
員
を
選
挙
民
に
周
知
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
。
あ
る
下
院
議
員

(75
)

事
務

所

の
最

高
補
佐

者

は
、

こ
の

こ
と
を
、

次

の
よ
う

に
表

現

し

て

い
る
。

「
選

挙
民

か
ら

関

心
を
も

た
れ

る
議

員

に
さ

せ

る
も

の

は
、

タ

ゥ

ン
ミ

ー

テ

ィ
ン

グ

で

あ

る
。

タ

ゥ

ン
ミ

ー

テ

ィ
ン
グ

に
、
ど

れ
だ

け

(661)89



多
く

の
選
挙
民
が
顔
を
み
せ
る
か
は
、
さ
し
て
重
要

で
は
な
い
。
重
要
な

の
は
、
私
が
、
現
在
手
も
と
に
あ
る
二
〇

万
の
宛
名

に
、
郵
便

を
送
達

し
た
と

い
う
事
実
で
あ
る
。
仮

に
二
〇
万

の
う
ち
六
名

の
選
挙
民
し
か
顔
を
み
せ
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
さ
ら
に
余
分

の
郵
便
を

発
す

る
こ
と
が

で
き

る
限
り
、
我

々
は
そ
の
こ
と
を
意

に
介
さ
な
い
L
。

(
76

)

《
郵
便
物
無
料
配
達
特
典
》

は
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国

の
歴
史
と
と
も

に
古

い
。

ま
た
、

こ
の
特
典

に
対
す

る
批
判
に
も
こ
と
欠
か
な
い
。

げ
ん
に
、

一
九
七
三
年
に
、
O
o
ヨ
ヨ
8

0
印
器
Φ
は
、
《
郵
便
物
無
料
配
達
特
典
》
に
関
す
る
訴
訟
を
提
起
し
た
。
そ
れ

は
、
《
郵
便
物
無
料

配
達
特
典
》
が
、
政
府
に
よ

っ
て
負
荷
さ
れ
た
不
利
益

の
繋
縛
を
脱
れ

こ
の
繋
縛

か
ら
自
由
に
公
職
獲
得

の
た
め
の
競
争
を
展
開
し
得
る

政
治
的
挑
戦
者
の
貴
重
な
権
利
を
侵
害
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
根
拠

に
、

こ
の
特
典

の
停
止
を
要
求
す
る
内
容

で
あ

っ
た
。
O
。
ヨ
白
8

0
窪
器

の
説
く
と

こ
ろ
は
、
公
的
資
金

の
援
助

を
受
け
た
現
職
議
員

に
よ
る
広
報

の
氾
濫
が
、
現
職
議
員
の
再
選
記
録
に
対
す
る
挑
戦
候

補
者

の
効
果
的
な
戦
闘
の
展
開
を
抑
止
す
る
負

の

エ
ネ

ル
ギ

ー

と

し

て
噴
出
す
る
と
い
う

に
あ
る
。

こ
れ

に
対

し
て
、
《
郵
便
物
無
料
配

達
特
典
》

の
擁
護
者

は
、
た
だ
ち
に
反
駁
し
た
。
彼
ら

は
、

こ
の
特
典

の
活
用
を
通
し
て
、
議
員
が
、
現
下

の
係
争
問
題
に
つ
い
て
、
選

挙
民
の
啓
発
に
当
る
緊
要
性

を
強
調
し
、
既
存

の
法
規

は
、

こ
の
特
典

の
濫
用
を
防
遇
す
る

の
に
十
分
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

一
九
八
三

年
に
結
審
し
た

一
〇
年
間

に
及
ぶ
訴
訟
に
お
い
て
、
最
高
裁
判
所
は
、
郵
便
物
無
料
配
達
法

(富
葬
ヨ
ぴQ
冨
ミ
)
の
有
効
性
を
支
持

す

る
下

級
審

の
判
決
を
肯
定
す
る

に
至

っ
て
い
る
。

O
o
ヨ
ヨ
8

0
㊤
器
①
の
訴
訟

に
応
え

て

一
九
七
三
年

に
制
定
さ
れ
た
現
行

の
郵
便
物
無
料
配
達
法
は
、
広
範
囲
に
及
ぶ

《
郵
便
物
無
料
配

達
特
典
》
を
許
容
し
て
い
る

に
せ
よ
、
郵
便
物
無
料
配
達

の
使
用

は
、
議
員
が
、
合
衆
国
市
民
と
し
て
の
、
あ
る
い
は
、
選
挙
民
と
し
て

の
、
受
信
人
と
交
す
書
簡

の
み
に
限
定
さ
れ
る
。
同
じ
く
、
議

員
の
公

の
業
務
、
活
動
、
そ
し
て
、
義
務
と
無
関
係

の
郵
便
、
そ
れ
に
、

発
信
人
、
も
し
く
は
、
第
三
者
、

ま
た
は
、
政
党
に
対
す
る
政
治
的
支
持
を
勧
誘
す
る
郵
便
、
あ
る

い
は
、

い
か
な
る
公
職

の
い
か
な
る

候
補
者
で
あ
れ
、
彼

に
対
す
る
投
票
な
い
し
財
政
的
援
助
を
懇
請
す
る
郵
便

は
、

い
ず
れ
も
、
禁
止
さ
れ
る
。
加
え

て
、
上
下
両
院
規
則

so(fi6?)
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は
予
備

選
挙

、
も

し
く

は
、

総

選
挙

の
六
〇

日
以
前

の
期

間
、

《
大
量

郵
便
》

を
厳

禁

し

て

い
る
。

《
郵
便
物

無
料

配
達

特
典
》
に
対
す

る
批

判

の
原
旋

律

は
、
い
ま

な

お
、

多
様

に
変
奏

さ
れ

て

い
る
。

郵
便
物

無
料

配
達

法

に
お
け

る
制

限

条
項

を
厳
格

に
実

施

す

る
た

め

に
、
下
院

は
、
当

該
法

の
制

定

と
時

を
同

じ
く

し

て
、

議
会

郵

便
基

準
委

員
会

(9

自
巳
・。。,δ
コ
。
翻
○
)口
に同.
,

。・ωδ
コ
g。一
竃
帥
韓
据

ω
§

辞
『自
。。)
1

通
称

郵

便
物

無
料

配
達
委

員

会

(酔冨

津
碧
評
剛禮

○
議

巳
路
。コ
)
を
発

足

さ
せ

た
。

議

会

郵
便
基

準
委

員
会

は
、
下

院
議

長
が

任
命

す

る
共
和

・
民

主

両
党

の
委

員

そ
れ

ぞ

れ
三
名

か
ら
構

成

さ
れ

る
六
名

の
委

員

会

で
あ

る
。

な

お
、

上
院

に
お
け

る
同
種

の
委

員
会

は
、

倫

理
特

別
委

員
会

(ω
巴
09

0
0ヨ
艮
ヰ
o
o
8

鱒
露
o。。)
で
あ

る
。

議
会

郵
便

基
準

委

員
会

は
、
《
郵
便

物

無
料

配
達
特

典
》
の
行
使

に

つ
き

議

員

に
勧
告

を

な
し
、

申

し
立

て
ら
れ

た
法

規

の
違

反

を
調

査

す

る
。
郵
便

物

無
料

配
達

法

は
、
当

該
委

員
会

が
、
下
院
議

員

に
対

し

て
、

(個
人
名

の
な

い
)
す

ぺ

て
の

《
葉

書

を
介

し
た
後

援

者
》
("
。。,搾伽一

鴇
9

富
)
宛

の
郵
便

内
容

に

つ
き
助
言

す

べ

き

こ
と

を
要

求
す

る
。

事
実

、

一
九

八

八
年

に
、
委

員
会

は
、

二
〇

〇
〇

の
勧

告

を
発

し

て

い
る
。
議

会
郵

便
基

準
委

員

長

の
M

・
K

・
ユ
ー
ド

ル

(り肖
o
「ユ
喝o
客

¢
伽
m=
)
(
ア
リ
ゾ
ナ
州
選
出
民
主
党
下
院
議
員
)

は
、
「
現
行

の
郵
便
物

無

料

配
達

法

は
、
有

効

に
作

動

し

て

い
な

い
。

我

々
は
、

原
点

に
立

ち
戻

り
、

再
度

、

骨
折

ら
ね

ば

な
ら

な

い
」

と
述

べ
、
現

行
法

の
不
備

を
緻
密

に
精

練

化

し

て
ゆ

く
必

要
性

を

承
認

し

て

い
る
。

け

れ
ど

も
、

こ

の
作
業

は
、

決

し

て
単
純

で

は
な

い
。

ユ
ー
ド

ル
委

員

長

は
、

続
け

て
、
「
若

干

の
重
要

な

公
共
問

題

に
関
す

る

思
慮

あ

る

討

論
事
項

と
、

一
頁

お
き

に
議

員

の
写
真

を
挿

入
し

て

い
る
自

己
利
益
増

進

の
事

項

と

の
間

を
峻

別
す

る
規

則
や
規

制

を
、
ど

の
よ
う

に
作

成

し

た

ら

よ

い
の
か
」

と
慨

嘆

し
、

当

該

法
が
、

《
郵

便
物

無
料

配
達
特

典
》

の
行

使

に
お
け

る
法

規
違

反

の
有

無

の
戯

然

と
し

た
境

界

を
消

し
去

る
と

い
う
、

暗

闇

の
迷

宮

と

な

っ
て
、

委

員
会

を
押

し
包

ん

で

(
77

>

い
る
状
況
を
、
指
摘
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し

て
、
知
名
度
が
抜
群

で
あ
る
現
職
下
院
議
員

の
実

に
九
八
%
以
上

の
再
選
と
い
う
歴
史
的
記
録
が
、

一
九
八
八
年
に
、

樹
立
さ
れ
た
。

し
か
も
、

こ
の
う
ち

の
四
分
の
三
以
上
の
現
職
下
院
議
員
は
、

六
〇

%
以
上

の
得
票
率
を
あ
げ

て
い
る
。
さ
ら

に
、
八
〇

(fi63)91



名

の
現
職
下
院
議
員
に
は
、
二
大
政
党

の
対
立
候
補

者
が
、

不
在

で
あ

っ
た
。

こ
の
選
挙

の
八
ケ
月
以
前

に
、

一
九
八
八
年
選
挙
を
展
望

92

し

て

O
。
コ
鴨
①ωω
δ
ロ
巴

O
自
霞
け臼
ぐ

≦

ΦΦ
鉱
団
菊
φb
o
答

は
、
「
今
年

の
議

員

選

挙

に
お
け

る
競

争

の
欠

如

は
、
異

常

と

い
う

ほ
か

は
な

い
」

と
指
餐

さ
ら
匹

「現
馨

員
の
放
逐
に
要
す
る
費
理

努
力
喚

、、
の
国
の
多
く
の
幾

に
お
い
て

次
筆

手
が
だ
せ
な
い

働

ほ
ど
禁
圧
的
と
な
る
に
至

っ
て
い
る
」
と
強
く
訴
え

て
い
る
。

現
職
上
院
議
員

の
場
合
、
事
情

は
、
若
干
異
な
る
。
現
職
上
院
議
員

は
、
現
職
下
院
議
員

に
比
較
し
、
非
人
称
的
な
形
式
で
選
挙
民
に

知
ら
れ
る
。
全
州

の
代
表
、
六
年
毎

の
選
挙
、
《
郵
便
物
無
料
配
達
特
典
》

の
制
限
、
な
ど

の
諸
点

の
故
に
、
上
院
議
員
と
選
挙
民
と
の
結

合

は
、
稀
薄
と
な
ら
ざ
る
を
得

な

い
。
仮

に
、

上
院
議
員
が
、
下
院
議
員
と
同

一
程
度

の
接
触
を
選
挙
民
と

の
問

に
保
持

し
た
と
し
て
も
、

そ

の
接
触

の
性
状

は
、

お
の
ず
と
異
な
る
で
あ
ろ
う
。
選
挙
民

は
、
彼

ら
が
自
州
選
出

の
上
院
議
員
と
会
見
し
、
会
合
で
顔
を
合
わ
せ
、

あ
る

い
は
、
議
員

の
ス
タ

ッ
フ
と
会
談
し
た
と
い
う
事
実
を
、
少
な
か
ら
ず
話
題
と
す

る
。
逆
に

い
う
な
ら
ぽ
、
選
挙
民
は
、
自
州
選
出

(
79

)

の
上
院
議

員
を
、

T
V

や
ラ

ジ

オ
で
視
聴

す

る
場
合

が
、

比
較

的

に
多

い
と

い
う

こ
と

に
な

る
。

ワ

シ
ソ
ト

ン
で
活

躍
す

る
ジ

ャ
ー

ナ
リ

ス
ト
の
報
告

す

る
と

こ
ろ

に
よ
れ

ぽ
、

上
院

に
お
け

る
諸
活

動

は
、

下
院

に
生

じ

た
事

態

の
二
倍

も

多

く
T

V

に
よ

っ
て
報
道

さ
れ
、

特

(
80

)

定

の
上
院

議
員

の
名

前

に
対
す

る
指
摘

は
、

個

々
の
下
院
議

員

の
名

前

に
対

す

る
言

及

の
三
倍

以

上
と

な

っ
て

い
る
。

も
と

よ
り
、

上

院
議

員

は
、

自

己

の
再
選

の
た

め

の
公
的

な
資
源

を
、

下

院
議
員

と
同

じ
様

式

で
使

用
し
、

二
者

の
様
式

は
、
相

似
型

を

形
づ

く

る
。

例

え
ぽ
、

上

院
議

員

ス
タ

ッ
フ
全

員

の
三
分

の

一
の
み
が
、

議

員

の
選
挙

区
事
務

所

に
駐

在

し

て

い
る

に
す
ぎ

な

い
に
せ

よ

(下
院
議
員

ス
タ

ッ
フ
の
場
合
、
全
ス
タ

ッ
フ
の
五
分
の
二
)
、

こ
の
数

値

は
、

一
九

七

二
年

以
来

、

ほ
ぼ

三

倍
増

と
な

っ
て

い
る
。
同

じ
く
、

既

に
ふ
れ

た

よ
う

に
、

上
院

に
お
け

る

《
郵
便
物

無

料
配
達

特

典
》

の
活

用

も
、

劇
的

に
増

大

の
傾
向

に
あ

る
。

と
り

わ
け
、

再
選

の
困

難

な
状
況

に
あ

る
上
院
議

員
が

、

こ
の
特

典

を
最
大

限

に
活

用
す

る
。

そ

こ

に
は
、

選

挙
と

の
隠

微

な
脈

絡

が
認

め
ら
れ

る
。
当

落

の
不

透

明

な
臨
界

点

に
た

た
さ

れ

て

い
た

ネ
ブ

ラ

ス
カ
州
選

出

の
共
和
党

上
院
議

員

D

・
カ
ー
ネ

ス

(0
9<
置

密

ヨ
霧
)
は
、

一
九

八
八
年

に
、
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一
〇
〇
万
通
以
上

の
郵
便
を
発
送
し
た
。

こ
の
な
か
に
は
、

ア
ル
ツ

ハ
イ

マ
ー
病

か
ら
農
業

に
至
る
ま
で
の
広
範
囲
に
及
ぶ
主
題

に
つ
い

て
八
つ
の
政
策
目
標
を
定
立
し
た
時
事
解
説
が
、
含

ま
れ

て
い
る
。
カ
ー
ネ

ス
上
院
議
員

の
郵
便
会
計
が
枯
渇
し
た
と
き
、
再
選

に
際
会

し
て
い
な

か

っ
た
共
和
党

の
同
僚

上
院
議
員

二
名

は
、
当
落

の
不
確
か
な
混
迷

の
淵
を
さ
迷

い
な
が
ら
結
局
は
落
選
し
た
カ
ー
ネ

ス
議
員

(
81

)

の
会
計
に
、
自
己

の
会
計
か
ら
、
七
万
三
〇
〇
〇
ド

ル
を
移
管
し
た
。

さ
ら
に
、
選
挙
民
の
間

に
、
深
く
か
つ
広
く
浸
透
し
得
る
特
殊

の
通
行
権
を
取
得
す
る
意
図

に
た

っ
て
、

上
院
議
員

は
、
自
己
の
再
選

に
有
利
な
知
名
度
を
維
持
し
飛
躍
さ
せ
る
た
め
に
、

メ
デ

ィ
ア
を
次
第
に
利

用
す
る
に
至

っ
て

い
る
。

一
九
六
〇
年

に
は
、

一
〇
〇
名

の

上
院
議
員

の
う
ち
の
僅
か
三
十

一
名
が
、
報
道
専
門
秘
書
を
有
し
て

い
る
に
す
ぎ
な
か

っ
た
が
、

一
九
八
四
年
に
は
、
そ

の
数

は
、
九
十

(
82

)

八
名

に
達
し
た
。
上
院
議
員

の
場
合
、

こ
の
数
値

に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、

メ
デ

ィ
ア
利
用

は
、
そ
れ
を
議
員
活
動

の
血
肉

に
消
化
し
得
る

ま
で
、
成
熟

の
域

に
到
達
し
た
と

い

っ
て
よ
い
。
げ

ん
に
、
内
政

・
外
交
上

の
重
要
事
件
が
発
生
し
た
場
合
、
上
院

T
V

ス
タ
デ

ィ
オ
、

地
方

の

ニ
ュ
ー

ス
番
組
、
そ
れ

に
、
Q◎
巷

α
翅

ヨ
o
ヨ
ぎ
σq
邑

犀
。。げ
o
毛

に
積
極
的

に
出
演
す
る
上
院
議
員
も
、
少
な
か
ら
ず
見
受
け
ら
れ

る
。
新
聞
も
ま
た
、

こ
う
し
た
重
要
事
件

に
対
す

る
上
院
議
員

の
反
応
を
得

る
た
め
に
、
定
例
的

に
、
彼
ら
の
見
解

の
披
歴

を
要
請
す
る
。

も
と
よ
り
、

こ
の
よ
う
な
報
道

は
、
上
院
議
員
が
、

当
該
事
件
を
解
剖
台

に
乗

せ
、
鋭
利
な
分
析

の
刃
で
、
慎
重
か

つ
批
判
的

に
こ
れ
を

解
析
し
た
も

の
で
は
な

い
。
そ
れ

は
、
単
に
、
上
院
議
員
が
、
最
も
平
明
と
考
え

る
仕
方
で
、
当
該
事
件

に
対
す
る

一
つ
の
反
応
を
構
成

し
た
も

の
に
す
ぎ
な

い
。

こ
の
課
題

は
、
州
規
模
範

域
を
活
動
圏
と
す
る
の
記
者
団

の
性
格

に
よ

っ
て
、
円
滑

に
促
進
さ
れ

る
。

こ
う

し

た
記
者
団
は
、
州
都
を
本
拠
地
と
し
、
州
知
事

の
活
動
を
中
心

に
州
政
治

の
報
道
に
大
部
分
の
時
間
を
投
入
す

る
と

い
う
濃
厚
な
地
方
志

向
性

の
熱

に
よ

っ
て
、

こ
の
課
題

は
、
容
易

に
昇
華
さ
れ
る
か
ら
で
あ

る
。
あ

る
政
治

レ
ポ
1
タ
ー
は
、
選
挙
民
の
視
覚

の
ス
ク
リ
ー

ン

(
紹
)

に
映

し
だ
さ
れ
る
上
院
議
員
像

を
次

の
よ
う
に
評
言
し

て
い
る
。

「
上
院
議
員
が
、
時

の
係
争
問
題

に
つ
い
て
ど

の
よ
う
な
見
解
を
有
し
て
い
る
か
と

い
う

こ
と

は
、
州
知
事

の
そ
れ
に
関
す
る
見
解

よ
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り
も
、
重
要
で
は
な

い
。
同
じ
く
、
上
院
議
員

は
、
州
知
事
が
州
政
治
を
指
導
す
る
よ
う
な
仕
方
で
、
国
家
の
政
策
を
指
導
し
て
い
る
わ

け
で
も
な

い
L
。

こ
の
言
葉
に
は
、
上
院
議
員

の
全
国
政
治
家

の
豫

と
地
方
利
益
代
弁
者

の
像

と
が
、

不
徹
底

の
ま
ま
、

二
重
写
し

に
さ
れ

て
い
る
。
け

れ
ど
も
、
媒
体

に
よ
る
報
道

は
、
上
院
議
員

の
名
前
を
、
選
挙
民

の
間

に
広
く
か

つ
深
く
浸
透
さ
せ
、

さ
ら
に
、
彼
ら

の
意
識

の
奥
底

に

既

に
沈
潜

し
て

い
る
上
院
議
員

の
名
前
を
、
改

め
て
喚
起

し
、
浮
上
さ
せ
、
上
院
議
員

の
知
名
度
を
、
少
な
か
ら
ず
上
昇
さ
せ
る
と

い
う

事
実

は
、
否
定
し
得

な

い
と
こ
ろ
で
あ

る
。

こ
の
た
め
、
上
院
議
員

の
ス
タ

ッ
フ
は
、
議
員

の
再
選

に
有
利
な
状
況
を
切
り
拓
く

た
め
に
、

議
員

に
関
す
る
媒
体

の
報
道

の
確
保

に
、
意
を
注
ぐ

こ
と
に
な
る
。
上
院
議
員

の
ス
タ

ッ
フ
は
、

こ
の
点

に
つ
い
て
、
次

の
よ
う
に
語

っ

(
84

)

て
い
る
。

「
彼

の
名
前

の
認
識
度

は
、
彼
が
当
選
し
て
以
来
、
少
し
も
上
昇
し

て
い
な

い
。
そ

れ

は
、

こ

の

一
年
間
、
何
ご
と
も
な
か

っ
た
よ
う

で
あ
る
。

こ
の
状
況

は
、
決

し
て
好
ま
し
く
な

い
。
共
和
党
が
、

こ
の
上
院
議
席

の
獲
得

を
目
ざ
そ
う
と
す
る
か
ど
う
か
を
決
定
す
る
ま

で
に
は
、
僅

か
二
、
三
年

の
余
裕
が
あ
る
に
す
ぎ
な

い
」
。

議
員

ス
タ

ッ
フ
に
よ
る
比
較
的

に
早

い
時
期
か
ら

の
再
選
確
保
を
指
標
と
す
る
媒
体

報
道

の
展
開

の
結
果
、

一
九
七
四
年

か
ら

一
九

八

六
年

に
至
る
ま
で
の
六
回

の
上
院
議
員
選
挙
に
お
い
て
現
職
議
員

の
七
三
%
が
、
そ

の
議
席

の
維
持

に
成
功

し
た
の
で
あ
る
。

次

に
、
現
職
議
員
と
挑
戦
候
補
者

の
そ
れ
ぞ
れ

の
選
挙
資
金
調
達
能
力
を
比
較
す
る
な
ら
ぽ
、
選
挙
資
金

調
達
の
際

に
お
け
る
優
位

の

比
重

は
、
現
職
議
員

に
傾
く
。

こ
の
こ
と
は
、

一
般
と
特
殊

の
複
眼

に
よ

っ
て
、
そ
の
全
姿
を
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
85

)

こ
こ
で

い
う

一
般

と

は
、

今

日

に
お
け

る
選

挙
費

用

の
高

騰

で
あ

る
。

か

つ
て
、

一
九

八
三
年

に
、

保
主

主
義

者

と

し
て
余

り

に
も
著

(
86
)

名

な

ア

リ
ゾ

ナ
州
選

出

の
B

・
ゴ

ー

ル
ド
ウ

ォ
ー

タ
ー

(u口
弾
ミ

O
。
一牙

麟。
吋)
前

共
和

党

上
院

議
員

は
、

次

の
よ
う

に
述

べ

た
。

「
も

し
我

々
が

選
挙
費

用

に
統
制

を
加

え

な

い
と

し
た
ら
、

我

が
国

は
、

自
由

の
存

亡

の
危
機

に
見
舞

わ
れ

る

で
あ

ろ

う
。
無

制
限

の

94{ss6)
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選
挙
費
用
は
、
民
主
的
な
政
治
過
程

の
核
心
的
部
分
を
も
腐
食

し
て
ゆ
く
で
あ

ろ
う
L
。

事
実
、
こ
う
し
た
ゴ
ー

ル
ド
ウ

ォ
ー
タ
ー
前
上
院
議
員
の
警
鐘

の
乱
打
を
ま

つ
ま
で
も
な
く
、
今

日
に
お
け

る
選
挙
費
用
の
巨
額
化
は
、

由

々
し
い
問
題
と
な

っ
て
い
る
。

現
行

の
議
員
選
挙
費
用
調
達
制
度

(8
昌
αq器
鼠
。
邑

$
B
℃
蝕
σ・嵩
曾
餌
自曾

頓
。。透
。
目
)
の
下
で
は
、
議
員
候

補
者

の
自
己

の
選
挙
運
動

に
投

じ
得
る
選
挙
資
金
総
額
に
は
、
上
限
が
設
定
さ
れ

て
い
な

い
。
超
大
国
が
自
国

の
兵
器
廠

の
増
強
を
競

い

合
う
核
兵
器
拡
充
競
争
と
同
じ
く
、
今
日
に
お
け
る
議
員
候
補
者

は
、
自
己

の
選
挙
上

の
安
全
性
を
達
成
す

る
た

め
に
、
相
互
に
、
選
挙

費

用
の
多
寡
を
争
う
。
そ

の
結
果
、
議
員
選
挙
費

用
調
達
制
度
は
、
資
金

の
工
面
と
費
消
と
の
間
に
お
け
る
構
造
的
循
環
の
反
復
に
終
始

す

る
こ
と
に
な
る
。

最
近
、
既

に
ふ
れ
た
よ
う

に
、
議
員
選
挙
費
用

は
、
急

力
ー
ヴ
を
描

い
て
上
昇
す

る
に
至

っ
て
い
る
。
若
干
の
例
を
あ
げ
る
な
ら
ば
、

一
九
七
六
年

に
お
け

る
上
下
両
院
議
員
選
挙

の
総
費
用
は
、
凡
そ
九
九
〇
〇
万

ド

ル
で
あ

っ
た
の
が
、

一
九

八
八
年
に
は
、
そ
の
額

は
、

四
億
ド

ル
へ
と
、
四
倍
増
と
な

っ
て

い
る
。
同
じ
く
、
こ
の
十
二
年
間
に
、
上
院
議
員
選
挙
総
費
用
は
、

一
九
七
六
年

の
三
八

一
〇
万
ド

ル
か
ら

一
九

八
八
年

の

一
億
九
〇
〇
〇
万
ド

ル

へ
と
、
五
倍
増

を
示

し
て
い
る
。

ま
た
、

一
九
七
五
年
-

一
九
七
六
年

の
時
点
に
お
け

る

上
院
議
員
当
選
者

の
選
挙
費
用
は
、
平
均
六

一
万
二
六
ド

ル
で
あ

っ
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
八
七
年
ー

一
九
八
八
年
の
時
点
で
は
、
そ
れ

(
留
)

は
、
平
均
三
七
〇
万
ド

ル
に
急
伸

し
て
い
る
。

他
方
、
今

日
に
お
け

る
下
院
議
員
選
挙
総
費

用
も
ま
た
、
上
院
議
員
選
挙
総
費
用

の
推
移
と
相
似
形

の
波
形
を
描
き
な
が
ら
、
急
角
度

に
上
昇

し
て
い
る
。

一
九
七
六
年

か
ら

一
九
八
八
年
に
至
る
ま
で
の

=

一年
間
に
、
下
院
議
員
選
挙
総
費
用
は
、

一
九
七
五
年
ー

一
九
七

六
年

の
時
点
に
お
け

る
六

一
〇
〇
万
ド

ル
か
ら
、

一
九
八
七
年
ー

一
九

八
八
年

の
時
点

に
お
け
る
二
億

四
〇
〇
万
ド

ル
へ
と
、
三
倍
強

に

飛
躍

し
て
い
る
。
同
じ
く
、

一
九
七
五
年
ー

一
九
七
六
年

の
時
点

に
お
け
る
下
院
議
員
当
選
者

の
選
挙
費
用
は
、
平
均
八
万
七
三
五
六
ド

ル
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

一
九
八
七
年
ー

一
九
八
八
年

の
時
点
で
は
、
そ
れ
は
、
三
五
万
八
九
九
ニ
ド

ル
へ
と
四
倍
強

の
伸
び
を
示
す
。
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図5現 職議員s挑 戦候補者s空 席候補者の平均議員選挙費用,1972-198g
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表15議 員選挙費 用の変遷,1974-1986

(単 位:100万 ドル)

House$ Senaxe$ T。tal$

1974

1976

×978

・

・ ・

1984

・ ・.

44.05

so.04

86.13

115.22

174.92

204.23

238.96

28.44

38.11

64.?0

74.is

lI4.09

170.22

2.2.08

72,49

98.15

150.83

189.38

289.01

374.45

450.04

Source:MichaelJ.MalbinandThomasW.Skladony"SelectedCampaignFinanceData,

1974-1982,,,inMJ.Malbin(e乱),Money栩dFolitics,1984,pμ278,282;andFECPress

Release,10May1987,p.1.

な
お
、

一
九
七
四
年

か
ら

一
九
八
六
年
に
至
る
ま
で
の
議
員
選
挙
総
費
用

の
変
遷
を
表

(
鴎
)

示
す

る
な
ら

ば

、
表

15
の
よ
う

に
な

る
。
同

じ
く
、

一
九

七

二
年

か
ら

一
九

八
六
年

に
至

る
ま

で
の
現

職
議

員
、

挑
戦

候
補

者

そ

し

て
空
席

候
補

者

(。窟
諺

Φ・。酔
$
鼠

量

①
)
の
平
均

(
89

)

議
員
選
挙
費

用
を
グ
ラ
フ
を
表
わ
す
な
ら
ば
、
図
5
の
よ
う

に
な
る
。

現
職
議
員

は
、
最
近
、
選
挙
資
金

の
調
達
と
費
消
に
お

い
て
、
挑
戦
候
補
者
と
同

一
線

上

に
並
ぶ
わ
け

で
は
な
く
、
前
者

は
後
者

に
対

し
て
優
位

に
た
ち
、
両
者

の
間

に
は
、
少

な
か
ら

ぬ
懸
隔
が
拡
が

っ
て
い
る
。
む

し
ろ
現
職
議
員
と
挑
戦
候
補
者
と
は
、
選
挙
資
金

の
調
達
と
費
消

に
お
い
て
、
明
確

に
軌
道
を
分
け
る
と

い

っ
て
よ
い
。
例
え
ば
、

一
九
八

八
年

に
お
け

る
選
挙

の
場
合
、
再
選

を
目
ざ
す
上
院
議
員

は
、
彼
ら

に
挑
戦
す
る
対
立
候

補
者

に
対

し
て
、

二

・
三
対

の

一
の
優
位

の
比
率
で
、
選
挙
資
金
を
調
達

し
、

か
つ
、
費

消

し
た
。
加
え
て
、
現
職
上
院
議
員

は
、

二
七
州
の
う
ち
の
二
四
州
の
選
挙

に
お
い
て
、

彼
ら

の
挑
戦
候
補
者
よ
り
も
、
多
く

の
選
挙
資
金
を
集

め
、

二
七
州

の
う
ち
の
二
五
州
の

選
挙
で
、
彼
ら

の
挑
戦
候
補
者
よ
り
も
、
多
額

の
選
挙
資
金

を
費
消

し
た
。
同
様

に
現
職

下
院
議
員

は
、

一
九
八
八
年
選
挙

の
場
合
、
彼
ら

の
挑
戦
候
補
者

に
対

し
て
、
平
均
三

・

六
対

一
の
比
率
で
、
選
挙
資
金
を
調
達

し
、
三
対

一
の
比
率
で
、
選
挙
資
金
を
費
消

し
た
。

こ
う
し
た
議
員
選
挙
費
用

の
異
常
な
高
額
化
は
、
挑
戦
候
補
者
に
明
ら
か
に
不
利

に
作

動
す
る
。
な
ぜ
な
ら
、
挑
戦
候
補
者
は
、
現
職
議
員

の
ご
と
き
強
固
な
選
挙
資
金
調
達
基

盤

を
欠
き
、
巨
大
な
個
人
的
な
資
金
源
も
所
有

せ
ず
、
外
部

の
資
金
源
か
ら
豊
富
な
選
挙

669)97



資
金

を
調
達

し
得

る
能
力
や
積
極
的
意
思
も
備
え
て
い
な

い
か
ら

で
あ

る
。

こ
の
た
め
、
挑
戦
候
補
者
は
、
選
挙
に
お
け
る
勝
利

の
確
保

に
向

っ
て
飛
翔
す
べ
き
翼
を
切
り
落
さ
れ

て
い
る
と

い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
ゴ
ー

ル
ド
ゥ

ォ
ー
タ
ー
前
上
院
議
員
は
、

こ
う
し
た
状
況
を
、

(
90

)

い
わ
ば
逆
向
き

の
鏡

に
映

し
出

し
次

の
よ
う

に
い
う
。

「
我

々
は
、
何
を
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
富
豪

の
み
が
、

こ
の
国

で
は
、

叡
知
を
宿

し
て
い
る
と
で
も

い
う
の
で
あ

ろ
う
か
。
あ

る
い
は
、
資
金
を
有
す
る
勢
威
あ

る
友
人
を
も

つ
人

々
だ
け
が
、
上
院
に
議
席
を
占

め
る
こ
と
が
で
き

る
の
で
あ

ろ
う
か
」
。

選
挙

に
お
け

る
現
職
議
員
の
優
位
と

い
う
閉
鎖
的

サ
イ
ク

ル
を
打
破
す
る
、
挑
戦
候
補
者
の
当
選
と

い
う
新
た
な
血
液
と
活
力
と
を
ア

メ
リ
カ
選
挙
政
治

に
導
き
入
れ
る
こ
と
は
、
選
挙
費
用

の
旙
大
化

に
よ

っ
て
、
そ

の
可
能
性
を
封
ぜ
ら
れ
る
傾
向
に
あ

る
。

今
日
に
お
け
る
議
員
選
挙
費
用
の
急
激
な
累
増

は
、
潜
在
的
な
候
補
者
の
候

補
者

へ
の
顕
現
を
抑
止
す

る
。

モ
ソ
タ
ナ
州
選
出

の
民
主

(
91

)

党

上
院

議

員

M

・
ボ

ー

カ

ス

(り昌
90属
ロロ
弾口
O¢
qo)

は
、

こ

の
こ
と
を
、

次

の

よ
う

に
述

べ

て

い
る
。

「
二
、
三

年
以

前

ま

で
は
、
私

は
、

郷

土
周

辺

の
様

々
な

人

々
を
呼

び
集

め
、

彼
ら

に
、

上

院
議

員

に
立
候

補
す

べ
き

こ
と
を
督

励

し

た
。

我

々
の
周
囲

に
は
、

自

己

の
出

身
州

と
国
家

の
た

め

に
、
只

管
、

一
身

を
捧
げ

、
高

度

の
知

性

を
備
え

た
、
非

常

に
優
れ

た
人
材
が
、

数
多

く
存

在

し

て

い
た
。

彼
ら

は
、
立
候

補

を
受

諾

し

た
。

我

々
は
、

こ
う

し

た
公
職

へ
の
立

候
補

に
感
動

を
憶

え

る
。

し
か

し
、

彼
ら

が
、

立
候

補

に
要
す

る
選
挙

資
金

は

い
か
ほ
ど

か
を

、
ま

た
、

い
か
な

る
程

度

の
選
挙
資

金

を
調

達

し
な

け
れ
ぽ

な
ら

な

い
か

を
、
考
・兄

た
と
き
、

そ

れ

に
、

彼
ら

は
、

生

れ

な
が
ら

の
富

豪

で

は
な

い
た

め
、
彼

ら

は
、

次
第

に
、

尻

込

み

し
は
じ

め
た
。
我

々
は
、
観

行

の
選

挙

制
度

が
彼

ら

を
選

挙
戦

の
軌
道

外

に
駆
逐

し
て
し

ま
う
故

に
、
有

為

の
人

材

を
失

わ
ざ

る

を
得

な

い
」
。

こ

の
よ
う

に
、
潜

存
的

な
候

補

者

は
、

莫

大
な
額

の
選

挙
費

用

の
網

の
目

に
絡

み
と
ら

れ
、

潜
在

状

態

の
ま

ま
自

閉

せ
ざ

る
を
得

な

い

の
で
あ

る
。

最

近

に
お
け

る
議
員

選
挙

費

用

の
過
度

の
騰
貴

は
、

さ
ら

に
、
議

員

職

の
変

質

と

い
う
負

の

エ
ネ

ル
ギ

ー
を
放
出
す

る
。

一
九

八

八
年

98(670)
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お
け
る
上
院
議
員
当
選
者

の
平
均
選
挙
費
用

は
、
三
九
〇
万

ド

ル
で
あ

っ
た
。
こ
れ
だ
け
の
資
金
調
達

に
は
、
上
院
議
員
の
、
任
期

六
年

の
間
、
毎
週
、

一
万

二
五
〇
〇
ド

ル
ず

つ
、
集
金
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
次
期
選
挙

の
た

め
の
巨
額

の
選
挙
資
金

の
調
達

の
必
要

に
直

面
し

て
、
多
く

の
議
員
は
、
相
当
量
の
時
間
と

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
を
、
選
挙
資
金

の
調
達

に
、
振
り
む
け
ね
ぽ
な
ら
な

い
。

こ
う

し
た
時
間

と

エ
ネ

ル
ギ
ー
と
は
、
本
来
、
議
員
が
彼
ら

の
選
挙
民

の
た
め
の
有
効
な
活
動

に
、
組

み
込
ま
れ
る
ぺ
き
時
間
で
あ
り
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
で

あ

る
。
西
ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ァ
州
選
出

の
前
民
主
党
上
院
院
内
総
務
R

・
バ

ー
ド

(閃
。げ
①コ
ロd
顎
山
)
は
、

上
院
議
員
の
場
合
を
と
り
あ
げ
、
議

員

に
お
け
る
選
挙
資
金
調
達
能
力

の
上
昇
と
立
法
業
務

の
遂
行
密
度

の
低
下
と
が
、

一
つ
の
同
じ
円
環
に

結
合
さ
れ

る
状
況
を
、
次

の
よ

(
92

)

う

に
記

し
て
い
る
。

「
選
挙
資
金
を
調
達
す
る
た
め
に
、
上
院
議
員
は
、

彼
ら
が
次
年

に
選
挙

に
臨
む
時
点
の
数
年
前

に
、

資
金
集

め
の
政
経

パ
ー
テ
ィ
ー

(津
昌黛
蜘貯
o廃
)
の
主
催
を
、

は
じ
め
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

彼
ら

は
、

す
ぺ
て
、

ま
ず
、
政
経

パ
ー
テ

ィ
ー
主
催
者
で
あ
り
、
次

い
で
、

立
法
者
で
あ

る
」
。

右

の
書
葉

に
覗
わ
れ
る
よ
う

に
、
選
挙
資
金
調
達

の
効
率
化
と
本
来

の
立
法
業
務

の
遂
行
密
度

の
低
下
と
の
間
に
は
、
内
的
な
関
係
の

糸
が
、
張
ら
れ
て
い
る
。
選
挙
資
金
調
達

の
効
率
化
の
岡
じ
糸
が
、
立
法
業
務

の
遂
行
密
度

の
低
下
を
織
り
だ
す
。
そ
こ
に
は
、

一
対
の

陽
画
と
陰
画
を
眺

め
る
よ
う
な
、
反
転
し
た
対
応
関
係
が
認

め
ら
れ
る
。

な

お
、
苛
烈

な
競
争
状
態

に
あ

る
選
挙
を
戦

い
抜
く
た

め
の
潤
沢
な
選
挙
資
金
を
調
達
す

る
必
要
性

は
、
特
殊
利
益
集
団
が
提
供
す
る

選
挙
資
金

へ
の
候
補
者
の
依
存
度
を
深

め
て
ゆ
く
。

こ
う

し
て
、
特
殊
利
益
集
団

の
提
供
す
る
選
挙
資
金

は
、
候
補
者
に
な
だ
れ
こ
み
、

特
殊
利
益
集
団

は
、
候
補
者
と

一
体

と
な

っ
て
融
け
合
い
、
自
己

の
政
治
的
な
立
場

や
態
度
、
政
策

・
イ
デ
オ

ロ
ギ
ー
体
系
が
候
補
者
の

そ
れ

に
と

っ
て
代

る
よ
う
な
、
全
面
的
な
政
治
的
影
響
力

の
浸
透
運
動
を
、
候
補
者

に
向

っ
て
開
始
す

る
こ
と

に
な
る
。

以
上

の
叙
述
を
約
替
す
る
な
ら
ば
、
議
員
選
挙
費

用
の
無
制
約
性

の
分
派

は
、
議
員
選
挙

の
全
位
相

に
浸
潤
し
、
終
究
的

に
は
、
ワ
シ

(6?1)99



ソ
ト

ソ
に
お
け

る
国

民
代
表

の
性
格

の
存

続

を
も
脅

や
か
す
。

こ
う

し
た
状

況

を
、
J

・
ビ

ソ
ガ

マ
ソ

(皆
中
じロ
ヨ
σq
帥日
鎚
)
民
主
党

上
院

議

(
93

)

員

(
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
選
出
)
は
、
次

の
よ
う
に
簡
潔

に
述

べ
て
い
る
。

「
年

々
歳

々
、
選
挙

の
た
び
ご
と
に
、

我

々
は
、

こ
の
国

の
政
治
選
挙
過
程

に
対
す
る
統
制
力

を
喪
失

し
つ
つ
あ

る
。

こ
の
国

に
お
け

る
政
治

の
影
響
力

は
、
個
人

の
手
を
離
れ
、

P
A
C
に
代
表
さ
れ

る
豊
潤
な
資
金
力
を
擁
す

る
特
殊
利
益
集
団
の
掌
中

に
移
行
し
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、
議
員
が
、
自
己

の
選
挙
運
動

の
た
め
の
資
金

の
調
達

に
、
常

に
増
大
す

る
時
間
を
傾
注
し
、

こ
の
国
が
直
面
し
て
い
る
重
大

な
係
争
問
題

の
解
決

に
投

入
す

べ
き
時
間
を
削
減

し
て
い
る
と

い
う
こ
と
も
、
明
白
で
あ

る
」
。

現
職
議
員

に
お
け

る
立
法
業
務

の
遂
行

の
解
怠

は
、
選
挙
資
金

調
達
能
力

の
優
位
を
倒
錯
さ
せ
た
陰
画
と
み
て
よ
い
。

こ
こ
に
は
、
現

職
議
員
の
選
挙
資
金
調
達

の
位
相

に
お
け
る
優
位

の
像
と
彼
ら

の
立
法
業
務

の
遂
行

の
解
怠
の
豫
と
が
、

二
重
写
し

に
さ
れ
て

い
る
。

特
殊

の
複
眼
の
網
膜
上

に
映
写
さ
れ
る
現
職
議
員
の
選
挙
資
金
調
達
能
力
の
優
位

は
、
既

に
言
及

し
た
よ
う
に
、
現
職
議
員
に
対
す
る

P
A
C

の
多
大
の
選
挙
資
金
供
与
額

に
示
さ
れ
る
。

現
職
議
員

は
、
選
挙
資
金

の
調
達

に
お
い
て
、
挑
戦
候
補
者

に
対

し
て
有
利
な
地
歩

に
た
つ
。
と
り
わ
け
、
選
挙
資
金
の
早
期
調
達

に
、

現
職
議
員
は
、
有
利
で
あ

る
。
選
挙
運
動

の
開
始
期
に
お
け
る
健
全

な
銀
行
預
金
残
高

の
少

な
か
ら
ぬ
存
在

は
、
候
補
者

に
、
効

果
的
な

選
挙
戦
術

を
展
開
す
る
た
め
に
不
可
欠
の
世
論
調
査

や
そ

の
他

の
調
査
研
究

の
実
施
を
、
可
能

に
す
る
。
同
じ
く
、
そ
れ

は
、
ダ
イ

レ
ク

ト
メ
ー

ル
及
び

メ
デ

ィ
ア

に
関
す

る
専
門
家

の
雇
傭

を
、
候
補
者

に
可
能

に
す
る
。
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
に
よ
る
懇
請
が
、
今
日

に
お
け

る
選
挙
資
金
造
出
の
主
要
な
源
泉
と
な
る

に
至

っ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
候
補
者
が
、
選
挙
資
金

の
供
与
を
要
請
す

る
た
め
の
文
案

の
作

成
費
と
郵
送
費

と
を
支
弁
す

る
た
め
の
多
額

の
資
金

を
要
す
る
こ
と

は
、

い
う
を
侯
た
な
い
。

こ
う
し
た
資
金
を
、
現
職
議
員
は
、
前
回

の
選
挙

に
お
い
て
生
じ
た
剰
余
金

と
し
て
保
有

し
て
い
る
。

一
九
八
八
年
十

一
月

の
再
選
を
目
ざ

し
て
立
候
補

し
た
現
職
上
院
議
員
は
、

一
九
八
七
年

六
月

の
時
点
で
、
二
〇
〇
〇
万
ド

ル
以
上
の

Boa(672}
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表161986年 選挙後 における現職下院議員の臣額剰余金

N=17 N=17 N-一=39

Surplus(indollars)

EIZθ`♂0れZIS`6彦 伽3

Average1986

WinningPercentage

Unopposedin1986

<60%in1986

QualifiedChallenger

in19$$

Average1988

WinningPercentage

Unopposedin1988

<60%in1988

Unopposedin1986

and198$

400,000十

83

5

4

0

77.5

3

0

2

300,000十

?9.1

4

0

0

?6.2

3

1

2

200,000十

7s.s

9

1

2

..

a

Ii

3

6

Source:CompiledfromFECreleases.

選

挙

資
金

を
、

既

に
調
達

済

で
あ

っ
た
。

こ
の
額

は
、

同

じ
周

期

の
同

一

時

点

に
お

い
て

一
九

八

四
年

の
選

挙

に
臨

ん
だ

下
院
議

員

に
よ

っ
て
調
達

さ
れ

た
選

挙

資
金

の
二
倍

に
相

当
す

る
。

ニ

ュ
ー

ヨ
ー

ク
州
選

出

の
A

・

ダ

マ
ト

ー

(〉
開
O湯
O
一)
噂〉
】B
餌8
)
共
和
党

上

院
議

員

は
、

彼

を

《
腹

だ

た

し

い
な
が
ら

も
感

心

し
て
眺

め

る
》

(露
碧
①藁

a

げ暮

薮
巳
膏

αq
)
同
僚

議

員

の
間

で
、

《
電
気

掃

除

機
》

(〈
山O信
自
ヨ

O一〇
陣昌
O村)

の
異
名

が
あ

る
。

こ

の

異

名

に
ふ
さ

わ

し
く
、

ダ

マ
ト

ー
上
院
議

員

は
、

一
九

九

二
年

に
施
行

さ

れ

る
選
挙

の
四
年

以
上

前

の

一
九

八
八
年

二

月

の
時

点

で
、

再
選

の
た

め

(
94

)

の
準
備
資
金
と
し
て
、
既

に

一
〇
〇
万
ド

ル
以
上
を
蓄
積

し
て
い
た
。
な

(
95

)

お
若

干
の
事
例
を
あ
げ
れ
ば
次

の
よ
う
に
な
る
。

一
九
八
七
年

六
月

の
よ
う
な
選
挙
運
動

の
ご
く
早
期

の
段
階

に
お
い
て
、

一
九
八
八
年
十

一
月
に
お
け

る
再
選
を
目
ざ
す
現
職
上
院
議
員

は
、
既

に

二
〇
〇
〇
万
ド

ル
の
選
挙
資
金
を
調
達

し
て

い
た
。
そ
の
う
ち
の
三
五
%

は
、

P
A
C

に
よ

っ
て
供
与
さ
れ

た
。
仮

に
P
A
C
が
現
職
議
員

よ
り
も

む

し
ろ
挑
戦
候
補
者

に
選
挙
資
金
供
与

の
的
を
絞

っ
た
と
し
て
も
、

P
A

C

は
、
大
部
分

の
現
職
議
員
が
再
選
さ
れ
、
彼
ら
が
、
恰
も
不
可
視

の
磁

場

に
引
か
れ

る
よ
う

に
自
己

の
周
辺
に
吸

い
寄
せ
ら
れ
、
自
己
と
交
渉
を

も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と

い
う
現
実
を
、
熟
知

し
て
い
る
。

(673)101



現
職
議
員

は
、
相
当
額

の
P
A
C
選
挙
を
獲
得
す
る
た
め

に
、
遠
隔

の
地
ま
で
旅
行
す
る
必
要

は
な

い
。
早
期
選
挙
資
金

の
多
く
は
、

ワ
シ
ン
ト

ソ
に
お
け
る

お
8
冨

o
昌

で
調
達
さ
れ
る
。

ミ
シ
ガ
ソ
州
選
出
の
民
主
党
上
院
議
員

D

・
W

.
リ
ー
グ

ル

(O
。ロ
即
匡
峯

固
.σq寛

7
)
は
、
一
九
八
八
年

の
再
選

に
逸
速

い
目
標
を
据
え
、
一
九
八
六
年
選
挙
終
了

の
三
ケ
月
後

に
、

ワ
シ
ソ
ト

ン
で
開
催
さ
れ
る
最
初

の
P

A
C
に
よ
る
政
経

パ
ー
テ

ィ

へ
の
招
待
状
を
発
し
て
い
る
。

一
九
八
七
年
七
月

に
は
、
五
名

の
下
院
議
員
は
、

パ
ー
テ

ィ
券

一
枚
当
り
三

〇
〇

ド

ル
か
ら

一
〇
〇
〇

ド

ル
に
及
ぶ
政
経

パ
ー
テ

ィ

へ
の
招
待
状
を
発
送

し
た
。
政
経

パ
ー
テ
ィ
の
開
催
は
、
再
選
を
間
近

に
控
え
た
、

あ

る
い
は
、
再
選

の
接
戦
が
予
想
さ
れ
る
、
上
下
両
院
議
員

の
み
に
限
定

さ
れ
な
い
。

二
、
三

ケ
月
以
前

に
は
、
現
職
議
員
を
打
倒
し
た

挑
戦
候
補
者

に
す
ぎ

な
か

っ
た
、
新

人
上
院
議
員
は
、
と
り
わ
け
、
早
期
選
挙
資
金

の
獲
得

に
積
極
的
で
あ
る
。

一
九
八
七
年

の
最
初

の

六
ヶ
月
間

に
、
前
年

十

一
月

に
選
挙
さ
れ
た
十
三
名

の
新
人
上
院
議
員
は
、
三

一
〇
万
ド

ル
の
選
挙
資
金

の
確
保

に
、
早
く
も
成
功

し
た
。

こ
の
資
金

の
二
分

の

一
以
上
は
、
様

々
な
P
A
C
か
ら

の
献
金

で
あ

る
。
同
じ
く
、
九
名

の
新
人
上
院
議
員

の
選
挙
運
動
開
始
期
に
お
け

る
負
債
総
額

一
〇
〇
万
ド

ル
は
、

一
九
八
七
年

六
月

に
は
、
三
六
万
四
〇
〇
〇
ド

ル
の
剰
余
金

へ
と

一
転

し
て
い
る
。
現
職
議
員

に
対
す

る
P
A
C
の
選
挙
資
金
供
与

は
、
ま
さ
し
く
廃
櫨

の
上
に
新

し
い
光
明
を
注
ぐ
も

の
と

い
え
よ
う
。

こ
う
し
た
早
期

に
お
け
る
選
挙
資
金

調
達
と
、
護
符

の
よ
う
な
威
力

を
揮

う
現
職
議
員
と
し
て
の
地
位
と

い
う
、

い
わ
ぽ

二
つ
の
旋
律
が
交
錯

し
合

い
つ
つ
生
成
さ
れ
た
も
の

が
、
多
額

の
剰

余
金

に
ほ
か
な
ら
な
い
。
選
挙
経
費
が
全
く
不
要
な
選
挙
間
期
…
(葺
①
邑
Φ鼠
8

唱
巴
巳
)
を
通
し
て
選
挙
資
金
会
計

に
保
有

さ
れ
る
資
金
が
、
こ
れ

に
当
る
。

一
九
八
六
年

に
お
け
る
選
挙
の
後

に
、
連
邦
選
挙
委
員
会

(閲
巴
醇
巴

巨
8
鉱
8

0
0
日
邑
u。。。ご
コ
)
は
、

一
九

九
〇
年
な
い
し

一
九
九
二
年
ま
で
選
挙

に
直
面
し
な

い

一
二
名
を
含
む

二
〇
名

の
上
院
議
員
の
各

々
が
、
四
〇
万
ド

ル
以
上
の
剰
余
金
を

所
持

し
て
い
た
と
い
う
事
実
を
白
日

の
下
に
さ
ら
け
だ

し
た
。
同
じ
く
、
最
近

の
選
挙
に
お
い
て
投
票
総
数

の
三
分

の
二
以
上
を
獲
得

し

た
二
〇
名

の
下
院
議
員
も
、
少

な
く
と
も
同
額

の
剰
余
金
を
蓄
積
し
て
い
た
。

一
九
八
六
年
選
挙
後

に
お
け
る
現
職
上
下
両
院
議
員

の
剰

余
金
総
額

は
、
現
職
下
院
議
員
全
員

の

一
九

八
六
年

に
お
け
る
選
挙
資
金
受
領
額

の

=
二
%
以
上

に
相
当
し
、

こ
の
数
値

は
、

一
九
七
八

102(674}
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年

に
お
け
る
比
率

の
二
倍
以
上
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
剰
余
金
全
体

の
骨
格

を
支
え
て
い
る
の
が
、

P
A
C
と
考
え
て
よ
か
ろ
う
。

こ
う

し
て
、
選
挙
に
お
け

る
勝
利
を
確
保
し
得
た
現
職
議
員

の
多
く
は
、
選
挙
戦

の
終
結
後

、
相
当
額

の
選
挙
資
金
を
手
許

に
留
保

し

て
い
る
。

一
九
八
六
年
に
お
け

る
選
挙

の
終
結
の
時
点
で
、
当
選

し
た
現
職
議
員

一
六
〇
名

は
、
選
挙
資
金
会
計

に
、

一
〇
万
ド

ル
以
上

(
96

)

を
、
残
し
て
い
た
。

一
九
八
六
年

の
選
挙
後

に
お
け

る
現
職
下
院
議
員

の
巨
額
剰
余
金
を
示
す
な
ら
ば
、
表

16
の
よ
う

に
な
る
。
表

16
に

明
ら
か
な
よ
う

に
、

一
九
八
六
年

の
選
挙
後
、
巨
額

の
剰
余
金

を
保
持

し
て
い
た
現
職
議
員
は
、
①

二
名
を
除
き
、

一
九
八
六
年
選
挙

に

大
勝

し
て
い
る
。
当
該
現
職
議
員
七
三
名

の
う
ち
の

一
八
名

は
、

一
九
八
六
年
選
挙

で
、

二
大
政
党

の
対
立
候
補
者

に
遭
遇

し
て
い
な

い
。

(
97
)

②
当

該

現
職
議

員

は
、

一
九

八

八
年

の
選
挙

に
お

い
て
も
、

二
名

を
除

き
、

《
適

格
挑

戦
候

補

者
》
(虐
凶ま

①山
騒
龍
9
σq霞
)
と
対

決

し

て

い

な

い
。

③

当
該
現

職

議
員

は
、
総

じ

て
、

一
九

八

八
年

の
選
挙

に
お

い
て
も
決

勝

し
て

い
る
。
表

16

か
ら
、

次

の
ご
と
き

推
断

が
描
き

だ

(
98

)

さ
れ
る
。
現
職
議
員

に
留
保
さ
れ
る
巨
額

の
選
挙
資
金

の
剰
余
金

は
、
《
適
格
挑
戦
候
補
者
》

の
擁
立
を
抑
止
し
、
危
機
的
な
競
争
状
態

に

当
該
現
職
議
員
を
陥

い
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
彼
ら
を
選
挙
に
お
け
る
勝
利

の
確
保

に
順
調

に
誘
導
し
て
ゆ
く
と

い
う

の
が
、

こ
れ
で
あ

る
。

こ
の
推
断
は
、
比
較
的
に
少
額

の
選
挙
資
金

を
保
有

し
て
い
る
に
す
ざ
な

い
現
職
議
員

は
そ
れ
だ
け
有
力
な
挑
戦
候
補
者
と
直
面
す
る
可

能
性
が
高

く
な
る
と

い
う
事
実

に
よ

っ
て
、
補
強
さ
れ
る
。
げ

ん
に
、
二
〇
万
ド

ル
以
下
の
剰
余
金
を
有
す
る
現
職
議
員

の
凡
そ

一
〇
%

は
、
そ

の
対
岸

に
姿

を
現

わ
す

《
適
格
挑
戦
候
補
者
》
と

一
戦
を
交
え
ね
ば
な
ら
ず
、
ま
た
、
彼
ら

の
当
選
率
は
、
そ

の
保
有
す
る
剰
余

(
99

)

金

の
額

に
準
じ
て
限
界
づ
け
ら
れ
、
二
〇
万
ド

ル
以
上
の
剰
余
金

を
保
有
す

る
現
職
議
員

に
比
較

し
、
約

五
%
低
く
な

っ
て
い
る
。
(
㎜

)

す

べ

て
の
公
職

占
有

者

に
対

す

る
、

と
り

わ
け

、

上
下
両

院
議

員

に
対

す

る
、

早

期
選

挙
資

金

の
調
達

は
、

P

A
C

を
源
流

と
す

る
。

前
稿

四
の
註

31
で
既

に
指
摘

し
た
よ
う

に
、

一
九

七

一
年

に
制
定

さ

れ

一
九

七

四
年

に
修
正

さ
れ

た
連

邦
選

挙
運

動

法

(男
巴
田
巴

田
Φ
?

酔営

9

白
鼠

σq
昌
>
8

(F
E
C
A
)
は
、

そ

の
後

、
一
九

七

六
年

、
一
九

七
九
年

に
、
若

干

の
修

正
を
受

け

た
。

F
E

C

A
は
、
一
候
補

者

に
な

し
得

る
選

挙
資
金

供
与

額

の
規

模

に

つ
い

て
、

厳
格

な
制
限

を
課
す

。
現

行

F

E
C

A
に
よ
れ

ば
、

一
個

人

の
選

挙

資
金

供
与
額

は
、

一

(675)143



選
挙
、

一
予
備
選
挙

に
お
け
る

一
候
補
者

に
つ
き
、
最
大
限

噌
○
○
○

ド

ル
ま
で
、
候
補
者
全
体

に
対
し
て
は
、
年
間
二
万
五
〇
〇
〇
ド

ル
を
限
度
と
す

る
。

P
A
C

は
、
少

く
と
も

五
〇
名
か
ら
選
挙
資
金
を
調
達

し
、

こ
れ
を
少
く
と
も
五
名

の
候
補
者

に
配
分
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
P
A
C

は
、

一
選
挙
、

一
予
備
選
挙
に
お
け
る

一
候
補
者
当
り
五
〇
〇
〇
ド

ル
を
上
限
と
し
て
、
従

っ
て
、
予
備
選
挙
に
五

〇
〇
〇
ド

ル
、
選
挙

に
五
〇
〇
〇

ド

ル
、
合
計

一
万
ド

ル
を
限
度
と
し
て
、
P
A
C
選
挙
資
金

を
供
与
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
た
だ

し
、

P
A
C

に
は
、
候
補
者
全
体

に
対
す

る
包
括
的
な
支
出
制
限
額

は
存
在
し
て

い
な

い
。
P
A
C
は
、

ま
た
、
年
間
、
全
国
委
員
会

(量

一8
巴

冨
噌ぐ

8
資
日
葺
$
。。)

に

一
万
五
〇
〇
〇
ド

ル
、
他

の
政
治
委
員
会

(b
。
臣

。巴

8
旨
巳
§
㊥。。)
に
五
〇
〇
〇
ド

ル
を
、
各

々
、
供
与

し
得
る
。

一
個
人
は
、
全
国
委
員
会

に
二
万
ド

ル
ま
で
、
P
A
C
や
そ

の
他

の
政
治
委
員
会

に
五
〇
〇
〇

ド

ル
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ
、
選
挙
資
金
を
供

与
す
る
こ
と
が
、
可
能

で
あ
る
。

し
か
し
、

こ
の
供
与
額

は
、
個
人

の
な
し
得
る
包
括
的
な
供
与
制
限
額

二
万
五
〇
〇
〇

ド
ル
か
ら
差
し

引
か
れ
る
。
最
後

に
、
F
E
C
A
は
、
下
院
議
員
候
補
者

に
つ
い
て
は

一
選
挙
、

一
候
補
者
当
り
五
〇
〇
〇
ド

ル
ま
で
、
上
院
議
員
候
補

者

に
つ
い
て
は

一
選
挙
、

一
候
補
者
当
り

一
万
七
五
〇
〇

ド

ル
と
、
政
党

の
上
下
両
院
議
員
候
補
者

の
そ
れ
ぞ
れ
に
対
す
る
直
接
供
与
額

(
圃
)

を
制
限

し
て

い
る
。

(
覗

)

右

に
述

べ
た

よ
う

な

F

E
C

A

の
選

挙
資
金

調

達

に
対

す

る
法

的
規

制

は
、

P

A
C

の
籏
生

の

一
因

を
形
成
す

る
。

す

な
わ

ち
、

こ
う

し

た
法

的
規
制

は
、
「
一
握

の
富

裕

な

"
大

口
献
金

者
"

か
ら

の
巨

額
献
金

を

求

め

る

個

人

的

な

懇

請

」

(需
協
。
邑

。。島
。冨
ま

昌
。
=
母
α・①

(
301

)

8
旨
三
び鼠

自

hδ
臼

山
冨
民
旨
一
。
h
蓄

魯
ξ

、.智

婁

。・、.)
を
主
力

と
す

る
政
党

の
伝

統
的

な
選

挙
資

金
調

達
技

術

を
退
廃

さ

せ
、

P

A
C

に

最

適

の
選

挙
資
金

調

達

技
術

で
あ

る

「
数

万
、
数

十
万

の

一
般

の
人

々
か
ら

の
少

額
献

金

を
求

め
る
郵
便

に
よ
る
懇
請

」
(ヨ
巴
『
。
一幽鼻
豊
8

(
401

)

。
{
日
&
婁

…
霧

h呂
日

帥。窃

m
&

穿
§
畠
『。脅

。
=

ぎ
器
碧
傍

。
{
。a
冨

蔓

需
。℃
芭

を
精

錬

し
て
ゆ
く
。

F

E
C

A
は
、

最

大
多

数

の
少
額

献

金

の
破

片

か
ら

巨
額

の
選
挙

資
金

を
合
成

し
得

る
能

力

に
、
価

値

の
比
重

を
置
く

。

こ
の
能

力

は
、

コ
ソ
ピ

ュ
ー

タ
ー
で
処

理
さ

れ
た
名

(
501

)

簿

に
登
載
さ
れ
た
人

々
に
対
す

る
ダ
イ

レ
ク
ト
メ
ー

ル
に
よ
る
献
金

の
懇
請
と
し
て
結
実
す
る
。
そ

の
擁
立
候
補
者

の
当
選
と
そ
れ
を
通

104{sus
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図6PAC数 の推移,1975-1986
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し
て

の
自
己

利
益

の
社

会

的
実
現

と

い
う
、

高
度

の
目
的
意

識

を
有

す

る
成

員

と
集
権

的
組

織

を
伴

う

P

A
C

は
、

選

挙
資
金

の
調
達
と

費

消

の
た

め

の
新

た
な
技

術

の
利

用

に
適
応

し
た
理
想

的
な
状

況

に

あ

る
。

げ

ん

に
、

蝋
九

七
四
年

が

一
九

八
八
年

に
至

る

ま

で
の

一
四
年

間

に
、

P

A
C
数

は
、

六
〇

八

か
ら

四
五

二
七

へ
と
、

七

・
四

五
倍

と

な

っ
て

い
る
。

と

り

わ
け
、
企
業

P
A
C

(9

愚
。
糞

。
「
>
O
。・)
と
無

所

属

(口
O旨
-6
0謬
コ
①6仲Oα
℃
」ノO
qo)
が
、

こ

の
期

間
内

に
、
最

も
急

速

に

　
い
　

増
大
し
て
い
る
。

一
九
七
五
年

か
ら

一
九

八
六
年

に
至
る
ま
で
の
P

(
701

)

A
C
数

の
推
移
を
示
す
な
ら
ば
、
図
6
の
よ
う

に
な
る
。

一
九
七
二
年
か
ら

一
九
八
八
年

に
至
る
ま
で
の
P
A
C

に
よ
る
上

下
両
院
議
員
候
補
者

に
対
す

る
選
挙
資
金

の
供
与
額
も
、

P
A
C
数

の
増
大

と
同
じ
孤
を
描
き
な
が
ら
上
昇

し
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九

七
二
年

に
お
け
る
P
A
C
の
上
下
両
院
議
員
候
補
者

に
対
す

る
選
挙

資
金

の
供
与
額

は
、
八
五
〇
万
ド

ル
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、

一
九
八

八
年

に
は
、
そ
の
額
は
、

一
億
五

=
二
〇
万
ド

ル
で
あ
り
、

一
七
八

(
呂0[

)

○

%
増
と
な
る
。

一
九
七
二
年
か
ら

一
九
八
八
年

に
至
る
期
間
内

に

お
け

る
P
A
C
の
上
下
両
院
議
員
候
補

に
対
す
る
選
挙
資
金
供
与
額

(6ア7)105
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表18PACの 上下 両院議 員候 補者

に対 する選 挙資金供与金

1972-1988(in$millions}

Year
Contributions
toCandidatesa

1972

1974

1976

1978

"1

×982

1984

1986

1988

8.5

11.6

20.5

34.1

55.2

83.6

105.3

132.?

X51.3

°Forthetwo-yearelectioncycles

endinginyearsshown.

Source:FederalElectionCommission.

そ
れ

ぞ
れ
、

平
均

一
〇
〇

万

ド

ル
を
、

P

A
C

か
ら

調

達

し

た
。

B
崖

宕
巴
「琶

は
、

三
〇

名

を
越

え

る

に
至

っ
て

い
る
。

四

三
三
名

の
う

ち

の
二

一
〇
名

1

は
、
彼

ら

の
選

挙
資
金

総

額

の
五
〇

%
以

上

を
、

九

八

八
年

の
時

点

に
お

い
て
、

P

A
C

の
選

挙

資
金

供
与

額

は
、

四

%
を
、

そ
れ
ぞ

れ
、

占
有

し

て

い
る
。

P

A
C

に
よ
る
選

挙
資
金

の
供
与

は
、

(
lll

)

価
値
の
重
心
を
置
く

と
い

っ
て
よ

い
。

一
九
七
二
年
か
ら

一
九
八
六
年

に
至
る
ま
で
の

一
四
年
間

に
お
け
る
上
下
両
院
議
員
候
補
者

の
選

(
茸-且

)

挙

資
金
源

は
、

表

19

の
通
り

で
あ

る
。

(
31ー

)

 既

に
言
及
し
た
よ
う

に
、
今

日
に
お
け

る
選
挙
経

費
は
、
幾
何
級
数
的
な
増

大
を
示

し

て
い
る
。
表

20

に
明
ら
か
な
よ
う

に
、
○
㊦
三
2

8
村
園
①紹
o
冨
ぎ

勺
o
一憲
。
。。
編

の
数
計

に
よ
る
と
、

勝
者
が
投
票
総
数

の
五
五
%
以
下
を
獲
得
し
た

に
す
ぎ
な

い

一
九
八
六
年

に
お
け
る

競
争
苛
烈
な
下
院
議
員
選
挙

の
場
合
、
勝
者

は
、
平
均
五
六
万
四
〇
〇
〇
ド

ル
の
選
挙
資
金

を
費
消

し
た
。
こ
の
数
値

は
、

一
九
八
〇
年

(
鵬

)

を
表

示
す

る
な
ら
ぽ
、

表

18

の
よ
う

に
な

る
。

同

じ
く

、

P

A
C
が

供
与

す

る
選
挙

資
金

は
、

上
下

両
院
議

員
候

補

者

の

選

挙

資
金

会

計

で
占

め
る
比
率

を
高

め
て

い
る
。

総

じ

て
、

一
九

八
八
年

に

選
出

さ
れ

た
上
院

議
員

三

三
名

は
、

一
九

八

七
年

-

一
九

八

八
年

に

お
け

る

選

挙
資

金
受

領
額

の
二

六

・
四
%
を

、

P

A
C

か
ら

入
手

し
た
。

他

方
、

一

九

七

六
年

に
選

出

さ
れ

た
上

院
議

員
三

三
名

の
場

合
、

当
該

比
率

は
、
僅

か

一
五

%

で
あ

っ
た
。

六
年

選

挙
周

期

(酔冨

。。ギ

器
母

魯

a

8

。箆

①)
の
期
間

内

に
、

一
九

八

八
年

に
選
挙

さ

れ

た
上
院

議
員

は
、

自

己

の
選
挙

運
動

の
た

こ

の

た

め
上

院

内

に

お
け

る

《
P
A
C
百

万
長

者
》

(℃
>
O

ま

た
、

一
九

八

八
年

に
選
挙

さ
れ

た
下
院

議

員

の
ほ
ぼ

二
分

の

一
l

l
現

在

数

(
㎜

)

P
A
C

に
仰

い
で
い
る
。
な
お
、

一
九
八
七
年
ー

一

下
院
議
員
選
挙
資
金
総
額

の
三
四
%
、
上
院
議
員
選
挙
資
金
総
額

の
二

上
院
議
員
選
挙

よ
り
も
、
む
し
ろ
、
下
院
議
員
選
挙

に
、

106/678i
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表19上 下 両院議 員候 補者 の選挙資 金源,1972--igss

五彬7¢9θ

contributions

Percentageofcontributionsfrown

Individualsa FACs Parties西 Unknow

Mouse

1972

1974

1976

1978

・`f

1982

1984

1986

$ 51,752

61,084

79,421

111,232

148,268

222,620

240,722

282,260

0

9

0

0

7

3

0

1

6

7

7

7

6

6

6

6

4

7

5

9

9

1

7

8

1

1

2

2

2

3

3

3

7

4

8

5

4

6

3

2

1 9

脚

Senate

1972

1974

×976

1978

・'1

1982

1984

1986

$353,933

455,515

624,094

951,930

Z,079,346

1,??1,1fi?

2,273,635

2,721,793

7

7

1

4

8

1

0

6

6

7

8

8

7

8

8

7

2

1

5

4

1

8

9

4

1

1

1

1

2

1

1

2

4

6

4

2

2

1

1

1

1 60

4
V

卿

岬

輔

一

'Includescandidates'contributionsandloanstotheirowncampaigns .
`Doesnotincludepartyexpendituresonbehalfofcandidates .
aSomecontributionsmadebeforeApril7 ,1972,mayhavegoneunrecorded.

表20下 院 議 員候 補 者 種 別 に よ る平 均 選 挙 経 費,1978-1986

dinthousandsofdollars)

1978 *`1 工982 1984 '.・

Democrats

Incmbs.

Chaps.

Open

103

76

20?

157

7s

188

245

127

2fi7

27s

102

Aso

312

143

419

Republicans

Incmbs.

Challs.

Qpen

X27

75

191

177

113

227

287

13Q

3×8

282

145

401

366

110

456

Source:VariousreleasesoftheFederalElectionCgmmission.
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表21PACの 下 院議 員候 補者 に対 す る選挙資 金供 与形態s1978-1986
(inpercentages)

1978 ・`1 X982
・ ・. 1986

Yncmbs,

Challs.

Open

60.4
..

..

Zo.s

s5.s

20.8

13.4

.・.

1'7.9

15.3

75.6

14.9

9.5

75.7

].0.5

13.7

Source:VariousreleasesoftheFederalElectionCommission.

以
前
の
す

べ
て
の
選
挙

に
お
け
る
勝
者
の
選
挙
経
費

二
〇
万
ド

ル
の
凡
そ
三
倍
で
あ

る
。
他
方
、

こ
う
し
た

鵬

競
争
苛
烈
な
下
院
議
員
選
挙
に
お
け
る
敗
者

の
平
均
選
挙
経
費

は
、
四
五
万
ド

ル
で
あ

り
、

こ
の
額
も
、

一

(
411

)

○
年
以
前

に
お
け
る
敗
者
の
平
均
選
挙
経
費

の
同
じ
く
三
倍
で
あ

る
。
さ
ら

に
、
現
職
下
院
議
員
と
挑
戦
候

鋤σ

補
者

の
選

挙
経
費

の
比

率

は
、

一
九

八
〇

年

の

一

・
七
対

一
か
ら

、

一
九

八

六
年

に
は

二

・
七
対

一
へ
と

、

(
511

)

大
幅

に
飛
躍
し
て
い
る
。

P
A
C
は
、
今
日

に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
選
挙
経
費

の
増
大
、
そ
れ

に
、
選
挙
資
金

の
調
達
と

い
う
同

一
軌
(
611

)

道
上
の
現
職
議
員
と
挑
戦
候
補
者

の
間
に
お
け
る
甚
だ

し
い
較
差

の
発
生

に
、
少
な
か
ら
ず
寄
与
し
て
い
る
。

議
員
選
挙
資
金

の
調
達

に
対
す

る
P
A
C

の
累
積
的
な
影
響
力

に
は
、
疑
念
を
そ
し
挾
む
余
地
は
な

い
。

一

九
八
六
年

の
選
挙
期

に
、
P
A
C

は
、
下
院
議
員
候
補
者

に
約

一
億

四
〇
〇
〇
万
ド

ル
の
選
挙
資
金
を
拠
出

し
た
。
そ
の
う
ち
の
ほ
ぼ

一
億

五
〇
〇
〇
万
ド

ル
が
、
現
職
議
員

に
、
辛
う
じ
て

一
五
〇
〇
万
ド

ル
が
、
挑
戦

(
田

)

候
補
者

に
、
そ
れ
ぞ
れ
、
供
与
さ
れ
た
。
同
じ
く
、

一
九
八
八
年

の
場
合
、

P
A
C
は
、
現
職
上
院
議
員

に

対

し
て
、
上
院
議
員
挑
戦
候
補
者
の
四

・
三
倍
も

の
選
挙
資
金

を
献
じ
て
い
る
。
他
方
、
現
職
下
院
議
員
は
、

(
日11

)

平
均
、

七

・
三
対

一
の
比
率

で
、

挑
戦
候

補

者

よ
り
も

多
額

の
選
挙

資
金

を
、

P

A
C

か
ら

確

保
し

て

い
る
。

(
柵

)

P
A
C
が
提
供
す
る
議
員
選
挙
資
金

の
ほ
ぼ

七
〇

%
は
現
職
議
員

に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え

て
よ
か
ろ
う
。

現
職
議
員
に
対
す

る
P
A
C
の
選
挙
資
金
供
与

の
意
図
は
、
も
と
よ
り
、
公
共
政
策
決
定

に
お
い
て
比
重
を

増
大
し
た
議
会

に
お
け
る
当
該
過
程
に
対
す

る
接
近
路
の
確
保
と
影
響
力

の
行
使
に
あ

る
こ
と
は
、

い
う
を

(
伽

)

(
皿

V

侯

た
な

い
。

P

A
C

が
、

「
組
織

化

さ
れ

た

ロ
ビ
イ

ソ
グ

総
力

の
腕

」

(輿
屋

。
{
。
お
"欝

巴

一。げ
び旨

伊・
藻
。
冨
。・)

と
指
称

さ
れ

る
所

以

で
あ

る
。

P

A
C

の
下

院
議

員
候

補
者

に
対
す

る
選

挙
資
金

供
与

の
形

態
な

ら
び

に
候
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表22候 補者 の地位別 による下 院識 員候補者 へのPACの 選挙資 金供与額

1979-1985(inpearcentages)

Committeetype Amount
contributed

Incumbent Challenger q卸sect

Dem.Rep.Dem.Rep.Dem.Rep.

1979-1980

Distuibutionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnected

Trade/memlaership/health

Cooperative

Cooporationsw/ostock

Total

1981-1982

Distributionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnected

Trade/membership/health

CoUperative

Corporationsw/ostock

Total

X983-1984
Distributionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnectcd

Trade/membership/health

Cooperative

Corporationsw/ostock

Total

1985-1986

Distributionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnected

Trade/membership/health

Cooperative

Corporationsw/ostock

Total

(N=738)
$8,883,834
11,662,361

2,831,209

11,215,269

985,177

387,740

$35,965,590

(N=830)

$14,557,589
18,136,407

6,886,695

15,901,781

1,650,239

771,847

$57,904,558

(N=816)

$18,686,078
22,908,071

S,641,416
19,805,084

1:965,801

885,512

$72,891,962

{N=slo}

$22,628,106
26,807,069

11,0s2,707
23,364,783

1,898,110

1,393,586

$87,174,361

4

9

6

1

9

9

7

5

3

6

3

2

3

5

4

4

6

3

2

9

4

2

1

9

2

5

3

2

3

5

5

3

2

1

3

1

7

1

2

2

3

7

4

4

4

6

6

5

9

9

4

4

5

3

2

7

2

5

4

3

4

5

5

4

9

4

2

5

2

6

0

4

1
凸

3

1
晶

0
0

9
臼

0
σ

ウ
臼

0

4

5

9

2

3

2

0

9
騨

4

1

4

q
U

hδ

0
0

9

5

9

5

6

1

7

6

1
晶

3

1
轟
3

3

2

2

0

7

1

1

8

6

2

9

2

4

2

3

3

0
り

2
嗣

3

6

1

5

2

2

2

5

¶
↓

噌
」

0

8

1

6

4

4

5

1

9
御

ワ
臼

-

噌1

9

7

1

8

3

2

2

6

「
■

ー
ム

8

9

1

3

3

1

2

8

噌
⊥

-
よ

重
■

3

0

0

1

7

3

1

5

ウ
U

ウ
御

4

ー
ム

噌1

41

1

0

9

8

8

1

3

7

ウ
臼

-
↓

5

0

1

4

7

2

4

8

9
臼

噌
⊥

ウ
紹

3

0

3

9

3

1

4

3

2

6

0

1

4

3

3

2

4

1

6

4

3

8

4

6

5

7

1

3

6

1

4

2

1

1

3

6

6

3

3

5

5

4

8

ー
ム

¶
五

5

0

9

2

8

7

7

7

1

6

1

9

0

8

3

4

7

1

3

0

6

9

5

2

3

4

5

0

8

1

7

3

7

6

1

Source:N.J.Omsteln,T.E.Mann,andM.工M81bin,Vita'StatisticsonCongre∬ ・1987-

1988,1988,pp.109-111.
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X23候 補 者 の地位 別 に よる上院議 員候 補者 へのPACの 選 挙資金供 与額
1979-186(inpercentages)

Cosyamitteetype
Amoasnt
contributed

1"ncumbent Challenger Openseat　
Dem.Rep.Dem.Rep.Dem.Rep.

X979-1986

Distributionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnected

Trade/membership/healt

Cooperative

COrporationsw/ostock

Total

X981-1982

Distributionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnected

Trade/membership/health

Cooperative

Corporationsw/ostock

TOtal

1983-1984

Distributionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnected

Trade;membership/health

Cooperative

Corporationsw/ostock

Total

1985-1986

distributionofcandidates

Labor

Corporate

Nonconnected

Trade/membership/health

Cooperative

Corporationsw/ostock

Total

(N=66)
$3,428,404
6,445,556

1,690,574

3,816,424

325,050

2i4,853

$15,920,871

(N二66)

$4,830,051

8,275,630

3,x.50,309

4,857,841

427,52e

262,140

$21,803,497

(N‐6s)

$4,600,719

11,393,143

5,079,528

6,003,397

450,942

368,185

$27,900,914

(N=G8)

$7,214,361
19,119,156

7,623,401

9,434,492
636,630

970,845

$44,998,885

7

5

5

2

7

5

0

7

2

6

2

2

3

6

4

3

9

6

6

8
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3
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4

3

8
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0

0

7

1

3
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1

2

2

2

2

3

3

2

3

3

3

5

8

3

6

6

1

2

1

1

1

2

1

1

9

9

4

6

7

1

8

3

噌
五

噌■

-
占

¶⊥

噌⊥

7

7

1

0

9

9

3

9

1
凸

4

2

3

1

3

2

5

6

7

8

8
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5
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4

4
凸
3

4
占

6

8

8

6

2

9

7
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2

4
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4

3

4

0
」

9

4

1

2

3

1

3

4

1

7

7

1

5

4

2

3

0

1
占

9
8

¶⊥

-

¶⊥

5

6

2

8

9

0

1

6

9
臼

4

9
日

-
凸

曽⊥

-
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補
者
の
地
位
別
に
よ
る
上
下
両
院
議
員
候
補
者

へ
の
P
A
C
の
選
萎

金
供
姦

を

藍

表
に
し
て
一孚

な
ら
ば
・
論

・
麹

・
藁

・

の
よ
う

に
な

る
。

P
A
C
の
現
職
議
員
に
対
す
る
多
額

の
選
挙
資
金
供
与
と
彼
ら

の
再
選
率
と

は
、
同
心
円
の
な
か
に
属
す
る
。
後
者
は
、
前
者

の
影
を

色
濃
く
曳

い
て
い
る
。

こ
の
こ
と
を
、
現
職
下
院
議
員

の
事
例

に
よ

っ
て
、
数
計
的
に
示
す
な
ら
ば
・
以
下

の
よ
う
に
な
鯵

一
九

八

七

年

一
月

一
日

か
ら

十

二
月

三

十

一
日

ま

で

の
期

間

、

F

E
C

(肉
㊥
鎚
O
N伽
一
】凹
一①
6
鈴固O
口
(
)O
日
H目
一ロoo自
一〇
昌
)

に
提

出

さ

れ

た

報

告

書

に

よ

れ
ば
、

五
二
名

の
現
職
下
院
議
員
は
、
P
A
C
か
ら

δ

万
ド

ル
以
上

の
選
挙
資
金

を
調
達
し
輪
3

一三

名
全
員
の
P
A
C
か
ら

の
平
均

受
領
額

は
、

ほ
ぼ

一
五
万
ド

ル
で
あ

る
。

一
九

八
七
年

に
お
け
る
彼
ら
の
平
均
選
挙
資
金
受
領
総
額

は
、
二
五
万
ド

ル
以
上
で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
か
ら
、
彼
ら

の
早
期
選
挙
資
金

の
六
〇
%
弱

は
、
P
A
C

に
よ
る
献
金

で
あ

る
と
い
う
事
実
が
、
判
明
す
る
。

こ
れ
ら

の
五
二
名

の
現
職
下
院
議
員

の
う

ち
、

=

名

は
、
無
競
争

の
当
選
者

で
あ

っ
た
。
四

一
名

の
挑
戦
候
補
者
の
い
ず
れ
も
、

一

九
八
七
年
末

の
時
点
で
、

P
A
C
か
ら

の
選
挙
資
金
供
与
額
が
、

一
〇
万
ド

ル
を
越
え

て
い
な

い
。
五
二
名

の
現
職
議
員
全
員
が
、

一
名

を
除
き
、

一
九
八
八
年

に
再
選
を
果
た
し
た
。

彼
ら

の
平
均
得
票
率
は
、

七
四
%
以
上
で
あ

る
。

五
二
名

の
う
ち
の
八
名
が
、
《
適
格
挑

戦
候
補
者
》
と
対
決
し
た
。
こ
の
八
名

の
う

ち
の
五
名

は
、

一
九
八
八
年

に
最
初

の
再
選
を
目
ざ
す
新
人
議
員
で
あ

っ
た
。
彼
ら
八
名
は
、

す

ぺ
て
当
選
し
た
。

五
二
名

の
な
か
で
た
だ

一
人

一
九
八
八
年

に
議
席
を
追
わ
れ
た
現
職
議
員
は
、

ニ

ュ
ー

ヨ
ー
ク
州
選
出

の
J

・
デ

ィ

オ
ガ
ー
デ

ィ

(』。吻.喜

票
。
O
虐
的
.3

共
和
党
議
員

で
あ

る
。
彼

は
、

一
九
八
四
年

に
空

白
議
席
と
し
て
民
主
党
か
ら
奪
取
し
た
議
席

を
、

一
九
八
六
年

に
、
接
戦

の
末
、
死
守
し
得
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、

一
九
八
八
年

に
は
、
敢

な
く
落
選
し
た
。

挑
戦
候
補
者
と
P
A
C
と
は
、
選
挙
資
金

の
授
受

の
面

に
お
い
て
、
最
初
か
ら
切
り
離
さ
れ

て
絶
対

に
交
渉
す
る
こ
と
が
な
い
わ
け
で

は
な

い
に
せ
よ
、
前
者

は
、
選
挙
運
動
の
全
期
間
を
通
じ

て
後
者
か
ら
冷
遇
さ
れ
、
現
職
議
員

の
よ
う

に
P
A
C

の
給
す

る
甘
実
な
果
肉

を
味
わ
う
こ
と
が
な

い
。

一
九
八
六
年

に
お
け

る
P
A
C

に
よ
る
選
挙
資
金

の
供
与
形
態

は
、
現
職
下
院
議
員
が
、
P
A
C
か
ら
、
彼
ら

(6S3)111



の
受
領
総
額

の
四
〇
%
を
確
保
し
た

の
に
対
し
て
、
挑
戦
候
補
者

の
P
A
C
か
ら

の
受
領
額

は
、
彼
ら

の
総
額

の
僅
か
五
96
を
占
め
る
の

皿

み
で
あ

っ
た
と

い
う
、
現
職
議
員
最
優
先

の
供
与
形
態

で
あ

っ
た
。

こ
の
こ
と
は
、
現
職
議
員

の
選
挙
資
金
受
領
総
額

に
お
け

る
P
A
C

の
供
与
額

の
比
率
が
、
上
昇

し
た

こ
と
を
意
味
す

る
。
そ

の
比
率
は
、

一
九
八
四
年
以
前

の
す

ぺ
て
の
選
挙

に
お
い
て
、
三
〇

%
以
下
で

醐㊥

あ

っ
た
。
現
職
議
員

の
P
A
C
に
対
す

る
選
挙
資
金
依
存
度

の
増
大
傾
向

は
、

一
九
八
八
年

に
お

い
て
も
持
続
し
て
い
る
。

第

一
〇
〇
議
会

に
お
け
る
七
五
名

の
下
院
議
員
全

員
は
、

一
九
八
七
年
十
二
月
三
十

一
日
の
時
点
で
、
少
な
く
と
も
総
額

二
〇
万
ド

ル

を
、
選
挙
資
金
と
し
て
受
領
し
た
旨
、
F
E
C

に
報
告

し
て

い
る
。

こ
の
七
五
名

の
な
か
の
三
八
名

は
、
P
A
C
か
ら
少

な
く
と
も

一
〇

万
ド

ル
の
献
金

を
受
け
た
。
《
適
格
挑
戦
候
補
者
》

は
、

こ
う

し

た

七
五
名

の
う

ち

の

一
四
名

に
対
し
て
選
挙
戦
を
展
開
し
た
。
《
適
格

挑
戦
候
補
者
》

の
う
ち
の
六
名

は
、

一
九
八
六
年

の
選
挙

に
お
い
て
得
票
率
が

六
〇

%
以
下
で
あ

っ
た
現
職
議
員

の
牙
城
を
乗

っ
と
る
た

め
に
、
熾
烈
な
攻
防
を
繰
り
拡
げ

た
。

こ
の
う
ち
の
二
名
ー

ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
州

の

O
δ
Ω
ロ
碧
象

に
対
す
る
民
主
党

の

Z
搾
角
い
。
毛
.
緒

と

ジ

ョ
オ
ジ

ァ
州

の

勺
暮

Qり
鼠
目
註
一一
に
対
す

る

じu
Φ口
冒
器
。。1
が
、
当
選
し
た
。
《
適
格
挑
戦
候
補
者
》
六
名
は
、
新
人
現
職
議
員

の
議
席

の
占
拠
を
目
ざ

し
て
奮
闘
し
た
。
し
か
し
、
彼
ら

は
、
す
べ
て
、
現
職
議
員
と
し
て
の
地
位

の
堅
固
な
防
壁

の
前

に
敗
却
し
、
現
職
議
席

の
支
配

は
、

一
場
の
夢
と
し
て
時
間
の
彼
方

に
埋
没
し
た
の
で
あ

る
。

七
五
名

の
現
職
下
院
議
員

の
な
か
の

一
二
名
は
、

一
九
八
七
年
十

二
月
三
十

一
日
ま
で
に
、
少
な
く
と
も

二
〇

万
ド

ル
の
選
挙
資
金
を
結
集
し
、

一
九
八
八
年

の
選
挙

に
臨
ん
だ
。
け
れ
ど
も
、
彼
ら

に
は
、

対
立
候
補
者

は
擁
立
さ
れ
ず
、
彼
ら

は
、
難
局

に
際
会
す
る
こ
と
な
く
、
議
席
を
堅
守
し
得
た
。
他

の
四
九
名

は
、
柔
弱
な
対
立
候
補
者

と
抗
争
し
た

に
す
ぎ
ず
、

い
わ
ば
、
安
全
装
置
を

つ
け

た
ま
ま
の
冒
険

に
乗
り
だ
し
た
か

の
ご
と
き
状
況

に
あ

り
、
議
席

は
、
す
べ
て
安

泰
で
あ

っ
た
。

こ
の
よ
う

に
、

P
A
C

は
、
現
職
議
員
の
た
め
の
豊
富
な
選
挙
資
金

の
給

付
装
置
と
し
て
造
出
さ
れ
た
か
の
観
を
呈
し
て
い
る
。
挑
戦

候
補
者

の
選
挙
資
金

の
調
達
と
選
挙

に
お
け
る
勝
利

の
掌
握

の
前
途

に
は
、
障
害
が
厚
く
重
畳
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
挑
戦
候
補
者

は
、



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相ロ9

P
A
C
に
よ
る
選
挙
資
金
供
与

と
い
う

一
点
に
お
い
て
厳
し
く
統
制
さ
れ
、
自
己
の
選
挙

に
お
け
る
政
治
的
命
運

の
手
綱
を
、
P
A
C
に

よ

っ
て
捌
か
れ

て
い
る
。

こ
う

し
た
挑
戦
候
補
者
に
対
す
る
P
A
C

の
選
挙
資
金
供
与
額

の
僅
少

性
と
彼
ら

の
当
選
率

の
低
調

の
モ

ソ
タ

ー
ジ

ュ
と
か
ら
描
出
さ
れ
る
こ
と

は
、
挑
戦
候
補
者
は
、
当
選

へ
の
通
路
を
現
実
に
遮
断
さ
れ
て
い
る
と

い
う
こ
と
に
な
る
で
あ

ろ
う
。

他
方
、
現
職
議
員
は
、
自
ら
集
積
し
た
選
挙
資
金
を
多
様

に
使
用
す

る
。

こ
の
よ
う
な
事
象
全
体
を
貫

ぬ
い
て
大
勢
の
赴
く
方
位
を
決

定
す

る
隠
微
な
構
造
、
あ

る

い
は
、
有
機
的
な
因
果
関
係
が
、
選
挙
資
金
使
用
事
象
の
随
処
に
作
動
し
て
い
る
。
そ

の
構
造
、
も
し
く

は
、

(
珈
)

因
果
関
係
は
投
票

の
誘
引

で
あ
り
、
自
己

の
生
活

の
保
障

で
あ

る
。

こ
れ
を
素
描
す
れ
ぽ
、
次

の
よ
う

に
な
る
。

上
下
両
院

に
お
け

る
現
職
議
員

の
四
〇
名
以
上
は
、
彼
ら

に
独
自

の
P
A
C
を
組
織
し

て
い
る
。

こ
れ
ら

の
P
A
C
は
、
議
員
自

身
の

名
儀

で
、
あ

る
い
は
、
P
A
C

の
名

に
お
い
て
激
烈
な
選
挙
戦

を
強

い
ら
れ
て
い
る
他
の
連
邦

公
職
候
補
者
や
議
員
の
出
身
州
に
お
け
る
州

公
職
候
補
者
1
と
り

わ
け
、
下
院
議
員
選
挙
区

の
再
区
画
化

に
影
響
力
を
行
使
し
得
る
州
立
法
部
候
補
者
ー

に
、
選
挙
資
金
を
融
通
す
る
。

ま

た
現
職
議
員

の
な
か

に
は
自
己

の
選
挙

民
を
接
待
す

る
た
め
に
、
選
挙
資
金
を
支
出
す
る
、
い
わ
ば
選
挙
民
崇
拝

(。島

。
{
8
蔓

一9
窪

。・)

の
議
員
も
散
見
さ
れ
る
。

テ
ネ
シ
ー
州
選
出

の
共
和
党
下
院
議
員

で
あ

っ
た
故
J

・
J

・
ダ

ソ
ヵ
ソ

q
。
ぎ

旨

O
目
。き
)
が
、
そ

の

一
人

で
あ

る
。
故
ダ

ソ
ヵ

ソ
下
院
議
員

は
、
国
昌
o
図
く
籠
⑦
の

コ
ロ
セ
ウ

ム
で
、

五
万
ド

ル
を
費
し
、

二
年
ご
と
に
バ

ー
ベ
キ

ュ
ー
大
会
を
開
催

し
、
自
己
の
民
主
党
対
立
候
補
者

に
投
ぜ
ら
れ
た
票
数

に
ほ
ぼ
等
し
い
三
万
六
〇
〇
〇
人

の
選
挙
民
を
接
待
す

る
の
が
、
常
で
あ

っ
た
。

同
じ
く
、

テ
キ
サ
ス
州
選
出

の
民
主
党
下
院
議
員
は
、

例
年
、
匙
o
ヨ
貯
8

8
自
語
勢
ヨ
Φ
葺

を
挙
行
し
、

そ
の
優
勝
者
を
ワ
シ
ン
ト

ソ
旅
行

に
招
待
し
て
い
る
。
最
も

一
般
的

に
は
、
現
職
議
員
は
、
選
挙
区

に
滞
在
す

る
間
、
旅
行

の
た
め
の
自
動
車
を
賃
貸
す
る
た
め
に
、
も
し

く

は
、
《
政
治
事
務
所
》

曾

蓬
。巴

。穿
Φ
)
を
維
持
す

る
た
め
に
、

選
挙
資
金

を
使
用
す

る
。
《
政
治
事
務
所
》

は
、
公
費

で
運
営
さ
れ
る

選
挙
区
事
務
所
と
は
別
個

で
あ
り
、
投
票
誘
引

の
た
め
の
政
治
的
課
業
を
遂
行
し
、
恒
常
的
な
選
挙
資
金
調
達
業
務

の
執
行
を
監
督
す
る
。

最
後

に
、

一
九

八
〇
年

一
月
以
前

に
宜
誓
し

て
議
員

に
任
命
さ
れ
た
現
職
議
員

は
、
未
使
用
分
の
選
挙
資
金
を
、
議
会
か
ら
引
退
し
た
場

(685)113



合

に
、
個
人
使
用
分
に
法
的

に
転
換
す
る
こ
と
が
、
可
能

で
あ

る
。

こ
う
し
て
、

P
A
C
が
現
職
議

員

に
供
与
し
た
選
挙
資
金

は
、
選
挙

拠

過
程
を
構
成
す
る
粒
子
の
片
鱗

に
ま
で
浸
透
し
て
い
る
と

い

っ
て
よ

い
。
そ

の
こ
と
が
、
彼
ら
の
得
票
率

の
向
上
に
直
結
す

る
。

こ
れ
故
、

選
挙
に
お
け
る
現
職
議
員

の
優
位
を
、
直
訳
的

に
、
P
A
C

の
供
与
す

る
選
挙
資
金
額

の
巨
大
性
と
し
て
、
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
で

働ω

あ
ろ
う
。

以
上

に
縷
説
し
て
き
た
P
A
C

の
現
職
議
員

に
対
す

る
選
挙
資
金
供
与
が
、
議
会

に
お
け

る
公
共
政
策
決
定

に
、
影
響
を
及
ぼ
さ
ず

に

は
い
な

い
。
今

日
、
再
選
率
が
異
常
の
上
昇
を
み
せ
る
議
会

で
は
、
公
共
政
策

は
、
P
A
C

の
影
響

の
下
で
育
て
ら
れ
る
と
い

っ
て
も
、

過
言
で
は
な

い
で
あ

ろ
う
。

以
下

に
順
次
述

ぺ
る
現
職
議
員

の
発
言

に
は
、

こ
う
し
た
議
会

に
お
け
る
P
A
C
の
存
在

と
活
動

の
核
心
的
部
分

に
、
螺
線
状

の
線
を

　
の

　

描
き

な
が

ら
迫

っ
て
ゆ
く
。

カ
リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州
選

出

の
民
主
党

下
院

議

員

T

・
ク

エ

ロ

(↓
。ξ

0
8
ぎ

)

は
、
議
会

に
お
け

る
公

共
政
策
決

定

に
対
す

る

P
A
C

　　

の
影
響

力
が

い
か

に
明

確

な
輪

郭
線

で
は

っ
き

り

位
置
づ

け
ら

れ

る

か

に

つ
い

て
、
自

己

の
見
解

を

披

歴

し
て

い
る
。

「
い
か
な

る
問

題

で
も

よ

い
。

住

宅

供
給

問

題

で
も

よ

い
。

こ
れ
ぞ

と
思

う
問

題

で
も

よ

い
。

も

し
議

員

が
、

自

ら
と

係

わ
り
が
あ

り
、

自

己

の
友

人

で
あ

り
、

そ

こ
か
ら

五
万

ド

ル
を

調
達

し
な

け
れ
ぽ

な

ら

な

い
と

い
う
、

様

々
な
人

々
の
支
持

を
糾

合
す

る

こ
と

に
、
自

己

の
全

時

間
を
費

や
さ

な
け

れ
ぽ

な
ら

な

い
と

し

た
ら
、

議

員

の
心
中

を
、

実

際
、

次

の
よ

う
な
言

葉

が
、

一
瞬

、

よ
ぎ

る
で
あ

ろ
う
。
す

な

わ
ち
・

私

は
、

わ
ざ

わ
ざ

、
議

場

に
出

む
き
、

全

国

不
動
産

業
者

連

合
会

(閤

鋤ぎ

邑

、

建
築

業

者
、

あ

る

い
は
、

労

働
組

合
を
、

狼

狽

さ
せ

る
よ
う

な
・

こ
う
し

た
新

た

な
住
宅

供
給

法
案

を
、

と
り

た

て
て
発

展
さ

ぜ
る

つ
も

り

は
、

毛

頭

な

い
。

周
知

の
よ
う

に
、

私

は
、

五
万
ド

ル
の
選

挙
資

金

を
調

達

し
な

け
れ
ば

な

ら

な

い
。

私

は
、
是

が

非

で
も
、

こ
れ
を
全

う

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
の
で
あ

る
」
。

同

じ
く

、

カ

ソ
ザ

ス
州
選

出

の
上

院

共
和
党

院
内

総
務

(ω
雪
器

≦

き
Hξ

訂
巴
銭
)

R

・
ド

ー

ル

(幻
。げ
.噌幹
∪
。
一.)
も
、

こ
う
述

べ

て
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(
⑳
)

い
る

。

「
こ
う

し

た
政

治
行

動

委
員

会

が
選

挙
資

金

を
提

供
す

る
と
き
、

彼
ら

は
、
良

き
政

治

(唱
。山
α・。<
。窃
ヨ
婁

)
以
外

の
何
も

の
か
を
、

見

返

り
と

し
て
期
待
す

る
。
そ

の

こ
と

は
、

立

法
業
務

の
遂

行

を
、

一
層
、

至

難

に
す

る
。

す

べ

て

の
議

員

が
、

P

A
C

の
供

与
す

る
選
挙

資

金

で
何

も

の
か
を

購

お
う

と
す

る
な
ら

ば
、

我

々
は
、
重

要
な

案
件

を
何

ひ
と

つ
解
決

し

得
な

い
で
あ

ろ
う
。

我

々
は
、

こ

の
よ
う
な

状

況

に
ま

で
た

ち
至

っ
て

い
る

と

み

て
よ

い
」
。

ウ
ィ

ス

コ

ン
シ
ソ
州
選

出

の
民

主
党

上
院

議
員

W

・
プ

ロ

ッ
ク

ス

マ
イ

ア

!

っ
く
葭

伽臼

℃
§

§
冨

)

は
、

P

A
C

の
影

響
力

は
、

間
接

(
13ー

)

的

で
精
妙
な
形

で
議
員

に
忍
び
寄
る
と
、
次

の
よ
う

に
指
摘

し
て
い
る
。

「
P
A
C
の
影
響
力

は
投
票

に
現

わ
れ

る
も

の
で
は
な

い
。
そ
れ
は
、
言
葉

に
な
ら
な

い
演
説
と
し
て
現
わ
れ
る
。

P
A
C
の
贈
賄

は
、

買
収
さ
れ
な
い
同
僚
議
員

に
向
け
ら
れ
る
。

P
A
C

の
影
響
力

は
、
さ
も
な
く
ば
立
法
業
務

の
進
捗
を
結
果
す

る
と

お
も
わ
れ
る
会
合
の

中
止
と

い
う
形
で
現

わ
れ
る
。
そ
れ
は
、
二
四
〇
頁

に
も
及
ぶ
法
案
の
な
か

の

一
パ
ラ
グ

ラ
フ
の
些
細
な
変
更
と
い
う
形

で
捉
え
ら
れ
る
。

そ
れ
は
、
ま
た
、
常
任
委
員
会

に
お

い
て
証
言
を
懇
請
さ
れ

て
い
な

い
証
人
の
出
頭
と

い
う
形
で
実
現
す

る
。
さ
ら

に
、
そ
れ

は
、
P
A

C
に
同
調
的
で
あ

る
常
任
委
員
会

の
た
め
の
重
要
な

ス
タ

ッ
フ
の
雇
傭
と
い
う
形

で
結
実
す

る
。
あ

る
い
は
、

P
A
C

の
そ
う
し
た
影
響

力

は
、

P
A
C

に
同
調
的

で
は
な

い
ス
タ

ッ
フ
の
解
雇
も

し
く

は
転
属
と
い
う
形

で
噴
出
す

る
」
。

(
㎜
)

ミ
ネ
ソ
タ
州
選
出

の
共
和
党
上
院
議
員
D

・
F

・
デ

ュ
ー
レ
ソ
バ

ー
ガ
ー

(O
豊
歳
即

O
§

菩
受
σq8

も
、
次

の
よ
う

に
い
う
。

「
私

は
、
卒
直

に
申
し
述
べ
た

い
。

選
挙
資
金
を
調
達

し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
退

っ
引
き
な
ら
な
い
状
況
は
、

議
員
が
自
ら
の

時
間
と
努
力
を
傾
注
す

る
と
こ
ろ
に
、
影
響
を
及
ぼ

さ
ず

に
は
い
な
い
。
…
…
選

挙
資
金
供
与
を
通

し
て
政
治
過
程
に
介

入
す

る
こ
と
に

少

な
か
ら

ぬ
関
心
を
寄
せ
る
す
べ
て
の
人

々
は
、
議
員
が
配
慮
を
怠

っ
て
は
な
ら
な

い
人

々
で
あ

る
」
。

P
A
C
数

の
増
加

は
、
同

一
の
立
法
関
心
を
共
有
す
る
P
A
C
の
言
動
を
、
立
法
過
程
に
対
す

る
よ
り
大
き
な
影
響
力
を
行
使
す
る
目

(687)115



的

の
方
向

に
統

一
し
、
団
結
さ

せ
る
こ
と
を
可
能

に
す

る
。

こ
う

し
た
P
A
C

は
、
巨
大
な
選
挙
資
金
供
与
額
を
通
し
て
、
き
わ
め
て
強

大
な
圧
力
を
行
使
k

議
会
に
お
け
る
肇

決
定
過
程

へ
の
接
近
路
と
影
響
力
と
を
馨

す
る
こ
と
が
で
き
る
。
陀

ス
.
ソ
シ
ン
州
選

出

の
民
主

党
下

院
議

員

D

・
R

・
オ
ベ

イ

(∪
髄く
窪

戸

○
げ2
)

は
、

こ
の
点

に
つ

い
て
、

次

の
よ
う

に
語

っ
て

い
る
。

屡

々
、

ワ

シ

ソ
ト

ン
で

は
、

「
一
つ

の
係
争

問

題

が
、

一
産

業
全

体

に
、

そ

し

て
、

当

該
産

業

に
お
け

る
す

べ
て

の
企
業

と
労

働

組

合

に
影

響
力

を
与

え

る
。

こ

の
よ

う
な
事

態

が
生

じ

た
と

き
、
議

員

に
対

し
て
多
大

の
選

挙
資

金

を
提

供

し
た
多

数

の
集

団
が
、

こ
の
係
争

問
題

の

一
方

の
側

に
た

っ
て

β
ビ

イ

ソ
グ

活
動

を
展
開

す

る
と
き

、

こ
う

し
た
資
金

総

額

か
ら

発
す

る
圧

力

は
、
巨

大

で
あ

り

立
法

過

程

を
屈
曲

さ

せ

る
。

こ

の
状

況

は
、
恰

も
彼

ら

が

単

一
の
極
大

の
献

金

を

し
た

か

の
ご

と
き
観

を
呈
す

る
」
。

最
近

の
選

挙

に
お
げ

る
上
院

財
政

委
員

会

(ω
Φ
呂
8

霊
コ
曽
8

0
0日
巳
#
o①)
委

員

に
対
す

る
P

A
C

の
選
挙

資
金

供
与

に
関

す

る

O
。
ヨ
、

ヨ
8

0
窪

。。①

の
研
究

は
、

オ
ベ

イ
下
院

議
員

の
言

説

を
、
傍

証

し
て

い
る
。

一
九

八

六
年

に
お
け

る

O
。
ヨ
ヨ
8

0
巾
自
。。.
の
研

究

に
よ
れ

ぽ
、

上
院

財

政
委

員
会
委

員

二
〇
名

は
、

エ
ネ

ル
ギ

ー
P

A
C

か
ら

、

選
挙

資
金

と

し

て
、

総
額

九

五
万

六
七
四

ニ
ド

ル
、

保
険

P

A
C

か
ら

九

六
万

九

二

=
ニ
ド

ル
、
労

働

P

A
C

か
ら

一
一
五
万
三

八

五
七

ド

ル
、
そ

し
て
、

法
律

P
A
C

か
ら

三
〇

万

一
二
〇

ド

ル
を
、

そ

れ
ぞ
般

受
領
し
た
。
こ
の
よ
う
な
多
額
の
献
金
は
、
個
々
の
P
A
C
献
金
額
の
限
度
を
整

て
萱

妾

過
程
に
謬

る
過
大
な
影

響
力
を
溢
出
さ
せ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
場
合
、
議
員

は
、

P
A
C

の
影
法
師

の
ご
と
き
存
在

に
す
ぎ
な
く
な
る
で
あ

ろ
う
。

P
A
C

に
よ
る
選
挙
資
金
供
与
が
、
挑
戦
候
補
者
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
現
職
議
員
に
主
眼
点
を
置
く
と

い
う

こ
と
は
、

ア
メ
リ
カ
の
政

治
的
現
実
を
直
視
し
、
そ
れ
を
直
写
す
る
P
A
C
の
態
度

の
露
頭

で
あ

る

に
せ
よ
、
選
挙
過
程

に
歪
曲
を
も

た
ら
す
。

一
九
八
六
年

に
は
、

P
A
C
に
よ
る
選
挙
資
金
供
与
総
額

の
六
八
%
が
、
現
職
議
員

に
割
当
て
ら
れ
た
の
に
対

し
て
、

一
九
八
八
年

に
は
、
そ
の
数
値

は
八
〇

%
以
走

も
成
長
し
て
い
華

罎

議
員

に
対
す

る
P
A
C
の
、

い
わ
ば
均
衡

を
失
し
た
多
大
な
献
金
額
は
、
選
挙
過
程

に
内
造
さ
れ
て

い
る
現
職
議
員
に
有
利
な
堅
塁
を
、

一
層
、
牢
固
た
る
も
の
と
し
、

P
A
C

に
対
す
る
規
制
法

の
修
正
に
彼
ら
を
消
極
的
な
ら
し
め
、
選

116.::
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挙

に
お
け

る
公
正
な
競
争
を
空
無
化
し
て
ゆ
く
。

こ
の
こ
と
が
、
選
挙
過
程
と
議
会

に
お
け
る
公
共
政
策
決
定

の
双
方

の
高
潔
性

の
維
持

(
鵬

)

に
対
す

る
人

々
の
期
待
を
、
切
り
崩
す
こ
と

に
な
る
。

も
と
よ
り
、
現
職
議
員
を
議
席

の
台
座
か
ら
引
き
下
ろ
し
、
彼
ら

に
よ
る
議
席
占
拠

の
永
続
化

の
幻
影

を
切

り

破

る
要
因

と

し

て
、

(
731

)

《
独
立

経
費

》

(醐昆
9
。
鼠
①
昌仲
Φ哲
。
巳
一霞
奮

)

が
注

目
さ

れ

て

い
る
事
実

は
、

否
定

し
得

な

い
。

こ

こ
で

い
う

《
独

立
経

費
》

と

は
、

ざ
8
Φ

8
雪

o
霧

8

α
9
押
と

呼
称

さ
れ

、

一
九

七
八
年

に
、

全

国
保

守
政

治
行

動
委

員
会

(Z
偶
甑
g
巴
O
o
蕊
臼
く韓
ぞ
Φ
℃
o
露
♂
巴
》
〇一ご
昌
O
o
日
臼
葺
㊦o)

ー

N
C

P

A
C
i

に
よ

っ
て
最

初

に
支

出

さ
れ

た
選

挙
経

費

で
あ

る
。

連
邦

選

挙
運
動

法

(閃
巴
巽
巴

田
①a
言

9

目
℃
随
暫

》
8

は
、

《
独

(遇

立
経

費

》

を
、

次

の
よ
う

に
規

定
す

る
。

♂
昌

。
壱

。
民

ぎ

冨

ξ

助

雇

。・
8

Φ
壱

門
Φ
。・。・
貯

巴

く
g

餌
§

αq

件げ
Φ

象

a

。
口

。
「
飢
Φ
貯

;

♂

。
一。
註

二

α
Φ
昌
ま

亀

。
弩

駐

㊤
8

書

尊

貯

§

"
。

乱

静
。
艮

8

。
鞘

段

一8

。
門
8

湯

鋤
一§

凶。
昌

鼠

ひ

m
亀

8

民

募

け
ρ

。
h

山
塁

餌
三

ぴ
。
誉

①
α

8

日
量

什
諺

。
『
㊤
σq
Φ
韓

。
2

ロ
畠

8
昆

画山
象
p

碧

α

≦
諄

ぼ

。・
嵩
。
叶
ヨ
巴

。
貯

8
昌
§

紳
鼠

夢

。
ヨ

什
ま

¢
器
彊

Φ
。。
叶
。
困

。。
ロ
αq
σq
霞

ご
ロ

。
富

ξ

。
餌
口
象

卑
p

。
村
鋤
ξ

"
暮
ぎ

蔚

Φ
飢

8

目
ヨ
葺
8

g

餌
σq
①算

o
{
ω暮
げ

B
ロ
鮎
留

冨

遣

《
独

立
経

費
》

と

は
、

こ

の
よ
う

に
、

候

補

者
、

ま

た

は
、

候

補
者

の
選

挙

運
動
委

員
会

、

も

し
く

は
、
候

補
者

の
代
理
人

と

の
、
協

同

、
事

前

の
協

議

ま
た

は
提
携

も

な
く
、

あ

る

い
は
、

既
述

の
三
者

の

い
ず

れ

か

の
要
請

も

し
く

は
提
案

に
も

基

か
ず
、
特

定
候

補
者

の

当

選
も

し
く

は
落

選

を
積
極

的

に
唱
道
す

る
た

め

に
、

個
人

や

P

A
C

が
支

出

す

る
選
挙

経
費

で
あ

る
。

議
会

が
、

一
九

七
四
年

に
、

F
E
C

A

の
改

正
案

を
通

過
さ

せ
た
と
き

、

当
該
改

正

法

は
、
個

人
、

政
党

、
そ

し
て
、

P

A
C

の
議

員

選

挙

に
対

す

る
献
金

額

に
限

界

を

付
し

た
ぽ

か
り

で

は
な
く
、

さ
ら

に
、
個

人
及
び

組
織

が

《
独

立
経
費

》

と

し
て
支
出

し
得

る
限

定
額

を
も

併

せ

て
規
定

し
た
。

こ

の
限

度
額

は
、

年
間

一
〇
〇

〇

ド

ル
で
あ

っ
た
。

し
か

し
、

こ
の
条
項

は
、

一
九

七
六
年

の
バ

ッ
ク

リ
ー
事

件

(bロ
暮
匡
。
同
ぎ

く
ゆ
一.。
)

に
お

い

て
、

憲

法
修

正
第

一
条

に
保
障

さ
れ

て

い
る
言
論

の
自

由

を
侵
害

す

る
も

の
と
し

て
、

最
高

裁

判
所

に
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よ
り
違
憲

の
判
決
が
下

さ
れ
る
に
至

っ
た
。
こ
の
判
決

以
降
、
連
邦
選
挙
の
帰
趨

に
影
響
力
を
行
使

し
よ
う
と

す

る
個
人
や
組
織

の
選
挙
資
金

供
与

に
対

し

て
、

《
独

立
経
費
》

は
、
無
制
約

の
回
路
を
開
く

に
至

っ
た
。
選

挙
資
金

供
与
の
巨
額
化

の
抑
制
と

い
う
激
流

の
ご
と
き

現
代

の
志
向
性

の
な
か
で
、

ひ
と
り

《
独
立
経
費
》
だ

け
が
、
逆
流
し
て
い
る
か
の
よ
う
な
景
観

を
呈
し
て
い

る
。そ

れ
で
は
、
最
近

に
お
け
る

《
独
立
経
費
》

の
趨
勢

は
、

い
か
な
る
状
況

に
あ

る
の
で
あ

ろ
う
か
。

一
九
七

六
年

の
最
高
裁
判
所

の
判
決
が
下
さ
れ
た
当
時
、
大
統

領
選
挙
、

上
下
両
院
選
挙
を
含

む

選

挙

経
費

総

額

に

《
独
立
経
費
》
が
占

め
る
比
率

は
、

き

わ

め

て
小
部
分

で
あ

っ
た
。

一
九
七
六
年

に
お
け

る

《
独
立
経
費
》

の

総
額

は
、
二
九
〇
万
ド

ル
で
あ

っ
た
。

こ
の
数
値

は
、

同
年

に
お
け
る
大
統
領
、
上
下
両
院
議
員
選
挙

に
お
け

る
総
計
費
三
億
ド

ル
の
僅

か
○

・
九
七
%
に
す
ぎ
な
い
。

あ

る
意
味

に
お
い
て
、

こ
の
実
態

は
、
今

日
に
お
い
て
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も
変

っ
て
い
な

い
。

一
九
八
八
年

に
お
い
て
も
、

《
独
立
経
費
》

は
、
大
統
領

・
上
下
両
院
議
員
選
挙

の
総
経
費
数
十
億

ド

ル
の
う
ち
の

一
九

五
〇
万
ド

ル
で
あ
る
。

け
れ

で
も
、

最
近
十
年
間

に
、
《
独
立
経
費
》

は
、
着
実

に
増
大
傾
向
を
辿

っ
て
お
り
、
連
邦
選
挙

に
お
け

る
重
要
な
役
割
を
演
ず

る
も

の
と
お
も
わ
れ
る
。

一
九
七
八
年
ー

}
九
八
八
年

に
お
け

る

《
独
立
経
費
》

の
増
大
を
グ
ラ
フ
で
示
す
な
ら

(
燭

)

ぽ
、
図

7
の
よ
う

に
な
る
。

図

7
の
な
か
に
、

二
つ
の

《
独
立
経
費
》

の
骨
格

の
像
が
、

透
視

さ
れ
る
。

そ

の

噌
つ
は
、

《
独
立
経
費
》

は
、

非

大

統
領

選

挙
年

(島
-聴
髄量

よ
り
も
、
大
統
領
選
挙
年

に
、
増
大
す

る
と

い
う
こ
と
で
あ

る
。

そ

の
二
は
、

大
統
領
選
挙
年
と
非
大
統
領
選
挙
年

に
お
け

る

《
独
立
経
費
》
を
個
別

に
比
較
す

る
と
き
、
非
大
統
領
選
挙
年

に
お
け
る

《
独
立
経
費
》
が
堅
実

に
伸
張
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

《
独
立
経
費
》

は
、

一
九
七
八
年

の
三

一
万
ド

ル
か
ら
、

一
九
八
六
年

に
は

一
〇

二
〇

万
ド

ル
へ
と
、

三
二

・
九
倍
増
と
な

っ
て
い
る
。

大
統
領
選
挙
年

に
お
け
る

《
独
立
経
費
》

の
総
額

は
、

一
九
八
〇
年

の

一
六
〇
〇
万
ド

ル
か
ら
、

一
九
八
四
年

の
二
三
四
〇
万
ド

ル
へ
と

上
昇
を
示
し
た
後
、

一
九
八
八
年
に

は

一
九
五
〇
万
ド

ル
に
、
下
落

し
て
い
る
。
大
統
領
選
挙
年
に
お
け
る
選
挙
経
費
総
額

は
、

一
九
八

〇
年
か
ら

一
九
八
四
年
ま

で
に
、

一
三
七
〇
万
ド

ル
か
ら

一
七
四
〇
万
ド

ル
に
、
上
昇
し
た
。

一
九
八
八
年

に
お
け

る
そ
れ
は
、
一
九
八
〇

年
を
若
干
下
回
る
。
上
下
両
院
議
員
選
挙

の
場
合
、
《
独
立
経
費
》

は
、

一
九
七
八
年
か
ら

一
九
八
六
年
ま
で
の
八
年
間

に
、

一
九
七
八
年

の
三

一
万
ド

ル
か
ら
、

一
九
八
六
年

に
は
九
三
〇
万

ド

ル

へ
と
、
三
〇
倍
増
を
示

し
た
後
、

一
九
八
八
年

に
は
、
六

一
〇
万
ド

ル
へ
と
反

転
し
て
い
る
。
《
独
立
経
費
》
が
大
統
領
選
挙
年

に
増
大
す
る
の
は
、
大
統
領
職

に
、
世
人
の
視
線
が
集
中
す

る
か
ら

に
ほ
か
な
ら
な
い
。

こ
う
し
て
、
《
独
立
経
費
》

は
、
大
統
領
選
挙
年
、
非
選
挙
年

の
別
を
問
わ
ず
、
総
じ
て
、
上
昇
線
を
描

い
て
い
る
。

し
か
し
、
《
独
立

経
費
》
を
支
出
す

る
個
人

や
P
A
C
の
数

に
は
、
そ
う

し
た
上
昇
線
と
の
呼
応
関
係
は
な
く
、
そ

の
上
昇

に
相
応
す
る
だ
け

の
変
心

は
、

と
く

に
認

め
ら
れ
な
い
。

P
A
C

の
場
合
、
そ

の
数
値

は
、

一
九
八
二
年

の
八
七
と

一
九
八
〇
年

の

一
八
五
の
間
を
往
還

し
て
い
る
。

一

九
八
四
年
、

一
九
八
六
年
、

一
九
八
八
年
の
い
ず
れ

の
年

に
も
、
そ

の
数
値

に
大

き
な
変
動
は
な
い
。

個
人

の
楊
合
も
同
様

で
あ

る
。
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《
独

立
経
費
》

の
大

部
分

は
、

P

A
C

の
負

担
す

る
と

こ
ろ

で
あ

る
。

個

人
も

《
独

立
経
費
》

を

担
当

し
得

る
機
会

が
あ

る

に
せ
よ
、

一
九
八

八
年

に
は

二
〇

名
、

一
九

八
六
年

に

は
七
名

と

い
う

よ
う

に
、

そ

の
数

は
、

き

わ

め

て
限

ら

れ

て

い
る
。

そ

の
支
出

額
も

些
少

で

あ

る
。

こ
れ

ま

で

に
、

二

二
名

が

一
万

ド

ル
以

上

を
支
出

し
た

に
す

ぎ

な

い
。

彼
ら

の
う

ち

の

一
〇

名

は
、

一
九

八
〇

年

に
支

出

し

て

い

る
。

い
ま
ま

で

に
最

高

の

《
独

立
経
費

》
を
投

じ

た

の
は
、
寓
8
訂

鉱

Ω
。
ド
巳

で
あ

る
。

彼

は
、

イ
リ

ノ
イ
州

の
上

院

議
員
選

挙

に
お

い

て
、
C

・
H

・
パ
ー

シ
ー

(9

豊

。。。
国
.
勺
霞
畠
)

共
和

党

上
院

議
員

に
対

す

る

《
負

の
広
告

》

(器
σ・豊

く①
巴
く艮

一。。一話
)

の
た

め
に
、

=

○

万

ド

ル
を
費

消

し
た
。

こ
う

し
た
特

異
な

事
例

を
除

く

な
ら
ぽ

、

個
人

に
よ

る

《
独

立
経
費

》

は
、

一
九

八
〇

年
以

来
、

そ

の
規
模

を

縮
小

し

つ

つ
あ

る
。

一
九
八
〇

年

に
は
、

一
〇
名

が
、

二
万

ド

ル
以

上

を
、

そ

し
て
、

次

の
四

回

の
選

挙
全

体

で
、

九
名

が
、

二
万

ド

ル

以
上

を
、

《
独
立

経
費
》

と

し
て
、

使
用

し

て

い
る
。

P

A
C

の

《
独

立
経

費
》

に
対
す

る
投

下
額

に

つ

い
て
も
、

こ
れ

と
同

じ

こ
と
が

い
え

る
。

一
九

八
〇

年

に
お
け

る
P

A
C

に
よ
る
最

大

規
模

の

《
独

立
経
費
》

は
、

四
六
〇

万

一
〇

六
九

ド

ル
で
あ

っ
た
。

ま

た
、

第
十

位

の

《
独
立

経
費
》

は
、

=

万

九

八
九

一
ド

ル
で

あ

る
。

一
九
八

六
年

の
場

合
、

Z
帥
ま

轟

一
〇
〇
ヨ
目
律
Φ
Φ
8

℃
『Φ
。。霞
〈
Φ
ω
o
。
巨

ω
Φ
。霞
ξ

℃
>
O

は
、

P

A
C

に
よ

る

《
独
立
経
費

》
支

出

の
首

位
を

占

め
、

一
九

三
万

一
六
〇

〇

ド

ル
を
費

消

し

た
。

こ

の
年

第
十

位

の

〉
ヨ
①
ユ
8
昌

Ω
欝

8
。。
h9

勺
¢
窪

。
〉
島

o
昌

の
支
出
額

は
、

一
四
万

七
〇

六
一ニ
ド

ル
で
あ

っ
た
。

一
九

八
八
年

に
お
け

る
P

A
C

に
よ

る

《
独

立
経
費
》

支

出

額

の
第

一
位

は
、

Z
聾

o
昌
巴

ω
。
。島

ぐ

勺
>
O

で
あ

り
、

そ

の
額

は
、

八
三
〇

万

ド

ル
で
あ

る
。

第
十

位

は
、

O
o
窃
2
<
塾

く
。
<
同68
藁

O
o
ヨ
ヨ
寡
ΦΦ
の
三

一
万

八
八
七

七
ド

ル
で

(
O塩1

)

あ

っ
た
。

個
人

の
場
合
と
同
様
な

《
独
立
経
費
》
総
額

の
減
少

が
、

一
九

八
二
年
及
び

一
九
八
四
年

に
、
最
大
P
A
C
十
者

の
間

に
生
じ

た
。

こ
う

し
た
P
A
C

に
よ
る

《
独
立
経
費
》
総
額

の
低
落
状
況

の
深
層
部
を
流
れ
続
け
る
原
型
的
な
も

の
と
し
て
、
次
の
三
者
が
、
抽

出

さ
れ
る
。
第

一
は
、
相
対
的

に
少
数

の
P
A
C
が
、
《
独
立
経
費
》
を
支
出
す

る
と

い
う

こ
と

で
あ
る
。
第
二
は
、
《
独
立
経
費
》
を
活

用
す

る
P

A
C
数

は
、
一
九
八
〇
年
以
来
、
劇
的
な
増
加
を
み
せ
て
い
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
第
三
は
、
大
部
分

の
P
A
C
が

《
独
立
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図8大 統領選挙における 《独立経費》
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2988{correctedrelease);19$S:FECPost-generalelectionreports{preliminaryfigures).

経
費
》

に
振
り
分
け

る
資
金
量
は
、
決

し
て
多
大
で
は
な
い
と

い
う
こ
と

で

あ

る
。

こ
う

し
た
三
者
の
結
語

は
、
選
挙
過
程

へ
の
過
大
な
影
響
力
の
行
使

と

い
う

《独
立
経
費
》

の
潜
勢
力

に
対
す
る
人

々
の
危
機

を
、
忘
却
の
波

に

洗

い
去
る
こ
と
を

し
な

い
ま
で
も
、
そ
れ
を
少
な
か
ら
ず
稀
薄
化
す
る
こ
と

は
確
か
と
い

っ
て
よ
か
ろ
う
。
同
じ
く
、

こ
れ
ら

の
結
語
は
、

選
挙
財
政

へ

の
人

々
の
広
範
な
参
加

に
よ
る
政
治
的
平
等

の
推
進
も
し
く

は
代
表
機
能

の

向
上
の
た
め
の
跳
躍
台

と

し

て
、

《独
立
経
費
》
を
鮮
明
か

つ
尖
鋭

に
人

々

が
把
握
す

る
こ
と
を
、
至
難

に
す

る
で
あ

ろ
う
。

《
独
立
経
費
》

は
、

候
補
者

の
支
持
も

し
く

は
潰
敗

の
い
ず
れ
か
を

唱
道

す
る
故

に
、
そ
の
形
式

は
、

二
者

に
分
化
さ
れ
る
。
侯
補
者
を
当
選
さ
せ
る

た
め
の
経
費
と
候
補
者
を
落
選
さ
せ
る
た
め
の
経
費
が
、

こ
れ

に
当
る
。
図

(

)

(

)

8
、
図
9
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、

一
九
七
八
年

か
ら

一
九
八
八
年

に
至
る
十
年
間

の
、
大
統
領
選
挙

に
お
け

る

《
独
立
経
費
》
と
議
員
選
挙

に
お

け

る

《
独
立

経
費
》
の
各
候
補
者

に
対
す

る
賛
成
、
反
対

の
使
途
比
率
を
示
す
る
。

《
独
立
経
費
》
総
額
を
検
証
す

る
な
ら
ば
、

一
九
八
二
年
を
除
き
、
余
独
立

経
費
》

は
、
圧
倒
的

に
、
候
補
者
に
対
す

る
支
持
す

る
た
め
に
用

い
ら
れ

て

い
る
。
し
か
し
、
大
統
領
選
挙
と
議
員
選
挙

に
お
い
て
使
用
さ
れ
る

《
独
立

経
費
》

の
様
式
、
そ
れ

に
、
時
間

の
な
か
を
転
が
る

《
独
立
経
費
》
使
用
の

(693}121



図9議 員選挙における 《独立経費》

{in$millions)
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連
続
的
変
化

の
双
方

に
、
重
要
な
差

異
が
認

め
ら
れ
る
。
大
統
領
選
挙

に

お
け
る

《
独
立
経
費
》

は
、
専
ら
、

大
統
領
候
補
を
支
持
す
る
た
め
の
も

の
と
み
て
よ
い
。

こ
の
こ
と

は
、

予

備
選
挙
と
通
常

の
選
挙

の
両
者
に
妥

当
す
る
。

け
れ
ど
も
、
議
員
選
挙

に
お
け

る

《
独
立
経
費
》

の
使
用
法

の
実
態

は
、

単
純
な
図
式
的
分
類
を
許
さ
な

い
。

そ
の
実
態
を
、

一
本

の
描
線

の
な
か

に
鮮
や
か

に
成
立
さ
せ
る
よ
う
な

一

般
化
は
、
容
易
で
は
な

い
。

一
九
七

八
年

の
議
員
選
挙

に
お
け
る

《
独
立

経
費
》

は
、
主

に
、
候
補
者
支
持

の

一
点
に
向

っ
て
収
束

し
て
い
た
。

し

か
し
、

一
九
八
〇
年
及
び

一
九
八

二

年
の
選
挙
で
は

《
独
立
経
費
》

は
、

(694) 722
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候
補
者
反
対
の
意
図
を
、
明
確

に
透
し
彫
り

に
し
て
い
る
。
そ

の
支
出
額
も
、
候
補
者
支
持

の
総
額
を
凌
駕
す
る
。

し
か
し
、

一
九
八
四

年

に
お
け

る
議
員
選
挙

で
は
、

一
九
八
〇
年

・
一
九
八
二
年

の

《
独
立
経
費
》

の
使
用
様
式

は
、
'反
転
す
る
。
そ
こ
に
は
、
百
八
十
度

の

顕
著
な
両
極
反
応
が

み
ら
れ

る
。
そ

し
て
、

一
九
八
六
年

の
選
挙

で
は
、
候
補
者
支
持

の
た
め
の

《
独
立
経
費
》

の
総
額

は
、
候
補
者
反

対

の
た
め
の
そ
れ

の
六
倍
に
も
達

し
た
。

こ
の
よ
う

に
、
議
員
選
挙
に
お
け
る

《
独
立
経
費
》

の
使
用
法

は
、
多
様
な
変
奏
を
伴
う
。

《
独
立
経
費
》

の
使
用
様
式

は
、

単

に
、
大
統
領
選
挙
と
議
員
選
挙

に
お

い
て
異
な

る
だ
け
で
は
な
い
。

諸
種
の
P
A
C
の
類
型

に
よ

る

《
独
立
経
費
》

へ
の
投
下
額
と
そ
の
費
消
形
態

の
双
方

に
も
差
異
が
あ

る
。

協
同
組
合
P
A
C

(8
9
Φ糞

冨

℃
>
O
)
を
別

に
す
れ
ば
、
企
業

P
A
C
は
、
《
独
立
経
費
》

の
運
用

に
お

い
て
、
最
も
低
調
な
P
A
C

で
あ

る
。
企
業

P
A
C

は
、
議
員
選
挙

よ
り
も
、
む

し
ろ
、
大
統
領
選
挙

に
、
資
金

を
投
ず

る
。
企
業

P
A
C
の

《独
立
経
費
》

に
対
す

る
融
資
額

は
、
僅

か
に
、

一
万
六
〇
〇
〇
ド

ル
ー
三
万
三
〇
〇
〇
ド

ル
を
双
極
と
す
る
振
幅

の
狭

い
領
野

に
散
在
す

る
。

一
九
八
八
年
を

除
外
す
る
な
ら
ば
、
大
統
領

・
議
員
両
選
挙

に
お
け

る
企
業

P
A
C
の
資
金
供
与

に
は
、
候

補
者
支
持

の
主
旋
律
が
、
鮮
明

に
鳴

り
響
く
。

労
働
P
A
C

の

《
独
立
経
費
》

の
使
用
様
式
は
、
恰
も

一
つ
の
流
れ
か
ら
岐
れ
た
二
つ
の
枝

川
の
よ
う

に
、
企
業
P
A
C
と
ほ
ぼ
同

一
の

軌
跡
を
描
く
。

し
か

し
、
労
働

P
A
C

の
場
合
、

《
独
立
経
費
》

に
振
り
向
け
る
資
金

量
は
、
企
業

P
A
C
よ
り
も
多
く
、

一
九
八
〇
年

に
お
け
る
下
限
二
万

四
〇
〇
〇

ド

ル
と

一
九
八
四
年

に
お
け
る
上
限
三
〇
万

六
〇
〇
〇

ド

ル
の
間

に
、
拡
散
す
る
。

通
商

・
会
員
制

・
健
康

P
A
C
は
、

企
業

・
労
働
両

P
A
C
よ
り
も
、

《
独
立
経
費
》

の
活
動

に
積
極
的
で
あ

る
。
げ

ん
に
、
当
該

P

A
C
の
候
補
者
支
持

の
た
め
の

《
独
立
経
費
》

の
総
額

は
、

一
九
七
八
年

の

一
〇
万
八
〇
〇
〇

ド

ル
か
ら
、

一
九
八
六
年

に
は
四
〇
〇
万

ド

ル
以
上

へ
と
、
急

角
度

に
上
昇
し
た
後
、

一
九
八
八
年

に
は
、

二
二
〇
万

ド

ル
に
急
落

し
て

い
る
。

こ
れ
ら

の
P
A
C
は
、
企
業

.
労

働
両
P
A
C
よ
り
も
、
大
規
模
な
資
金
を
、
候
補
者
反
対

の
た
め
の

《
独
立
経
費
》

に
流
用
す
る
。
も
と
よ
り
、
候
補
者
支
持

の
た
め
に

使
用
さ
れ
る
資
金
額

は
、

一
九

八
八
年
以
外

の
す

べ
て
の
選
挙

に
お
い
て
、
候
補
者
反
対

の
た

め
の
資
金
額

よ
り
も
大
で
あ

る
。
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表24PAC類 型別 に よる上院現 職議 員及び挑 戦候補者 のための 《独立経費》{i
nthousandsofdollars)

,77-,78,79」80,81-,82,S3-,84,85-,86,87-,88

Corporate

Incmb.5.7

Chall..8

Labor

Inc皿b血2.O

Chall..2

Non-Connected

Incmb.6.1

Chalk.S.7

Trade/Mem/Health

Incmb.25.4

Chal1.3.1

Cooperative

Incmb.O

Chad.O

Corporationsw/oStock

Incoin..5

Chail.0

3.1

.5

7.1

2.8

..

119.3

93.9

sl.9

0

0

0

0

3.4

2.d

2.7

.05

60.5

100.1

134.7

27.6

4.0

0

0

0

1.4

0

.4

0

558.1

108.4

400.6

25.4

5.0

0

7.2

,9

1.6

0

3.2

0

.9

0

0

2.2

1,776.31,261。3

144.22?4.2

698.6

635.1

.5

0

21.4

29.3

469.9

(-2.7)

0

0

X4.0

17.7

Source:1978-19$fi:

Non-PartyPolitical

preliminaryfigures.

FECReportsonFinancialActivity,FinancialReports,Partyand

Committees,Vol.1,SummaryTables;1988:FECpostgenera]reports,

《
独
立
経
費
》

の
最
大
利

用

者

は
、

無
所
属

P
A

C
で
あ

る
。

一
九
八
〇
年

に
は
、

一
六
〇
〇
万
ド

ル

が
、

《
独
立
経
費
》

に
投
与
さ
れ

て
い
る
。

そ

の
う

ち

の

二
一=

○
万

ド

ル

(八

一
%
)

が
、
無
所
属

P

A
C

に
よ

っ
て
費
消
さ
れ
た
。
最
近
、
無
所
属

P
A

C
に
よ
る

《
独
立
経
費
》
使
用
の
比
率

は
、
他
の
類

型
の
P
A
C
が

《
独
立
経
費
》
使
用

の
比
率
を
高

め

て
い
る
た
め
、
若
干
、
低
下

し
て
い
る
。
し
か
し
、

無
所
属

P
A
C

は
、
他

の
類
型

の
P
A
C
よ
り
も
、

《
独
立
経
費
》

に
、

多
額

の
資
金

を
当
て
る
。

一
九

八
四
年

に
お
け
る
そ

の
額
は
、

一
九
〇
〇
万
ド

ル
以

上
で
あ

っ
た
。

し
か
も
、
無
所
属

P
A
C
は
、
他

の

類
型

の
P
A
C
よ
り
も
、

候

補

者

反

対

の
た

め

の

《
独
立
経
費
》

に
も
、

多
額

の
資
金
を
充

当

す

る
。

一
九
八
二
年

に
は
、

五
八
〇
万
ド

ル
が
、

《
独
立
経

費
》

に
用

い
ら
れ
た
。
そ

の
う
ち
の
四
五
〇
万
ド

ル

は
、
無
所
属

P
A
C

に
よ
る
候
補
者
反
対
の
た
め
の

使
用
分
で
あ
る
。
最
近

に
お
け
る
選
挙
で
は
、
無
所

124(696)
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X25PムC類 型別下 院議員 及び挑戦候補 者 の 《独立経 費》

(inthousandsofdollars)

,77-,78,79-,80,81」82,83-,84,85 -,86,87-,88

Corporate

Incmb.2.8

Chall.3.2

Labor

Incmb.10.5

Chal1.1.5

Non-Connected

Incmb.4.4

Cha11.149.7

Trade/Mem/Health

Incmb.45.9

Chall.15.8

Cooperative

Incmb.1.O

Chall.o

Corporationsw/oStoek

Incmb..4

Chall..7

6.7

6.3

4.1

1.6

26.6

61.1

23fi.9

172.6

1.5

0

1.3

,1

7.1

?.0

15.8

s.s

70.4

11.9

457.3

95.3

0

0

?.4

9.7

18.5

3.0

23.7

3.5

2s2.s

143.7

3fi2.1

264,6

5.7

0

10.9

4.7

15.9

3.fi

33.3

27.3

3。5

3.0

2.2

2.8

i,463.844i.9

222.043,9

225.0

581.7

c.o

.05

...

28.7

1,014,9

.7

0

0

.,

3.7

Source:1978-1986:FECReportsonFinancialActivity,FinalReports,FartyandNon-

Par#yPoliticalCommittees,VvlI,SummaryTables,1988:FECpost-generalreports,

preliminaryfigures.

属
P
A
C
は
、
候
補
者
反
対

よ
り
も
、
む

し
ろ
、
候

補
者
支
持
に
向

っ
て
、
選
挙
資
金
を
集
中
す

る
。
け

れ
ど
も
、
無
所
属

P
A
C

は
、
候
補
者
反
対

の
た
め

の
選
挙
資
金
運
用

に
お
い
て
、
他

の
P
A
C
類
型

に

対
し
主
導
的
地
位

に
あ

る
。

そ
れ
で
は
、

《
独
立
経
費
》

は
、

議
員
選
挙
に
お

い
て
、
現
職
議
員
と
挑
戦
候
補
者

の
い
ず
れ

に
、
優

先
的

に
適
用
さ
れ
る
の
で
あ

ろ
う
か
。
こ
の
問
い
に

(
3岳1
)

(
幽

)

(
踊

)

(
燭

)

対
す
る
解
答
は
、
表

24
、
表

25
、
表

26
、
表
27
に
、

そ
れ
ぞ
れ
、
覗
わ
れ
よ
う
。

企
業
、
労
働
両

P
A
C
が
個

々
に
支
出
し
た
少
額

の
資
金

は
、
上
院
議
員
選
挙

の
場
合
、
現
職
議
員

に

対
す
る
支
持
と

い
う

一
つ
の
大

い
な
る
急
流

の
な
か

に
溶
け
込
ん
で
ゆ
く
。
け
れ
ど
も
、
時

に
は
、
下
院

議
員
挑
戦
候
補
者

に
対
す

る
支
持
と
現
職
下
院
議
員

に
対
す
る
支
持
と
が
等
額

で
あ
る
と

い
う
、
機
械
的

図
式
が
成
立
す

る
。
注
目
す
ぺ
き

《
独
立
経
費
》

は
、

無
所
属
P
A
C
と
通
商

・
会
員
制
、
健
康
P
A
C
に

(69?}125



表26下 院議員候補者に対するPAC献 金の配分状況,

TypeofPAC .・ ':/ 1982

Lα う0グ

ofPACdollars

toDemocrats

tononincumbents

COゆ0プate

ofPACdollars

toincumbents

Democrats

Republicans

tononicumbents

Democrats

Republicans

Tr¢de/触3θ 吻 み6ア31加ψ/乃 θ{2」～}1勉

ofPACdollars

toincumbents

Democrats

Republicans

tononincumbents

Democrats

Republicans

1級つnconnected

ofPACdollars

toRepublicans

tononincumbents

De皿ocrats

Republicans

30

96

36

25

63

(35}

Cog)

37

(9)

(28)

34

63

(36)

(27)

37

C11)

(26)

8

77

74

(10)

(64)

25

95

26

32

68

(36}

(32}

31

(2)

(29)

31

73

(39)

{32)

30

{5)

(Z5)

8

6$

62

(9)

(53)

25

96

43

31

?7

(32)

(45)

22

(4)

(1s)

27

76

{34)

{42)
24

C8)
(16)

12

4?

52

(24)

(ZS)

Source:Ornstein,Mann,andMalbin,VitatStatistics,109-120.

1978-1986
(inpercentages)

1984 1985

26

94

23

31

82

(43}

(39)

19

{2)

(17)

27

83

C4?)

{36}
17

(5)

(12)

12

48

45

×12)

{33)

26

94

35

31

$5

(44}

(41)

15

(4)

(11}

27

83

(45)

(38)

18

C$)

{lo}

13

41

46

C26)

{ZO)

認

め
ら
れ
る
。
両
者

の

《
独
立

経
費
》

の
形
態
は
、

こ
の
十
年

間

に
、

大

き

な
変

貌

を
遂

げ

た
。

一
九
七
八
年

の
下
院
議
員

選
挙
と

一
九
八
〇
年

の
上
院
議

員
選
挙

に
は
、
無
所
属
P
A
C

は
、
上
下
両
院
議
員
挑
戦
候
補

者
を
援
護
す
る
た

め
に

一
〇
〇

万
ド

ル
以
上
を
傾
注
し
た
。
他

方
、

現

職

議

員
支

持

の
た

め

に
は
、
僅

か
数
千

ド

ル
が
、
支

出
さ
れ
た
に
す
ぎ
な

い
。
挑
戦

侯
補
者
を
支
援
す

る
た
め
の
拠

出
額

は
、

一
九
八
〇
年

の
下
院

議
員
選
挙
と

一
九
七
八
年
、

一

九
八
二
年

の
上
院
職
員
選
挙
に

お
い
て
、
現
職
議
員
支
持

の
た

め
の
そ
れ
を
上
廻

っ
た
。

一
九

126(698)
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表27上 院議員候補者に対す るPAC献 金の配分状況, 1978-198fi

(inpercentages)

Typeげ ・PAC 1978 "/ 1982 r・, 1986

LのOf

ofPACdollars

toDemocrats

tononincumbents

Corporate

ofPACdollars

toincumbents

Democrats

Republicans

tononincumbents

Democrats

Republicans

Trade/〃 躍脚うσ3乃 考ρ/health

ofPACdollars

toincumbents

Democrats

Republicans

tononincumbents

Democrats

Republicans

Nanconnected

ofPACdollars

toRepublicans

tononincumbents

Democrats

Republicans

28

91

55

ss

52

(15}

X37)

48

×13)

(35}

27

50

(19)

{31.)

49

(19)

Cso)

7

74

?0

(15)

(55)

22

90

2?

41

39

(25)

{14)
61

(3)

(ss)

24

54

(37)

(1?)

47

(g}

(39)

11

73

?1

(4}

C67}

22

92

37

38

s7

(26)

(41)

33

(2)

(31)

22

76

(37)

(39)

24

(6)

(18)

14

50

51

(21)

(30)

xs

94

66

41

77

C2a)

C57)
22

(5)

(17)

22

75

C27)

(4s)
25

(15}

Coo)

18

44

53

(37)

(is)

16

93

70

41

61

(13)

(48)

39

(12}

(Z?)

21

60

(1s}
(42}
40

(21)

(19)

17

45

59

(40}

(19)

Source:Ornstein,Mann,andMalbin,VitalStatistics,112--113.

八
二
年

の
下
院
議
員
選
挙
と

一

九
八
四
年

の
上
院
議
員
選
挙
で

は
、
無
所
属

P
A
C

は
、
過
去

の
軌
道
に
束
縛
さ
れ
る
こ
と
な

く
、
挑
戦
候
補
者

に
対
す
る
支

持
を
遙
か
に
越
え
る
支
持

の
手

を
、
現
職
議
員
に
向

っ
て
差
し

伸

べ
て
い
る
。
こ
の
様
式
は
、

嘲
九
八
八
年

の
選
挙

ま
で
崩
れ

な

い
。

こ
こ
に
は
、
現
職
議
員

支
持

へ
の
胎
動
が
、
力
強
く
脈

打

っ
て
い
る
。

他
方
、
通
商

・
会
員
制

・
健

康
P

A
C
は
、

一
九
八
四
年

を

通

し
て
、

《
独

立
経

費
》

の
大

半
を
、
現
職
議
員
支

持

の
た
め

に
注
入
し
た
。
し
か
し
、

こ
れ

ら

の
P
A
C
は
、

一
九
八
六
年

(699)12?



に
は
、

挑
戦
候

補
者

支
持

へ
と

、

こ
れ

ま

で

の
姿

勢

を
転

回

し
、

そ

の
た

め

に
少

な

か
ら

ぬ
失
費

を
招

い
た
。
下

院
議

員
選

挙

で

は
、

現

職
議

員

に
対
す

る
供
与

額

の

二
倍

の
資
金

が

、
挑

戦
候

補

者

の
た

め
に
集

め
ら
れ

、

上
院
議

員
選

挙

の
場

合

に
は
、

両
者

に
対
す

る
供
与

額

は
、

ほ
ぼ

均
等

で
あ

っ
た
。

け

れ

ど
も
、

一
九

八

六
年

に
至

っ
て
、

こ
れ
ら

の
P

A
C

は
、

一
九

八

二
年

に
お
け

る
無

所
属

P

A
C
と

同

じ
く
、

挑
戦

候
補

者

を
支
持

し
現

職
議

員

に
反

対
す

る
た

め

の
選

挙
資

金

支

出

は
、

所
期

の
効

果

を
収

め
得

な

い
と

い
う
事

実

を
、

認

識

し
た
。

一
九

八
八
年

に

は
、

こ
れ

ら

の
P

A
C

に
よ

る

《
独

立
経
費

》

は
、

す

べ

て
、

現

職
議

員

を
支
持

す

る
方
向

に
、

転
換

す

る
。

こ
の
よ
う

に
、

P

A
C

は
、

連

邦
選

挙

の
結

果

に
自

己

の
影

響
力

の
波

動

を
拡
げ

る
た

め

に
、

《
独

立
経
費

》

を
、

積
極

的

に
活
用

し

て

い
る
。

《
独

立
経

費
》

の
積

極
的

活

用

に
先
鞭

を

つ
け

、

こ
れ

に
対

す

る
世

人

の
関
心

を
呼

び
起

し
た

の
が
、

一
九

七

八
年
、

一
九

八

〇

年

の
N
C

P
A
C

で
あ

る
。

一
九

七

八
年

に
、

N
C

P

A
C

は
、

ア

イ
オ

ワ
州

選

出

の
民

主
党

上
院
議

員

D

・
ク
ラ

ー

ク

(∪
即。犀
Ω
信。門犀
)
に
焦
点

を
絞

り
、

ク
ラ
ー

ク
上
院
議

員

が
議
会

に
お

い
て

ア
イ

オ

ワ
州

の
利

益

を
代
表

す

る

に
は
余

り

に
も

進
歩

主
義

的
あ

る

こ
と

を

理

由

に
、

《
独
立
経
費
》

の

操
作

を
通

し

て
、

ク
ラ

ー

ク
議

員

に
対
す

る
痛

難

の
宣

伝

・
広
告

活
動

を
烈

し
く
展

開

し
た
。

ク
ラ

ー

ク
は
、

こ
の
年

、

議
席

を
喪
失

し

た
。

N
C

P

A
C

は
、

ク
ラ
ー

ク
議

員

の
敗

退

は

《
独

立
経

費
》

運

用

の
力

学

の
な
か

に
彼

の
選

挙

運
動

を
完

全

に
組

み
込

み
翻

弄

し
た

こ
と

の
結

果

で
あ

り
、
専

ら

そ
う

し
た
自

己

の
功

績

に
よ
る
も

の
と
、
宣

言

し
た
。

一
九

八
〇

年

に
は
、

N
C

P

A
C

は
、
進

歩

主
義

の

民
主
党

上
院

議

員

六
名

i

A

・
ク
ラ

ン

ス
ト

ソ

(≧
雪

ρ
碧
。。8
昌
o
h
O
臼。霞
oH三
餌)
、

G

.
マ
ク

ガ

ヴ

ァ
ソ

(Φ
①。
「σq。
ζ
。O
。
く。.昌
。略
o。
。鎚
夢

O
葬
。邑

・

B

●
ベ

イ

(bd
ぎ
プ
ゆ
醸

。
=

巳
同呂
餌)
、
J

・
カ

ル
ヴ

ァ
ー

Q
。ぎ

O
巳
く
。二

=

。壽

)、

F

・
チ

ャ
ー
チ

(「
Hg。昌犀
O
ゴ
賃
『。ゲ
。
幽
冠
・。3
。
)

T

・
F

・
イ

ー
グ

ル
ト

ソ

(↓
ゴ
。
暮

。。
国
・
浮

σq
巨
。昌
。{
≦

・。.・。琶

)
ー

を
標

的

と
し

て
掲

げ
、

彼

ら

に
向

っ
て
、

一
斉

に
、

《
独

立
経
費

》

の

十
字

砲
火

を
浴

び

せ
た
。

そ

の
結

果
、

ク
ラ

ソ

ス
ト

ソ

・
イ

ー
グ

ル
ト

ソ
両
上

院
議

員

を
除
く

四
名

が
、

落
選

す

る

に
至

っ
た
。

一
九

八

〇

年
末

に
、

N
C

P

A
C

は
、

議

員
選

挙

の
結
果

を
制
す

る
た

め
の
主
要
な

武
器

と

し

て
、

《
独

立

経
費
》

と
自

己
自

身

と
を
提

示

し
た
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へ
圃

)

の
で
あ

る
。

《
独
立
経

費
》
を
様

々
に
応

用

し
た

N
C

P

A
C

の
初

期

の
成
功

は
、

選

挙

の
結

果

に
対

す

る

《
独
立
経

費
》
の
影

響
力

の
好

個

の
事

例

と

さ
れ

て

い
る
。

し
か

し
、

一
九

八
〇

年

以
降

に
お
け

る

《
独
立
経

費
》

の
選
挙

の
結

果

に
及
ぼ

す

影
響

力

は
、

必
ら

ず

し
も
明

瞭

で
は

な

い
。

一
九

八

二
年

の
場
合
、

N
C

P

A
C

の

《
独

立
経
費

》

の
運

用

は
不
成

功

に
終

っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と

は
、

{
つ
に
、

N
C

P
A

C

の
攻
撃

の
標

的

と
さ
れ

た
現

職
議

員
-

例
え

ぽ
、

マ
サ

チ

ュ
ー

セ

ッ
ツ
州

選

出

民
主
党

上
院

議

員

E

・
M

・
ヶ
ネ
デ

ィ

(臣

壽

a

ヌ

閑
。8
。
ξ
)、

西

ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア
州
選

出

民
主
党

上
院

議

員

R

・
C

・
バ

ー
ド

(閃
O
げΦコ

O
●
一W団
「山
)、

メ
リ
ー

ラ

ン
ド
州

選
出

上
院

議
員

P

・

S

.
サ

ー
ベ

ー

ン
ズ

(勺
ゆ億
一
ω
●
ω
帥同ぴ
伽出
①ロo)、

な

ど
が
、

こ
れ

に
当

る
ー

が
、
安

全

議
席

を
支
配

し
、

一
九

七

八
年
、

一
九

八
〇
年

の
両
選

挙

で
敗

れ
去

っ
た
上
院
議

員

よ
り

も
、
自

己

の
選

出
州

の
住

民
と

の
間

に
、

政

策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体

系

の
局
面

で
、

共
鳴

と

共
感

の
弦

を
所
有

し

て

い
た
と

い
う

事
実

に
よ

る
。

加

え

て
、

一
九

八
〇

年

の
選

挙
後

、
進

歩
主

義

を
標

榜
す

る
P

A
C
が
相

次

い
で
、

結
成

さ
れ
、

こ
れ
ら

の
P

A
C
が
、

一
九

八
二
年

の
選
挙

で
、

進
歩

的

な
現

職
議

員

の
擁

護

と
保
守

的

な
現

職
議

員

の
追

放

の
双
方

の
目
標

に
向

っ
て
、

能
動

的

に
活

動

し
た
。

こ

の
事

実

と

一
九

八

二
年

に
お
け

る

N
C

P

A
C

の
不
成
功

と

は
、

基
底

に
お

い
て
通

じ
合
う
。

こ
の
よ
う

に
、

一
九

八

二
年

に
お
け

る

N
C

P

A
C

の
不
成
功

は
、

N

C

P

A
C

の
標

的

と
さ

れ

た
現

職
議

員
と
彼

ら

の
選

挙

民
と

の
間

に
お
け

る
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ギ

ー
体

系
上

の
伴

奏
音

と
主

旋
律

の
深

い
響
応
、

そ

し

て
、

新

た
な
進
歩

主
義

的

P
A
C

の
拾

頭
、

と

い
う

二
重

の
契

機

を

内

在

さ
せ

て

い
る
。

一
九

八

六
年

の
選

挙

に
お

い
て
、
若

干

の
通

商

・
会

員
制

、
健

康

P

A
C

は
、

上
下

両
院

の
現

職
議

員

と
対
決

す

る
挑
戦

候

補
者

の

た

め

に
、

《
独

立
経
費

》
を
援

用

し
た
。

ア

メ
リ
カ
医
師
会

P

A
C

(㌧
巨
鼠

6・。・
ζ
①島
。巴

〉
。。・。。
。糞

一8

℃
>
O
)

(A
M
P
A
C
)、
全

国

不
動
産

業

者

協
会

P

A
C

(累
自。鉱
o
屋
一
〉
。。9。0
9
巴

§

o
{
園
Φ銑
ε
窃

勺
>
O
)
(R
P
A
C
)
、

そ

し

て
、

自

由
貿

易

の
た

め

の
自

動
車

販
売

業

者

P

A
C

(》
韓
。

∪
。
帥一。冨

{。.
句
...
↓
.。。瓢
。
℃
>
O
)

は
、

《
独

立
経
費

》

を
使

用
す

る
最

大

P

A
C

五
指

の
う

ち

に
入

る
。

一
九

八

六
年

の
選

挙

で
、

A

M
P

(?Ol)129



A
C
は
、

上
下
両
院
議
員
候
補
者
十
四
名

を
選
出
す
る
た
め
に
、

《
独
立
経
費
》

と
し
て

一
五
〇
万
ド

ル
を
支
出
し
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

そ

の
二
分

の

一
を
当
選
さ
せ
る
に
と
ど
ま

っ
た
。

R
P
A
C

(
一
六
〇
万
ド
ル
支
出
)
は
、

六
候
補
者

の
う
ち
の

一
名
を
、
自
動
車
販
売
業

(
期

)

者

P

A
C

(
一
〇
〇
万
ド

ル
支
出
)

は
、
現

職

上
院

議

員

七
名

中

三
名

を
、

そ

れ
ぞ

れ
、

当
選

さ
せ

る

こ
と

に
成
功

し
た
。

こ

の
よ
う
な

《
独

立
経

費

》
運

用

の
不
首

尾

の
事

例
と
対

立

し
、

そ
れ

を

否
定
す

る
事

例

と

し
て
自

己

を
構
成

す

る

《
独

立
経

費
》

運

用

の
事

例

も
、
も

と

よ
り

、
あ

り
得

る
。

こ
れ

が
、

一
九

八

六
年

に

お
け

る

A
M
P

A
C

の
成
功

例

で
あ

る
。

こ
れ

は
、
コ

ロ
ラ
ド
州

第

二

下

院
議

員

選
挙
区

の
空

白
議
席

に
つ
い

て
生

じ

た
。

A
M
P

A
C

は
、

《
独

立
経
費

》

一
〇

万

ド

ル
を
、

選
挙

運

動
期

間

に
お
け

る
最

後

の
二
〇

日
間

に
集

中

的

に
傾

け
、

民

主
党

候
補

者

D

・
ス
カ

ッ
グ

ス

(0
9。<
嵐

の
訂
器
。・)
の
た

め
に
、

積
極

的

な
投
票

獲
得

活
動

を
展
開

し

た
。

ス
カ

ッ
グ

ス
の
場

合
、

一
九

八

六
年

春

の
世

論

調
査

で

は
、

対

立
候

補
者

と

の
間

に
、

二
〇

ポ

イ

ソ
ト
の
支

持

率

の
差

が
、

認

め
ら

れ

た
。

し
か

し
、

彼

は
、

十

一
月

の
選

挙

で
、

五

}

・
四
%
対

四

八

・
五
%

の
微

差

で
当

選

し
た
。

こ

の
と
き
、

ス
カ

ッ
グ

ス
は
、
「
得

票

率
五

一
・
五

%
で
当
選

し
、

A
M

A
が

一
〇

万

ド

ル
を
、

私

が

五
〇

万

ド

ル
を
、

そ
れ
ぞ

れ
、

こ

の
選
挙

戦

に
投

入

し
た
と
き
、

お

の

(
雌

)

ず

と
当

該
選

挙

に
つ

い
て

の
結
論

が
、

抽
き

だ

さ
れ

よ
う
」

と
述

べ

て

い
る
。

A
M

P

A
C

は
、

こ

の

Qっ
冨

σq
σq
写
Z
9

8

。
す

ま

昌

で
、

自

己

の
擁

立
候

補

を
首

尾

よ
く
当

選

さ

せ
る

こ
と
が

で
き

た
。

し
か

し
、

A
M

P

A
C

が
、

イ

ン
デ

ィ
ア
ナ
州
選

出

の
民
主

党
下

院
議

員

A

・
ジ

ェ
コ
ブ

ス

(》
巳
器
芝
智
8
げ
。。.
冒

)
及

び

カ

リ

フ

ォ
ル

ニ
ア
州

選
出

の
民
主
党

下
院

議

員

F

・
H

・
"
ピ

ー

ト
"

ス
タ
ー
ク

(剛
。善

3

国

、.℃
。
齢①.、
ω
§

犀
)
と
対

戦

し
た
と
き
、

両
下

院
議

員

の
打

倒
と

い
う

そ

の
意

図

は
、

挫

折
す

る

に
至

っ
た
。

A

M

P
A
C

は
、

ジ

ェ
コ
ブ

ス
議

員

の
対

立
候
補

者

J

・
エ
イ

ノ

ン

(』㊤日
①。。
穿

コ8
)

に
対

し
て
、

三

一
万

五
〇
〇

〇

ド

ル
を
、

ス
タ
ー
ク
議
員

に
対

抗

し
た

D

・
ウ

イ

リ

ア

ム
ズ

(O
⇔
く
凱

奢
一一蕾
日
。。)
候

補
者

の
た

め

に
、

二
五

万

二
〇

〇

〇

ド

ル
を
、

そ
れ

ぞ

れ
、

支

出

し

た
。

け
れ

ど
も

、
現

職
議

員

二

名

は

い
ず

れ
も
、

楽

勝

し

た
。

こ
う

し

て
、

挑
戦

候
補

者
を
支

持
す

る

た

め
に
、

通
商

・
会

員
制

・
健

康

P
A
C
が

、

一
九

八
六
年

に
、

《
独

立
経
費

》

に
投

入

し
た
資

金

量
と

こ
う

し

た
候

補

者

の
選
挙

に
お
け

る
成
功

率

と
を

比
較

す

る
な
ら

ぽ
、

《
独

立
経
費

》

が
、

常

に
、
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選
挙
の
結
果

に
影
響
力
の
明
確
な
刻
印
を
残
す
と

い
う
証
左

は
、
皆
無
と
い

っ
て
よ
い
。

以
上
に
述

べ
て
き
た
よ
う

に
P
A
C
が

《独
立
経
費
》

で
自
ら
を
武
装
し
、
現
職
議
員
の
再
選
を
掃
討

し
ょ
う
と
し
て
も
、
そ
れ
は
、

無
用
な
告
発
を
続
け
る
循
環
運
動

に
終
る
で
あ
ろ
う
。

《
独
立
経
費
》

は
、

現
職
議
員

の
選
挙
区
の
底
か
ら
鳴

り
響
く
政
策

・
イ
デ

オ

ロ

ギ

ー
体
系
や
独
自

の
利
益

の
信
号
を
傍
受

し
、

こ
れ
と
響
き
合

い
、
絡

み
合
い
、
連
動
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

と
き

に
は
現
職
議
員

の
再

選

の
培
養
基

と
な
り
、
ま
た
、
あ
る
と
き
に
は
、
そ
れ
を
保
障
す
る
保
護
膜
と
な
り
、
さ
ら

に
別

の
と
き

に
は
、
そ

の
破
壊
装
置
と
も
な

り
得
る
。

《
独
立
経
費
》
は
、

現
職
議
員

に
よ
る
豊
富
な
選
挙
資
金

の
調
達
と
再
選

の
半
恒
久
化
の
回
転
扉
か
ら

の
突
破

口
と
は
な
り
得

な
い
と

い
う
こ
と
が
で
き

よ
う
。
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一
般

に
、
あ
ら
ゆ
る
種
類

の

《
専
門
職
業
》

(鳴
o
駐

も。凶8
)

の
多
様
性
が
収
敷

す

る

原

点

に
は
、

次

の
ご

と

き
顕
者

な

普
遍
的
性
格
を
認

め
る
こ
と
が
で
き
る

(}
印
目
①
の

}

。。
仲①
〈
。
周
・
§

馬

蜜

職

黛

窯

ミ

詠
§

ミ
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§

§
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ミ
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婁
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ミ
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亀
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醤
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句
ミ
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鴨
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亭
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9
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帥
ぎ

〉
・
ζ

・
O
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騒

号

富

m
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働
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詳

9

矯
§

恥

㌔
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爵

鴇
&
誠

噛
N
捻

簿

)
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第

一
は
、
専
門
職
業
が

《
科
学
的
も

し
く
は
技
術
的

な
基
盤

》

(8
断⑦
三
臨
6

0壇

8
0匿

協6巴

び器
窃
)

に
立

脚
し
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。

こ
の
こ
と
は
、
専
門

職
業
人
は
、
何
ぴ
と
で
あ
れ
、

一
般

公
衆

に
対
し
て
、

ま
た
、
他

の
専
門
職
人

に
対
し
て
も
、
自
己
の
特
殊
能
力
を
主
張
し
得

る
も

の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う

こ
と
を
、
意
味
す

る
。

こ
の
特
殊
能
力
は
、
専
門
的

な
知
識

・
技
術

を
所
持
す
る
と
す

る
専

門
職
業
人

の
主
張
を
現
実

に
裏
付
け

る
確
爽
な
知
識

の
体
系
に
依
拠

し
て
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い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

第
二
は
、
専
門
職
業
に
就
ぎ
た
い
と
す
る
志
望
者
に
、
何
ら
か
の
研
修
方
式
が
、
準
備
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

も

し
専
門
職
業
に
就
く
こ
と
が
、
《
仕

事

の
合
い
間
》
(8
-チ
Φ
台
げ
)
の
研
修
に
よ
っ
て
成
就
さ
れ
得
る
ほ
ど
簡
単
で
あ
る
な
ら
ば
、
専
門
職
業
組
織
と
し
て
の
勢
威
あ
る
社
会
的
地
位
を
主
張
す
る
当
該
組

織
の
地
位
は
、
低
落
す
る
で
あ
ろ
う
。
専
門
職
業
に
従
事
す
る
た
め
の
厳
格
か
つ
体
系
的
な
研
修
は
、
当
該
専
門
職
業
の
勢
威
あ
る
社
会
的
地
位
へ
の
主
張
を
増
幅
さ

せ
る
の
み
で
は
な
く
、
さ
ら
に
進
ん
で
、
当
該
専
門
職
業
に
就

こ
う
と
す
る
志
望
者
を
抑
制
し
選
抜
す
る
こ
と
を
可
能
に
す
る
。

第
三
は
、
専
門
職
業
が
、
以
下
の
こ
と
を
主
張
す
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
専
門
職
業
人
は
、
社
会
に
奉
仕
す
る
た
め
の
特
殊
の
研
修
を
受
け
て
い
る
ば
か
り
で
は
な

く
、
さ
ら
に
、
社
会
に
奉
仕
し
た
い
と
す
る
特
殊
の
原
衝
動
を
も
所
持
し
て
い
る
と
い
う
の
が
、
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
特
殊
な
原
衝
動
が
、
専
門
職
業
人
と
非
専
門
職

業
人
の
中
央
に
讐
え
る
分
水
嶺
と
い
っ
て
よ
い
。

第
四
は
、
専
門
職
業
が

《
制
度
紹
》
(冨

鼻
象

。
津
】
莞
耳
。
「犀
)
を
通
し
て
、
自
己
の
勢
威
あ
る
社
会
的
地
位
を
発
展
さ
せ
防
衛
す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う

し
た

《
制
度
網
》
に
は
、
通
常
、
専
門
職
業
結
社
、
専
門
職
業
の
雇
傭
と
職
種
と
が
生
ず
る
諸
制
度
、
政
府
に
よ
る
許
認
可
交
付
の
管
掌
…機
関
と
の
連
絡
制
度
、
そ
れ

に
、
新
入
専
門
職
業
人
に
対
す
る
研
修
を
担
当
す
る
諸
制
度
、
な
ど
が
、
含
ま
れ
る
。

第
五
は
、
専
門
職
業
の
現
実
の
展
開
状
況
に
対
す
る
統
制
の
維
持
で
あ
る
。
専
門
職
業
内

に
お
い
て
、
他
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
名
声
と
を
汚
す

《
い
か
さ
ま
》
(ρ
岳
,

降
Φq
)
が
許
容
さ
れ
て
い
る
限
り
、
い
か
な
る
専
門
職
業
も
、
存
立
し
得
る
余
地
は
な
い
。
サ
ロ
ビ

ス

以
上
の
ご
と
ぎ
必
要

条
件

に
加
え
、
専
門
職
業

の
十
分
条
件

と
し
て
、
専
門
職

業
人
の
用
役
を
受
容

す
る
と
お
も
わ
れ

る
顧
客

に
深

い
感

銘
を
与
え
る
た
め
に
、
当

該
職
業
人
が
所
有

し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い

《
神
秘
性

》

(ヨ
鴇
且

器
)
を
、
あ
げ

る

こ
と
が

で
き
る
。

社
会
学
者

の
H

.
ワ
イ

レ
ソ
ス
キ
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帥
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≦
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。,ξ
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亨
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9
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が
、

こ
れ

に
当

る
。
「顧
客

で
あ
る

一
般

公
衆

は
、
遂
行
さ
れ

る
ぺ
き
課
業

の
な
か
に
、
神
秘
性
を
認

め
る
。
そ
れ

は
、

一
般
普

通
人

に
獲

得
す

る
こ
と
が
許
さ
れ
て

い
な

い
神
秘

性

で
あ
る
」
。
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≦
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は
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「
専
門
職
業

の
神
秘
性
」

は
、

「決
定

的
性

格
」

(。
毎
ユ
巴
ξ

)
を
、
伴

な
い
、

双
方

は
、
相
補

的
な

一
対
を
な
す
と
論
じ
て

い
る
。
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巳

鐸
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「
い
か
な
る
職
業
も
、
自
己

の
周
辺

に
所
在
す
る

り
重
要
な
"

(。。一σq
三
津
帥
韓
)

他
者

の
集
団
が
、
当

該
職
業
は
彼

ら

の
繁
栄
も
し
く

は
彼

ら
の
生
存

に
不
可
欠

で
あ

る
と
認
識
す

る
と
き
、
決
定
的
性
格

を
所
有
す

る
。

決
定
的
性
格
と
は
、
職
業
が
そ

の
顧
客
、
雇
傭
者
、
あ

る
い
は
そ
の
他

の

一
般

公
衆

と
、
ほ
と
ん
ど
死
活

に
か
か

わ
る
致
命
的
な
関
係
を
有
す

る
と
い
う
こ
と
を
意
味

す
る
」
。

こ
う
し
て
、
専
門
職
業
化
を
希
求
す
る
職
業
集

団

は
、
必
要
条
件
五
者

と

一
つ
の
十
分
条
件
を
、
充

足
し
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
。

い
う

と
こ
ろ

の
十
分
条
件
と
は
、
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サ
　
ビ

ス

専
門
職
業
人
の
給
付
す
る
用
役
を
利
用
す
る
資
格

の
あ
る
顧
客
な
い
し

一
般
公
衆

は
、
専
門
職
業
人
を
、
特
殊
な
、
神
秘
的
で
す
ら
あ
る
能
力
の
所
有
者
と
し
て
、
認

サ

コ

ビ

ス

識
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
顧
客
な
い
し

一
般
公
衆
は
、
専
門
職
業
人
の
給
付
す
る
用
役
を
、
彼
ら
の
福
利
に
肝
要
な
も
の
で
あ
る
と

し
て
、
把
握
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
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O
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客
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霊
o臨
コ
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Ψ

6
幽『

唱

・?
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。。
民

鳴
民

①
F
.
o
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こ

℃
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-
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拙
著

『
現
代
行
政
学
』

(第

一
部
)

二

九

八
六
年
)

へ啓
文
社
)
二
七
頁
-

二
八
頁
参
照
。
拙
稿

『
ア

メ
リ
カ
に
お
け
る
議
員

の
特
殊
性
1

「政
治
体
系

の
孤
児
」
1
』

(「
神
奈

川
法
学
」
第
十
六
巻
第
二

・
三
号
)

(
一
九
八

一
年
)

一
四
八
頁
ー

一
五
〇
頁
参
照
。

(14
)

㎝
九

八
七
年

の
時
点

に
お
け
る
議
員

の
歳
費
は
、

八
九
、

五
〇
〇
ド

ル
で
あ
る
。
上
下
両
院

の
各

々
が
議
員

に
関
す
る
倫
理

コ
ー
ド
を
制
定

し
た

一
九

七
七
年
及
び

一
九

七
八
年
以
来
、
議
員

が
取
得
す

る
こ
と
が
許
容
さ

れ
る
歳
費
外

の
収

入
額

に
は
、

一
定

の
制
限
が

課

せ
ら
れ

て
い
る
。
当
初
、
歳
費
外
収

入
に
対
す

る
上
限

は
、

歳
費
の
僅
か

一
五

%
で
あ

っ
た
。

し
か
し
、

こ
の
よ
う

な
苛
酷
な
制
限

に
対
す

る
議

員

の
不
満
が
た
か

ま

っ
た
結

果
、
そ

の
上
限

は
引
き

上
げ

ら
れ
、
現
在

に
お
け
る

そ

の
上
限

は
、

上
院
議
員
が
歳
費

の
四
〇
箔

ま
で
、
下

院
議
員
が
同
じ
く
歳
費

の
三
〇
%
ま
で
、
と
さ
れ

る
に
至

っ
て
い
る
。

こ
の
場
合
、
下
院
議
員

の
凡
そ
一
一〇
%

(主
と
し
て
、
民
主

・
共
和
両
党

の
院
内
総
務

・
院
内

幹
事

の
ご
と
ぎ
指
溝

者
、

そ
れ

に
、

常
任
委
員

長
)

の
み
が
、
現
実
に
、

こ
う
し
た
三
〇
%

の
上
限

(二
六
、

八
五
〇
ド

ル
)

に
達

し
て

い
る
す
ぎ
な
い
。
な
お
、

こ

の
上
限
を
越
え
る
歳
費
外
収

入
に
つ

い
て

は
、

上
下
両
院
議
員
と
も
、
慈
善
事

業

へ
の
寄
附

を
義
務

づ

け

ら

れ
て

い
る
。
そ

の
他
、
議
員

に
対
す

る
福
利
厚
生
諸
給

付

(串
ぎ
㈹
。
げ
窪
①
津
。。)
と
し
て
、
生
命
健
康
保

険

(厳
。
巾
鼠

ぽ

巴
爵

一蕊
弓
帥
コ
8
)
、
本
文

で
言
及

さ
れ
る
魅

力

的

な
年
金
制
度
、
そ

し

て
、
医
師

・
看
護
婦

の
専
任

ス

タ

ッ
フ

に
よ

る

広
範

な

医
療

サ
ー
ビ

ス
、

な
ど

が
、

あ
げ

ら
れ

る
。

さ
ら

に
、
医
療
給
付

(ヨ
a
断邑

冨
器
障
の)
の
な
か

に
は
、
健
康
診
断
、
出
産
費

の
支
給

、
理
学
療
法
、
予
防
接
種
、
薬
剤

の
無
料
投
与

、
な
ど
が
、
含

ま
れ
る
。
そ
の
他

の
議
員
特
権

は
、

ウ

ォ
ー
タ

ー
リ

ー
ド
も

し
く

は
べ

セ
ス
ダ
海
軍
病
院

(≦
p。
一け卑

閑
Φ
巴

。
H
bロ
①停
。
。。紆

乞
薯
巴

=
。
。。切
冨

一)

に
お
け

る
医
療
費

の
割
引
、

ワ
シ
ソ
ト

ン
空
港

の
特
別
用
地

に
お
け

る
無
料
駐
車
、
上
下
両
院

の
レ

ス
ト
ラ
ソ
及
び
理
美
容
院

に
お
け
る
格
安
料
金
、
額

縁
の
無
料
供
与
、
各
院

の
体
育
施
設

の
無
料
使
用
、

な
ど
、

で
あ

る
。

こ
の
よ
う

な

《
当
選

か
ら
墓
場

ま
で
》

(①
輔。&

8
き

・鴨
睾
Φ
)

の
議
会

の
福
祉
制
度

に
つ
い
て
、

あ
る
上
院
議
員

は
、
「
こ
の
制
度

は
、
信
じ
難

い
ほ
ど

の
偽
善

に
満
ち
て
い
る
。

そ
れ
は
、
我

々
議
員

に
は
、
社
会
主
義

(。・
09
p。静
ヨ
)

を
意
味

し
、
我

々
を
除
く
国
民

に
は
、
財
政
資

金
の
抑
制

(穿

窪
甑
巴

器
の仲邑

三
)
を
意
味
す

る
」

と
語

っ
て

い

る

。

(器

①

男
O
げ
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昌

ω
才

毒

牌
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『
Φ
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霞
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㎎
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ミ
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巳
帥
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蜀
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嘆

騨
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閃
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ぴ
①
「什
P

ζ
。
Ω
霞
9

㌔
ミ
凡ミ

ミ

}
ミ
い
ミ
ミ

、
ミ
ぎ

b
ミ
ミ
題

き

葡
§

O
§
偽
、
題
動"
遣
。。論

亨
Q。
Q。申

(
15
)

《
年
功
制
》
に
ょ
れ
ば
、
議
員

は
、

一
旦
、
特
定

の
常
任
委
員
会

に
配

属
さ
れ

た
な

ら
ば
、
再
選
を
持
続
す

る
限

り
、
ま
た
、
自
ら
が
望
む
限

り
、
そ
の
常
任
委
員

会

に
留
ま
る

こ
と
が

で
き
る
。
そ

し
て
、
彼
ら

は
、
そ

の
委
員
会

に
留

ま
る
限
り
、
与
党

の
場
合

に
お
け
る
常
任
委
員
長
も
し
く
は
常
任
委
員
会
小
委
員

長
、
野
党

の

場
合

に
お
け
る
上
席
常
任
委
員

(冨
葬

ゆ詞

旨
置
。
噌団信

ヨ
Φヨ
ぴ
①
H
℃
o
・。仲)
な
ど
の
、
指
導
的

地
位

へ
の
年
功
序
列

の
階
梯
を
、
自
動
的

に
上
昇
す

る
こ
と
が
可
能
と
な

る
。
(拙
稿

『
ア

メ
リ
カ
に
お
け

る
議
員

の
特
殊
性
1

「
政
治
体
系

の
孤
児
」
1
』

一
=

一頁
-

一
一
三
頁
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相凶

《年
功
制
》

に
つ
い
て
は
、
様

々
な
角
度

か
ら
の
批

判
が
、
幾
層

に
も
重

ね
ら
れ
て
き
た
。
R

・
ネ
イ
ダ

ー

禽

帥
一喜

累
巴
曾
)
に
率

い
ら
れ
た
消
費
者
運
動
団
体

の

Z
巴
窺
.切
図
鉱
号
窃

は
、
古
参

議
員

に

「
過
去

の
遣
物

の
生
き
残
り
し

(器
「鼠
く
巴

o
瓶
静
①
窪
遷
ぞ
o
窃
)
と
い
う
烙
印
を
押
し
、
《
年
功
制
》
を

「竈
砥
遺
」
(。。睾
襲
¢

。。誘
言
息

と
椰
楡
し
て
い
る
。
(頴

巳

}

O
帥
毒
8
肇

》
ミ
ミ
苛
碕
鵜
O
ヘミ
ミ
㌶
ミ
雨
ミ
、
§
勉ミ
ミ
脳§

勲

、
ミ
ミ

塁

§

軋
き

ミ
詩
鴨
・
ミ
。。3

マ
蒔
認
・
ψ
ρ

℃
9
紳o
諺
8

0
け

帥
一二

。,

。㎞酔二

恥
辻

ミ

・
遣
。。軌
層
Ψ
。。⇔
Q。
・)
同
じ
く
、

ア
リ
ゾ

ナ
州
選

出
で
下
院
共
和
党

の
院

内
総
務

(≦

呂

門ξ

ピ
①
鼠
韓
)
を
歴
任

し
た
J

.
J

.
ロ
ー
ズ

(甘
冨

セ

男
げ
a
窃
)
も

、
「年
功
制

は
、
園
慰
し
て
お
り
、
陳
腐

で
あ
り
、

さ
ら
に
、
正
気

で
は
な

い
」
と
、

激
し

い
論
難
を
浴
び
せ
て

い
る
。
(旨
9
閃
ゲ
a
窃
'
§

馬
鳩
ミ
ミ

呂
§

ミ
丸

ミ
9

Ψ
起

竃
帥
蒔

㍗

O
「8
ぎ

ト

竃
.
冨

ぎ

妻

ヨ

巳

冒

く
宣

押

N
乱
6
ぎ

§

。
勘
§

吻
O
§

讐

霧

～
馳
ミ

ミ

」

ミ
リ
ら

や
①
"
ふ
9

即
罫

空
。冨
a

竃
.
源
o
霧
'
諏
ミ
軸
蓋
ミ
識

ぎ

ミ
鰍
跨

貸
醤
儀
O
§
馬ミ

ミ
§
卦

遣
。。斜

"
窄
襲

山
c。㎝
し

こ
の
よ
う
な

《
年
功
制
》
に
対
す
る
批
判
の
多
層
性
な
い
し
多
様
性

の
な
か
か
ら
、
最
小
公
倍
数
の
ご
と
き

余
年
功
制
》
の
長
所
と
短
所
と
を
析
出
さ
せ
る
こ
と
が

で
き
る
。
余
年
功
制
》
の
畏
所
と
し
て
、
次
の
二
点
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。
そ
の

一
つ
は
、
議
員
が
、
特
定

の
立
法
事
項
を
長
期
に
わ
た

っ
て
扱
う
こ
と
よ
り
、
そ
の
事

項
に
習
熟
し
、
そ
の
事
項
に
関
す
る
実
体
的

・
手
続
的
の
双
方
の
専
門
的
知
識
や
情
報

・
特
殊
の
立
法
技
術
を
累
積
し
得
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
も
う

一
つ
は
、
立
法

部
に
お
け
る
指
導
的
地
位

へ
の
昇
進
が
、
自
動
化
さ
れ
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
他
方
、
《
年
功
制
》
の
短
所
は
、
次
の
二
点
に
尽
ぎ
る
と
い
っ
て
よ
い
。
第

噌
は
、
常
任

委
員
長
の
選
任
に
関
す
る
政
党
責
任
の
欠
如
で
あ
る
。
《
年
功
制
》
の
下
で
は
、
常
任
委
員
長
と
い
う
議
会

に
お
け
る
権
力
的
地
位

へ
の
昇
進
が
、
委
員
会
内
に
お
け

る
長
期
の
在
任
期
間
の
実
績
に
よ

っ
て
自
動
的
に
決
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
全
体
と
し
て
の
議
院
も
、
ま
た
、
立
法
部
政
党
の
幹
部
も
、
委
員
長
の
選
任
に
関
し
て
、

何
の
責
任
も
負

い
得
な
い
と
い
う
の
が
、
す
な
わ
ち
、
こ
れ
に
当
る
。
第
二
は
、
常
任
委
員
長
職
が
、

一
般
に
、
社
会

・
経
済

・
政
治
上
の
安
定
性
を
示
す
保
守
的
な

郡
部
地
域
か
ら
選
出
さ
れ
た
長
老
議
員

に
よ

っ
て
占
拠
さ
れ
る
結
果
、
常
任
委
員
会
制
度
に
よ
る
政
策
形
成
が
、
保
守
的
偏
向
性
を
色
濃
く
帯
び
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
肯
定

・
否
定
の
論
拠
を
基
調
低
爵
と
し
て
、
《
年
功
制
》
に
対
す
る
挑
戦
と
擁
護
が
、
精
妙
な
倍
音
を
響
か
せ
な
が
ら
、
今
日
に
至
る
ま
で
、
様
々
な
形

で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
、

一
九
七
〇
年
代
に
入
る
と
間
も
な
く
、
常
任
委
員
会

に
お
け
る
発
言
権
と
影
響
力
を
行
使
し
得
る
機
会
を
、
よ
り
多
く
の
議

員
に
開
放
す

ぺ
き
で
あ
る
と
す
る
批
判
が
、
恰
も

一
斉
砲
火
に
も
似
て
、
《
年
功
制
》
に
集
中
す
る
に
至
り
、
こ
れ

に
よ
り
、
長
老
委
員
長
の
特
権
は
、
グ
ラ
ス
ル
:

ツ
か
ら
の
統
制
を
通
し
て
、
次
第

に
削
減
さ
れ
る
方
向
に
動
き

は
じ

め
た
。
こ
の
意
味
に
お
い
て
、

一
九
七
〇
年
代
は
、
《
年
功
制
》
に
と
っ
て
、
新
た
な
民
主
化
の

方
向
へ
の

一
つ
の
転
曲
点
を
画
す
も
の
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。
〔拙
稿

前
掲

一
=
二
頁
、
拙
著

『
政
治
学
、
現
代
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お
け
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議
会
制
民
主
主
義
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展
望
1
』
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術
図
書
出
版
)
(
一
九
七
九
年
)

一
七

一
頁
-

一
七
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頁
)

余
年
功
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一
九
七
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の
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革
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ら
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献
に
つ
い
て

は
、
拙
稿

前
掲
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共
和
国

の
発
足
当
初
、
下
院
議
長

の
本
質

は
、
下
院

の
意
思
決
定

に
対
し
て
影
響
力

を
行
使
す

る
機

会
が
限

ら
れ
て

い
る
単
な
る
司
会
者

に
す
ぎ

な
か

っ
た
。
け
れ

ど
も
、

一
九
世
紀

の
初
期

に
は
、
既

に
、
下
院

に
お
け
る
政
治
的
比
重
は
、
下
院
議
長
職

に
向

か

っ
て
傾
斜
を
開
始
す

る
。

こ
の
時
期
、
下
院
議
長

は
、
常
任
委
員
会

委
員

の
任
命
権

を
獲
得
し
、

こ
れ

に

よ

り
、

議
長
は
、

議
員

の
抜
擢
と
政
治
的
盟
友

の
勢
力

の
増

強
と

を
可
能

に
し
た
。

こ
の
た
め
、
不
可
避
的

に
、
議
長
は
、

派
閥
政
治

(詮
&

8
巴

陽
澤
一自
)
の
渦
巻

に
包

ま
れ

る
に
至
り
、
下
院
議
長
職

は
、
派
閥

目
的
を
達
成

す

る
た
め
の
有
効
な
装
置

へ
と
変
貌

し
て
ゆ
く
。

一
九
世
紀

の

第

一
四
半
紀

に
お
け
る
立
法
部
政

党

(一轟
芭
舞
オ
Φ
鵠
「二
①
の)

の
出
現
と

A

・
ジ

ャ
ク
ソ
ン

(〉
民

器
毛

冒
。
す
o
コ
)
政
権
下

に
お
け

る
そ

の
強

化
と
と
も

に
、
下
院

議
長

は
、
下
院

に
お
け
る
最
高
指
導
者

(島
。
且

鼠

旦

窓

量

蕾

恥
碧
)

と
い
う
輪
郭

の
鮮
明
な
映
像
を
、
世
人

の
脳
裡

に
き

り
結

ぶ
こ
と

に
な

る
。

一
九
世
紀
後

半

に
至

っ
て
も
な
お
、
下
院
議
長

は
、
彼

に
対
し
て
忠
誠
を
誓

う
議
員

に
支
持
さ
れ

つ
つ
、

下
院
諸
規

則
を
、
贋

々
、
独
自

に
解
釈
す

る
こ
と

に
よ

っ
て
、
議
長
職

の

権
能
を
拡
大

さ
せ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
南
北
戦

争

に
引
き
続
く
数
十
年

の
間

に
、
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G

・
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レ
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(密
ヨ
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和
党
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メ
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選
出
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下
院
議
長
在
職
期
聞
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八
六
九
年
i

一
八
七
四
年
)
、
S

・
J

・
ラ

ン
ド
ー

ル

(ω
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)
、
J

・

136(?08)
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強
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院
議
長
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相
次

い
で
輩
出

し
た

こ
と
に
よ

っ
て
、
下
院

に
お
け
る
権
力
が
、
恰
も

一
筋

の
糸
を
た
ぐ
る
か
の
よ
う

に
、
下
院
議
長
の

一
点

に
向

っ
て
、
走

行
し
て
ゆ
き
、
下
院

に
お
け
る
権
力

の
集
中
が
も
た
ら
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れ
た
。
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の
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も
確
実

に
強
大
と
な
る

で
あ
ろ
う
、

い
な
、
既

に
、
強
大

に
な

っ
て

い
る
と

い
っ
て
よ
い
」

(}

中

寓
舞
r

等

§
欝

ミ

響
物ミ
吻
§

雪

鴨
蓋
ミ

嵩
O
偽
竃
、ミ
§
5

N。。矯
歴

ワ
一P
)
と
記

し

て

い
る
。
ま
た
、

一
八
九

六
年

に
、
著
名

な
行
政
学
研
究
者

で
あ
る
M

・
P

・
フ

ォ
レ

ヅ
ト

(竃
麟
選

"

団
o
一一Φ
仲帥)
女
史

は
、
リ

ー
ド
下
院
議
長

の
役
割
を
、
「
議
畏
ー
首
相
」
(6り
嵩
跳
㊦
7
中
雫

房
剛。
噌)

と
規
定
し
た
。

(罫

℃
』

&
・
#
・
§

恥
9

馬募

ミ

黛
ミ

§

き

§

ミ

勘
愚
義

ミ

ミ
鴨,§

な

。。墨

罵

鐸

)
同
じ
く
、

W

・
ウ
イ
ル
ソ
ソ

(≦
o
鼠
δ
笥

≦
臨
。。。
コ
)
も
、

一
九
八
年

に
、
当
時

の

キ

ャ
ノ
ン
下

院
議
長

に
つ
い
て
、
「
立
法
問
題
が
審
議

に
付

さ
れ
る
と
ぎ
、
国
民

は
、
大
統
領

よ
り
も
、
む

し
ろ
、
下
院
議
畏

を
、

ワ
シ
ソ
ト

ン
に
お
け
る
最
高
実
力
者

(臣
0
6
ぼ
陳

ゆ
σq
葺
①
)
と
、
考

え
が
ち
で
あ
る
」
と
評
し
て
い

る
。
(≦
・
≦
静
o
亭

O
§

吻ミ
ミ
脳§

ミ

O
ミ
雨
ミ
§
§

こ
醤
導
軸

穿

誉

織
盟
ミ
豊

隔竈

。。
噸
マ
一〇
S
)
こ
う
し
て
、
下
院
議

畏

は
、

一
九
世
紀
後
半

か
ら
二
〇
世
紀
初

頭
に

か
け
て
、
議
会
指
導
者

と
し
て
の
豊
か
な
内
実
を
獲
得
し
、
建

国
当
初

と
は
、
ま
さ
し
く
反
極
的

な
相
貌

を
、
示
す

こ
と

に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
当
時

に
お
け

る
下
院
議
長

の
権
能

は
、
常
任
委

員
会
委
員

の
選
任
過
程

に
対
す

る
統
制
力
、
議

員

の
議
場

に
お
け
る
発
言
権

の
承
認

も
し
く

は
否
認

の
権
能
、

規
則
委
貴
会

(閃
巳
霧

O
o
建
昆
仲器
o
)
の
支
配
、
な
ど

の
可
視
要
因
と
、
政
策

・
イ
デ

オ

ロ
ー
体
系

の
観

点
か
ら
の
強
力

な
政
党
政
府

(。・ぎ

謬
σq
鵠
簿
唄
唱
話
ヨ
圏
①
。
仲)

の
支
持

の
ご
と
き
不
可
視
要
因

と
の
双
方

に
依
拠

し
て

い
た
。
キ

ャ
ノ
ン
議
長

は
、
下
院
議
員
が
、
議

長

の
専
断
的
指
導

を
、
恰
も
外
部

か
ら
襲
撃
し
て
く
る
異
様
な

デ

ー
モ
ン
の
ご
と
き
も

の
と
し
て
、
そ

の
積
極
的

な
受

容

か
ら
次
第

に
遠

の
き

は
じ
め
た

と
き

に
、
自

己

の
権
能
を
、
極
端

に
ま

で
押

し
拡
げ
た
。
キ

ャ
ノ
ン
議
長
は

下
院
全
体
を
指
導
下

に
置
き
、

い
か
な
る
反
対
を
も
許
容
す

る
こ
と
な
く

.、O
N碧
.、
と
も

.、ロ尊
。
器
、、
と
も

称
さ
れ
る
だ
け

の
、
次

の
ご
と
ぎ
兇
暴
と
も

お
も
え
る
支
配

力
を
揮

っ
た
。
常
任
委
員
会
委
員

へ
の
議
員

の
任
命
、

《
信
頼

し
得

な

い
》

(..募

「。
評
匿
。
.、)
、

ま
た
、
不

快
を
憶

え
る
常
任
委
員

の
更
迭
、
常
任
委
員
会
委
員
長

の
指

名
、
法
案
が
議
場

に
お
い
て
ど

の
よ
う

に
扱
わ
れ
る
べ
き

か
を
決
定
す

る
諸
規
則
を
発
布
す
る

こ
と
に
よ

っ
て
法
案
審
議

を
規
制
す
る
規
則
委
員
会
委
員

の
兼
務
、
規

則
委
員

長
と
し
て
の
地
位

に
由
来
す

る
下
院

に
お
け
る
議
事
日
程
と
立
法
過
程

の
進

展
状
況
と
の
二
者

に
対
す
る
統
制
力

の
行
使
、
党

の
政
策
路
線

へ
の
議
員

の
拘
束
、

自
己
な
ら
び

に
自
党

の
利
益
保
障
を
意
図

し
た
下
院
諸

規
則

の
恣
意
的
解
釈
、
議
場

に
お
け
る
立

法
業

務
を
統
御
す
る
た
め
に
議
員
の
発
言
権
を
封
殺
し
得
る
権
能

の

活
用
、
な
ど
が
、

こ
れ

に
当

る
。
そ

の
結
果
、
キ

ャ
ノ
ソ
議

長
が
承
認

し
た
法
案

は
、
下
院
を
容
易

に
通
過
す
る
反

面
、
彼

の
反
対

し
た
法
案

は
、
廃
棄

に
追

い
こ
ま

れ
た
。

キ

ャ
ノ
ン
議
長
は
、
議
員

の
醤
動

に
対

し
て
僑
賞

必
罰

の
態
度
を
も

っ
て
臨

ん
だ
た
め
、
議
長

に
忠
実
な
議
員

の
経
歴

は
均
し
く
高
め
ら
れ
、
光
彩

に
縁
ど
ら

れ
る
と
同
時

に
彼

に
、
反
抗
す
る
議
員

の
経
歴
は
逆

に
慶

め
ら
れ
、
そ
の
行
手

に
暗
雲
が
垂
れ

こ
め
る

こ
と
に
な

っ
た
。

{cos)137



け
れ
ど
も
・
個
人

の
自
発
性
と
主
導
性
と
を
起
爆

剤
と
し
て
噴
ぎ

上
げ

ら
れ
る
同

一
平
面

上
の
取
引

行
為

と
利
害

の
調
節
と
を
特
徴
と
す

る
政
治
制
度

の
下

で
は
、

専
断
的
支
配
は
、
そ

の
よ
う
な
個
人
間
の
妥
協
と
調
整

の
網

の
目
に
絡
み
と
ら
れ
、
そ

の
持
続
が
至
難

と
な
る
。
事
実
、

一
九
〇
八
年

の
議
員
選
挙

で
は
、
議
長

に
対

す
る
忠
誠
派
は
弱
体
化
さ
れ
、
逆

に
、
《
革
新
派
》
(唱
曜Oαq
「①
臨噂oo困く
O
類
Hコ
願
)
が
、
勢
力
を
伸

張
し
た
。

一
九
〇
九
年
に
、
ネ
プ
ラ

ス
ヵ
州
選
出

の
共
和
党
議
員
G

.W

.
ノ

ー
リ
ス

(O
①
霞
ケq
Φ
≦

.
Z
。
三

。。)
に
統
率

さ
れ
た

《
革
新
派
》
の
共
和
党
議
員

と
民
主
党
議
員

か
ら
成

る
緩

や
か
な
連

合
体
が
、
蜂
起

し
、
絆
余
曲
折

の
う

、兄
、

こ
れ

ま
で
下
院
議
長
が
無
制
約

に
行
使
し
て
き
た
、
議

場

に
お
け
る
議
員
発
言
権

の
与
奪

の
権
能
を
、
制
限

す
る

こ
と
に
成
功

し
た
。
次

い
で
、

一
九

一
〇
年

に
同
連
A
口体

は
・
権
限

の
膨
脹

し
た
規
則
委
員
会

に
強
打
を
与

え
、
下
院
議
長
を
当
該
委
員
会
か
ら
追
放

し
、
当
該
委
員
会
委
員

の
選
任
権
を
全
体

と
し
て
の
下
院

に
付
与
す

る
に

至

っ
た
。

こ
の
年

の
末
、
民
主
党
が
、
下
院

の
多
数

(民
主
党

二
二
八

・
共
和
党

一
六
二
、
上
院

.
民

主
党

四
二
、
共
和
党

四
九
)
を
制

し
、
翌

一
九

一
一
年

に
、
民

主
党
が
・
下
院
を
組
織

し
た
と
き

に
、
下
院
議
長
か

ら
常
任
委
員
会
委
員

及
び
常
任
委
員
長

の
任
命
権

を
剥

奪
し
、

こ
れ
を
全
体
と

し
て
の
下
院

に
帰
属
さ

せ
る

に
至

っ
た
。

こ
れ
が
、
《
一
九

一
〇
年
の
反
逆
》
の
核

心
で
あ
る
。
「
下
院
議
長

に
ょ
る
常
任
委
員
会
委
員

の
任
命

の
権
能
が
、
下
院
改
革

の
試

み
に
お
け

る
現
実

の
争
点

で

あ

っ
た
。
反
逆
者

の
眼

に
は
、
下
院
改
革
が
下
院
議

長

か
ら
常
任
委
員

の
任
命
権

を
奪
取

し
な

い
限
り

、

い
か
な
る
下
院
改
革
も
、
国
民

に
は
、
現
実
的
で
恒
久
的

な

価
値

を
も
た
な

い
で
あ
ろ
う
と
お
も
わ
れ
た
」
。

(ρ

睾

墓

8

露
亭

§

偽
9

ミ
ぎ
・
ミ

冨

馬
ミ

§
恥
ミ

沁
魯
・§

ミ
ミ

吻
蟄
ミ

こ

。。も
9

N
爲
・。
・
薯

・コ
ー
刈・。
・)

そ

の
後
間
も
な
く
、
《
年
功
制
》

は
、
常
任
委
員
会

指
導
者
を
選
任
す
る
た
め
の
自
動
的

な
、
ほ
と

ん
ど
不
可
侵

の
、
原
則
と
な
る
に
至

っ
た
。
《
一
九

一
〇
年

の
反

逆
》

の
最
終
結
果
は
、

一
般
議
員

に
、
彼

ら
自
身

の
政
治
的
将
来

を
自
ら
形
成

し
得
る
能
力
を
、
授
与

し
た

こ
と
で
あ
る
。

一
般
議
員
が
、
自
己

の
選
挙
区

に
お
い
て

自
己

の
再
選

に
不
利

と
な
る
よ
う
な
議
場

に
お
け

る
投
票
行
為
を
強
制

さ
れ
る
と

い
う
深
刻

な
事
態
も

、
解
消
さ
れ
た
。
同
じ

く
、

一
般
議
員

の
影
響
力

の
院
内
基
盤

を
形
づ
く
る
常
任
委
員
職
が
、
下
院
議
長

の
不
興

や
気
紛
れ

に
よ

っ
て
、
解
任

さ
れ
る
と

い
う
不
測

の
事
態
も
、

一
掃
さ
れ
た
と
い

っ
て
よ
い
。
自
己

の
選
挙
区

に
の

み
責

任
を
有
す
る
専
門
職
業
化
さ
れ
た
政
治
家

か
ら
購
成

さ
れ
る
分
権
化
さ
れ
た
団
体
と

し
て
の
現
代

議
会

の
黎
明

を
告
げ

た
の
が
、

ほ
か
な
ら
ぬ

《
一
九

一
〇
年

の

反
逆
》
で
あ
る
。

以

上
に
述

べ
た
よ
う

に
、
《
一
九

一
〇
年
の
反

逆

》

の
主
要
な
遺
産

は
、
公
式
指
導
者
層

の
弱
体
化
、

下
院

に
お
け
る
権
力

の
細
分
化
、
常
任
委
員
会

に
よ
る
統
治

の
強
化
・
下
院

の
意
思
決
定

に
対
す

る
多
数
党

の
責

任

の
総
体
的
衰
退
な
ど

で
あ
る
。

こ
れ

ら
は
、
下

院
議
長

の
専
断
的

支
配

の
下

に
あ

っ
た
下
院

に
お
け
る
従
来

の

病
患

の
治
癒

で
あ
る
と
同
時

に
、
新

た
な
病
患

の
発

症

で
も

あ
り
、
治
癒

さ
れ
た
病
患

の
終
結
部

と
新

た
な
病
患

の
発
症

で
あ
る
序
章
と
が
、
恰
も
相
似
形

の
よ
う
に

折
り
重

な

っ
て
い
る
。
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議
員
選
挙

に
お
け

る
選
挙
資
金

を
規
制

す

る
連

邦

法

と

し

て
、

輔
九
七

一
年
制
定
、

一
九
七
四
年

・

一
九
七
六
年
、

一
九
七
九
年
改
正
の
連
邦
選
挙
運
動
法

(閃
甲

磨
邑

国
9
悼凶霞

O
帥白
短
冒
ぴq
昌

>
9

9

お
謹
)
が
、

存
在
す

る
。

こ
の
連
邦
選
挙
運
動
法

に
つ
い
て
は
、
既

に
、
他

に
お
い
て
論
述

し
た
。
〔拙
稿

「
ア
メ
リ
カ
に
お

け

る
議
員

の
孤
立
的
地
位
」

e
神
奈

川
大
学
法
学
研

究
所

研
究
年
報
1

(
一
九
八
〇
年
三
月
)
六
五

頁
-

一
〇
〇
頁
〕

一
九
七
四
年

の
連
邦
選
挙

運

動

法

に

は
、

議
員
選
挙

に
お
け
る
資
金
支
出

に
つ
い
て
、
厳
重

な
制

約
が
付

せ
ら
れ
て
い
た
。
そ

こ
で
、

一
九
七
四
年

の
当
該
法

に
お
け
る
議
員
選
挙

に
関
す

る
こ
う
し
た
制
約
条

項

を

素

描

す

る

な

ら

ば

、

次

の

よ

う

に

な

る

。
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連
邦
選

挙
運
動

法
は
、
予
備
選
挙
、
総
選
挙
、
特

別
選
挙
、

政
党
集
会

(69ユ蛍
O
d「Qo①明)
、
そ

し
て
、
政

党
大
会

(8
薯
。
馨
凶。
謂
。。)
、
以

上
を
含
む
連
邦
段
階

に
お
け
る

選
挙
過
程
を
規
制

の
対
象

と
す

る
。
連
邦
選
挙
運
動
法

及
び
そ

の
修
正
法
は
、
連
邦
政
府
公
職

へ
の
す

べ
て
の
候
補
者

、
彼

ら
の
選
挙
運
動
委
員
会
、
そ
れ

に
連
邦

段

階

の
選
挙

に
影
響
力

を
行
使
し
得

る
資
金

を
使
用
す

る
そ

の
他

の
委
員
会

に
、
選
挙
資
金

の
収
支

に
関

す
る
厳
格

な
報
告
書

の
提
出
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
当
該
法
の

下

で
は
・
選
挙
資
金
の
提
供

は
規
制

さ
れ

る
反
面
、
そ

の
支
出

に
つ
い
て
は
、
原
則

と
し
て
、

と
く

に
制
限

は
設
け
ら
れ

て
い
な

い
。
さ
ら

に
、
一
一大
政
党

の
大
統
領

候
補
者

に
は
・

そ
の
諾
否
は
彼

ら
の
意
思

に
任

せ
ら
れ

て
い
る

に
せ
よ
、
総
選
挙
な
ら
び

に
全
国
大
会

の
運
営

に
必
要
と
さ
れ

る
資
金
全
額

が
、
公
費

と
し
て
支
給

さ

れ
る
。

ま
た
・
大
統
領
予
備
選
挙

に
は
、

こ
の
公
費

に
相
応
す
る
資
金
が
、
同
じ
く
給

付
さ
れ

る
。
弱
小
政
党

の
大
統
領
候
補
は
、
総
選
挙
運
営
費

の

一
部
を
、
公
費

で
賄

う
。

こ
う
し
た
公
費
を
受
領

し
た
候
補
者

に
よ

る
資
金

の
支

出
は
、
候
補
者
が
自
己
自
身

の
選
挙
運
動

に
使
用

し
得
る
個
人
的
資
金
が
制
限

さ
れ
る

の
と
同
様
、

厳

し

く

制

限

さ

れ

る

。

(
。・
。
こ

翅

罫

ω
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壽
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§

肉
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§

s

黛
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礼
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罠

白

・。
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と
こ
ろ

で
・

一
九

七
四
年

の
連
邦
選
挙
運
動
法
は
、
議
員
選
挙

に
お
け
る
資
金
支
出
に
対

し
て
、
上
限
を
設
定

し
て

い
た
。
第

一
は
、
議
員
候
補
者
自
身

に
よ
る
選

挙
資
金
支
出

の
上
限

で
あ
る
。
上
院
議
員
候
補
三
万

五
〇
〇
〇
ド

ル
、
下
院
議
員
候
補
者
二
万
五
〇
〇

〇
ド

ル
が
、
こ
れ
で
あ

る
。
第
二
は
、
予
備
選
挙

な
ら
び

に

一
般

選
挙

の
双
方

に
お
い
て
議
員
候
補
者
が
支
出
し
得
る
選
挙
資
金
総
額

の
限
定
で
あ
る
。
上
院
議
員
候
補
者

の
場
合
、
予
備
選
挙
費
用

の
支
出
総
額

の
上
限

は
、

一
〇
万

ド

ル
、
も

し
く
は
、
有
権
者

一
名

に
つ
ぎ
八

セ
ン
ト

(
こ
の
い
ず
れ

か
の
多

い
額
)
、

一
般
選
挙
費

用

の
支
出
総
額

の

上
限

は
、

一
五
万
ド

ル
、
も

し
く
は
、
有
権
者

一

名

に
つ
き

一
ニ

セ
ン
ト

(
こ
の
い
ず
れ
か

の
多

い
額

)
、
以
上
と
な

っ
て

い

る
。

た
だ
し
、
選

挙
資
金

調
達
費
用

(上
限
額

の
二
〇
%
ま
で
)
が
、

こ
う

し
た
総
額

に

付
加
さ
れ

る
。
下
院
議
員
候
補
者

の
場
合
、
予
備
選
挙
費
用
総
額

の
上
限

は
、
七
万
ド

ル
で
あ

り
、
一
般

選
挙
費
用
総
額

の
上
限
も
、
同
じ
く
七
万
ド

ル
で
あ
る
。
選
挙

資
金

調
達
費

に
対
す

る
手
当

を
含
め
た
場
合
、
下
院

議
員
候
補
者

の
有
効
支
出
総
額

は
、
予
備
選
挙

と
総
選
挙

の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
き
、
八
万
四
〇
〇
〇
ド

ル
と
な
る
。

第
三

に
・
全
国
政
党
組
織

は
、
下
院
議
員

候
補
者

一
名

に
つ
ぎ
、

一
万
ド

ル
、

上
院
議
員
候
補
者

串
名

に
つ
き
、
二
万

ド

ル
、
も
し
く

は
、
有
権
者

一
名
当
り
ニ
セ
ン

ト
、
以
上
を
・

そ
れ
ぞ
れ
、
支
出
す

る

こ
と
を
許
容

さ
れ
る
。

一
九
七
四
年

の
連
邦
選
挙
運
動

法
に
は
、
議
員
選
挙

に
対
す
る
公
約
資
金

の
給
付

に
関
す
る
条
項
は
、

も

と
よ
り
、
含

ま
れ

て
い
な
い
。

右

の
ご
と
き
議
員
選
挙

に
関
す

る
制
限
条
項
を
盛

っ
た

一
九

七
四
年

の
遮
邦
選
挙
運
動
法

は

一
九

七
六
年
に
、
表
現
の
自
由
を
犯
す
も

の
と
し
て
、
最

高
裁
判
所

に

よ

っ
て
違
憲

の
判
断
を
下
さ
れ
る
に
至

っ
た
。
す
な

わ
ち
、
憲

法
修
正
第

一
条

に
よ

っ
て
保
障

さ
れ
た

言
論

の
自
由

.
結
社

の
自
由

へ
の
侵
害

と
い
う
採
集
網
を
ふ
る

う

こ
と

に

よ

っ
て
、

ニ
ュ
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出

の
J

・
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・
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書
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r
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共
和
党
上
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や
保
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な
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調
を
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り
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げ

る
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ら
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相薗

ス
ペ
ク
ト
ル
を
含
む
異
様
な
連
合
体
は
、
当
該
法

の
違
憲
性

を
訴

え
、
至
る
と
こ
ろ
か
ら
、
当

該
法
に
対
す

る
非
難

を
励
起
す
る
こ
と

に
努

め
た
。

一
九
七
六
年

の
初

頭
、
最
高
裁
判
所
は
、
バ

ッ
ク
レ
!
対

ヴ

ァ
レ
オ
事

件

(¢q
唐
巴
①
団

く
・
<
巴
8
)

に
お
い
て
既

に
指
摘

し
た
選
挙
資
金

の
支

出
総
額

に
対
す
る
制
約
、
そ
し
て
、
個

々

の
候
補
者

に
よ
る
自
己

の
選
挙
運
動

に
対
す

る
選
挙
資
金

の
使
用
額

の
限
定

、
以
上

の
二
条
項
を
除
ぎ

、

一
九
七
四
年

の
連
邦
選
挙
運
動
法

に
合
憲

の
判
断
を
下
し
た
。

こ
の
判
決

の
な
か
で
、
最
高
裁
判
所

は
、
「
憲
法
修

正
第

一
条

は
、
個
人

の
政
治
的
見
解

を

宣
布
す

る

た
め

の
経
費
が
…
…
過
多

で
あ
る
か
ど
う
か
の
判
定
権
能
を
、

政
府

に
認

め
て
い
な
い
。
我
が
国

の
憲
法

に
よ

っ
て
規
定
さ
れ
る
自
由
社
会

で
は
、
政
治
運
動

に
お
け

る
…
…
討
論

の
質
と
範

囲
に
対
す

る
統
制
権
を
把
持

し
な
け
れ

ば

な
ら
な

い
の
は
…
…
政
府

で
は
な
く
国
民
で
あ
る

」
窃

琴
巴
亀

《
,
<
9。
一。
o
お
劇
ζ
.もo
●＼
篇
鶏
α
)
〕
と
判
示

し
て

い
る
。

こ
の
た

め
、
一
九
七
六
年

の
議
員
選
挙
で
は
、

議
員
候
補

者
は
、
個
人
的
な
支

出
総
額
と
選
挙
費
用
総
額

の
双
方

に
対
す
る
極
桔

か
ら
首
尾

よ
く
解
放

さ
れ
た
。
そ

の
結

果
は
、
議
員
選
挙
費
用

の
高
騰

で
あ
る
。

バ

ッ
ク

レ
ー
対

ヴ

ァ
レ
オ
事
件

の
判
決

は
、

こ
の
意
味

で

《
文
明
》
と

《暗
黒
》
を
両
極
と
す

る
も
の
と

い
え
よ
う
。

へ28
)

『
客

器
霧
巴
げ
。。。7

8
.
6一砕二

暑

・毅
凸
9

既

に
註

(
14
)
で
醤
及

し
た
よ
う

に
、

一
九

七
七
年

及
び

一
九
七
八
年

に
、
上
院
と
下
院
は
、
そ
れ
ぞ

れ
、

一
九
五
八
年
及
び

哺
九
六
八
年

に
制
定
さ
れ
た
実
効
性

に

乏

し
い
立

法

に
代
え
て
、
厳
格
な
倫

理

コ
ー
ド

(6◎
儀
O
匂ロ
O
眠
①件げ
酌Oの)
を
採
択

し
た
。
当
該
倫

理

コ
ー
ド

は
、
上
下
両
院
議
員
を
は
じ
め
、
議
会
職
員
な
ら
び

に
専
門

ス

タ

ッ
フ
に
ま
で
そ

の

一
般
的
資
産
状
況
を
、
毎
年
、
利
害
関
係

の
あ
る
市
民
と

メ
デ

ィ
ア
に
対

し
て
公
開
す
る

こ
と
を
義
務
づ
け

て
い
る
。
と
り
わ
け
、
上
下
両
院
議

員

は
、
自

己

の
収
入
内
容

の
報
告
を
要
求
さ
れ

る
。

こ
の
収
入
内
容

に
は
、
株
式
配
当
金
及
び
利
子
、
講
演
そ

の
他

の
言
論
活
動

に
基
づ
く
謝
金
、
受
贈
品

の
価
格

と

寄
贈
者
名
、
不
動
産

.
有
価
証
券

の
保
有
高
、
そ
れ

に
、
未
払
債
務
額

な
ど
が
、
含

ま
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
資
産

の
公
開
を
通
し
て
、
当
該
市
民

は
、
議
員
が
何
び
と

に
財
政
的

に
恩
義
を
受

け
て
い
る
か
を
探
知
し
、
そ

れ

に
つ
い
て
彼

ら
が
投
票
し
、
あ
る

い
は
、
行
動

を
起

さ
ね
ば

な
ら
な

い
と

こ
ろ
の
、
諸
問
題

に
、
議
員

の
個
人

的
利
害
関
係

が
、
果
た
し
て
同
心
円
的

に
波
紋
を
拡
げ

て
い
く
が
ど
う
か
を
、
評
価
す
る

こ
と
が
可
能

と
な
る
。

さ
ら

に
、
新
倫
理

コ
ー
ド

に
は
、
以
下

に
述

ぺ
る

四
者

の
制
約
が
、
付
加
さ
れ

て
い
る
。
第

一
は
、

既

に
指
摘
し
た

よ
う

に
、
議
員

の
歳
費
外
収

入

に
、

一
定

の
制

限
が
課
さ
れ
て
い
る
と

い
う
点
で
あ

る
。
第
二

に
、

議
員

は
歳
費

を
補
う

た
め
に
、
買
収

・
饗
応

な
ど

の
政
治
活
動

に
用

い
ら
れ
る

《
不
正
費
金
》

(滋
に
浄

貯
民
)
を

受
領

し
た
り
、
ま
た
、
個
人
的

な
所
要
経
費

の
支
払

の
た
め
に
選

挙
資
金

を
流
用
し
た
り
す

る

こ
と
を

、
固
く
禁

止
さ
れ

て
い
る
。
第
三
に
、
後
述

の
本
文

で
ふ
れ

る

よ
う

に
、

再
選
を
目
ざ
す
議
員
候
補
者

は
予
備
選
挙

し
く
は

一
般

選
挙

の
六
〇
日
以
内

に
、
自

己
の
選

挙
区

に
お
け
る

余
葉
書
を
介

し
た
後
援
者
》
(B
ω邑

醤
ぎ

蕊
)

宛

に
、
《
無
料
配
達
郵
便
物
》

(㌦鑓
艮
巴

ヨ
巴

)
を
送
達
す
る

こ
と
を
、
禁

じ
ら
れ

て
い
る
。
上
下
両

院
議
員

の
各

々
に
割

り
当
て
ら
れ
る

《
無
料
配
達
郵
便
物
》
数

は
、
年

間
、
州
も

し
く
は
下
院
議
員
選
挙
区

に
お
け

る
住
所
数

の
六
倍
を
越

え
て
は
な
ら
な

い
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

ま
た
、
上
院

に
立
候
補
す

る
下
院
議
員

に
は
、

現
在
彼

ら
が
代
表

し
て
い
る
下
院
議
員
選
挙
区

の
範

域
外
に
居
住
す
る
選
挙
民

に
対
す
る

《
無
料
配
達
郵
便
物
》
の
送
達

は
、
許

さ
れ
な

い
。
も

と
よ
り

《
無
料
配
達

郵
便
物
》

の
送
達

は
、
議
員

に
よ
る
代
表
機
能

の
行

使
、
選
挙
民

へ
の
情
報

の
供
与
、
選
挙

民

に
対
す

る
教
育

の
実
施
、
な
ど

に
、
不
可
欠
で
あ
る
。
け
れ
ど
も
、
若

干

の
議
員
を
含
む
改
革
論
者

は
、

こ
う
し
た
特
権

は
現
職
議
員

に
不
公
正
な
選
挙
運
営
上

の
有
利

な
位

相
を
開

か
せ
る
も

の
で
あ
り
、
選
挙
運
営

の
公
平
を
期
す
る
た
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め
、

こ
の
慣
行
的
特
権

は
制
限

さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
と
、
主
張
す
る
。
第

四
に
、
議
員

は
、
利
益
集
団

、
も
し
く
は
、
そ

の
ロ
ピ

ィ
ス
ト
か
ら
、
年
間
当

り

一
〇
〇
ド

ル
以

上
の
価
格

の
進
物

を
、
受

納
し
て
は
な
ら
な
い

こ
と

に
な

っ
て
い
る
。

こ
の
場
合

に
お
け

る
禁

止
条
項

の
意
図
は
、
資
産
状
況

の
公
開
と
同
様
、
議
員

の
非
倫

理

的

行

動

を

禁

遇

し

、

議

会

に

対

す

る

人

々

の

信

頼

を

回

復

す

る

こ

と

に

あ

る

。

(
ピ
・
客

割

霧
鮎
訂

。
『

O
§

賄
越

譲

§

ミ

勘
昏

、
塁

r

愚

.
職
嚇
二

"
や
α
や

留

.
『

ρ

0
9

山

鋤
巳

ご

一画
O
唱

9

冨

身

①
「
曽
..O
。
富

。
臣

豊
幽凝

貯

蔚

①

寓
。
β
。・
Φ
一
↓
訂

安

。・
①

。
h
>

冥
⑦
萄

9

奮

器

ξ

・、、
ぎ

b
。
註

山
民

O
箸

Φ
昌

①
葺

①
『

(Φ
α
・)
・
O
ミ

鷺

§

沁
ミ

o
蕊

ミ

ミ

民

藁

ミ

焼
斜

途

。。
,

署

■置

ム

㎝
.
。・
①
Φ

隅
ぎ

O
ミ

晦
㌔、鳴
睦

§

ミ

Φ

ミ

こ
ミ

を

き

罫

馬ヒ
沁
魯

ミ

軋
」

。。
。。
=
窃

o
粘
ζ

帥
需
『

㎝
・・
民

〉
喰

閂一
さ。
」

O
§

)

新
倫
理

コ
ー
ド
が
施

行
さ
れ
た
後

に
お
け

る
議
員

の
不
祥
事
件
を
二
、
三
あ
げ
る
な
ら
ば
、
そ

の
最

た
る
事
件
が
、
〉
じ」
ω
O
>
寓

(〉
冨
ぴ
Gり
畠
ヨ
)
で
あ
る
。

(≦

・
炉

切
口
葺

訂

欝

b
馬
ミ
ミ

ミ

亀

ミ

駄蔚
馬

さ

神
ミ

晦
、
軽

ミ

、
腎
ミ
軸

O
ミ

馬
、
醤
ミ
§

㌧

Q
鳶
翫

き

ミ

箒
9

恥
蕊
軋

肉
繕

.

お

。。
9

"
マ
き

刈
ム

O
。。
')

》
Od
OO
O
》
竃

は

、

一
九

八

〇

年

の
初

頭

に
、
聞
b口
一
(団
&
①
邑

じロ
竃
Φ
盤

。
=

暑

①。・陣蒔
。・9

ロ
)

(連
邦
捜
査
局
)

の
捜
査
官
が
、

ア
ラ
ブ

の
首

長

(鋒
虫
窪

)

と
実
業
家
を
装

い
、

か
ね
て
よ
り
政
治
的
廉
直

性

に
疑
惑
を
抱

か
れ

て
い
た
七
名

の
上
下
両
院
議
員

に
対
し
て
、
賄
賂
に
ょ
る
買
収

を
試

み
た

と

い

う
衝
撃
的

な
事
件

で
あ
る
。
《
首
長
》
及
び
そ

の
同
僚
と
会
話

を

交
し
て
い
る
六
名

の
下
院
議
員
と

一
名

の
上
院
議
員
l

H

・
ウ

ィ
リ
ァ
ム
ズ

(国
醇
ユ
u。8

≦
已
冨
ヨ
の
)

(民
主
党

二
;

ー
ジ

ャ
ー
ジ

ー
州
選
出
)
ー

の
姿
が
、
F
B

I
技
官
が
秘
か

に
撮
影

し
た
ヴ

ィ
デ

オ

・
テ
ー
プ

に
録
画

さ
れ
た
。
そ

こ

に
は
、

フ
ロ
リ
ダ
州
選
出

の
R

.
ケ
リ

ー

(幻
圃畠
胃
α
閑
Φξ

)

共
和
党
下
院

議
員
が
F
B

I

の
提
供
し
た
札
束

を
、
ポ

ケ

ッ
ト
に
押
し
込
む
喜

色
満

面
た
る
姿
が
、
鮮

や
か
に
収

録
さ
れ

て
い
る
。
同
じ
く
、

ペ
ン
シ
ル
ヴ

ェ
ニ
ア
州
選
出

の
民
主
党
下
院
議
員

M

・
マ
イ

ア
ー
ズ

(竃
ざ
冨
巴

言
岩
邑

は
画
面

の
な
か
で
、
彼

の
賄
賂

の
分
け
前
が
余

り
も

に
些
少

で
あ

る
と
、
強

く

苦
情
を
訴
え
た
。

さ

ら

に
、
南

カ

ロ
ラ
イ

ナ
州
選
出

の
民
主
党
下
院
議
員
J

・
W

・
ジ

ェ
ン
レ

ッ
ト

(匂
。ぎ

≦
ζ

窪
曇

8
)

の
映
像

は
、
「
私

は
、
私

の
血
液

の

な

か
に
、
盗

み
の
罪
を
注
ぎ

こ
ん
で
し
ま

っ

た
」
と
、
悔
恨

と
も

お
も
え
る
言
葉
を
吐
露
し
て
い

る
。

こ
の
よ
う
な
F
B
I
の
ヴ

ィ
デ

オ

・
テ
ー
プ

に
収

め
ら
れ

て
い
る
は
、
C
B
S

ニ
ュ
ー

ス
の
全
国
網

に
よ

っ

て
全
米

に
放
映
さ
れ
た
。

こ
う

し
た

>
bd
QQ
O
》
竃

に
連
座

し
て
い
る
他
の
下
院
議
員

は
、

ニ

ュ
ー
ヨ
ー

ク
州
選
出

の
民
主
党
議
員
J

.
マ
ー

フ
ィ
ー

(冒
ぎ

ζ
ロ
弓
ξ

)

ニ

ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
州
選
出

の
F

・
ト
ン
プ

ソ
ン

(宰

・。爵

↓
ゴ
。日
場
8
)

(民
主
党
)
、
そ

し
て
、
ペ
ソ

シ
ル
ヴ

ェ
一一
ア
州
選

出
の
R

・
レ
ー
デ
ラ

ー

(国
。。曳
ヨ
。
巳

ピ
。
・

号
話
「)
民
主
党
議
員

で
あ
る
。

こ
れ
ら

の
六
名

の
下

院
議
員
と

一
名

の
上
院
議
員

は
、
す
べ
て
、

F
B
I
の
捜
査

に
基
づ
く
収
賄
容
疑
で
裁
判

に
付

さ
れ
。
有
罪
を
宣

告

さ
れ
た
。

こ
の
た
め
、
議
会

は
、
不
本
意

な
が
ら

、
彼

ら
を
懲
戒
す

べ
き
状
況

に
追

い
込
ま
れ
た

。
例
え
ば
、

一
九
八
〇
年

に
、

マ
イ

ア
ー
ズ

は
、
南
北
戦
争
以
来

下
院
か
ら
除
名

さ
れ
た
最
初

の
議
員
と
い
う
汚
辱

を
蒙

る
に
至

っ
た
。

ヶ
り
ー
、

マ
ー

フ
ィ
ー
、
そ

れ

に
、

ト

ソ
プ

ソ
ソ
の
三
下
院
議
員

は
、
再
選

に
失
敗
し
、

レ
ー

デ

ラ
ー
議
員
は
、
再
立
候
補

の
う
え
再
選

さ
れ
た
に
も

か
か
わ
ら
ず
、
下
院

か
ら
の
除
名
と

い
う
不
名

誉

を
回
避
す
る
た
め
に
職
を
辞

し
た
。
ジ

ェ
ン
レ

ッ
ト
下
院
議

員
と
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
上
院
議
員
も

ま
た
、
議
員
を
辞

職

し

て

い
る
。

と

り

わ

け
、
ウ

ィ
リ
ア
ム
ズ
上
院
議
員

は
、
上
院
が
彼
を
除
名
す
る
懲
戒
投
票
を
行
な
う
前
夜

に
、
辞
表

を
提
出
し
た
。
》
ロσ
ω
O
>
ζ

は
、
最

近

に
お
け

る

一
連

の
議
会
の
不
祥
事
件

の

一
環
を
構
成

し
て
い
る

に
す
ぎ
な

い
。

同
じ
く
、

一
九
八
〇
年

に
は
、
ジ

ョ
ー
ジ
ア
州
選

出

の
民
主
党
上
院
議
員

H

・
タ
1
ル

マ
ッ
ジ

(
=
。
§

睾

円
巴
目
巴
鴨
V
は
、
政
治
資
金

を
私
的
目
的

の
た
め
に
流

用

し
た
事
実
が
発
覚

し
た
後

に
、
選
挙

で
敗
退

し
て

い
る
。
(子
凱
二

7
偶
O
Q。
甲
)
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相因

ま
た
、

一
九
八
八
年

に
は
、
当
時

の
」

・
ラ
イ
ト

(冒
目

ミ
臥
讐
件)
下
院
議
長

(民
主
党

・
テ
キ
サ

ス
州
選

出
)
に
対
す
る
疑
惑

の
申

し
立
て
が
、
ジ

親
ー
ジ

ア
州

選
出

の
共
和
党

下
院
議
員

N

・
ギ

ン
リ

ッ
ク

(堵
。ヨ

O
言
。q
ユ
畠
)
に
よ

っ
て
提
起
さ
れ

て
い
る
。

こ

の
申

し
立

て

の
な
か
に
は
、
テ
キ
サ
ス
州

に
お
け
る
石
油
会
社

一
一社
と
ラ
イ

ト
と
の
公
私

の
利
害

の
対
立

(8
目
観
2

一三
需
婁

)

の
嫌
疑
、
選

挙
資
金
な
ら
び

に
議
会

ス
タ

ッ
フ
の
不
正
な
使
用
、
そ

し
て
、
ラ
イ
ト
が

テ
キ
サ
ス
州

に
お
け

る
貯
蓄
貸
付
組
合
幹
部

(↓
。
碁
。。
。。p。≦
ロ
σq
。。
四
巳

δ
碧

。
国
¢
2
叶ぞ
①・。)

に
対
し
て
便
宜
を
図

る
た
め
に
、
連
邦
政
府

に
よ
る
規
制

に
、
干
渉

を
加
え
た
際

の
、

政
治
的
影
響
力

の
不
当
な
行
使
、
な
ど
が
、
含

ま
れ

る
。
こ
う

し
た
問
題
点
を
調
査
す

る

た

め

に
、
下
院
倫

理
委
員
会

(缶
o
島
。

O
o
目
ロ
葺
8

自

oo
欝
ロ
儀
鍵
慶

o{

O
曲
..
凶櫛
一
〇
〇
薮

琴
仲)
は
、
全
会

一
致

の
票
決

に
よ

っ
て
、
外
部

の
弁
護
士
を
雇
傭

し
、

こ
れ

ら

の
諸

問
題
点

の
解
明
に
当
ら

せ
る
こ
と
に
し
た
。

こ
の
よ
う
な

ラ
イ

ト
の
過
去

に
お
け
る
諸
活
動

に
対
す
る
調

査
は
、

一
九

八
五
年
七
月
以
降

の
五
四
、
五
八

}
ド

ル
に
及

ぶ
株
式

の
売
却

に
ょ
る
キ

ャ
ピ

タ
ル

・
ゲ

イ
ン
の
申
告
漏
れ
、

幾

つ
か
の
地
方

に
お
け
る
ベ

ル
電
話
会
社

(国

鳳
日
巴
。
喜

oロ
。
O
o
ヨ
忘
巳
。㎝)

と

の
公
私

の
利
益

の
対
立
、

イ
ラ
ク
産
石
油
を
ペ

ル

シ
ャ
湾

に
輸
送

す

る

イ

ラ
ク

・

パ
イ
プ

ラ
イ
ン
計
画

(齢ぽ

富

Ω
ε

覧

①
与

①

冨

翻
)

へ
の
関
与

、
な
ど

の
理
由

か
ら
、

一
九
八
八
年

七
月
に
辞
任

し
た
司
法
長
官

E

・
ミ
ー
ズ

(〉
偉
o
コ
。
矯

O
窪
曝

。
邑

臣

鼠
目
竃
o
o器
)

の
は
ら
む
諸
問
題

か
ら
、
世

人

の
注
意
を
逸

ら
す
た

め
の
共
和
党
の
努
力
を
、
鮮
麗

に
濃
縮

し
て
示
し
た
も

の
と
称

し
て
よ
い
。
(U
a
畠
鎚
店

O
℃
窟
艮
9
轄

ぴ

。㍗

9
ゴ

㍗
劇
9

S
ぎ
鴨
き

偽
§
馬
ト

送
。。。。
噂
》
ω
h。
・)

さ
ら
に
、

一
九
八
八
年

の
選
挙
で
は
、
二
名

の
下

院
議
員
が
、
現
職

で
あ
る

に
も

か
か
わ
ら
ず
、
そ

の
違

法
行
為

の
故

に
、
選
挙
民

の
憤
激
を
買

い
、
落
選

し
て
い

る
。
そ

の

一
人
が
、
ジ

ョ
1
ジ
ァ
州
デ

ィ
カ
ル
ブ
郡

(O
①
内
巴
げ
O
o
自
黒
ざ

0
8
お
一帥
)
を
選
挙
区
と

す

る
、

P
・
ス
ゥ

ィ
ン
ド

ー
ル

(℃
鉾

ω
三

巳
』
)
民
主
党
下
院

議
員
で
あ

る
。
彼

は
、
本
来

は
麻
薬
資
金

で
あ
る

に
も

か
か
わ
ら
ず

こ
れ
を
擬
装

し
合
法
的
な
資
金
と

み
せ
か
け
た
と
お
も
わ
れ

る

一
五
万
ド

ル
に
及
ぶ
融
資
を
受

け

て

い
た
と

い
う
事
実
を
、
大
陪
審
に
お
い
て
隠
蔽

し
た
廉

に
よ

っ
て
、

一
九

八
八
年
十
月

に
起
訴

さ
れ

た
。
こ
の
た
め
、

一
九

八
八
年
十

一
月

の
選
挙
で
、

ス
ゥ

ィ
ン

ド

ー
ル
下
院
議
員

は
、
議
席
を
失
な
い
、
代

っ
て
、

T
V
番
組

の

§

馬
b
§

禽

ミ

爵

舘
Q
ミ

に
出
演

し
て
い
た
俳
優

の
B

・
ジ

諏
ー
ソ
ズ

(ロコ
窪

甘
コ
①。。)
が
、

議

席

の
金
的
を
射
止

め
た
。
も
う

一
名

の
下
院
議
員

は
、
下
院
銀
行
委

員
会

(躍
。
岳
㊥
じσ
磐
猷
昌
ロq
O
。ヨ
ヨ
葺
①①
)

の
委
員
長
職

に
あ

っ
た

騨
!
ド

ア
イ
ラ
ソ
ド
州
選
出

の

F

.
セ
ン
ト
ジ

ャ
!
メ
イ
ソ

(同
03
帥
民

Qo
齢・
O
霞
日
簿
ぎ
)

(民
主
党
所
属
)

で
あ
る
。
彼

は
、

一
九
八

七
年

の
下
院
に
お
け
る
倫
理
調
査
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
と
さ
れ

た
た

め
、

一
九

八
八
年

の
選
挙
で
、
弁
護
士

の
R

・
K

・
マ
ー
ク
ト

レ
イ

(閃
o
鵠
凌

客

竃
皆
霧
ぼ
唄
)
に
議

席
を
奪
わ
れ
、
議
員
歴

は
、
十

四
期
を
以

っ
て
終
止
符
が
打
た

れ
た
。

一
九
八
八
年
十
月

に
、

セ
ン
ト
ジ

ャ
ー
メ
イ

ン
委
員

長
と

一
ロ
ビ

イ
ス
ト
と

の

取
引
関
係

に

お
け
る

《
重
大
か

つ
持
続
的
な
違

法
行
為

の
証
拠

》
(。〈
竃
魯
8

鼠

器
臥
。
虜

幽
民

葡
房

⇔
β。
ぎ
鼠

且

。。
。
o
民

ぎ

齢
)

が

、

司

法

省

(
}
房

酔繭8

0
㊥
醤

耳
目
。
茸

)

の

一
文

書

に

よ

っ
て

、

白

日

の

下

に

さ

ら

さ

れ

た

。

(
寄

ミ

3

§

僑
ミ
曾

、

N
ト

δ
oo
oo
サ
7
紹
・)

.㎞
う
し
た
跡
を
絶

た
な

い
議

会
の
不
祥
事
件

に

つ
い
て
、
著
名
な

ユ
ー

モ
ア
作
家

W

・
ロ
ジ

ャ
ー
ズ

(≦

厳

幻
o
σq
鶏
。。)

が
、
議
会

は
い
ま
や

《
盗
人
》

(齢露
①
<
窃
)

と

《
。.し
ろ

っ
き
》

(「器
8
一。・)

で
占
拠

さ
れ

て
し
ま

っ
た

の
で
は
な

い
か
と
質
さ
れ
た

の

に
対

し
て
、
「
然

り
。
し
か
し
、
そ
の

こ
と
は
、
選
挙
区

の
正
確
な
断
面
図

を

示
す
も

の
に
ほ
か
な
ら
な

い
」

と
答
え
て

い
る
の
は
、
注

目
さ
れ
る
。
(≦

o
層
しロ
葺
・
冨
夢

。
亨

鼻

二

㍗
き
。。層)
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議
会

に
お
け

る
議
員
の
背
徳

行
為

(司
H。
コ
叩
畠
。
一紹

。。)
に
対

す
る
問
責

は
、
下
院

の
場
合
、
民
主
党

六
名
、
共
和
党
六
名

の
与
野
党
同
数

の
委
員

か
ら
成

る
下
院
倫
理

委
員
会
・
上
院

の
場
合

に
は
・
上
院
特
別
倫
理
委
員

会

(ω
①
審
冨

Q。
Φ
一①9

0
。目
ヨ
一穽
①Φ
睾

国
p露
邑

に
よ

っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ

、
実
施

さ
れ

る
。

こ
れ

ら
の
委
員
会

は
、

公
衆

の
視
線

の
位
置

に
視
角
を
設
定
し
、
彼

ら
と
同

じ
視
点

を
分
有
す

る
。
け
れ
ど
も
、
上
下
両
院

の
倫
理
委
員
会

は
、
議
員

の
違
法
行
為

に
関
す
る
様

々
な
問
責

を

実
行
す
る
こ
と

に
緩
慢

で
あ
り
、
そ

の
他

の
議
員

の
不
当
行
為
や
疑
義
あ
る
行
為

に
つ
い
て
は
沈

黙
を
守
る
か
、
そ
れ

と
も
、
秘
匿
主
義

の
態
度
を
堅
持

し
、
議
員

の

倫
理

コ
ー
ド
に
違
背
す
る
行
為
が
確
認
さ
れ
た
場
合

に
も
、

こ
れ

に
対

し
て
制
裁
措
置
を
講
ず

る
こ
と
を
逡
巡
す
る
。
換
き
口
す
る
な
ら
ば
、
上
下
両
院

に
お
け
る
倫
理

委
員
会

は
・
反
倫
理
的
行
為

を
摘
発
し
終
息

さ
せ
る

制
度

の
剣

と

い
う

よ
り
は
、
む
し
ろ
、
外
部
世

界

に
対
し
て
議
員
を
防
護
す
る
た
め
の
倫
理
的
盾

と
し
て
機
能
す

る
場
合
が
・
少
な

か
ら
ず
存

在
す

る
と
酷
評
さ
れ

て

い
る
。
(O
。
匙

髄民

O
竈

Φ夢

①
冒
①
び

。
づ
.
g

二

噂
・き
。。
・)
倫
理
委
員
会

の
機
能
状
況

は
、

こ
う
し

て
、
倫
理

ロ

ー
ド
の
厳
格

な
実
施
機
関

と
し
て
の
実
体
感
を
置
き

去
り
に
し
虚
空

に
舞

い
上
る
が
ご
と
き
観

を
呈

し
て

い
る
。

(
29

)

≦

}
.
閑

。
Φ
h9

β

。
…『

弓

一
一
-
一
・。
ゆ

§

ミ

気

§

§

鑓

壁

ミ

。。
・
亭

一
。
占

一
・

一
8

Φ
旨

o
。
8

①
『

隣
口
山

≦

出
嵩
隅
日

芝

Φ
・。
韓

、、誤

㊥

0
。
旨
・、
噌
。
珍

。
口
臼
一

〇
m
H
Φ
。
同

一ロ

子

Φ

一
〇
8

9
、、
ぎ

O
。
注

悌
民

O
竈

Φ
夢

Φ
言

巽

(巴

●)
噛
。
掌

9
"
・
N
巳

a

二

一
Φ
。。
ピ

?

㊤
P

(30
)

器
。冨

巳

劉

ぽ

言
9

冒

噂
さ

ミ

恥
ミ

$

さ

§

さ

ミ

霧

ミ

§

尊

b
き
ミ

馬吻丸

ミ
。。
・
唱

・N
。。。。-
・。
。。
g

(
31

)

≦

.
一
.

国

Φ
臥

9

0
亨

9

⇔二

亨

一
N

(
32

)

圃
げ
罷

二

噂
掌

一
b◎
占

ω
・

(
33

)

一げ
罷

二

7

一
らゆ
・

一
九
六
二
年
か
ら

一
九
八
六
年

に
至
る
ま
で
の
期
間
に
、
上
下
両
院

に
登
場

し

た
新
人
議
員
数

は
、

次

の
よ
う

に
な
る
。

(O
げ
「一㎝枠。替

。噂
9

¢d
恥臨
・、
団

§

鴨
9

¢

O
も
薦

鳶
鉾

這
Q◎頴

亨
お
・)

一
九
六
二
年

.
下
院
六
六
名

・
上
院

一
二
名
、

一
九
六
四
年

・
下
院
八
三
名

・
上
院
八
名

、

一
九

六
六
年

.
下
院

六
〇
名

.
上
院
七
名
、

一
九

六
八
年

.
下
院
三
六

名

.
上
院

一
五
名
・

一
九
七
〇
年

・
下
院

四
八
名

・
上
院

=

名

・
騨
九

七
二
年

・
下
院

六
七
名

.
上
院

一
三
名
、

一
九

七
四
年

.
下
院
八
六
名

.
上
院

=

名
、

一

九
七
六
年

・
下
院

六
四
名

・
上
院

一
八
名
、

一
九

七
八
年

・
下
院

七
七
名

・
上
院

二
〇
名
、

一
九

八
〇
年

.
下
院
七
三
名

.
上
院

一
八
名
、

一
九
八
二
年

.
下
院
八
〇

名

・
上
院
五
名
、

一
九
八
四
年

・
下
院
四
三
名

・
上
院
七
名
、

一
九
八
六
年

・
下
院
五
〇
名

・
上
院

=
二
名
、
以
上
で
あ

る
。

(も。①Φ
2
。
毒

山
踵
↑

O
.。。仲.一昌
"
↓
聞
。
日
簿の

戸

罫

目

噂
≦

。
冨
。二

ζ
巴
げ
嘗

匂
。
匿

,

切
嘗

ざ

.§

ミ

9
ミ
暮

q切
§

O
§
鷺

§

遣
。。や

竈
墨

唱
巳

o
,
罫

o
◎
越
偽
§

軌&
越
貸
、
O
ミ
黛
、
馬恥
、
骨

き

価書

沁
鳴,

㌧
ミ

静

◎。

2
0
〈
。
日
ぴ
Φ
「

一
〇
〇。
Φ
・
亨

b。
。。
嵩

・)

同

じ

く

、

一
九

六

二

年

か

ら

一
九

八

六

年

に

至

る

期

間

内

に

、

自

発

的

に
引

退

し

た

上

下

両

院

議

員

の
数

は

、

次

の

通

り

で

あ

る

。

(
ρ

}
・

じロ
p
ロ
。
ざ

。
Ψ

。
凶ゴ

,

ら
Q。
.
)一

九

六
二
年

・

下
院

二
四
名

・
上
院
四
名
、

一
九

六
四
年

・
下
院
三
三
名

・
上
院
二
名
、

一
九

六
六
年

.
下
院
ニ
ニ
名

.
上
院
三
名
、

一
九
六
八
年

.
下
院
一
一三

144(716)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相㈲

名

・
上
院
六
名
、

一
九
七
〇
年

・
下
院
二
九
名

・
上
院
四
名
、

一
九
七
ご
年

・
下
院
四
〇
名

・
上
院
六
名
、

一
九
七
四
年

・
下
院
四
三
名

・
上
院
七
名
、

一
九
七
六

年

・
下
院
四
七
名

・
上
院
八
名
、

一
九
七
八
年

・
下
院
四
九
名

・
上
院

一
〇
名
、

一
九
八
〇
年

・
下
院
三
四
名

・
上
院
五
名
、

一
九
八
二
年

・
下
院
三
九
名

・
上
院
三

名
、

一
九
八
四
年

・
下
院
二
二
名

・
上
院
四
名
、

一
九
八
六
年

・
下
院
三
九
名

・
上
院
六
名
、

以
上
で
あ
る
。

(器
Φ
⇔
ぎ

O
§
h
鳶
鴇
苛
鵠
ミ

O
蕎
ミ
ミ
量

勘
愚
ミ
、・

這
紹
ー
一〇
Qo9
)

(鉢
)

蜜
α
二
や
一
伊

一
九
七
〇
年
代
後
半

に
繋
が
れ
て
い
た
瞬
帯
を
同
じ
く
す
る
こ
れ
ら
の
新
人
議
員
は
、
比
較
的

に
若
年

(四
〇
年
代
前
半
か
ら
五
〇
年
代
前
半
1
当
選
時
点
の
平
均

年
齢
)
で
あ
る
ば
か
り
で
は
な
く
、
自
己
の
所
属
政
党
か
ら
の
独
立
性
を
維
持
し
て
い
る
。
彼
ら
の
大
多
数
の
選
挙
の
勝
因
は
、
彼
ら
自
身
の
個
人
的
な
選
挙
組
織
の

効
率
的
な
運
用
と
自
ら
の
努
力
と
に
あ
る
。
こ
の
こ
と
が
、
自
己
の
言
動
に
向
け
ら
れ
た
党
の
要
求
と
議
会
指
導
の
双
方
に
対
す
る
彼
ら
の
底
深
い
懐
疑
と
冷
徹
な
批

判
と
の
視
線
を
設
定
す
る
。
こ
の
よ
う
な
党
か
ら
の
独
立
心
の
旺
盛
な
議
員
が
尊
重
し
奉
仕
す
る
唯

一
の
上
位
者
は
、
彼
ら
を
再
指
名
し
再
選
さ
せ
て
く
れ
た
自
己
の

選
挙
区
以
外
に
な
い
。
選
挙
区

に
お
け
る
支
持
を
培
養
す
る
こ
と
は
、
選
挙
区
の
政
治

・
社
会

・
経
済
上
の
諸
特
微
を
理
解
し
、
自
己
の
職
務
の
遂
行
に
意
を
注
ぎ
、

議
会
制
度
が
授
与
し
て
く
れ
る
数
々
の
選
挙
運
営
上
の
特
権
を
活
用
し
得
る
彼
ら
に
と

っ
て
、
さ
し
た
る
困
難
は
な
い
。
(同げ
葬
噂
,
一ト
)

(
35
)

O
き

≧
目

旨

騨乱

臣

。暴

。。
炉

d
"
鴉
.
ざ

ミ
詩
ミ

隷

誉

、
誠

ミ

』
§
ミ
苛
ミ

9

ミ
哺ミ

沁
ミ

$
§
ミ
S

蕊

§

職

さ

巡

ミ
智
藁
丸

ミ
狛

7
器
ド

と
鎚

O
疑
夢

審

毎
ミ
ミ
苛
黛
講

寄

ミ
持
ミ

等

ミ
蝿鯵

」ミ
略
噛
噂
.b◎
圃
噛

(
36

)

O
・

ζ

・

9

8

亭

o
マ

o
一齢
二

噂
・雷

・

(
37

)

閑
.切
・
器

鳳

o
ざ

O
q
踏

鳶

鷲

.
㍗

も
ミ
鞍

q
識
糺

ぎ

§

'

0
7

魯

こ

唱
"
・露

1
3

.

切u
帥
昏
帥墨

ρ

oo
額。げ

霞
器

議

匂o
冨
冨

窪

〉
.
oo
四
ぼ
o
「9

0
碕
養

聖

寒

馬曹

も

ミ

O
黛
蕊
§

む
蕩
、
寒

、§

、
さ

ミ
蕊

奪

臥
ぎ
ミ
普
Q
き

恥
ミ

匙

・
遣
器
・
Ψ
$

(
38

)

写

剛告
.

"
.り
も。
.

(
39

)

≦

」

.
国
①
o
量

8

.
鼠
ゴ

"
・
お

.

(
釦

)

閑
・
甲

閃
帯
♂
ざ

臼

.
鼻

二

唱
.雪

.

(
41

)

量

鮎
ニ

ヤ

鐙

.

(
42

)

ρ

}
.
切
巴

亀

場
o
Ψ

昌

二

"
"
.紹

』
○。
,

(
43

)

開
o
寓

ユ

ω
.
卑

津
8

章

論

。・
↓
げ
臼
¢

ω
ロ
島

口

↓
窯

目
oq

9。
g・
9・

欝

頴

oり
Φ
9

署

ぎ

さ

、魯

ぎ

ト
Q。

(
、
ミ

軌
y

噂
,

爵

ω
ム

認

国
●
ロロ
.
幻
帯
一
〇
ざ

9

.
o
一榊二

唱
.8

.

(
"

)

日
旨

鍵

巴
孕

蜜
O
。

く
9
⑦
誘

竃

櫛
仲9

鳥

O
¢
B
o
。
冨
o
団

甘

0
呂

。Q
肖
o
鼠

o
口
巴

田

。
9

0
霧

"、.
ぢ

ρ

セ

O
Φ
o
「
言
oq
讐
O
ら
躇

、
$

劉
§

民

さ

ミ

導
摯

這

。。
鴇
・
や

b。
り
・

閃
・
◎ロ
・
男

首

㎞o
ざ

8

・

鼻

二

唱
.
曾

.
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(
45

)

r

"
帥
竃

巴
9

0
7

0
搾
二

"
・
bo
O
・

(
46

)

d
<
・
一
・

国
o
o
盆

噛

o
亨

o
胃
二

℃
気

bσ
・

(
47

)

臣

属

二

唱
・『
卜

(
48

)

子

置

二

℃
Ψ

謡

-
醐
bo
・

(
49

)

写

達

ニ

ワ

刈
↑
・

(
50

)

亭

冠

二

"
・噛
9

(
51

)

守

践

二

掌

刈
α
.

(
52

)

客

}
・
O
窃
冨
ぎ

9

m
r

§

ミ

9

ミ

帆吻～
持
物

"
達

Q
も
遷
晦
、
$
勲

竈

。。
軋
-
塙
◎
Q。
黛

竈

。。
鱒

噂
宰

①
㎝
ム

①
・
①
㌣

刈
P

聞
&

o
「
既

田

9

二
自

O
o
日

邑

蹴

8

・
爵

O

勘
§

ミ

騎

偽
醤

き

ご
顧
ミ

蕊

、
墨
ミ
&
昌
ざ

N
も
q◎
恥
-
短
も
QQ
ト

ミ

爵
識
ミ

肉
愚

q
ミ

き

も

(
き

紀

」
℃
偽
簡
)
噂
唱
・恩

・
ρ

}
・
O
①
①
「ぎ

㎎

o
㍗

9
仲こ

"
サ

ω
O
ー
ω
一
・

現
職
議
員

の
平
均
支
出
額

に
対
す
る
挑
戦
候
補

の
平
均
支

出
額

の
比
率
は
、
次

の
よ
う

に
な
る
。
(O
.
匂
.
O
$
旨

㎎

。
や

魯

・"
U
・ω
ご

下
院

・
一
九

七
四
年
七
〇
%
、

一
九
七
六
年
六
五
%
、

一
九

七
八
年
六
八
%
、

一
九

八
〇
年
七
四
%

、

一
九
八
二
年
五
七
%
、

一
九
八
四
年
四
三
%
、
上
院

.
一
九

七
四
年
六
〇
%
、

一
九

七
六
年
七
三

%
、

一
九
七
八
年

五
二
%
、

一
九
八
〇
年
六
五
%
、

一
九
八
二
年

六
六
%
、

一
九

八
四
年
五
三
%
、
以
上
と
な
る
。

(
53

)

切
邑
ρ

oo
巴
o
ヨ
o
器

n。
民

Qo
.
〉
.

。・
ロ
ぎ

霞

9

0
烏
識
ミ

ミ

翁

場

㌔
黛
、
警
"
孕

自
篭
糺

O
臼
ミ
も
§
吋
議

㌦

韓

偽
9
ミ

自
馬

、
ミ
ミ

a

ミ

ト
ミ
ミ

皆
鼻

b。
識
職

馬
"

・

名

・

9
仲
二

"
や

δ

甲

δ

劇
■

(
54

)

]げ
箆

二

"
・
一
〇
膳
・

(
55

)

0
8

茜

o

ρ

国
山
詔
薗
a

。・
日

鳩
鳶

§

恥

§

ミ

慧

鋭

ミ

跨
§

ミ

皆

N
b
§

譜

、
罫

も

黛

O
◎
謡
暁
ミ

鴇
・
這

c。
沖

マ

一
〇
ω
・
器

①

巴
・。
o

、.ぎ

鼻

o
oo
Φ
富

$

.
G。
O
い

↓
o
。。
日

qo
や
「
搾

=
霧

O
署
8

ミ

曙

8

臣
①

閃
巳
①

o
瓶
ぎ

銑
ユ

曾

。。
一。・
堵博讐
O
も
遣
鴫
ミ

題
苛
慧
ミ

O
§

栽
ミ

セ

類
　
器

電

沁
§

ミ

ひ

¢
§

尉
ミ
富

、

軋
・
這

。。
や

慰
・榔σ
お

腎o
・

(
56

)

O
.
O
・

国
山
詔
薗
「
畠
匂ロ

一
閏
曽

O
掌

O
一酔
二

掌

一
〇
ド

(
57

)

甲

O

.

ω
巴
ヨ
o
話

陣
コ
窪

oり
・
》
.

Qり
巴

ヨ

o
「
9

0
掌

o
幽紳
二

℃
Ψ

α
bQ
-
oQ
ゆ
・

本

項

に

関

す

る

叙

述

は

、

と

く

に

註

記

し

な

い

限

り

、

右

の

前

掲

書

に

よ

る

。

(
58

)

『

幻
暫
αq
。喚
店
巴
9

0
亨

O
穽
二

唱
』
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)
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置
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騨
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)
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.

閑
φ
o
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7

息

停
二

㍗
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餅

(
61

)
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冨

二
く
Φ

ヨ

一
竃

Q。
・、、

冨

ム
ミ

恥
・

き

ト

⑦
ら
ド

勘

ミ

・

ぎ

、・M
胤

(
⑦
魯

欝

ミ

9

、

竜

。。
◎
y

署

・⑰
ω
も。
-

146(718)



公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相($1

①
望
}.

(
62
)

H
8

9

導

o早

知
愚
ミ
壁
譜

㌦
』
着

奪

吻§

§

斜

Nミ
評

唱
・一◎。
〒
一◎。
ド

¢ロ
・
ρ

oo
暫
ぎ

o
「
Φ

鯨
乱

ω
.
》

.
ω
帥
一ヨ

o
器

矯

o
甲

鼻

ニ

マ

①
α
曝

(
63
)

一
般

に
媒
体
と

議
員

と
の
関
係

は
、
次

の
よ
う

に
な

る
。
〔
男
o㈹
角

胃

U
駕
剛脅
象

山
民

≦
ゆ一冨
「
㍗

9

霧
需
ぎ

Q
§

鷺

§

§

蹴
寄
恥
§

ミ
曝
恥
諺

恥
ミ

Q"
・
遣

竃
噂
署

』
ホ
占
蕊
.)

ア
メ
リ
カ
に
お
け

る
報
道
機
関

は
、
高
度

に
分
権
化

さ
れ
分
散

化
し
て
い
る
。

こ
の
国
で
は
、

一
万

一
〇
〇
〇
以
上

の
新
聞
が
発
行
さ
れ

て
い
る
。
そ

の
う
ち

の

一

八
〇
〇

紙
が
、
そ

の
威
僧
と
発
行
部
数

に
お
い
て
最
も
重
要
な
日
刊
紙

で
あ
る
。

ま
た
、

一
万
二
〇
〇

〇
以
上
の
定
期
刊
行
物
が
、
出
版

さ
れ

て
い
る
。
さ
ら
に
、
全

国
を
通

し
て
、

一
万
以
上
の
ラ
ジ
オ
局
と

こ
二
〇
〇

の
T
V
局
も
、
存
在
す

る
。

(紹
Φ
O
画
貯

b
ヤ
題
な
遷

ミ

寒

㍉劉6ミ
脳§

増

頓
　
栖
や

這
。。。。
讐
マ
乱

い

しロ
、
ミ
§
§
・

、ミ
h

O
S

、ミ
籟
箋
譜

寄
ミ

9
唱
却
り
迷
鶏
"
℃
マ
〉
-
b。
曽
O
-
鱒
)

こ
れ

ら
の
報
道
機
関
は
、
地
方
的
な
圏
域

を
基
盤

と

し
て
成
立
す

る
。
そ
の
圏

域
で

は
、
何

よ
り
も
、

係
争

問
題

や
広
告
が
、
地
方
優
先

の
力
学

で
組
織

さ
れ

て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
全
体

と
し

て
、
地
方
報
道

機
関
は
、
首
都

ワ
シ
ン
ト
ソ
に
お
け
る
地
方
選

出
の
議
員
団

の
習
動

を
詳
細

に
報
道
す
る
た
め
の
方
策

と
し
て
は
、

至

っ
て
不
適
切
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
地
方
報

道
機
関

は
、
専
属

の
取
材

記
者
を
ほ
と

ん
ど

ワ
シ
ソ
ト

ソ
に
常

駐

さ
せ
て

い
な

い
。
大
部
分
の
地
方
報
道
機
関

は
、
全
国

ニ
ュ
ー
ス
を
、
個

々
の
議
員

の
言
動

を

一
貫

し
て
追
跡
す
る

こ
と

の
稀

な

。。巻
象
。
簿
巴

禽

。冨

冒

器
署
冨

。。

に
依
存
す

る
。
「
地
方
報
道
機
関
が
全
国

ニ
ュ
ー
ス
を
流
す

の
は
、
そ

の

ニ
ュ
ー
ス
が
、
地
方

の
人
物
を
巻
ぎ
込

ん
で
い
る
か
、
地
方

の
行
末

に
影
響
力
を
及
ぼ
す
か
、

あ
る

い
は
、
地
方

の
関

心
と
直
結
す

る
か
の
、

い
ず
れ

か
の
場
合
で
あ
る
の
が
、
普
通

で
あ

る
」
。

(Ω
訂

匹
霧

¢σ
o
。・一①
ざ

.酪
魯
簿
。
O
o
日
ヨ
ロ
三
。巴

o
田

朝
繭爵

浮
¢
℃
亭

げ
ぽ
㌔

ぎ

⑦
§

ミ
亀
O
§

ミ
§

㌦ら
ミ
皆
誤

ミ
篭
魯
、譜

、
導
ミ

順
弓
・一タ

の
鐸
o
仲a

ξ

O
・く
静

§

窪
窪
9

Φ
。。器
r

呂
.
鼻

二

?
謀
釦
・)

新
聞

と
の
関
係

に
つ
い
て
は
、
大
部
分

の
議
員

は
、

報
道
補
助
者

(鷺
。
器

巴
店
)
と
し
て
の
職
務

を
遂

行
す
る
職
員
を
、
少
く
と
も

一
名
を
有

し
て
い
る
。
彼
ら
を

二
名

な
い
し
三
名
擁
す
る
議
員
も
、
決
し
て
珍

し
く

は
な

い
。
報
道
補
助
者

の
役
割

は
、
議
員

の
執
務

状
況

に
鮮
烈
な
照
射
を
当

て
る
報
道
を
創

出
す
る

こ
と
に
あ
る
。

行
政
諸
…機
関

は
、
現
職
議
員

の
選
出
州
も

し
く
は
選
出

区

に
運
邦
政
府

の
補
助
金
や
工
事

の
請
負
が
授
与

さ
れ
る

こ
と
を
、
新
聞
紙
上
で
、
彼
ら

に
、

言
明
さ
せ
る

こ
と

に
よ

っ
て
現
職
議
員
を
逆

照
明

の
よ
う
に
裏
面
か
ら
援

護
す
る
。
こ
こ
に
、
行
政
諸
機
関

と
現
職
議
員

と

の
間
に
お
け
る
隠
微
な
共
生
関
係
が
、
認

め
ら
れ

る
。
ま
た
、

議
員
が
連
邦
政
府
資
金

の
調
達

に
何

の
関
係
も
な
か

っ
た
と
し
て
も
、
新
聞
記
事
は
、
「
上
院
議
貴
某

は
、
}
窪
霧
く
鮭
①
に
お
け
る
X
Y
Z
会
社

に
、
連
邦
政
府

か
ら
工

事
の
請
負
が
授
与
さ
れ

た
旨
、
本

日
、
発
表
し
た
」
と

報
ず

る
。

こ
う
し
て
、
親
聞

と
議
員

の
間

に
も

、
微
妙
な
協
和
音
が
奏
で
ら
れ
る
。
さ
ら

に
、
多
数

の
議
員

は
、

小
都
市

の
新
聞
が
議
員

の
署
名
入
り
で
再
刷
す

る
こ
と

の
で
き

る
特
別
寄
稿
文
を
、
毎
週
、
も
し
く

は
、

隔
週
、
作
成

し
て
い
る
。

上
下
両
院
、
そ
れ

に
両
院

に
お
け
る
共
和

・
民
主
両
党

は
、
装
備

の
完
全
な

ス
タ
ジ

オ
と
衛
星
中
継
装
置

と
を
所
有
す

る
。
そ

こ
で
は
、
市
価

の
ご

く

一
部

の
費
用
で

窪
島
o
も

し
く
は

《
鵠
ω
o
番
組

、
あ

る
い
は
、
儀
o
建
ヨ
。
三
p。q

が
、
製
作
さ
れ

る
。

T
V

ス
タ
ジ

オ
に
は
、
馴

染
深

い
議
事
堂
の
ド

ー
ム
や
議
員
事
務
所

の
内
部
、
常

任
委
員
会
室

の
セ

ッ
ト
な
ど
を
含
む

一
連
の
背
景
幕
が
、
描

か
れ
て

い
る
。
若
干

の
現
職
議
員

は
、
地
方

の
ヲ
ジ
オ
局
も
し
く

は
T
V
局

に
よ

っ
て
放
送
さ
れ
る
定
期
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番
組
を
製
作
す
る
。

こ
う
し
た
地
方
局
は
、
定
時

の

二
血
ー
ス
放
送

に
現
下

の
係
争
聞
題

に
関
す

る
簡
単

な

β。民

団o
も

し
く
は

塗
日

。ぽ

。。
を
挿

入
す

る
。

こ
れ

は
、

窪
島
o

や

由
日

島
陽

の
な
か
の
報
告
者

で
あ
る
議
員

が
、
現
場

に
臨

み
、
そ

こ
で
解
説

し
て

い
る
と

い
う
印
象
を
、
視
聴
者

に
与
え
る
た
め
で
あ
る
。
次
第

に
、
畿

員

は
・
彼
ら
自
身
が
製
作

し
た

《
ニ
ュ
ー
ス
》
報
告
を

、
直
接

に
出
身
地

の

ラ

ジ

オ

T
V
局

に
向
け

て
発
送

し
は
じ
め
た
。
地
方
局

へ
の
直
接

の
衛
星
中
継

に
よ

っ

て
・
多
く

の
議
員

は
、
地
方

の
視
聴
者

の
前

に
、
定
期

的

に

《
五
時

の
生
放
送
》

(象
一一く
①
帥酔
防
く
Φ
罵
)

に
姿

を
現

わ
す

こ
と
が
可
能
と
な

っ
て
い
る
。

議
会

の
ス
タ
ジ

オ
は
、
頻
繁

に
利
用

さ
れ

て
い
る
。

あ

る
調
査

に
よ
れ
ば
、
全
議
員

の

ほ
ぼ
二
分

の

一
が
、
定
期

の

ラ
ジ
ナ
番
組

(通
常
毎
週
)

と

ぐ
置
①
。
番
組

(通
常
毎
月
)
を
製
作
し

て
い
る
。
さ
ら

に
、
議
員

全
体

の
七
八
%
が
、

一
ヶ
月
間

に
平
均

五
回
、
選
挙

区

の

ラ
ジ

オ

.
T
V
局

に
、
電
話

に
よ
る
ラ
ジ
オ
ス
ポ

ッ
ト

放
送

(垂

:

唱
。
芭

を
実
施

し
て
い
る
。

冨

〉
菖

Φ
エ
…
犀
・
=

、.ピ
ぎ

閃
§

。
畳

琶

霞

・、.

き

動寒

讐

遷

ミ

、
養

桝動藁
嚇
沁
帖
ミ
偽
ミ

§

淀

(冬

魁
§

等

電
。。恥
y

竈

躯
。。-
㎝
P
〕
加
え
て
、
新
人
議
員

は
、
年
功

議
員

の
三
倍
以
上

(少

く
と
も
週

一
回
)
、
録
音

.
録
画

ス
タ
ジ
オ
を
利
用
す
る
傾
向

に
あ
る
。
今
後

、
議
員

に

よ
る

ス
タ
ジ
オ
の
利
用

は
、
益

々
、
活
発
化
す

る
も

の
と
お
も
わ
れ

る
。

も
と
よ
り
・
ラ
ジ
オ

.
T
V
放
送

は
、
新
聞
報
道

と
同
様
、
倫
理
的
問
題
を
提
起

し
て
い
る
。
上
下

両
院

に
お
け
る
録
音

.
録
画

ス
タ
ジ

オ
は
、
必
ず

し
も

《
政
治

的
》
目
的

の
た
め
に
使
用

さ
れ
て

い
る
と

は
考
え
ら
れ

て
い
な
い
。
け
れ
ど
も
、
正
当
な
選
挙
区

に
対

す

る
奉
仕
活
動
と
政
治
広
告

と
の
間

に
お
け
る
境
界
線
も
、
画

然
と
引
か
れ
得
な

い
。
何
人

か
の
ラ
ジ

オ

・
T
V

ニ

ュ
ー
ス
編
集
老

は
、

こ
う

し
た
議
員

の
手

に
な
る

番
組

を
放
送
す

る
.」
と

に
つ
い
て
、
懸
念
を
表
明
し
て
い
る
。

隔
週

に
放
映
さ
れ
る

「
ア
ラ

ス
ヵ
州
下
院
議
員
団
報

告
」
(≧
器
冨

O
Φ
一Φαq・。搾一自

国
。o
o
二
)
の

一
T
V
編
集
者

は

「
こ
の
番
組

は
、
ま
さ
し
く
、
自
己
利
益

に
奉
仕
す

る
側

に
た

っ
て
い
る
」
と
評
し
た
。
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《
郵
便
物
無
料
配
達

特
典
》
は
、
議
会
そ
の
も

の
よ

り
も
古

い
。

一
七
七
五
年

に
、
大
陸
会
議

(O
o
艮
ぎ
。
韓
巴
O
o
謁
「霧
㎝)
は
、
会
議
の
構
成
員

に
、
彼
ら

の
選
出

母

胎
と

の
緊
密
な
接
触

を
維
持
さ
せ
る
た
め
に
、

《郵

便
物
無
料
配
達

特
典
》

を
規
定
し
た
法
律
を
、

逸

速
く
通
過
さ
せ
て
い
る
。
事
実
、
第

一
議
会

(
硝
七
八
九
年
-

一
七
九

一
年
)
に
お
け

る
最
初

の
決
議

の

一
つ
が
、

こ
の
慣
行
を
引

き
続
き
維
持
す
る
た
め
の
投
票

で
あ

っ
た
。
建
国
初
期

の
こ
の
時
期

に
お
い
て
す

ら

《郵
便
物
無

料
配
達
特

興
》
は
、
選
挙
を
有
利

に
導

く
た
め
の
重
要
な
武
装

と
着
倣
さ
れ

て
い
た
。

一
八
三
七
年

に
お
け
る
ド
イ
ッ
人
旅
行
春

「
「銘
。勝

匂
・
O
窪
乱

が
引
用
す

る

と
こ
ろ
に
ょ
れ
ば
、

一
上
院
議
員

は
、

次

の
よ
う

に
論
評

し
て
い
る
。

「
議
員
た
る
春
は
、

自

ら
が
活

力
溢
れ
て

い
る
と

い
う
事
実

の
何
ら
か
の
証
左

を
示
さ
ね
ば

な

ら
な

い
。
さ
も
な
く
ば
、
彼

は
、
再
選

さ
れ
な

い
で
あ

ろ
う
。
我

々
の
演
説

の
大
部
分
は
、
選
挙
民

に
聞
か
せ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
濫
作

さ
れ
る
。
我

々
は
、
ま
ず
、

院
内

に
お
い
て
、
選
挙
民

に
向

か
い
発
講

し
、
次

い
で
、

こ
れ
を
印
刷
の
う

え
、
同
文

二
〇
〇
〇
部
を

我

々
の
選
挙
民

に
送
付

す
る
。
周
知
の
よ
う

に
、
そ
の
郵
便
料

金

を

支

払

う

の

は

、

ア
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こ
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八
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け
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両

院

議

員

候

補

と

選
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の
接

触
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に

、

そ
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一
端
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覗
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と
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。

こ
れ

を

示

せ

ば

表

14

の

よ

う

に

な

る

。

O
p
<
置
。・
8

曽
巳

9

窃

N
①
r

8

・
o
帥『

マ
一
8

・
日

国
号
竃
磐

コ
p
邑

幻
.
国
・
妻

o
田
コ
αq
o
ジ

.、O
碧

島

山
象

o
。。
四
巳

臣

『
江
窃

頃5

0
0
紹

「
窃

巴
8

巴

国

8

凱
o
窃

鴇.鳩
ぎ

き

恥
.
ざ

ト

ω
ら
ト

完

亀

」

娼
　
卜
刈
戯

(
的
§

鷺
ミ
尊
ミ

」
矯
Q。"
)
.
噂
。8

N

(
80

)

ω①
¢

Qっ
$

も
冨

昌

鵠

$

。。
「

§

翁

き

恥
ミ

論
製

o
越

勘

§

ミ

萄

諺

・
遣

◎。
ト

唱

・一
〇
一
占

O
bo
・

06
巴

ヨ
o
話

山
昌
α

もり
巴
旨

o
話

o
宰

o
一r

Ψ

8

邑

(
81

)

き

S

ミ

曳

§

窓

篭

〉
可
壁
§

Q
、

き

寒

量

寒

ミ

§

哺

Qり
窃

8
ヨ
げ
曾

bQ
?

O
。
8
げ
興

や

一
Φ
○。
Q。
"

や

認

・

。・
Φ
①

巴
。。
o

↓
・

局
・

ζ
睾

ロ

p。
註

ζ

・
匂
・

竃

巴
ぴ
言
殖

§

Q
、

勲

ミ

ミ

魯
物
o
醤

O
O
醤
h
鳶

亀

鴇

、
矯
QQ
団
霞

も
QQcQ
・

」
℃
Q◎
8

Qり
麟。
一日

o
希

師
瓢
匹

Qo
巴

旨
o
門
9

0
噂
.

o
津
二

㍗

8

●

(
82

)

ω
.
国

o
。。。。
"

§

鳴

q
ミ

ミ

ミ

鳴

奪

鴇
§

、
塑

誌

ミ

噂
O
・刈
◎。
・

Q自
巴

ヨ

o
器

帥
聞
店

匂り
巴
ヨ

o
「
φ

o
"
・

9
け
二

唱
・Φ
P

(
83

)

ω
騎。
与

o
『①

四
巳

Qo
帥
ぎ

o
唖
ρ

ε

.

息

け二

署

・8

1
8

・

(
84

)

串

箆

二

や

δ

・

(
85

)

Qり
房

凶
昌

ζ

雪

窃

'
.、d

唱

♂

「

¢コ
達

馴

>

O
o
ヨ

ヨ
o
ロ

O
騨
富

Φ

〈
幽o
詔

㌔

ぎ

竃

帥
碍

p。
「
o
枠
U
自
ε

切

Z
ロ
σq
魯

骨
碧

店

}
o
ず
旨

幻
・

』.o
訂

コ
コ
o
。・

(
鼠

.y

§

塁

史

題

壁
q
謹

曽
爲
蕊
職

b
馬
ミ
ミ

、
Q
亀

、

沁
§

§

ミ

晦

O
"
鳶

、
題
鴇
も
謡
ミ

O
黛
ミ
㌧
ミ
h
遣

霊

蓋
魯
款
亀

曽
這

も
斜

唱
℃
」
◎◎
l
bσ
O
・

今
日
に
お
け
る
議
員
選
挙
費
用
の
高
騰
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イ
ソ
フ
レ
シ
ョ
ソ
の
進
行
、
人
口
増
加
、

潜
在
的
な
選
挙
民
の
拡
大
、
T
V
広
告
と

コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
化
さ
れ
た
郵
便
物
発
送
の
積

極
的
利
用
、
選
挙
運
動
過
程
の
早
期
開
始
と
活
発
化
、
党
員
以
外
の
選
挙
運
動
員

へ
の
依

存
、
な
ど
の
諸
要
因
の
輻
湊
効
果
で
あ
る
。

コ
ー
カ
ス
も
し
く
は
党
大
会
に
よ
る
候
補
者

指
名
と
多
数
の
党
員
に
よ
る
投
票
誘
引
活
動
と
を
中
核
と
す
る
旧
来

の
選
挙
運
動
は
、
電

ア
ピ
ロ

ル

波
媒
体
を
通
し
て
の
予
備
選
挙
に
お
け
る
候
補
者
指
名
と
選
挙
民

へ
の
訴
求
を
真
髄
と
す

表14上 下両院議員候補と選挙民の接触状況,1978(%)

Senate

Open
seats

Challen一

gers

Incumb-
ants

House

Open
sea#s

Challen一

gers

1血cumb,

ents

FarmsofContact

88

78

47

78

一

44

9

13

9

CUSS)

 

82

63

32

70

37

5

5

4

{409)

 

94

73

53

80

45

9

10

G

(409)

 

73

57

43

48

26

28

14

13

13

{121)

 

44

32

16

24

11

15

4

3

2

(756)

 

90

71

71

50

39

34

23

20

12

(756)

AnyType

Readaboutinnewspaper,magazine

Receivedmail

SawonTV

Familyorfriendhadcontact

HeardonRadio

Metpersonally

Sawatmeeting

Talkedcanstaff

(N)

Source;AmericanNationalElectionStudy,Center

chigan;X978.

forPoliticalStudies,UniversityofMi一
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相αの

る
現
代
選
挙
運
動
に
較
ぺ
、
遙
か
に
低
廉
で
あ
る
。
投
票
獲
得
と
い
う
宝
庫
の
扉
を
開
く
ま
で
の
投
票
勧
誘
過
程
に
、
今
日
で
は
経
費
が
嵩
む
と
い
っ
て
よ
い
。

同
じ
く
、
下
院
議
員
選
挙
区
の
種
類
と
そ
こ
に
お
け
る
競
争
状
態
の
程
度
に
、
議
員
選
挙
費
用
の
多
寡
は
、
左
右
さ
れ
る
。

一
九
八
四
年
の
限
界
選
挙
区

(臼
騨
お
討
巴

飢
巨
暮
芭

(当
選
者
が
投
票
総
数
の
六
〇
%
以
下
を
得
票
し
得
た
に
す
ぎ
な
い
選
挙
区
)
の
場
合
、
下
院
議
員
当
選
者
の
選
挙
費
用
は
、
平
均
五
九
万
ド
ル
で
あ

っ
た
。

因
み
に
こ
の
年
に
お
け
る
全
国
平
均
の
下
院
議
員
選
挙
費
用
は
、
三
=
万
四
〇
〇
〇
ド
ル
で
あ

っ
た
。
(詔
。
客
匂
・
O
『障
。
ぎ

↓
・国
.
寓
騨コ
畢
磐
甑
霞
ら
・
護
巴
凱
㌍

§

ミ

惣
ミ
聾箋
鈎

§

O
§
偽
鳶
鉾

電
ミ
よ
塗
c。鳩
迷
鴇
℃
"マ
δ
-零
.)
こ
の
よ
う
な
選
挙
の
場
合
、

虞

々
、

二
大
政
党
の

一
方
、
も
し
く
は
、
双
方
の
、
候
補
者
は
、
数
ケ

月
に
も
及
ぶ
予
備
選
挙
の
激
烈
な
戦
闘
を
突
破
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
う
し
た
選
挙
の
多
く
は
、
空
白
議
席
の
獲
得
を
め
ぐ

っ
て
争
わ
れ
る
。

こ
の
場
合
、
現
職

議
員
は
、

重
要
な
因
子
で
は
な
い
。

そ
し
て
、
選
挙
に
臨
む
候
補
者

の
予
備
選
挙
を
含
む
平
均
選
挙
費
用
は
、
全
国
平
均
を
凌
駕
す
る
。
「
空
白
議
席
の
獲
得
を
目
ざ

す
候
補
者
は
、
最
も
多
大
な
選
挙
資
金
を
調
達
し
費
消
す
る
傾
向
に
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
、
い
ず
れ
の
候
補
者
も
現
職
議
員
の
利
点
を
享
受
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
二

大
政
党
の
双
方
は
、

予
選
会
に
強
力
な
候
補
者
を
登
録
す
る
の
で
あ
り
、

従

っ
て
、

選
挙
は
、

常
に
、

接
戦
と
な
る
か
ら

で
あ
る
」
。
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さ
ら

に
、
下
院
議
員
選
挙
区

の
人

口
統
計
的
特
性

が
、
選
挙
費

用
の
高
低

に
影
響
力
を
及
ぼ
す
。
最

も
多
額

の
選
挙
費
用
を
必
要
と
す
る
の
は
、
郊
外
選
挙
区

で
あ

る
。

ま
た
、

最
も
少
額

の
選
挙
費
用

で
十
分
で
あ

る
の
は
、

都
市
部
選
挙
区

で
あ

る
。

郡

部
選
挙

区

に
お
け
る
選
挙
費
用

は
、

こ
の
二
者

の
中

間

に

あ

る
。
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P
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N
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ロ
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民

O
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ぎ
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,
O
O
・)
郊

外
選
挙
区

の
場
合
、
そ

こ
に
お
け
る
人

々
の
政
党
忠
誠
意
識
や
政
党

一
体
意
識
は
、

一
般
に
、
稀
薄
で
あ
り
、
従

っ
て
、
選
挙
の
帰
趨
は
浮
動
的
と
な
る
。
さ
ら
に
、
郊
外
地
域
に
は
、
グ
ラ
ス
ル
:
ッ
か
ら
の

投
票
誘
引
活
動
を
展
開
す
べ
ぎ
強
力
な
政
党
組
織
も
、
不
在
で
あ
る
。
こ
の
た
め
候
補
者
が
、
様

々
な
利
益
や
価
値
観
、
政
策

・
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
体
系
の
稜
角
を
も
つ

ア
ピ

　
ル

人
々
を

一
つ
の
レ
ン
ズ
に
収

め
、
自
己
の
政
見
や
政
策
を
集
中
的
に
訴
求
す
る
方
法
は
、
電
波
媒
体
に
よ
る
宣
伝
以
外
に
は
、
存
在
し
な
い
と
い
っ
て
よ
い
。
郊
外
選

挙
区
を
、

い
わ
ば
裏
返
し
の
形
で
映
し
だ
し
た
逆
向
き
の
鏡
像
が
、
都
市
部
選
挙
区
で
あ
る
。
こ
こ
に
お
け
る
政
党
幹
部
組
織
は
、
総
じ
て
、
職
業
型
組
織
の
範
疇
に

属
し
、
投
票
誘
引
活
動

に
お
い
て
最
強
で
あ
る
。
都
市
部
選
挙
区
に
お
け
る
候
補
者
は
、
費
用
の
巨
額
性
と
隣
接
選
挙
区

へ
の
不
毛
の
宣
伝
の
波
及
と
い
う
二
つ
の
理

ア
ビ
サ

ル

由

か
ら
、
電
波
媒
体

の
積
極
的
活
用

に
よ
る
選
挙
戦

を
回
避
す
る
。
郡
部
選
挙
区

の
場
合
、
候
補
者

の
訴
求
す

ぺ
き
対
象
空
間
が
広
大
で
あ

る
こ
と
か
ら
、
選
挙
費
用

は
、
上
昇
す

る
。
加
え
て
、
候
補
者

は
、
遠
隔

の
地

ま
で
遊
説

の
足
を
伸
ば

し
、

ま
た
、
彼

ら
の
政
見

を
選
挙
区
内

に
漫
透
さ
せ
る
た
め

に
多
く

の
媒
体
市
場

に
お

い

て
宣
伝
を
繰

り
拡
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

こ
れ
故
、
都
部
選
挙
区

に
お
け
る
選
挙
は
、
候
補

者

に
、
少
な

か

ら

ぬ
費
用
を
課
す

こ
と

に
な

る
。
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相伍)
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%
、

そ
し
て
、

一
九

八
六
年

に
は

=
二
・
五
%

へ
と
、

累
増

し
て

い
る
。

P
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鶴
身
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8
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.甫
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旨
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昌
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穿
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雷
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貯
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こ
こ
に
い
う

《
適
格
挑
戦
候
補
者
》

と
は
、
以
下

の
客
観
的

・
主
観
的

な
三
要
件

の
少
く
と
も

一
つ
に
合
致
す

る
挑
戦
候
補
者
を
意
味
す

る
。
(ピ
・oo
・
謬

奮

一・
。
㌘

乱
紳二

㍗
ぱ
O
■)

①
立
候
補
の
時
点
で
選
挙
公
職
を
保
持
し
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
立
候
補
直
前
の
二
年
間
に
選
挙
公
職
を
保
持
し
て
い
た
、
挑
戦
立
候
補
者
。
②
議
員
選
挙
の
直

前
に
、
そ
の
名
に
価
す
る
実
質
を
確
保
し
た
選
挙
運
動
を
展
開
し
た
、
挑
戦
候
補
者
9
③
予
備
選
挙
が
開
催
さ
れ
る
以
前

に
、
下
院
議
員
選
挙
区
に
関
す
る

O
窪
鴨
?

凱
9

巴

O
岳
昌
①
頃ぞ

芝
①
簿
ζ

"
昌
。
二

の
分
析

に
お

い
て
、
真
蟄

な
挑
戦
候
補

と
し
て
評
価

さ
れ
た
、

候
補
者
、

以
上
で
あ
る
。
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筒
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b。
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(
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騨
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ニ

サ
一bo
Q。
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(
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蜀

店
二

亨
這
Q。
・

(
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)

ρ

H
.
切コ
巴

。ざ

ε
・
9

・響
㍗
ω
9

F
E
C
A
は
、
政
党
委

員
会
が
支
出
す

る
調
整
費

(8
0
蒸

田
倖&

①
巷

①民

ぎ

門田
)
に
対
し
て
も
制

限
を
付
加
す

る
。
調
整
費
と
は
、
政
党
委
員
会
が
、
候
補
者

に

サ
　
ヴ

イ
ス

よ
っ
て
要
請
さ
れ
る
様

々
な
用
役

(世
論
調
査
、
宣
伝
、
広
告

の
作
成
、
電
波
媒
体
に
お
け
る
時
間
帯

の
確
保
な
ど
)
の
た
め
に
支
払
う
資
金
を
い
う
。
調
整
費
の
上

限
は
、
P
A
C
の
上
限
よ
り
も
高
額
で
あ
る
。
下
院
議
員
選
挙
の
場
合
、
調
査
費

の
本
来
の
制
限
額
は
、

一
万
ド
ル
で
あ
る
。

一
九
八
八
年
の
選
挙
の
場
合
、
こ
の
額

に
イ
ソ
フ
レ
イ
シ
漂
ソ
率
が
加
算
さ
れ
、
そ
の
額
は
、
一
一万
三
〇
五
〇
ド
ル
に
上
昇
し
た
。
上
院
議
員
選
挙
の
場
合
、
調
査
費
の
上
限
は
、
州
人
口
の
多
寡
に
よ
っ
て

変
動
す
る
。
そ
の
上
限
額
は
、

一
九
七
四
年
以
来
の
イ
ソ
フ
レ
イ
シ
ョ
ン
率
を
折
り
込
み
州
に
お
け
る
有
権
者

一
名
に
つ
き
ニ
セ
ソ
ト
と
し
、
こ
れ
に
最
低
限
二
万
ド

ル
の
再
補
正
を
行
な

っ
た
結
果
、

一
九
八
八
年
の
選
挙
で
は
、
そ
の
額
は
、
最
少
人
口
数
五
州
の
四
万
六

一
〇
〇
ド
ル
か
ら
カ
リ
フ
ォ
ル
昌
ア
州
の
九
三
万
八
六
八
八

ド
ル
ま
で
の
両
極
を
画
す
る
二
契
点
間
に
拡
散
す
る
。
州
政
党
も
ま
た
、
こ
う
し
た
連
邦
政
府
公
職
の
候
補
者
の
た
め
に
、
こ
の
限
度
内
で
、
選
挙
資
金
を
支
出
す
る

こ
と
は
、
可
能
で
あ
る
。
し
か
し
、
州
政
党
に
は
、
こ
れ
を
な
し
得
る
だ
け
の
選
挙
資
金
は
皆
無
に
近

い
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
こ
で
、
共
和
党
幹
部
は
、
こ
う
し
た
州

政
党
の
窮
乏
状
態
に
着
目
し
、
全
国
政
党
が
当
該
候
補
者
の
た
め
に
支
出
し
得
る
選
挙
資
金
額
の
倍
増
を
試
み
る
に
至

っ
た
。
そ
れ
は
、
全
国
委
員
会
が
、
自
ら
が
、

選
挙
資
金
の
調
達
と
支
出
の
た
め
の
代
理
機
関
と
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
契
約
を
、
州
政
党
と
の
間
に
締
結
す
る
こ
と
を
も

っ
て
足
り
る
。
こ
の
契
約

は
、
選
挙
資
金
に
対
す
る
法
規
制
の
脱

コ
ー
ド
化
の
装
置
と
い
え
よ
う
。
民
主
党
は
、
こ
う
し
た
共
和
党
の
巧
妙
な
術
策
の
適
法
性
に
つ
い
て
裁
判
所
に
提
訴
し
た
。

し
か
し
、
最
高
裁
判
所

は
、
当
該
術
策
は
適
法

で
あ
る
旨
判
示
し
た

の
で
あ

っ
た
。
〔諭

§
、
ミ

輯
象
鎚
§

9

§
§
賎贅
.§

園

ミ

§
8
、
ミ
魯

寒

}§

ミ
蕎
、
O
籟
ミ
鷺
暗
識
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ミ
軸
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鍵
ω
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刈
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お
QQ
一
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こ
の
よ

う

に

し
て
、
二
大
政
党

の
全
国
委
員
会

は
、
上
下
両

院
議
員
選
挙

に
、
少
な

か
ら
ぬ
選
挙
資
金
を
提
供
す

る
。
例
、凡

ば
、

一
九

八
八
年

の
選
挙

に
お

い
て
、
下
院
議
員
候
補
者

は
、
全
国
政
党

の
資
金
源

か
ら
、
直
接

・
間
接

の
援
助
と
し
て
、
七
万
六

一
〇
〇

ド
ル
を
受
領

し
た
。
そ

の

内
訳
は
、
各
党

の
全
国
委
員
会
、
下
院
議
員
選
挙
委

員
会

(。8

鴨
霧

剛。
邑

。昏

鼠

。q
昌
。§

巳
幕

。
)
、
そ
れ

に
、
州
委
員
会

の
三
者

か
ら
、
予
備
選
挙
と
選
挙

の
双

方

の
そ
れ
ぞ
れ

に
つ
い
て
五
〇
〇
〇
ド

ル
、
計
三
万

ド

ル
、

こ
れ

に
調
整
費

二
万
三
〇
五
〇
ド

ル
の
倍
額
四
万
六

一
〇
〇

ド

ル
を
加
え
、
総
計
七
万
六

一
〇
〇
ド

ル
と

な
る
。
他
方
、
上
院
議
員
候
補
者

に
対
す

る
全
国
委

員
会

の
選
挙
資
金
供
与
額

の
上
限

は
、
各
州

の
人

口
数

に
応
し
て
、
最
少

人

口
数
五
州

の

=

万
九
七
〇
〇
ド

ル

と
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の

一
九
〇
万
ド

ル
と
を
同
時

に
包
括
す

る
座
標
系

の
な
か
に
、

布
置
さ
れ

る
。
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マ
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P
A
C
の
籏
生

の
も
う

一
つ
の
要
因

は
、
社
会
経

済
生
活

に
お
け

る
連
邦
政
府

の
役
割

の
増
大
で
あ

る
。

ア
メ
リ
カ
の
国
民
生
活

に
お
け
る
連
邦
政
府

の
役
割

の
増

大
が
、
P
A
C

の
繁
茂

を
促
す
と

い
う

の
が
、

こ
れ

に
当
る
。
議
会

の
経
済
的
な
財
貨
と
社
会
的
諸
価
値

の
配
分

に
与

え
る
影
響
力
が
大
で
あ
れ
ば
あ

る
だ
け
、
個
人

や
集
団

の
政
治
行
動
を
展
開
し
よ
う
と
す

る
刺
激

は
、
そ
れ
だ
け
大
と
な
る
。
政
府
政
策
が
貸
借
対
照

表

に
少
な
か
ら

ぬ
影
響
力
を
揮
う
と
ぎ
、
政

治

へ
の
投
資

は
、

単
な
る
採
算

の
よ
い

一
つ
の
鶏
鴛

に
変
貌
す

る
。
議
会
が
、

い
ず
れ

の
個
人

や
集
団

の
社
会
的
価
値
観

が
妥
当

で
あ
り
社
会

に
広
く
行
ぎ
渡
る
べ
ぎ
か
を
決
定
す

る
と

き
・
選
挙

の
帰
趨

や
政
策

の
形
成
と
実
施

に
影
響
力

を
行
使
す

る
た
め
に
、
糾
合
可
能

の
あ
ら
ゆ
る
資

源
を
活
用

し
、
社
会
的
善

に
関
す
る
独
特

の
未
来
像

を
彫

り
あ

げ
、
そ
の
積
極
的
実
現

に
情
熱
を
傾
け
る
人

々
が
立

ち
現
わ
れ
る
に
至
る

こ
と
は
、
少

し
も
不
思
議

で
は
な
い
。
私
的
分
野

に
お
け

る
政
治
的
諸
制
度

の
発
達

は
、
公

的
領
域

の
拡
大

か
ら
予
想
さ
れ

る
当
然

の
帰
結

で
あ

る
。

(O
●ρ

冒
8
げ
8
9

。
噂
・
9

こ

巳

・。
P
)

(
301
)

男
冨
夢

一吻
6。
。
『害
;

巳

℃
国
巳

≧

剛。・
ロロ
。。
ぎ

寄

、
量

き

ミ
地a

ミ

ト
ミ
ミ
㌧ミ

軌
隷

ミ

丸

も
。。。。
・
,
。。
録

(
………
)

臣
乙
二

掌
ω誤

・

(501
)

ρ

』ド
ロロ
帥頃一〇
ざ

o
亨

〇
一酔二

d
.ω
O
・

ひ。
。

〉
巨

ぎ

寄

菖

。
ざ

.弓

げ
Φ

℃
。
一三

。
巴

頴

琵

6
。・
"
図
。
略。
毒

騨
乱

o
①
。
ぎ

。
矯と

》
三

ぎ

望

器

詞

(。
↑

y

§

免

冬

ミ

}
ミ

葛

§

ぎ

ミ

導
ミ

魯

物
、馬
ミ
・

む

。。
9

唱
や
』
お

l
bo
偶
卜

(
601

)

ρ

ρ

冒

8

げ
。。
o
早

o
噂

9
仲
こ

℃
」
曽

・

な

お

、

前

稿

四

註

(
31

)
七

六
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参
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こ

の

註

(
31

)
に

記

載

さ

れ

て

い

な

い

一
九

八

五

年

ー

一
九

八

七

年

に

お

け

る

範

瞬

別

の

P

A

C

数

の
増

大

を

、

表

示

す

る

な

ら

ば

、

表

17

の

よ

う

に
な

る
。
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P
A
C
に
よ
る
上
下
両
院
議
員
候
補
者

へ
の
選
挙
資
金

の
供
与

は
、
今

日

に
お
け

る
こ
う

し
た
議
員

候
補
者

に
対
す

る
選
挙
資

金
供

与

の
動
向

の
尖
端

に
位
置
す

る
か
に
お
も
わ
れ

る
。

け
れ
ど
も
、
表

19
が
示
す

よ
う
に
、
私
的
個
人

に
よ
る
選
挙
資
金

の
供
与
が
、
当

該
候
補
者

に
対
す

る
選
挙
資
金

の
直
接
供
与

の
最
も
重
要

な
源
泉
で
あ

る
と

い
う
状
況

に
は
変
化
が
な
く
、
私
的
個
人

の
供
与
額

は
、

他

の
供
与
額

と
の
間

に
、
少
な

か
ら
ぬ
落
差
を
生

ん
で
い
る
。
私
的
個
人

は
、
選
挙
資
金
供
与

に
お
け

る
覇
者
た
る
堅
塁
を
守

っ
て
い

る
。
そ

の
数
を
誇

る
P
A
C
と

い
え
ど
も
、

こ
の
堅
固

な
城
塞
を
未

だ
切
り
崩

し
て
い
な
い
。
も
と
よ
り
、
P
A
C
に
よ

っ
て
供
与

さ

れ

る
選
挙
資
金
額

が
、

上
下
両
院
議
員
候
補
者
が
受

領
す

る
選
挙
資
金
総
額

に
占

め
る
比
率

は
、
確

か
に
上
向
曲
線
を
描

い
て
い
よ
う
。

し
か
し
、
そ

の
占
有
率
は
、
下
院
議
員
候
補
者

の
選

挙
資
金
総
額

の
ほ
ぼ
三
分

の

一
で
あ
り
、
上
院
議

員
候
補
者

の
場
合

に
は
、
凡
そ

五
分

の

一
で
あ
る

に
す
ぎ
な

い
。

な
お
、

上
下
両
院

議
員
候
補
者

に
対
す

る
政
党

の
直
接
供
与
額

は
、

少
額

で
あ
る
。
政
党

の
上
下
両

院
議
員
候
補
者

に
対
す

る
援
助
額

の
実
体

は
、
調
整

費

で
あ

る
。
調
整
費

は
、
裏

に
記
載

さ

れ

て

い

な

い
。
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X17PAC数 の増大範疇別,1985-1987

TataILaborMembershipNonConnectedOtherCorporateYearend

3,992

4,1.57

4,211

196

Zoe

249

1985

'..

1987

1,710

1,744

1,?79

388

384

382

695

745

797

1,003

1,077

1,044

Source:FrankJ.Sorauf.MorayireAmericanElections,1988,table4,2.
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霧

噛
o
?

鼠
ぎ

や

bo
一
・

(
12量

)

闘げ
置
こ

唱
』
呼

(
旧

)

『

ω
・
ζ

騨
冨

一"
ε

o
帥ゴ

ヤ

一
bo
㎝
・

(
321

)

O
.O
・
智

8

評
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⑩
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(
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こ
れ
ら

の
五
二
名

の
う
ち
の
三
二
名
は
、
そ

の
後

も
、

一
九
八
八
年
六
月
三
〇
日
ま
で
に
少

な
く
と

も
=
○
万
ド

ル
の
選
挙
資
金
を
P
A
C
か
ら
引

き
だ
す

こ
と
に

成
功

し
て

い
る
。
彼

ら
は
、

こ
の
時
点

に
お
け

る
P

A
C
か
ら

の
最

多
額
選
挙
資

金
受
領
者
四
〇
名

の
な
か
の
三
二
名

で
あ

る
。
(
}ぼ
山
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噂
」
自
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(
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傷
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①
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①
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岡
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①
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齢
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O
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Φ
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噂
o
マ

息
酔.場
マ
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ω
一6

も
と
よ
り
、
P
A
C
は
、
共
和
、

民
主
両
党

の
候

補
者
な
ら
び

に
現
職

・
挑
戦
両
候
補

に
選
挙
資
金

を
供
与
す
る
場
合
も
、
あ
り
得
る
。
O
。
日
目
o
昌
O
西冨
。
の
調
査

に
よ
れ
ば
、

}
九

八
六
年

に
お
け

る
九

の
上
院
議
員

選
挙
で
、
同

一
選
挙
戦

に
臨

ん
だ
共
和

・
民
主

両
党

の
候
補
者

に
選
挙
資
金
を
供
与

し
た
P
A
C

は
、
四
九

四
を

数

え
た
。
同
じ
く
、

輔
九

八
六
年

の
オ
ク
ラ
ホ

マ
州

に
お
け

る
上
院
議
員
選
挙
で
は
、

一
六
五

の
P

A
C
が
、
現
職

・
挑
戦
両
候
補

に
献
金

し
て

い
る
。
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唱
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公共政策決定過程におけるアメリカ大統領及び議会の機能位相薗
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"
九
八
〇
年

に
、

ヴ

ァ
ー
ジ

ニ
ア
州

・
ア
ー
リ

ソ
ト
ソ

(≧

穿

讐
o
量

≦

軋

乱
僧
)

に
本
部
を
置
く

N
C
P
A
C
は
、
既
述

の
進
歩
主
義
的
民
主
党

上
院
議
員

の
選

出
州

に
お
け

る
投
票
者

に
、
小

さ
な
カ
:
ド
を
配
布
し

た
。
そ

の
カ
ー
ド
は
、

風
船
ガ

ム
の
包
装

の
な

か
に
入

っ
て
い
る
カ
ー
ド

に
酷
似
し
て
い
た
。
し
か
し
、

こ
の

カ
1
ド

に
は
、
有
名
野
球
選
手

の
写
真

は
、
ど
こ

に
も

見
当

ら
な

か

っ
た
。

カ
ー
ド

の
表
面

の
醤
葉

の
下

に
、
「
目
ざ

せ

一
九

八
〇
年
」
(↓
帥
お
象

.
8

)
と
あ
り
、
各

カ
ー
ド

に
は
、
赤
枠

で
囲
ま
れ
た
前
記
上
院
議
員

の
各

々
の
顔
写
真

が
印
刷

し
て
あ

っ
た
。

ヵ
ー
ド

の
褻
面

に
は
、
進
歩
主
義

・
保
守
主
義

の
両
集
団

に
よ
る
前
記
上
院
議
員

の

"評
価
"

(翼

貯
鴨
)
が
あ
り
、
そ

こ
に
次

の
よ
う
な

メ
モ
が
記
さ
れ

て
い
る
。
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右
"
(「お
窪

。
{
8
導
葭

)
の
凡

そ

五
〇
〇
万

の
人

々
と
、
様

々
な
保
守

主
義

の
訴
求

に
反

応
す

る
別

の
約
二
〇
〇
〇
万
の
人

々
の
、
詳

細

な
名
簿
が
、
整

っ
て
い
る
。

ヴ

ィ
ガ
リ

ー
に
統
率
さ
れ
た
N
C
P
A
C
は
、

一
九

八
〇
年

の
選
挙
当
日
、
全
国
規
模

で
二
八
〇
万

ド

ル
を
費
消

し
た
。

こ
の
資
金

の

一
部

は
、
T
V

コ
マ
ー
シ
ャ

ル
に
使
用
さ
れ
た
。
例
え
ば
、

イ
ソ
デ

ィ
ァ
ナ
州

で
放

映
さ
れ

た

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
で
は
、
ま
な
板

の
上

の
大
き
な
ボ

ロ
ー

ニ
ア
ソ
ー
セ
ー
ジ
の
画
面
で
は
じ
ま

る
。
突

然

に
画
面
は
変
り
、
肉
切
り
庖
丁
が
ボ

目
ー

ニ
ア
ソ
ー

セ
ー
ジ
を
薄
切
り

に
し
て
ゆ
く
。

そ
こ
で
、
詠

唱
が
入
り
、

「
ボ

ロ
ー

ニ
ア
ソ
ー
セ
!
ジ
の
ぎ
わ
め
て
大
き
な

一
切

れ
が
、
イ
ン
フ
レ
イ
シ

ョ
ソ
と
戦

っ
て

い
る
と
我

々
に
告
げ

て
い
る
バ
ー
チ
・
ベ
イ
で
あ
る
」
。
四

六
〇
億
ド

ル
と
読

め
る
正
札
が
ボ

ロ
ー

ニ
ア
ソ
ー
セ
ジ

の
上

に

現

わ
れ
、

こ
こ
で
、

再
び
音
声
が

入
る
。
「
昨
年

一
年

だ
け

で
も
、

い
か
に
多
く

の
超
過
支
出

に
、

ベ
イ
は
、
賛
成
票
を
投
じ
て
き
た
こ
と

か
」
。

一
段
落
を
置

い
て
、

音
声

は
、
「
だ
か
ら

こ
そ
、

イ

ン
フ
レ
イ

シ

ョ
ソ
を
と

あ
る
た
め
に
は
、
諸
君

は
最
初

に
ベ
イ
の
当
選
を
阻

ま
な
け
れ
ば

な
ら
な

い
、
も

し
ベ
イ
が
当
選
す

る
な
ら
ば
、

諸

君
の
潰
敗
で
あ

る
」。
そ

し
て
、

ベ
イ
は
、
落
選

し
た
。

し
か
し
、

一
九
八
二
年

に
は
、
政
治

の
流
れ
が
変

っ
た
。

N
C
P
A
C
は
、

四
〇
〇

万
ド

ル
の
巨
費

を
投
じ
、
余

り
に
も
進
歩
的
で
あ

る
と
看
倣
す
三
八
名

の
現
職

議
員

の
議
席

か
ら

の
放
逐
を
企

て
た
。
け

れ

ど

も
、

N
C
P
A
C

の
努
力

は
徒
労

に
帰

し
、
僅

か
に
ネ
ヴ

ァ
ダ

州
選
出

の
民
主
党
上
院
議
員

H

.
W

.
キ

ャ
ノ

ン

(=
o
毛
9。巳

芝

●
O
警
ロ
o
昌
)
の
み
が
、
落
選

し
た
に
す
ぎ

な
か

っ
た
。
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ζ
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コ
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O
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同
じ
く
、

N
C
P
A
C
は
、

ア
イ
ダ

ホ
州
選
出

の
F

・
チ

ャ
ー
チ
上
院
議
員

に
対
し
て
も
、

一
九

八
〇
年

に
、
当
選
阻
止

の
た
め
の
T
V

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
を
流

し
た
。

か
ら

こ
の

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
は
、
共
和
党
所
届

の
ア
イ
ダ
ホ
州

立

法
部
議
員
が
、
空

の
ミ
サ
イ

ル
格
納
庫

の
正

面

に
停

ん
で
い
る
姿
を
大
き
く
映

し

だ
す
。

こ

の
画

面

は
、

肉
チ

ャ
ー
チ
上
院
議
員

は
、

常

に
、
強
力
な
国
防
体
制

に
反
対

し
て
き

た
》
と
い
う
不
平
を
強
調
す

る
た

め
の
も

の
で
あ
る
。

(ρ
触

切
匙
。
ざ

o
や

鳥
ゴ

,
。。
o。
"
睾
店

紹
o
自・ぎ

知
慧

ミ

自
"
㌔
ミ

耐

き

馬譜

§

9

砺
§
ミ
僑
」
ミ
寧
遣
。。ト

一り
。。印
)

こ
う
し
た
敵
性
候
補
者

に
対
す

る
攻
撃

の
矢
を
射

か
け
る
P
A
C

の
T
V

コ
マ
ー
シ

ャ
ル
の
歴
史

は
古

く
、
今

日
で
は
、
そ

の
数

は
、
さ
ら

に
増
大
傾
向

に
あ

る
。
今

日

の

選

挙

運

動

に

お

け

る

ス
ポ

ッ
ト

・

コ

マ

ー

シ

ャ

ル

の

約

芝

分

の

一
が

、

こ
れ

に

当

る

。

(
。。
①
Φ

r
}
.
Qq
麟
ぴ
韓

9

寒

沁
覧亀

ミ

♂

、恥
静
Q
、
O
§

簑

隷
q
ミ

酔

、
㎏
Qo
唾
.
)

例
え
ば
、

一
九
八
六
年

に
は
、
北

ヵ

圓
ラ
イ

ナ
州
選
出

の
共
和
党
上
院
議
員
J

・
T

・
プ

ロ
イ

ヒ
ル

(智
臼
霧

↓
'oロ
「o
圃
匹

ご

は
、
増
税
論
者

と
し
て
、

コ
マ
ー

シ
ャ

ル
に
よ
り
手
厳

し
く
批
判
さ
れ

た
。

ま
た
、

ワ
シ
ン
ト

ン
州
選
出

の
共
和
党

上
院
議
員

S

・
ゴ
ー
ト
ン

(ω
一帥
山
①
(ΨO
「酔O
鵠
)

は
、
自
己

の
選

出
州

に
お
け
る
連
邦
政
府

の
核

廃
棄
物
集
積
楊
設
置
計
画
と
戦

い
こ
れ
を
撃
退
す

る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
弱
さ
を
、
弾
劾
さ
れ
た
。
ま
た
、
共
和
党
員

H
ぎ
紆

O
冨
く
鵠

は
、
そ

の
対
立
候
補

者

で
あ
る
B

・
A

:
ミ
カ

ル
ス
キ

!

(b口
βo
門訂
税⇔ρ
渉
。
羅
一犀
譜
協oo犀
一)
民
主
党
下
院
議
員

(
メ
リ

ー
ラ
ン
ド

州
選
出
)
が
、
訂

げ貯
巳
旨

で
あ
る
と

い
う
非
難

の

コ
マ
ー
シ

ャ
ル
を
流

し
た
。

(ρ
}
.
oコ
跳

①
ざ

。
宰

鼻

二

噂
.ω
メ
)

輔
九
八
四
年
及
び

輔
九
八
六
年

の
選
挙

で
は
、
翼
。
司

霞
αq
犀

の
P
A
C
集
団
は
、
上
院

に
お
け
る
進
歩
派
多
数
者
を
援
護
す

る
と
い
う
従
来

と
は
対
角
線
的

に
反
対

な
戦
術

に
転
換

し
た
。
彼
ら
は
、
進
歩
派
を
落
選

に
追

い
込
む
と
す

る
旧
来

の
外
装
を
洗

い
落

し
、
再
選

に
直
面
し
て
い
る
現
職
議
員
を
支
持
す
る
方
向

に
赴

い
た
。

(剛ぼ
α
ニ

マ
ω
Q。
)

N
C
P
A
C
の
選
挙
運
動

は
、
次

の
二
点

に
お
い
て
重
要
で
あ
る
。

第

一
は
、
《
負

の
広
告
》
が
、
現
職
議
員

の
諸

々
の
外

被
を
剥
ぎ
取

り
、
議
会

に
お
け

る
投
票
記
録
と

い
う
立
法
者

と
し
て
の
原
型
を
蔵
視

さ
せ
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。

第

二

に
、
N
C
P
A
C

の
選
挙
運
動
は
、
選
挙
情
報

の
伝
達
者

と
し
て

の
政
党

の
役
削

が
、
T
V

に
よ

っ
て
崩
解
を
よ
ぎ

な
く
さ
れ

つ
つ
あ
る
政
党

の
危
機
的
状
況

の
反
射
鏡

で
あ
る
と

い
う

こ
と

で
あ

る
。
(Hぼ
↑
憶
Ψ
ω
卿
)

議
員
選
挙

に
お
け
る
T
V
の
果
た
す
役
割

の
比
重
が

高
ま

る
と
と
も

に
、
候
補
者

は
、
政
党
よ
り
も
、

む
し
ろ
、
媒
体

と
公
衆

関
係

(宕

集

。
邑

帥
9

鵠
)
の
専
門

家

に
、
助
言
を
求

め
る
に
至

っ
て
い
る
。
例
え
ば
、

一
九
八
四
年

に
お
け
る
上
院
議
員
候
補
者
六
四
名

の
う
ち

の
五

四
名
が
、
媒
体
専
門
家
を
、
四
八
名
が
、
世
論
調

査

の
専
門
家
を
、
そ
れ
ぞ
れ
、
雇
傭

し
て
い
た
。

諏
ン
ピ

ュ
!
タ
ー
や
そ
の
他

の
技
術
様
式
を
駆
使
す

る

こ
と

に
よ

っ
て
、

こ
れ
ら

の

藷
ン
サ
ル
タ

ン
ト
は
、
候
補
者

に
、
選
挙
運
動

の
指
針

に
つ
い
て
、
詳
密

な
助
雷
を
与

え

る
こ
と
が

で
き
る
。
ヴ

ォ
ラ

ソ
テ
ィ
ア
を
使
用

す
る
伝
統
的
な
選

挙
構
造

の
重
要
性

は
存
続

し
て
い
る
に
せ

よ

、

下

院

議

員

選

挙

は

、

同

種

の

傾

向

を

鮮

や

か

に

一
筋

曳

い

て

い

る

。
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